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　アローナは、国境に程近い街だ。

　その街は、元々この土地を治めていた領主の名を戴いてアローナとつけられた。

　隣国の侵攻を防ぐ砦であり、防衛の要として機能していた精鋭の騎士団駐屯の地であったが、停戦・和平条約が締結され、両国の王族の婚姻を機に友好な関係を築けている現在、それもすっかり過去のこととなっている。

　街道が敷かれ、出国する者や帰国した者、もしくは隣国からの商人や旅人が最初に訪れる街であるこの土地に、いつしか人が集まり、街を形成した。

　今では国境警備、近隣の山や森林に生息する大型害獣の駆除や盗賊団などの討伐、そして街や街道の治安維持が騎士団の主な仕事であり、どちらかといえば閑職と取られがちな任地ではあった。

　それでも、小高い丘の上に建てられた堅牢な石造りの砦は物見の塔を四方に配置し、兵舎、広い鍛錬場や馬場などを城壁で取り囲んでおり、騎士たちは有事に備えて日々己が腕を鍛えていた。

　砦に駐屯する第十騎士団は、団長一名、副団長二名を筆頭に、一部隊七十人、三部隊編成から成る。上級将官は最低五年、下士官は三年の任期だが、望めば留まることもできる。現在の団長と副団長の一人は既に十年アローナに駐在している。団長は妻子を王都から呼び寄せ、副団長はこの地の女性を妻に迎えたため、当分ここに留まるだろうと言われていた。

　国境のため王都までは馬車でも片道一週間はかかるド田舎のアローナは、大きな街道沿いであってもそれほどたいした娯楽施設もないので、若い騎士にはあまり人気がない。それでも留まることを望む者がいるのは理由があった。

　収穫祭である。

　アローナは軍施設の傍であるために、いざという時のために自給自足ができるようにと、時の領主より農地の開墾が奨励され、街道筋の街と比べても専業もしくは兼業で農業に従事する者が半数近くとかなり多めの比率を占めていた。

　よって、秋に行われる収穫祭は盛大だ。

　三日間ぶっ通しで行われる収穫祭は、それ目当ての観光客や行商人も訪れる、この近隣では結構大きな祭りとして有名だ。普段は居酒屋や食堂のみだが、この時期だけ宿屋も兼ねる店が増えるほど外からの客が集まるし、行商人も多い。

　年に一度の大きな祭りは、地元の住人だけでなく、駐屯している若い騎士たちにも楽しみなイベントで、三日間なのは三交代の騎士たちが一日は祭りを楽しめるよう配慮しているのだと言われているくらいだ。

　そして、この祭りにはもう一つの意味がある。

　嫁取りの祭りだ。

　宵夜の鐘の後の時間は、宵祭りと呼ばれ、十八歳の成人にならないと参加が許されない。

　当初、子供を寝かしつけたあとの大人の祭りというだけだった宵祭りは、次第に形を変え、やがて結婚を意識した出逢いの場となった。

　だから未婚の若い男女の参加率が異様に高い。

　片想いの者はこの日に告白をし、交際している者も求婚して、受け入れられれば一生仲睦まじく暮らしていけるというお約束の言い伝えは、この土地の者には子供の頃からある種の憧れのようなものとして、半ば笑いながら、半ば本気で受け入れられている。

　一生睦まじくなんてそんなウマい話があるワケないだろう、ウチの父ちゃんと母ちゃんそれで結婚したけど喧嘩ばっかりだ、などという定番の文句は当然ある。だがそれでもその風習が延々と受け継がれているのは、やはりこの祭りで実際に結婚して、なんだかんだ言っても離婚することもなく、生涯を共にする夫婦がとても多いからだろう。

　祭りに参加する未婚男性は一輪の花を持ち、女性は手首に刺繍糸などで編んだフィタと呼ばれる腕輪をつけることで未婚を表すと同時に想い人がいることを示す。

　どちらから申し込んでもいいが、男性からの場合は花を、女性からの場合は揃いのフィタを差し出し、告白を受けるのならばそれを受け取るというのがお約束だ。

　想いが叶った時点で揃いのフィタをつけて婚約の証とし、結婚の時にフィタを切って代わりに揃いの金属の腕輪をつける。

　そんな風習に憧れる女性は多く、だから男性もそれを叶えるため祭りに参加するのだ。

　そして、祭りは砦に駐屯する騎士たちも参加する。

　治安警備の任務としてだけではなく、もちろん未婚の男性としてだ。

　王都に帰る前提でこの地に来ている騎士たちだが、アローナの女性と結ばれる者は結構いる。

　日々の街中哨戒や休日の外出などで女性と出逢う機会は意外に多い。都会出身で洗練された垢抜けた男性、その上強くて頼り甲斐があるというイメージの騎士は、田舎の娘たちが憧れ恋心を持ってもなんら不思議な存在ではなかった。

　そして王都にいるような派手な女性でなく、素朴な女性を好む男にはアローナの女性は好かれる傾向にある。祭りで結ばれる騎士と街の娘は毎年何人もいた。

　この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。

　昔は騎士の中にも欲望のままに安易に女性に手を出す不埒者もいて、手を出された女性の親が騎士団長に責任を取って結婚するよう抗議する事例が何度もあった。当の騎士に詰め寄って遊びだったと拒否された結果、自殺を図る女性まで出たことで、由々しき事態と捉えた団長が厳しい綱紀粛正を図り、それ以来そのような事態は一掃されているという。

　風習は根強く残っており、現在も女性は結婚するまでは処女でいることが尊ばれ、婚前交渉があったとしても結婚を決めた相手にしか身体を許さないとされていた。

　そして近頃は、彼女たちの純潔は宵祭りの夜、数多く散らされていた。

　気持ちを確かめ結婚を決めた男と女は、互いを身も心も求め合うものだから。
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　食堂『跳ねる仔馬亭』の開けっ放しのドアをくぐると、いつも元気のいい声が出迎える。

　昼食時の喧騒がほぼ落ち着いた頃、金髪の若い青年が店を訪れた。

「いらっしゃいませー！　あ、セリオスさん！」

　明るい女性の声に、セリオスと呼ばれた青年は笑顔で手を挙げた。

「やあ、マリア。今日も元気だね」

「はい！　今日も元気です！　あ、どうぞ、お好きな席へ」

　蜂蜜色の三つ編みを揺らしてマリアが笑う。セリオスがいつも座る窓際の席に収まると、後ろをついていったマリアが訊いた。

「今日はお昼、遅めですね。忙しいんですか？」

「いや、午前中って言ってた荷物が遅れてぎりぎり昼前に届いてね。できるだけ早くって言われてた商品があって、ずっと待ってた兄貴がぴりぴりしててさあ、着いた途端荷物漁って即座に走ってったよ。で、後片付けは俺に丸投げ」

「あらまあ、それはお疲れ様でした」

　はーっと溜め息をついてどっかり椅子に座ると、セリオスはマリアを見上げた。

「あー、腹減った！　今日の日替わりはなに？」

「鶏肉のトマト煮込みと卵コーンスープでーす」

「やった、俺の好きなのばっかり。ぜひそれで。あ、大盛りで」

「だと思いました。ありがとうございまーす。母さーん、日替わり大盛りひとつ！」

　はいよー！　と娘に負けない元気な母の声がしたのを確認すると、マリアが厨房へ行こうとするのをセリオスが止めた。

「ねえ、マリア、もうそろそろ昼の営業も終わり？」

「あー、そうですね、もういつもの常連の人たちはみんな来たかな。たぶんセリオスさんが最後です」

「それなら、これからお昼だよね。一緒に食べない？」

「え。……あ、その……母さんがいいって言ったら」

「うん、訊いてきて。それでよかったら一緒に食べよ」

　にっこりと優しい笑顔で言われて、マリアはうなずくと慌てて踵を返した。

　カオが赤くなっていないだろうかと心配になる。

　セリオスはこの街では割と裕福な商家の三男坊だ。現在は家業を手伝っている。

　商売人だから愛想はいいがそれだけではなくて、誰にでも優しくて、立ち居振る舞いもスマートだ。中等学校にも行っていて頭も良いし、なにより優しい顔立ちと柔らかい表情が年上の近寄り難さを緩和している。

　そんな男だからもちろんモテるが、まだ誰かと付き合っているという話は聞いたことがない。

　そしてそのセリオスに、マリアも憧れていた。

　初等学校を卒業してから本格的に店を手伝い始めて少しした頃、長兄に連れられて昼を食べに来て父の料理の味が気に入ったらしいセリオスは、日々の昼食をほとんどこの店で摂っていた。

　ほぼ毎日来てはマリアに優しく話しかけてくれるセリオスを、初めは単純にかっこいいお兄さんとして慕い、そしていつからか淡い恋心を抱くようになっていた。

　優しいセリオスは、五つ年下のマリアを気に入ってなにかと気にかけてくれている。

　疲れてないかと労ってくれたり、仕事で余所の街に行くとわざわざ土産を買ってきてくれたり、もらい物だけど食べないからと菓子をくれたりする。誕生日プレゼントのブローチや髪留めは宝物だ。

　彼は末っ子で可愛い妹が欲しかったと言っていたことがあったから、妹のような感覚なのかもしれない。女の子として見てくれていないのかもしれない。それでもそんなふうに気にかけてくれることが嬉しくて、マリアは日々、その想いを募らせている。

「ごっそーさん。マリアちゃん、勘定」

「あ、はーい！」

　常連のひとりである近所の男が声をかけて、マリアは踵を返した。差し出されたお代を受け取ると、ふと妙に感慨深げに言われる。

「マリアちゃん、もう学校卒業して何年経つよ？」

「五年ですよ。どうしたんです、突然？」

「いやあ、大きくなったよなあと思ってさ。ついこないだまでジョアンナにおんぶされてたのにさ、気が付いたらもう給仕さんが板について、すっかり大人っぽくなったよなーって思って。オレもおっさんになるわけだと」

　ジョアンナは母の名前だ。母の幼馴染みだという彼は、両親が結婚して店を始めた頃からもうずっとここに通ってくれているという長年の常連さんで、そんなひとにそんなふうに言われたら、さすがにちょっと気恥ずかしい。

「あはは、ありがとうございます。私、大人っぽくなりました？」

「なったなった。あー、もう何年かしたらどっかの野郎に持ってかれちまうのかねえ。看板娘がいなくなったらおじさん寂しいわ」

「今年やっと成人したんですよ。たぶんまだ先です」

「いやいやー、女の子は早いぞー。もうどっかの野郎に狙われてるんじゃねえ？」

「えー、いますかねえ、そんなひと」

　笑いながらなかなか微妙な会話をする。結婚が早いアローナの女性は成人を過ぎればよくこういう話を向けられるものだが、それを好きな人の前でされるのはなかなか緊張するというものだ。

「ちょっと、トーマス！　ウチの子にそーいう話を振ると、旦那の機嫌が悪くなるからやめとくれ。マリアは洗い物持ってきて！」

　突然怒られて、うわ、と肩をすくめると、ニヤニヤしながらどこかを見ていたトーマスが笑いだす。……視線がセリオスの方に向いていたと思ったのはマリアの気のせいか。

「はっはー、そりゃおっかねえや。じゃ、また明日な、マリアちゃん」

「はい、ありがとうございました！」

　トーマスが手を挙げて店を出ていくと、マリアはテーブルの上に残っている皿を回収して持っていく。

　家族経営の食堂である『跳ねる仔馬亭』は、厨房では父が料理を担当し、母が洗い物や簡単な盛り付けなどをする。無口な父に代わって、母がマリアに仕事の指示もする。そして給仕担当がマリアだ。

　忙しすぎる時は母が出てくることもあるし、初めから忙しいと判っている時は近所に住む母の兄の娘、つまりマリアの従姉に手伝いをお願いする時もあるが、基本は家族だけだ。

　残っていた他のテーブルを片付け、空いた席を整えていると母に呼ばれ、できあがったセリオスとマリアの昼食を彼のテーブルに運ぶ。一緒でいいよと母の許可が出たので四人掛けの丸テーブルの彼の向かいに自分の分を置いてマリアは小首を傾げた。

「お邪魔しますね」

「うん、どうぞ。せっかく遅くなったんだから、可愛い看板娘と食べる役得くらいいいよね」

　セリオスがわざわざ隣の椅子を引いてくれたので、トレイを移動させて恐縮しながら座る。

「私と食べるのが役得って安いですねえ」

「ナニ言ってるの、そんなことないよ」

　そう言ってくれるセリオスの笑顔が優しくて、気恥ずかしくなったマリアはそれをごまかすように乱暴に鶏を串刺しにした。

　本当に空腹だったらしく、セリオスは豪快に皿の中身を減らしていく。

「ほんっと美味い。俺、これがつくれるようになりたいんだけどなー」

「セリオスさんが自分でつくれるようになったらお客さんが減るからダメです」

　真顔で言うと、セリオスはいやいやと手を振る。

「これ一品つくれるようになっただけで来ないってことないから。親父さんのつくる料理ってさ、単純そうに見えるけどどれも食材のまんまの味じゃないから、なかなか似たような味にならないんだよねえ」

「え、セリオスさんもお料理するんですか？」

「うん、ちょっと前からね。家を出たからさ、それからぼちぼち。結局うちで晩メシ食べてから寝るだけに帰るようなもんだけど、晩メシつくる手伝いしてちょっとずつ料理スキル上げてる最中」

　皿の残りのトマトソースをさらうようにパンにつけて食べているセリオスは、以前からこのソースがお気に入りだ。

「へえ、そうなんですか」

　驚いて訊き返す。

　別に男が台所に入らないという風習はないが、それでもこの国では世間一般的には妻、母が食事をつくる。裕福な商家の彼の家ならば使用人がいるからますます彼が自分でつくらなくてもよさげなものだが。

　アローナに限らずこの国の女性は成人しても家にいることが多いが、男性は成人すると数年の内に家を出て一人暮らしをする。

　親や祖父母が病気などで世話が必要だとか、セリオスの家のように商家や職人だと跡取りがそのまま家にいることもあるが、それでも次男以降の男は独り立ちして自分の家族をつくるために家を出る。実際、セリオスの上の兄は妻子と共に実家にいるが、次兄は既に家を出て嫁と二人暮らしだ。

　割と土地に余裕のあるアローナでは、独身でも大抵一軒屋を借り、嫁をもらえればそのままその家に居着くか新たに家を建てる。

　集合住宅もないわけではないが若い者にはあまり好まれない。壁が薄いので、生活音、ことに夜の生活の声が結構響いて嫁が嫌がるのだというのがまことしやかな理由だが、正否のほどは不明だ。

「とうとうご実家を出たんですね。一人暮らしって寂しくないですか？」

「いやいやー、うるさい母さんと兄貴にいろいろ言われなくて快適だよ。もっと早くに出ればよかったと思ってるくらい。マリアもよかったら遊びにおいでよ。歓迎するよ」

　おまけのようにつけた台詞に内心で呻く。

　……気楽にそんなコト言わないでください。

「え？　お母さんはともかく、グラードさんってそんなうるさいんですか？」

　セリオスは長兄を兄貴、次兄を名前で呼ぶ。

　長兄のグラードは落ち着きのある穏やかな感じの二枚目で、マリアには優しいし、あまり口うるさいというイメージはないのだが。

「うん、結構ね。早く嫁もらって身を固めろとかさあ、自分だって二十五歳まで結婚しなかったくせに」

　嫁という単語が出た途端、マリアの心臓がどくんと大きく鳴った。

　セリオスももう二十三歳、いつ嫁をもらっても全然不思議じゃない。

　ほとんどの者が初等学校を卒業する十三歳から仕事に就くアローナでは、下手をすれば十八歳の成人になった途端に結婚する者だっている。貴族階級の者や、城勤めや商人などを目指すもう少し高度な勉強が必要な者は中等学校まで行く。更に優秀な者は王都や近隣の大きな街に出て専門の高等学校や大学という進路もあるが、庶民はなかなかそんなところまでは行きつかない。そして田舎のアローナは娯楽が少ないこともあって結婚は結構早い。

　つまり、セリオスがいつ結婚しても不思議ではないわけで。

「……セリオスさん、結婚、するんですか？」

　思わず訊いたマリアに、セリオスは苦笑した。

「そりゃあいずれはしたいと思ってるけどね。いいかいマリア、結婚ってのは相手がいるんだよ。恋人もいない俺が嫁さんなんてすぐもらえるわけないだろ」

　ほっとしたマリアだが、それでもつい訊いてしまう。

「……でも、お仕事上の付き合いから紹介されるとか、告白されてとか……セリオスさん、モテるじゃないですか」

「三男坊の俺に仕事関連での見合いは来ないなー。別に俺、モテないし」

　それは嘘だとマリアだって判る。

　三男坊ならむしろ仕事を継がせる相手として婿入りを願われることもあるだろう。彼に告白したけれど断られたという話だって聞いたことがある。

　疑わしそうな目をしていたのだろうか、セリオスが困ったように笑った。

「なんだよマリア、そんなに俺に嫁さんもらってほしいの？」

「……っ、その、あの……」

　返事に困って、卵スープを飲んでごまかす。

　肯定なんてしたくないが否定すれば片想いがバレそうで、どちらともつかずの返事しかできないマリアが目を逸らすが、それが肯定を意味するなんてきっと判ってはいない。

「結婚されたら、常連さんがひとり減るので……」

「それだけ？」

　ぼそぼそと答えたら訊き返されて、更に返事に窮する。

　なにやらニヤニヤ笑っているセリオスの笑みの意味が判らなくていたたまれなくて、ごまかしついでに食事の残りを平らげてしまったマリアは勢いよく立ち上がった。

「ご馳走様でした！　あの！　よかったらデザートにミルクプリンを食べませんか？　新メニューのおまけにつけられたらって試しに私がつくったんですけど、感想聞かせてもらいたくて！」

「お、マリアがつくったの？　喜んでご相伴させてもらうよ」

「じゃ、持ってきます！」

　ばたばたと慌てて自分のトレイを持って厨房に行く。落ち着きがないと追ってくる母の小言をかいくぐって、保冷庫からミルクプリンの入ったカップを二つ出すと今度は厨房から逃げ出した。

　その間に食べ終わったらしいセリオスのトレイにプリンのカップを置くと、セリオスはすぐに手に取ってくれる。

　ひんやりと冷たいデザートは優しい甘みがあって口当たりが良い。ひとくち食べて気に入ったらしく、セリオスはすぐに食べきってしまった。

「ん、美味かった。いいね、俺、すごく好きだよ」

「ホントですか!?　よかった！」

　嬉しそうに笑って自分の分も口にする。よしよし、上手くできた。

「母さんはコレに、緩く伸ばしたジャムソースでも乗せるか果物でも入れるかって言ってたんですけど、私はこのままでもいいかなって思ってて。どっちがいいですかね？」

「ジャムってイチゴ？　オレンジとかなら意外と良いかもよ」

「オレンジ！　それは考えませんでした！　ちょっと持ってきます！」

　再びばたばたと厨房に行き、持ってきたオレンジのマーマレードを乗せて食べてみる。

「……美味しい！」

　マリアが目を丸くすると、セリオスが身を乗り出してきた。

「どれどれ」

　自分のスプーンを使うかと思いきや、セリオスはマリアの手をつかまえてプリンをすくい、そのまま自分の口に入れた。

「お、ホントに美味い。思いつきで言ったけど結構いけるじゃないか」

　自画自賛するセリオスだが、マリアにしてみたらそれどころではない。

　いきなり手を握られて、その上自分のスプーンで……。

　あの、それってもしかしなくても間接キ……！

　最後まで考えられず、ぶわっと赤くなったマリアを見て、セリオスはくすりと笑う。

「どうしたの、マリア？　真っ赤だよ？」

「……どうって……あの……いえ、なんでも……」

　明らかになんでもないという表情ではないがセリオスはそれ以上追及せず、なにが嬉しいのかにこにこしている。

　……人の気も知らないで、この人は……!!

　恥ずかしくて腹立たしくてうつむいてしまうマリアをよそに、セリオスは何故か機嫌良さそうに食事のお代をテーブルに置いて立ち上がった。

「さて、行きたくないけどそろそろ行くか。ご馳走様」

「あ、はい、ありがとうございました！」

　給仕の条件反射で礼を言いながら立ち上がると、セリオスはマリアを見下ろした。

「ねえ、マリア、今年十八歳になったよね。今年の宵祭りは出るの？」

　どきんと心臓が鳴る。

「……はい、行くつもりです。一日目は大抵ものすごく忙しいので二日目になると思いますけど」

「ＯＫ、二日目ね。じゃあ俺もそうしようかな。向こうで逢ったら一緒に屋台のものでも食べようよ」

「はい、逢えれば」

「約束だよ。じゃあね」

　ぽんとアタマに手を乗せられ軽く撫でられる。それはセリオスが帰る時いつもする行動で、マリアはそれが子供扱いみたいで気恥ずかしくも嬉しいが、今日はちょっと複雑だった。

　セリオスが出ていくとマリアは彼の食事のトレイを片付けようとテーブルに向かって、そしてひとつ溜め息をついた。

　……宵祭りに逢おうと言いあう意味を、自分が知っているのにセリオスが知らないわけがない。

　もちろん友達、知人と祭りで会えばしゃべったり食事をしたりと行動を共にすることもあるだろう。

　でも、それが一対一の独身の男女であれば自ずと理由と見方が変わる。

　普通は、愛の告白、そして結婚の申し込みだ。

「……そんなわけ、ないよね」

　でも、ふと口を衝くのは否定の言葉。

　五つも年上の素敵な男性。妹のように扱ってくれる優しい兄のような存在の彼が、自分を妹以上の目で見てくれていると感じた覚えはない。

　単に、お祭りで会ったらなにか奢ってあげよう、という妹扱いの娘を可愛がっている域から出ていない発言だと思っていた方が精神衛生上良い気がする。

　本当なら舞い上がりそうに嬉しい言葉だが、きっと彼にそんな気持ちはない。

　だって、『向こうで逢ったら一緒に屋台のものでも食べようよ』なのだ。愛の告白のつもりなら、逢ったら、なんて不確定な言葉は使わないのではなかろうか。

　本当は、マリアだって信じたい。セリオスに自分のことを好きだと思っていてほしい。妹扱いじゃ足りない。女性として見てほしい。

　だけど、女性としての魅力なんてまだまだ足りないことは自分が一番よく知っている。だからどうしても、彼の誘いが告白だなんて思えない。

　どうしても自分に自信が持てないのだ。

　セリオスの恋人になれたらと願う一方で、自分なんかにはもったいないとも思う。

　一人娘のマリアだから、できたら婿を取って店を継いでもらえたらと以前両親に言われたこともあるし、店の仕事が好きなマリアは自分でもそう思っている。だが商人のセリオスが自分の仕事を辞めて分野違いの食堂を継ぐことを承知してくれるかどうか。そう思うとなかなか安易に想いを告げられないとも思う。

　しかし、そんなことはあとから考えればいい話で、結局はいろいろと言い訳しつつ振られるのが怖いだけなのだと自分でも判っている。

　溜め息を吐きながら、マリアはトレイを持ち上げた。

















　　　２












　宵祭りの日。

『跳ねる仔馬亭』の一日目はてんてこ舞いで、毎年のことだが本当に目がまわるような忙しさだった。

　店は祭りのメイン会場である中央通りにそれほど近いわけではない。だが、祭りの期間中はアローナ全体でたくさんの観光客を受け入れているため、特に飲食店関係はどこも大盛況だ。

『跳ねる仔馬亭』では、祭りの期間は普段は出さない酒の類も出すこともあり、余所者の客が増える。いつもは起きないトラブルも起きる。特に若い娘が給仕とあって、おもしろがって尻や足を触ろうとする不埒者やお代をごまかそうとする不届き者もいる。だが、子供の頃から可愛がってくれている常連の男衆やおばさま方がそういう輩を叩き出してくれて、毎年事無きを得ている。ちなみに応対のラスボスは当然マリアの父親だ。

　そして二日目。

　昼間の営業は普通にこなしたものの、夜の仕事は免除してもらえた。

　今日はマリアの代わりに従姉が手伝いに来てくれていた。

　兄弟姉妹のいないマリアにとって従姉は大好きな姉のような存在で、従姉もマリアを妹のように可愛がってくれている。

　彼女はマリアの気持ちを知っている唯一の身内で、彼女自身も宵祭りで旦那さんと結婚を決めた身だから、今夜のマリアの初陣を心から応援してくれていた。

　せっかくなんだからとびきり可愛くしないとと、セリオスにもらった髪飾りを使って可愛らしく髪を結ってもらった。初めて薄く化粧もしてもらった。唇に施された紅が気恥ずかしい。

　一張羅の可愛いワンピースは従姉が旦那さんと祭りで上手くいった時に着ていたものだそうで、験担ぎにとこの機会に譲ってくれた。少しでもセリオスに可愛いと思ってもらいたい。

　宵祭りの告白に必須のフィタも一本を右手首に結び、もう一本はポシェットに入れて肩掛けにした。従姉に教わってつくった拙いながらも心の籠もった一品だ。

　そうして準備ができると、そわそわと鏡で自分の姿を見まわすマリアに、従姉は笑って絶対成功間違いなしの可愛さだと太鼓判を押してくれた。

　あとのことは心配するなと背中を押され、家から送り出されたマリアは、意を決して歩きだした。

　実は店に来ていた常連のおじさんたちがニヤニヤしながら、父親は苦虫を百匹くらい噛み潰した苦り切ったカオで彼女の外出を見送っていたのだが、ガチガチに緊張していたマリアにはまるで目に入っていなかった。










　祭り会場は既に賑わっていた。

　元々昼間からお祭り騒ぎだが、夜になって子供たちが帰り、大人だけになってもその喧騒は変わらない。

　こっそり残っている背伸びしたい少年たちもいたが、知り合いの大人や見回りの騎士たちに見つかると強制送還されていた。

　その大人たちの間をすり抜けて、マリアはきょろきょろと辺りを見まわしながら歩きまわった。セリオスも二日目に行くと言っていたからどこかにいるはずだが、当然人出は多くおいそれと見つかりそうにない。

　これでは待ち合わせをしていたって気付かないかもしれないのに、会ったら一緒に遊ぼうなんて大雑把な約束は果たされるのだろうかと不安しかない。

　街には華やかに着飾った娘たち、小ざっぱりとした格好の青年たちが溢れている。

　酒をかっ喰らってご機嫌なおじさんおばさんたちもたくさんいるが、やはり出逢いを求めて来ているのだろう、若者が多い。

　うろうろと人の合間を縫って歩く。大通りに出たら酒を呑みながら賑やかにみんなで歌を歌っている。楽器をかき鳴らす者も多く、声を張り上げないと話ができないような場所を通りぬけ、美味しそうな屋台や可愛い小物が並んでいる出店を横目で見ながら、彼の姿を捜して歩く。

「マリア？　マリアじゃない？」

　不意に呼ばれて振り向けば、学校に行っていた頃の友人ケイトが手を振っていた。

「わ！　久しぶり！　元気だった!?」

「もちろん！」

　きゃあっと笑い合い、再会を喜び合う。軽い近況報告をしながら、彼女が差し出してくれた焼き菓子の包みに手を伸ばす。香ばしくてふかふかの美味しい焼き菓子は祭りの名物だ。

　学生に戻った気分でひとときはしゃいでいた二人だったが、不意にケイトが訊いた。

「ねえマリア、あんたもしかして今日、告白したい人いる？」

「え。……えと……うん……そういうケイトは？」

「うん、まあ、いるはいる、んだけど、ね」

「けどね？」

　言葉を濁すケイトに小首を傾げると、彼女は苦笑いした。

「ものすごく望み薄で。声かけるの躊躇してる」

「え、望み薄いの？　他に好きな人とかいそうなの？」

「さっき、すっごい可愛い子と歩いてるの見ちゃった。先に言うけど姉妹とかじゃないよ、いないの知ってるから」

　寂しそうにケイトは微笑む。

「言おうかどうか迷ってる。勝手に憧れてただけだからさ、言われても向こうも困るかもだし」

「そんな……」

　眉根を下げたマリアに彼女は笑った。

「まあ、たぶん私の恋は終わったからさ、マリアはがんばんなよ。ちゃんと好きな人に好きだって言えるといいね」

　発破をかけてくれるケイトだが、マリアは下を向く。

「……私も、無理かもしれない。だってすごく素敵なひとだもん」

「誰かと一緒にいるの見た？　全然マリアのことなんて相手にしてなさそう？」

「……そうじゃないけど……」

「ならがんばんなよ。ちょっとでも望みがあるならさ」

「……うん」

　にこやかに言ってくれる友人の言葉に、マリアは曖昧に微笑んでうなずいた。

　確かに望みがないわけではないのだと思う。セリオスだって誘いたい女性がいるのなら、マリアなんかを相手にしている場合ではないだろう。

　あんなふうにマリアを誘ってくれるということは、そうしたい相手がいないのか、それとも。

　希望が全然ないわけではないことに縋りたいと思う。

　もしちゃんとセリオスと向き合えたら、言ってもいいだろうか。何年も溜めこんでいるこの気持ちを。ちゃんと言ったら、もしかしたらセリオスがフィタを受け取ってくれるだろうか。

　好きだと、言っていいだろうか。

　まだ相対してもいないのに、言うことを考えただけでドキドキと鳴る心臓の音を、うるさく感じる。

　マリアは友人と別れた後、再びセリオスを捜しだした。祭りの賑わっている場所はそれなりに広い。せめてこの辺にいるだろうという目星がつくくらいのことまでは聞いておけばよかったと、今更詮無きことを思いながら、ただ一人の姿を捜した。

　ぐるぐると捜し歩いてしばらく。

　マリアは中央広場の屋台の端に、ようやく捜していた人の姿を見つけた。

　人混みを掻き分けたどり着いた先に、セリオスの姿を見つけて安堵の笑みを浮かべたマリアは、しかし次の瞬間それがすうっと消えていくのを自覚する。

　隣に女性がいた。それも三人。

　みんな彼と同じくらいの年の綺麗な女性だ。誰を見ても化粧の似合う綺麗な大人、自分には逆立ちしたって勝てそうもない人たちばかりで。

　その女性たちと仲良さそうにしゃべっている様子のセリオスも笑顔で。

　その女性たちの誰と並んだって自分よりお似合いだと思えた。

　ぼんやりと、ああ、無理だ、と思ってしまった。

　もしかして彼女たちの誰もがそういう意図ではなく、単なる友人だったとしても、マリアに彼女たちを掻き分けてセリオスを奪いに行くだけの根性と自信がない。

　マリアには結局セリオスが自分の告白を受けてくれるという自信がないのだ。

　さっき言ってみようと心に決めたはずなのに、もうその気力が萎んでいく。

　それ以上寄って行けなくてマリアはその場に立ち尽くした。

　だがその時、マリアの存在に気付いたらしいセリオスに呼び留められた。

「マリア！」

　笑顔で手を挙げてくれる。それにつられて女性たちがこちらに視線をくれた。興味津々という視線は無遠慮で好奇心いっぱいという態で、その視線に耐えられなくてマリアは踵を返した。

「え、マリア!?　なんで!?」

　驚くセリオスの声が聞こえたが足が止まらない。セリオスに背を向けて、マリアはその場から逃げ出した。逃げ出してしまった。

　もしケイトにもう一度出会えていたら泣きついていたかもしれないが、幸か不幸か会うこともなく、無事に祭りの喧騒から出られてしまった。

　走る速度が緩み、やがて足を止めたマリアは深く溜め息をつくと、家への道をとぼとぼと歩きだした。

　一世一代の気分で出てきたのにこの体たらくだ、もうこれ以上祭りを楽しむ気にはなれない。

　マリアの初めての宵祭りはこれで終わってしまった。

　行きがけに持っていた緊張とわくわく感が、今は嘘のように消え失せている。

　歩き慣れた道をしょんぼりと帰る自分が惨めで、マリアの目にうっすらと涙が滲んだ。

　せっかく従姉に綺麗にしてもらったのに、それを見せることすらできなかった。

　友人にがんばれと言われたのに、全然がんばれなかった。

　セリオスに想いを伝えられたなら、たとえ玉砕していたとしても行動できたことには違いない。しかしマリアは、尻尾を巻いて逃げ出してしまっただけで、なにもできてはいない。

　告白もできずに逃げ出した根性なしで臆病な自分に嫌悪感を持つ。

　あの一緒にいた綺麗な人たちの中に彼の想い人がいたのだろうか。やっぱり自分は彼にとって妹分でしかなかったんだろうか。誘ってくれたのは、やっぱり年上の知り合いとして気を遣ってくれただけだったんだろうか。

　……だとしたら、ひとりで舞い上がってバカみたいだ。

　悪い方に考えだしたらどんどん思考が沈み込んでいく。

　こんな情けない自分がセリオスに振り向いてもらおうなんて無理に決まっている。

　明日から彼にどんなカオをして接したらいいんだろう。なんで逃げたんだって訊かれたら、なんて答えたらいいんだろう。普段通りの笑顔で接客できる自信がない。

　ぐずぐずと後ろ向きなことを考えながら祭りの喧騒を背に歩いていると。

「マリア！」

　背後から突然呼ばれて、マリアは飛び上がった。聞こえるはずのない声が聞こえたからだ。

　振り向けばセリオスが走ってくるのが見える。マリアは反射的に逃げ出した。

「マリア！　待って！」

　待たない。待てない。なんで追ってくるの。

　半泣きになってマリアは走った。今のこんな泣き顔なんて見られたくない。

　だが、どれだけも走らないうちにマリアはなにかにつまずいて足を取られ、つんのめった挙げ句に盛大にすっ転んだ。ずざざざーっと転がったマリアが、ナニやってんの私、と内心で自分を罵りながら起き上がろうとしていると、その間にセリオスに追いつかれてしまう。

「マリア！　大丈夫か！」

　目の前にセリオスの足が見えて手が差し出されるが、起き上がったマリアは自分で手の砂を払い落としながらカオを背ける。セリオスは差し出した手を拒まれたのに気を悪くする様子もなく、自分もその場で膝をついてマリアの服の砂を払ってくれた。

「痛いとこないか？　怪我してない？」

「…だいじょう……痛っ」

「怪我した？　ああ、しっかり擦り剥いてる」

　転んだ拍子にやらかしたのだろう、右肘と右膝が盛大に擦り剥けて血が滲んでいる。結構痛い。

「手当てしないと。すぐそこが俺んちだから寄って。傷薬くらいあるから」

「……いえ、帰ります。それこそすぐそこだし」

「ダメ。こんな状態できみをこのまま帰したら、俺、親父さんから店の出禁喰らう。なにより俺がこのまま帰したくない」

　思わず難しいしかめっ面で店の前で仁王立ちする父親の姿を想像して、あー、やりそうとか思ったマリアが苦笑いを浮かべていると、唐突に横抱きに抱き上げられた。慌てて肩につかまるとセリオスの顔が近いのに気付いて思わず恥ずかしくなる。

「首に手をまわしてくれると嬉しいな」

「いえ、あの、歩けますから！」

「ダメ、おとなしくしてて」

　なんだかいつになく強く言われて反射的におとなしく腕をまわす。怪我が痛いがそれどころじゃなくて、ドキドキうるさい自分の心臓がセリオスに聞こえないかとそればかりが気になる。

　セリオスの家は本当に近かった。そしてマリアの店にもとても近い。通り一本違うだけで、たぶん歩いて五分もかかるかどうかという距離だ。明らかにセリオスの家より店の方が近い。何故セリオスはこんな場所に家を借りたんだろうとぼんやり疑問には思うが、恥ずかしいのと痛いのが気になってよく考えられない。

　家に入ったセリオスは、居間まで一直線に歩いて三人掛けの長いソファにマリアを座らせると、灯りをつけて、戸棚から薬箱を出して戻ってきた。

　セリオスは、床に膝をついて無言でマリアの怪我の手当てをしてくれた。それが終わると、マリアは小さな声で礼を言う。

「……ありがとうございます」

「痛くない？」

「大丈夫です。……じゃあ、私帰ります」

　そろりと立ち上がろうとしたマリアの手をセリオスが捕まえた。引っ張って立ち上がるのを留まらせたセリオスに、マリアが困惑の目を向ける。それを正面から受け止めて、セリオスがマリアを見上げた。

「ねえ、マリア、なんで逃げた？」

　言葉に詰まってマリアは視線を泳がせた。それを許さずセリオスが続ける。

「ちゃんと約束したよな？　宵祭りを一緒にまわろうって。俺、ずっと待ってたのに、なんで俺を見つけた途端逃げ出したの？」

　それを言うのか、とマリアは歯を食いしばった。

「……判るでしょう？」

「判らないよ」

　真顔で言われて悔しくなる。そんなわけないのに、なんでここでごまかすの？

「……綺麗なお姉さんたちといたでしょう。邪魔しちゃいけないと思って」

「やっぱりそういう理由か」

　眉間に皺を寄せてセリオスが溜め息を吐く。

「そのお姉さんたちにとっとときみを追えってケツ叩かれたんだけど」

　え？　と、目を丸くするマリアに理解させるように、ゆっくりと話すセリオス。

「彼女たちは俺の学生の時の同級生で友人だよ。あいつら、俺が女の子待ってるって判った途端、どんな子なのか好奇心丸出しで見物したがってずっと傍に居座ってたんだ。ついでに言えば全員既婚者」

　え、とまだ思考が働いていないマリアは動きまで止まっている。

「彼女たちの旦那はみんなで隣の屋台で酒呑みながら串焼き食ってて傍にいたから、ちゃんと来てくれれば紹介したし、誤解も解けたはずなんだけどな」

　セリオスは真顔で、嘘を言っている気配はない。

　では、単にマリアが早合点で勘違いしただけなのか。勝手に誤解して逃げてしまったのか。

　じわじわと頬が熱くなってくる。

「……そ、そうだったんですか……。誤解してすみませんでした」

「うん、一応俺も追っ払ったんだけどね、聞かなくて。彼女たちにも言われた。興味本位で誤解させるようなコトしてごめんってきみに謝っといてって」

　困ったように笑って、それからセリオスはマリアを見上げた。

「で、マリア。なんで俺から逃げたの？」
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「……はい？」

　セリオスが言っている意味が判らなくて、マリアは小首を傾げた。

　逃げた原因はたった今解消されたはずだ。何故同じ質問をされているのだろう、と思ったのだが。

「どうして俺から逃げたの？　俺、ちゃんと約束したよね？　祭りで逢おうって。その意味、もしかして判らなかった？」

「……!!」

　原因ではなく理由を真顔で訊いてくるセリオスを、マリアは凝視した。

　それは。

　それはどういう意味で言っているのだろう。

　自分が望んでいる意味で良いのだろうか。

「もしかして、単に祭りで会ったらなにか奢ってあげようとかそんな程度にしか取らなかった？　俺が、きみをただ妹みたいに可愛がってるだけだと思ってた？」

　戸惑って固まるマリアを正面から見ていたセリオスは、不意に膝立ちになって身を乗り出した。その先にあるマリアの唇を自分のそれで塞ぐ。

　重ねるだけのキスをそっと離したセリオスは、至近距離から告げた。

「好きだ、マリア」

　思考が止まる。息も止まる。なのに心臓が強烈に弾んでいる。

　ナニが起きているのか理解がしきれず固まってしまったマリアに、セリオスが再びくちづける。今度は唇を食み、甘噛みする。

「……マリア、息してる？」

　もう一度離れても微動だにしないマリアに苦笑して訊くと、ようやく目を瞬かせたマリアが一気に茹で上がった。

「ああああああの、あの、あの……っ！」

「いいから落ち着いて」

「落ち着けません！」

　反射的に言い返してから、はっとしてうつむいたマリアを楽しそうに見てから、セリオスはやっとマリアの隣に座った。そしておもむろに肩を抱き寄せる。

　目の前の彼の唇にさっきまでなかった赤い色がある。なんでだろうと思ってから、自分の口紅の色が取れて移ったのだと気が付いてしまった。今、間違いなくセリオスとキスを交わしたのだと実感して一気に恥ずかしくなる。

　真っ赤なカオでまたもかちんと固まったマリアに、セリオスは微笑んだ。

「まったくもう、せっかくちゃんと申し込もうと思ってたのにな。ちゃんとこう、祭りの作法に則って、カッコつけて言いたかったのに」

　言いながら、上着の内側から紙に包まれた一輪の花を差し出そうとして、セリオスは渋いカオになる。その花は無残にも首が折れて花弁が少し散っていた。

「あー、さっき走ったし、マリア抱き上げた時にでも折ったかな。ごめん、こんなんになっちゃった。ホントに何から何までぐだぐだだ」

　溜め息をついてから、セリオスはマリアのカオを覗き込んだ。

「ねえ、マリア。花はないけど聞いてくれるかな。俺の嫁さんになってほしい。俺と結婚して、俺の傍にずっといてくれないか」

　再び息を詰めたマリアは、信じられない気持ちでセリオスを見上げた。

　さっきまでもうダメだと、諦めなきゃいけないと思っていたのに。

　もしかして夢じゃないのか。転んだ拍子に実は頭を打って気絶して、その間に見ている夢なんじゃないだろうか。だってあまりに自分に都合が良すぎる。

「夢じゃないから。現実だから。お願いだから本気にして。信じて」

　途端に苦笑気味に言われて慌てる。口に出ていただろうか。

　あわわと口を覆ってから、マリアは上目使いにセリオスを見上げた。

　見慣れた、でもこんな距離では見たことのない端正なカオが目の前にあって、思わず挙動不審になりそうなのを必死に我慢する。

　優しい笑みはいつもと同じように見えて、でもなんだかいつもとは違っていて。ドキドキと鳴るうるさい自分の心臓が、ようやく現実なんだと教えてくれる。

「……本当に、本気なんですか？　本当に私なんかでいいんですか？」

「本当の本気だよ。俺はマリアがいい。マリアと結婚したい。きみが好きだとちゃんと言っただろう？」

　覗き込んでくるまなざしが優しくて、マリアは目が潤む。

「マリア、きみは？　俺と結婚してくれる意志はあるか？」

　涙が零れる。でもこの瞬間だけは笑いたくて、マリアは必死に笑顔をつくった。

「……はい」

　ありがとう、とつぶやかれたと思ったら、またくちづけられた。

　今度は甘噛みだけでは済まされなくて、唇から彼の舌が侵入し、咥内を蹂躙される。さっきのがファーストキスだったのに、あっという間に先に進まれて、マリアはついていけなくてくらくらしてしまう。

「……ふっ……は、ふぁ……っ」

　息ができなくて喘ぎ、その声に自分が赤面する。ナニ、今の声。

　途端に舌の動きが激しくなり、唇が吸われる。恥ずかしくてたまらない。手の置きどころが判らなくて、セリオスの胸元の服をぎゅっと握ってしまう。皺になると思うのに離せない。もう自分の知らない世界に足を突っ込んでいる。

「……ああもう……可愛くてたまらない。どうしてくれよう」

　やっと離してもらえたと思ったらやたら甘ったるくも熱い声で微かに耳元で囁かれて恥ずかしくなる。こんな艶やかな声、初めて聞いた。

「マリア、愛してる。きみは？」

「…すき。セリオスさんが好き。ずっと好きでした……」

　言いながらますます恥ずかしくなって胸元にカオを埋めると、頭のてっぺんを撫でられる。

「ありがとう。ふふっ、きみが俺のこと好きなのは知ってたけど、こうやって改めて言われるとやっぱり嬉しいな」

　……なにか看過できないことを言われた気がする。

　思わず勢いよくカオを上げると、まくしたてた。

「知ってた!?　なんで!?　いつから？」

　いきなりの勢いに一瞬目を丸くしたセリオスは、だがすぐに笑った。

「いつだったかな、でも結構前だよ。なんでって、そりゃ俺、これでも商人だからね、半分は人を見るのが商売だし、なんとなく判ったよ。兄貴みたいな好意との境目はちょっと判りづらかったけど、でも俺のことずっと好きでいてくれるのは感じてた」

「嘘……」

　必死に隠していたつもりだったのに、全然隠せてなかったらしい。恥ずかしくて穴があったら入って隠れたい。

「でも俺の好意は全然判ってくれてなかったよね？　これでも結構一生懸命がんばったつもりだったんだけど」

「え？」

「俺、女の子なら誰にでも優しいわけじゃないよ。簡単に頭撫でたり手に触れたりなんてしない。必要以上に近づいたりしない。可愛いなんて言わない。出張の土産や誕生日プレゼントだって用意しない。全部、たった一人の好きな子だけにしかしない。マリア、きみにだけだ」

　マリアは信じられない思いでセリオスを見上げた。

　もしかしたら、なんて思っていたことが本当に起きていたなんて、夢みたいだ。

「……だって……そんなの……」

「マリア、きみは？　可愛がってくれる男なら誰にだって、あんなふうに嬉しそうに頬を染めて撫でられるの？　お菓子やプレゼントに恐縮する？　結婚話にカオを曇らせる？　自分のスプーンを咥えられても怒りもしないで真っ赤なカオでそのまま使う？　俺だからの反応だと思ってたんだけど、違うの？　今日のその服装や髪も化粧もすごく可愛くて似合うし特別感満載だけど、それは俺に特別なきみを見せてくれるためだと自惚れちゃダメ？」

　一気に、ぶわっと体温が上がるのを自覚する。カオが熱い。

　全部、まさしく全部、バレていたらしい。恥ずかしすぎて本当にカオが上げられない。

「マリア？　ねえ、マリア、答えて？」

「…………ご存じかと思いますが」

「うん、でもちゃんと言ってほしい」

「…………セリオスさんだけです」

「ありがとう、嬉しいよ」

　ちらりと上目使いに見ただけで、マリアはこれ以上見ていられないほどに恥ずかしくなって目を伏せた。セリオスの微笑んだ瞳が、なんだかとんでもなく甘い。

　ダメだ、こんな雰囲気に慣れていなさすぎていたたまれない。もうどうしたらいいのか判らない。

　ぎゅっと目を瞑っていたら、再び胸元に身体ごと寄せられて抱き締められた。

「ああもう、可愛い。可愛くて嬉しくてどうしようもない。俺、壊れそう」

「……壊れそうなのは私の心臓です」

「それはお互い様でしょ。やっと五年越しで好きな子を手に入れたんだよ、ドキドキしすぎてホントどうにかなりそう」

「それは……五年？」

「あ」

　どうやら言うつもりのないことを言ったらしい。初めてセリオスが口籠もった。

　五年ってどういうことだろう。五年前といえばマリアが仕事を手伝いだした頃であり、セリオスが店に来始めた頃だ。

　じっと見つめるマリアに負けたのか、セリオスが視線を泳がせながら言う。

「……初めからだよ。初めて店に行った時からマリアが可愛いと思ってた。初めはこんな可愛い妹がいたらと思ってたけど、すぐに違うって気付かされて。……ああもう、先に言うけど少女が好きとか言うなよ、今まで散々それで兄貴たちにからかわれてたんだから。言っとくけど、マリアだけだからな、別に子供が恋愛対象ってわけじゃないんだからな！」

　言う前に釘を刺されてしまった。

　それにしても、そんな前から自分に好意を持ってくれていたのか。その上、兄たちにまでバレてからかい倒されて。

　五年前だからセリオスは十八歳。その彼が十三歳のマリアを好きだと言ったら〝そういう趣味〟呼ばわりされるだろうか。……うん、微妙だ。

　ちょっと生温かい気持ちになりかけたが、でも別に嫌な気持ちになるわけではない。自分だって片想い期間はきっとたいして変わらないのだから。

「俺がどれだけ今年の祭りを待ってたか判る？」

　ふっと苦笑したセリオスはマリアの頬を手で包む。

「それは、たぶんお互い様です」

　微笑んでみせたらちょっと目を丸くされて、それから微笑み返してくれた。

「早く、大人になりたかった」

「うん、早く大人になってほしかった」

　ふたりでカオを見合わせてくすりと笑い合う。そして再びくちづけた。

　重なった唇はゆっくりと互いを求め、やがて深くなっていく。舌を絡ませ、互いの咥内を弄り合うキスは初心なマリアには刺激が強すぎて、あっという間にいっぱいいっぱいになってしまう。

　酸欠になりかけで朦朧としかけたところに、マリアの髪を掻き混ぜていたセリオスの手が、気付いたら胸をまさぐっていて。

「……んっ……!!　んんぁっ！」

　口を塞がれた状態で呻いたマリアの声に、セリオスが笑った気配がした。

　思わず逃げそうになった身体をセリオスが片方の腕で腰の辺りを抱き締める。もう片方の胸も揉まれてマリアは羞恥に身悶えした。

「……ふぁ、や、あ、待って……っ」

　やっと唇を離してもらえて、息を吐く間もなく掠れた声を上げるが、それで止まるわけもない。

「待てない」

　低くつぶやかれて、その声の低さにビビった。

「結婚まで純潔でいたかったかな。でも、ごめん、無理」

　妙に切羽詰まっているように聞こえて、マリアは身を固くする。

「祭りの場でプロポーズできてたら我慢できたと思う。でも、俺の家で、二人きりで、こんなにきみが可愛いのに、もうこれ以上我慢なんかできるわけない」

　ちゅっ、ちゅっ、と額や頬にやたらとされていたキスが首筋に降りてきた途端、びくんとマリアの身体が跳ねる。ナニ、今の感覚。

　びっくりしたマリアが思わず目を開けると、そこにあったのは、いつも優しく見つめていたまなざしではなく、自分の知らない欲望を湛えた男の瞳。

　セリオスは右手首にあるマリアのフィタにくちづけた。ずっとその視線だけは外すことなくマリアに寄越されていて。

「マリア、俺にきみの純潔をちょうだい？」

　その色気と艶に圧倒されて、反射的に再びぎゅっと目を閉じる。

　恥ずかしい、ただそれしか考えられない。

　ずっとセリオスに片想いしていた。恋人になりたかった。お嫁さんになりたかった。

　でも、そうなるということはこういうコトをする間柄なのだと、アタマでは判っていたのに、まったく実感が伴っていなくて。

　己の裸の身体がセリオスの目に晒されることは考えるだけでもたまらなく恥ずかしくて、拒否したい衝動に駆られるけれど、でもそれがセリオスのものになるということならば逃げられないし逃げたくない。そもそも身体を許すならセリオスにしかイヤだと思っていたのに、いざその場になったら腰が引けているとかどういうことだろう。

　今は絶対嫌だと拒否したら、もしかしたら今日のところは諦めてくれるかもしれない。でも、そうまでして拒否するだけの理由があるのかといえば、恥ずかしいというコトをのぞけばないも同然だとも思えた。

「……はい」

　震える声での微かな応えに、セリオスは嬉しそうに微笑んだ。
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　今や、マリアはまな板の鯉だった。

　うなずいた途端、セリオスは彼女を抱き上げ寝室に移動した。

　一張羅のワンピースはあっという間に剥ぎ取られ、下着一枚きりの姿でベッドに寝かされたマリアは、性急なセリオスの愛撫に恥ずかしい声を止めることができずに半泣きだ。

「あっ、やっ、ん、ああん、やあっ」

　ひたすら両の胸を弄られる。片方を舐め吸われ、もう片方を摘ままれ捻られ揉まれて、それを交互にされ、恥ずかしいやら感じるやらアタマがパニックでわけが判らなくなってくる。

　体格の割に大きな胸を執拗に責められるのはセリオスが気に入ったからなのか。重くて肩が凝るから良い事なんてなにもなかったはずなのに、それなら多少大きくても良かったのかも、とかとぼけたことをアタマの隅で考えるが、それもすぐに快楽の海に呑みこまれて消えてしまう。

　やがて背中や腹を撫で回していたセリオスの手が下腹を這い、ぞくぞくと震えるような感覚を残しながら太腿へ、そして脚の付け根、大切なところへと到達される。

「……ああ、嬉しいな、湿ってる」

「やっ！　……んんっ、ふぅ……っ！」

　下着の上からゆるゆるなぞられていた場所は、自分でも湿っているのが判って恥ずかしい。不意にそこにぬるりと指が直接触れて、マリアの声が跳ねた。

　狭いその泉に何度も指を沈ませ擦り上げられて、恥ずかしさと気持ち良さがない交ぜになった甘い啼き声が止まらない。

　くちくちという水音はすぐにぐちゅぐちゅという愛液を滴らせた音へと変わり、それを機に指の数を増やされて更に啼く。吸いつくように包まれる指の淫靡さと、絶えず吸い舐められている乳首の刺激で甘い啼き声を上げるマリアはもういっぱいいっぱいで。

「ふあぁあ！　やあっ、いやぁ、あっあっあっ、やっ、そこ、ひゃああぁっ！」

「あああ、マリアマリアマリア、可愛い、めちゃくちゃかわいい」

　呻くように低くつぶやきながら、セリオスが二本にした指に三本目を足して更に擦り上げる。

　キツさに眉根を寄せながら啼いていたマリアが、突然肉芽を潰されて悲鳴を上げた。

　胸を舐めまわしていたのに再びマリアの口を塞ぎ、苦しげに喘ぐ彼女の咥内を侵略する。

「ふぁあ、やあ……わたしだけ、はだか……」

「ごめんね、俺、余裕なくて。服脱ぐ間も惜しい」

　苦々しく笑うセリオスは、言葉通りまだ一切服を脱いでいない。だが股間の盛り上がりはかなり苦しそうに張り詰めていて、外に出たがっているのが判る。

　それでもだからといってマリアが脱がせるなんてできるわけもない。経験値皆無の成人したての小娘は、せっかく従姉に綺麗につくってもらった髪がセリオスにまさぐられくしゃくしゃにされるのも気付かず、ただひたすら敏感なところに与えられる刺激に喘ぐだけだ。

「んんっ……っ、やああっ、だめっ、もう、おかしくなる……っ！」

「おかしくなって。いくらでもなっていい。俺に全部見せて……！」

　目に涙を浮かべて、それでも当初は痛いと感じた泉の入り口がほぐれ、快楽に呑まれて喘ぐマリアの姿はあまりに扇情的で艶やかだ。セリオスがその姿に煽られたのか、舌なめずりをしそうなほどに情欲に濡れた視線でマリアを見下ろしている。

　やがて三本目まで呑みこんでも辛くなくなるほど蕩けてきたのを察したのか、セリオスが指を抜いた。

「ごめん、限界。挿れるよ」

　懇願の響きはあれど、否という言葉を言わせない強さで囁かれて、マリアはこくりと生唾を飲み込んだ。

　ようやく一度起き上がったセリオスが上着だけを放り捨て下半身を寛げた。全部脱がないのは、そんなに時間が惜しいのか。

　くったりと力の抜けたマリアの膝が割られ、その間に身体を入れて大きく開かれる。羞恥と不安のない交ぜになった表情のマリアにキスを落とすと、セリオスがぐっと侵入してきた。急速に痛みが快楽を凌駕する。

　柔らかくほぐされていたはずのマリアの身体が固くなるが、一気に奥まで突き挿れられる。

「んんんんん！！！」

　必死に歯を食いしばって痛みに耐えようとしたマリアが、だが耐えきれず悲鳴のように高く啼く。一気にぼろぼろと涙が溢れ、掴まっていたセリオスの腕に爪が強く喰い込んだ。

「ごめん、痛いよな、本当にごめん」

　その涙を吸い、舐めながらセリオスが謝るのを、マリアは緩くアタマを左右に振って否定する。

　痛みに震えるマリアにくちづけて、セリオスが微笑みかけてくれる。

「でも、これでマリアは俺のものだ」

「……うれしい」

　こくこくとうなずくマリアが弱々しく微笑み返すと、生唾を飲み込んだセリオスが不意に低く呻いた。

「ごめん、愛してるよ、マリア」

「……ふぁっ!?」

　緩く腰が動きだし、それはやがて激しさを伴ってマリアを攻め込む。

　一気に奥まで突き挿れ、限界まで引き抜かれる。それを何度も繰り返されてマリアは激しく喘ぎながらその衝動に身動きもできずただ翻弄される。

　繋がっているところから絶えず聞こえるいやらしい水音も、耳元で喘ぐ最愛の人の息遣いも、滴り滑り落ちてくる彼の汗も、マリアの脳みそを沸騰させるためだけにあるみたいで。

　おかしくなりそうな快楽にただひたすら止められない嬌声を上げながら、マリアは涙を零し続ける。

「あっあっ、んっ、ふっ、せり、んぅ、せりおす、セリオスさ、ああっ、ふぁあああ！」

「マリア、マリア、ああ、俺のマリア、可愛い、愛してる……！」

　低くつぶやきながら動く腰の動きが不意に速まって、更に深いところを突かれたマリアの声が一層高くなった。

　痺れるような快感に怖けるマリアをぎゅっと抱き締め、セリオスはその一番深いところに精を放った。










　気を失っていたのはたいした時間ではなかったらしい。

　ふと目を開けると腕枕のセリオスが優しくも甘い瞳でこちらを見ていて、羞恥のあまりマリアはかかっていた上掛けでカオを隠す。

「マリア？　なんで隠れちゃうの？」

「……恥ずかしいからです」

　楽しげに訊かれても困る。あんな嬌態を晒しておいて、どんなカオをすればいいというのか。

「可愛かったのに。ねえ、カオ見せて、俺の奥さん？」

　奥さん！　そんな実感などまるで湧かないが、嬉しい言葉をかけられたら更に恥ずかしくなる。

　必死にカオの横で上掛けを握り締めて剥かれないようにとがんばるが、すかさず足元の方から思い切りめくられた。いきなり裸のままの身体が涼しくなったことでやられたコトに気付いたマリアが悲鳴を上げて上掛けを取り返そうとかき集める。

　そのマリアの身体を後ろから無理矢理抱き締めて、セリオスが囁いた。

「もう全部見ちゃったんだから隠さないでよ、マリア。綺麗で可愛いよ？」

「……無理です」

　元々そんなにスタイルに自信があるわけじゃない。もう全部見られちゃっているとしても、そんなに人目に晒したいものじゃないのだ。……それが将来の旦那様であろうとも。

「まあ、今日はしょうがないにしても、そのうち慣れてね？　明るいとこでも抱きたいし、風呂とか一緒に入りたいし」

「……無理ですってば」

「大丈夫だよ、そのうち慣れるから。どこの夫婦でもやってることだよ？」

　にっこりと笑われて、マリアは両の掌でカオを隠した。考えるだけでも恥ずかしい。

「………慣れるのが恥ずかしいです……」

「うん、恥ずかしいと思わなくなるくらいたくさんして慣れさせてあげる。仲良し夫婦になろうね」

　仲良し夫婦は喜んでと言いたいが、恥ずかしいコトを慣れるほどされると予告されているのがまた恥ずかしいんですけれども、理解していただけているのだろうか。

　そもそも恥ずかしい行為ってそのうち慣れるものなんだろうか。それとも感覚が麻痺するんだろうか。そのうち慣れて、平気でお風呂にも一緒に入れちゃうんだろうか。

　これは奥さんになる身としては努力すべき懸案なのか。

　……誰かに相談したいがまだ既婚者の友達はいない。訊けそうなのは従姉くらいだが、さすがに身内に訊きたい内容でもない。

　セリオスの前で裸でいることを恥ずかしがらない自分の姿がまるで想像できないのだが、いつか本当にそんな日が来るのだろうか。そして、果たしてそれは喜んで良い事なのだろうか。

　まあ、仲が悪いより良い方がいいに決まってはいるのだが。

「ねえ、マリア、俺にくれるものあるでしょ。ちょうだい？」

　言われてはたと思いつく。そういえば肝心のものを渡していない。

　ポシェットの行方はどこかと見まわしてから居間に放置されていると気付いて起き上がったマリアは、だが裸の身体をセリオスに晒すことも躊躇われ、さりとて服は床に放られて手が届かない。察したセリオスが上半身裸のままで取りに行ってくれた。

　セリオスが持ってきて手渡されたポシェットの中からマリアはフィタを取り出した。マリアが手首に結んでいるものと同じ、黄緑と白の糸で編んだフィタは、セリオスに似合うと思って編んだ色だ。

「……もらって、くれますか」

「もちろん」

　差し出された左手首にそっと巻くと、固結びでその両端をしっかり結んだ。正式な結婚まで解けないようにとの願いを込めて、しっかりと。嬉しそうにそれを眺めて微笑んだセリオスはフィタに愛しそうにキスを落とすと、次にマリアにくちづけた。
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「次にこれが外される時は、結婚式だよ」

　フィタを結んでもらった時に必ず言うお約束の言葉を告げられて、マリアは嬉しくなって花開くように明るい笑顔を輝かせる。

　途端に、その可愛らしい笑みに我慢が効かなくなったのか、セリオスは再びマリアをその場に押し倒した。










　結果として明け方近くにこっそりと自宅に戻ったマリアだったが、祭りの余韻はそれで済むものではなかった。

　明るくなってから、開店前に店を訪れたセリオスが、正式に両親に結婚の許しをもらいに来たのだ。

　きちんとマリアの気持ちを確認し、自分との結婚の意志があることを告げ、結婚して子供ができてもマリアがこの店に楽に通えるようにと五分もかからない場所に家を借りたこと、三ヵ月から半年を目途に実家の仕事から手を引き、料理人としての修業を始めたいこと、婿に入ることも既に自分の両親や兄たちには了解を得ていることなどを並べ立て、文句を言いたいマリアの父親を黙らせた。

『交渉事は、相手が文句をつけたいだろうことを先制して全部潰しておくことが、自分の有利に話を進める方法なんだよ』とは、元商売人の旦那様が後でマリアに告げたことだ。

　必死に隠していたはずのマリアの気持ちは、セリオスどころか両親、ついでに常連のお客さんにまで実はしっかりバレていた。隠す気もなかったセリオスを生温かく見守っていた大人たちは、果たしていつセリオスがマリアを落とせるか、マリアがいつセリオスの気持ちに気付くかで賭けをしていたらしいからタチが悪い。

　ちなみに、この件の胴元は常連中の常連トーマスだったそうだ。どうやらセリオスの気持ちに真っ先に気付いたのが彼だったかららしい。

　もっともほとんどの者が今年の祭りに賭けていて、大穴狙いの数人しか外さなかったので取り分はほとんどなく、その日の食事代程度の金額にしかならなかったのはご愛嬌だが全然構いはしなかった。

　子供の頃から知っている可愛い看板娘の恋の成就を祝ってやらずして、この店の常連は名乗れない。

　気の良いオヤジたちからの祝福は二人にとってなによりの餞はなむけだった。

　愛娘の恋に難しいカオをし、祭りの夜に娘の純潔が失われたのだろうことを察した父親だけが不満げだったが、「自分だってお祭りの時に私を手に入れたでしょ」と母親にツッコまれたら、それ以上なにも言えるものではなかった。










　それからしばらくして。

「いらっしゃいませー！」

「おう、マリアちゃん、日替わり頼むわ」

「はーい、ありがとうございます。セリオスさん、日替わりひとつお願いします！」

「はいよー！」

　厨房から大好きな旦那様の声が返ってくる。

　ニヤニヤ笑う客たちの笑みは見ないふりをして、マリアは今日も笑顔で接客をする。

　かくして、『跳ねる仔馬亭』の看板娘は初恋を実らせて、今日も笑顔で客を迎え入れるのだ。







了













小隊長とお針子娘
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　街なかの哨戒が外回り担当の騎士の日課とはいうものの、基本的に平和なこのアローナという街ではあまり大きな揉め事は起こらない。

　もちろんささやかな諍いや喧嘩の類くらいはあるが、この地の人々は善人にできているというか、人が良い。

　隣国との国境の街ということで、過去何度も戦火に晒されてきた土地だ。だから、平和になった昨今、それを尊び、争いを好まない気質の者が多いということだが、単に呑気なだけではないのかとダグラスは思っている。

　彼がこの土地に騎士として赴任して今年で三年目になる。来年は王都に戻ることも可能なのだが、居残るかどうかは任意のため、どうしようか迷っているところだ。

　ダグラスには今のところ、ここにいたいと強く思うだけの執着も特にない。

　ここは平和な土地だからあまり荒事もない。命の心配のないのは騎士としても喜ばしいことだ。

　王都の実家の稼業は兄が継いでいるから別に自分が帰らなくても構わない身軽な身だ。騎士でいる以上はやることはどこでも一緒だから、王都でもここでもどこでもいいと思っていた。

　ダグラスは、本日の哨戒の相方のジェイドと二人で通りを歩いている。

「今日も良い天気で平和だねえ。暇でなにより」

　軽く呑気な口調でジェイドが言う。表情も緩んでいるが、歩き方はしゃきっとしている辺りがこの男の器用なところだ。

「あら、騎士様方、見回りご苦労様です」

　通りすがりに彼らより少し年上の女性が笑顔で会釈をしてくれる。ダグラスは無言でうなずくが、ジェイドはにこやかに手を振った。くすりと笑って手を振り返してくれた女性の横を通り過ぎてから、ダグラスが小声で注意する。

「おい、それやめろって。この間も中隊長に注意受けてただろ」

「いいじゃん、手を振るくらい。綺麗な女性は街の宝でしょ」

「おまえな……。俺までまた、『騎士たるもの、住民には相応の態度と節度を』とか説教喰らうだろうが」

「ごめんねー、小隊長殿。腐れ縁同士、怒られる時まで一緒にってか？」

「嬉しくねえわ、阿呆」

　平時の装備である軽装の甲冑を身につけ、マントを羽織り、長剣を帯びてはいるものの、彼らの存在はすっかり見慣れた光景なもので街の人たちも特に威圧を感じることもない。だが、なにかあった時に頼る存在で、敬意を払われていることから、相応の態度と節度を守るよう日頃から上より厳重に言い渡されていた。

　それなのに、ちょいちょいこうした些細なことをやらかすジェイドに付き合って上官に叱られているダグラスは、実は彼のお目付役として小隊長に任ぜられたのではないかという気がしてならない。

「ダグラスもさー、たまには女の子に笑顔のひとつもつくれないと、いつまで経っても恋人のひとりもできないよー？」

「余計なお世話だ。どうせカオが怖くて女子供にビビられるわ」

「えー、でも俺はそんなに悪くないと思ってるんだけどなあ、ダグのカオ。確かにちょっと怖いっちゃコワいかもだけど、造り自体は悪くないと思うし、男っぽくていい面構えじゃない？　俺みたいな軽そうなのより、よっぽど騎士っぽいよ」

「自分で言うかよ」

　ツッコミを入れながら、ダグラスは面映ゆい気分をごまかすように眉間に皺を寄せる。ジェイドはからかっているのではなく本当にそう思っているらしいので余計に気恥ずかしい。

　ダグラスは体格が良く、つり目が少々強面を助長しているちょっと威圧的な容貌だ。隣に並ぶジェイドが一見優男風に愛想が良いので緩和されているが、彼一人だと少し近寄りがたいかもしれない。

　決して人当たりが悪いわけでもないし割とお人好しな方なのだが、それが見た目にはあまり反映されていないので、損だねえと、ジェイドにはいつも笑われている。

　ちなみに二人は入隊からの同期で、士官学校の寮の同室から始まった付き合いは、教練の時の班分け、赴任先、小隊編成までずーっと、どういうわけかことごとく一緒だ。腐れ縁の二人は、見た目は正反対だが意外と仲は悪くない。

　ダグラスは、自分の近寄り難さの緩和のためにジェイドがわざとああやって女性に愛想良くしているのだということを知っている。他の班員が相方の時にはしないからだ。そういうところを知ってしまうと強く怒れない。

　そんなところまで判っているジェイドは、だからダグって好きなんだよなあと、いつもからから笑ってはダグラスに殴られていた。こんな付き合いがもう十年近く続いている。

　大通りから一本入った道をしばらく行くと、不意に男の声が聞こえてきた。聞き覚えのある声とその内容にダグラスはジェイドと顔を見合わせて溜め息を吐いた。

　角を曲がったところに、痩せぎすでガラの悪そうな雰囲気の男が小柄な女性を壁際に追い詰めて両腕で囲っている。女性は抱えている大きな包みでカオを隠すようにして彼を直視しないように目を背けているが、その表情は泣きそうに歪んでいた。

「だぁから、付き合えっつってんだろ？　もう今日の仕事はそれ届けりゃ終わりなんだろ、だったらいいじゃねえか」

「……だから、まだ仕事が残って……」

「そんなの明日やりゃいいじゃねえかよ。なあ、ティエリ、いいだろ？」

「……困ります……その、放して……」

「承知してくれりゃ放すって。ほれ、うんって言えよ」

　びくついてすっかり小さくなっている女性は、それでも必死に首を左右に振る。男がちっと汚く舌打ちして更になにか畳みかけようとしたところに、ダグラスが割り込んだ。

「そこまでだ、ダン」

「ああ？　邪魔すんじゃねぇ……っと、ダンナ方か」

　ティエリと呼ばれた女性との間に腕を割り込まれて睨んだ男が、騎士の姿を認めて頬をひくつかせた。

　はいはい離れて離れて、とジェイドがダンの腕を下ろし、ティエリから引き離す。

「いい加減にしろよ。俺が止めただけでもこれで何度目だ。彼女、すっかり怯えてんじゃねえかよ」

　体格のいいダグラスがわざと見下ろすようにじろりと睨めば、ダンは焦って愛想笑いをする。

「ええー、そうでしたかねえ。オレは真っ当にティエリを口説こうとしてただけですけどねえ」

「どう見ても無理矢理誘ってたようにしか思えなかったぞ。馬に蹴られる気はないけどな、嫌がってる女を無理矢理言うコト聞かせるなんて真っ当な男のすることじゃない、大概にしとけ」

「へえーい。気ィつけまーす」

　ものすごく気のない返事をするダンは、返事だけだというのが丸判りの態度だ。

「ところでおまえは、仕事はどうしたんだよ」

「あー、今日は休みで」

「またサボってるな？　跡取りがその調子じゃ、そのうちおまえんちの店、傾くぞ」

　へへっと笑ってから、じゃ、オレはこれで！　とダンはさっさとその場を逃げていった。

　やれやれと溜め息を吐いてから、ダグラスは後ろで縮こまっているティエリに目をやった。

　びくびくと怯えた様子だったティエリは、ダンが視界から消えたことでようやく安心したらしい、ほう、と息をついて包みを抱き締めている。

「大丈夫か、ティエリ」

「……はい、いつもすみません、騎士様」

　ふわりと微笑むティエリは、安堵のためかとても表情が柔らかい。そしてその笑顔は実は滅多に見られないものだ。

　実は、ダグラスがこうやってダンからティエリを助けたのはもう両手で足りないほどの回数だった。

　ティエリは近所でも有名な街一番といわれる美人で、同時にとても内気で男性を苦手としていることも知られていた。

　彼女は子供の頃、すぐ泣くからとおもしろがられて、近所の男の子たちに散々苛められ、からかわれて泣かされてきた。だが、彼らが大きくなって異性が気になる年頃になると、彼女が実はかなりの美少女だと気付いてしまったらしい。今更仲良くなろうとそわそわし出した近所の少年たちだったが、しかし、その頃には既に時遅し。すっかり男性恐怖症に陥って、家族親族以外の男性とは必要以上に話さない、男性は顔見知りでも寄りすぎれば怖がる、ティエリはそんな性分になってしまった。近所の少年たちにとっては後の祭りもいいところだ。

　それなのに先日たまたま見かけたらしい余所の地区の有名なドラ息子のダンに見初められてしまい、それからちょくちょくこうやって誘われるようになってしまったのだという。

　初めに間に割って入ってやってから、何故か妙にその場面に出くわすことが重なったダグラスは、ティエリをよく庇う役回りになっていた。

　そのおかげだろうか、男性が怖いティエリもダグラスにはだいぶ軟化してくれているようだった。

　初めは怯えて礼の声もろくに出なかった彼女が、今は微笑んでくれるほどには馴染んでくれていることに、ダグラスは安堵している。ただでさえ女子供が怖がる容貌だが、助けた女性にまで怯えられるのは慣れていてもさすがにへこむ。

　男性が怖いことも子供の頃の話も、ダグラスに助けられた何度目かの帰り道にようやくぽつぽつと話してくれて判ったことだった。

　安堵の笑顔を嬉しく思いながらも、ダグラスはひとこと注意を忘れない。

「気をつけろよ。あんまり人通りのない道を歩くなって前に言っただろう」

「……はい、でも、この御届け物がこの先なので……」

「どこ？　どうせだから護衛についてったげるよ」

「あ……」

　ジェイドに軽く言われてティエリの声が萎む。かろうじてうなずくことで意思を表したティエリは、何故か同じように守ってくれたはずのジェイドには同じように声が出ない。それを見て苦笑したジェイドは、ぽんと相方の肩に手をやった。

「……あー、ダグ、あいや、小隊長殿、ついてってやりなよ。俺はひとりで哨戒続けるからさー」

「あ？　なんで。別に一緒に行きゃいいだろうがよ。どうせ後で合流するんだし」

「ヤボ言ってんじゃねえよ。そもそも絡まれかけた女の子をごつい男二人で囲んでたらもっと怯えさせんだろ。な、小隊長一人だけの方がいいよな、ティエリ？」

　ジェイドがぱちんとウインクを決めて笑ったその意味をティエリがどう受け取ったのか、うつむいたその頬が染まった。それでも微かにうなずいたのを見て取って、ダグラスはあっさりと承知した。

「それもそうか、判った。じゃあ俺はティエリを送ってから戻る」

「りょーかい。じゃあ、またね、ティエリちゃん♪」

　ふざけて、ぴっと敬礼したジェイドがその場から去っていく。この軽さの割に腕が立つジェイドは人当たりも良く、実は結構モテているらしい。本命がいるかどうかは知らないが。

　ジェイドを見送ってから、ダグラスはティエリと連れ立ってゆっくりと歩きだした。

　でかくてごつく少々怖い面相のダグラスと並ぶと、一応年相応の体格のはずのティエリは雰囲気と縮こまり加減も手伝ってとても華奢に見える。大人と子供とまでは言わないが、頭一つ分以上の差がある二人はある意味とても目立った。

　ティエリに合わせて歩くくらいのことはできる……といえば聞こえがいいが、初めの頃に何気なく歩いていてティエリが息を切らせてついてきたことがあり、やっと気をつけるようになった失敗の賜物だ。

「それ、仕立物か？」

　ずっと大事に抱えている荷物を見て訊くと、ティエリはこくりとうなずいた。

　彼女はお針子だ。彼女の叔父が営んでいる仕立屋のお針子で、抱えている数人の中でもかなり腕が良く、精密な刺繍と繊細なレース編みを得意とするのだということは、初めて彼女を助けて店まで送った先で聞いた情報だ。

　今日も複雑に絡んだ綺麗な花と蔦の刺繍が襟元に施されているブラウスで、彼女が手を入れたのだろう美しい出来のものだ。

「……今度のお祭りの時に着る服を御注文いただいていて……そのデザインの確認に……」

「ああ、祭り。そのためにわざわざ服仕立てるってか」

「……たぶん、求婚されるからって……」

「あー、なるほど」

『アローナの嫁取り祭り』の渾名の通り、祭りではよくそういった光景が見られる。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。

　それはこの地に住んでいる者には昔からの風習として浸透したある種のイベントだ。

　別にこの日でなくてはいけないわけではないが、祭りで結ばれると幸せになるのだと言い伝えられていれば、信じようが信じまいが、やはりなんとなくその日にしたいという心理が働くのか、この日に結ばれるカップルはとても多いと聞く。

　依頼主のご家庭の娘は、今年の祭りで恋人に求婚されるのだと確信していて、せっかくの記念になる日のためにわざわざ服をあつらえたのだろう。

　余所者のダグラスにはよく判らないが、それがこの土地の娘の憧れであり、特別な日なのだということくらいは判る。

　毎年この時季になると浮ついてくるのは土地の者だけではなく、若い騎士の中にもそわそわしている者は結構いる。そして昨年もその前の年も目にした、祭り明けにめちゃくちゃ機嫌の良いヤツと目に見えて落ち込んでいるヤツがいる悲喜こもごもも、毎年のことなのだろう、きっと。

　ちなみに昨年もその前もダグラスには関係なかったが、はて、今年はどうなのだろうか。

「ところで、ティエリは今年、祭りに参加するのか？　って、そういや参加できる年だったか？」

「……十九、です」

　嫁取り祭りである宵祭りは成人である十八歳にならないと参加できない。十九歳なら参加できる年だ。

「去年は行かなかったのか？　見かけなかったと思うが」

　ゆるゆると首を振った。

「……その……家の外で、待たれていて……怖くて……」

「……ああ、なるほど」

　もしかして興味から見物にくらいは行こうとしたのかもしれない。だが、おそらく彼女に告白しようとした男たちが複数待ち構えていたのだろう。そんな状況は、気のない彼女からしたらむしろ恐怖だし困るものでしかなく。結局は行くのを断念したのだろうと推測された。

「今年は？　行くのか？」

　何気なく訊いたダグラスの問いに、ティエリは黙り込んだ。迷っているのか悩んでいるのかよく判らない。

　返事がないので無言で歩いていると、しばらくしてからぽつりとティエリがつぶやいた。

「……ですか？」

「ん？　なんだって？」

「……騎士様は、参加、されるのですか？」

「俺？　ああ、どうかなー。祭りの警備には確実に駆り出されるけどなあ、休みには出たけりゃ出ていいってコトにはなってるから酒呑みにくらいは出るかもな。去年も一昨年もそうだったし」

　三日間の祭りの間、騎士は基本二日は警備に駆り出されるが、一日は休みを与えられる。だが祭りだからと遊びに繰り出すので、結局三日とも現場にいるというのが騎士のお約束のようなものだ。そう言うと、ティエリはなにか考えている様子だったが黙り込んでしまったので、結局なにを訊きたかったのかよく判らない。

　そうこうしているうちに、先方の家に到着する。

　ティエリは遠慮したが、心配なので用事を済ませるまで待って仕立屋まで送ることにした。十五分もかからず戻ってきたティエリは再び仕立物を抱えていた。心無しか嬉しそうに見える。

「終わったのか」

「はい」

　一度着てもらってのサイズ確認と、刺繍のデザインを見てもらうことが目的だったようで、どちらもＯＫが出たのでそのまま最後まで仕上げて次は納品ということだった。

「随分手間をかけるな。余程手が込んでるものなのか」

「はい。でもせっかくだから気に入っていただきたいし、良いものにしたくて」

　微笑むティエリに、ダグラスが笑う。

「おお、いい笑顔だな。ティエリも立派な職人魂があるじゃないか。そういや今日の服の刺繍も手が込んでて綺麗だし、さすがは店一番の腕利きだけある」

　途端に、かあっと真っ赤になるティエリのカオが包みの陰に隠れる。

「……か、からかわないでください、騎士様……」

　照れるティエリが可愛くて、ダグラスはくっくっとしつこく笑った。こんな彼女は初めて見る。歩き始めてからもまだカオの赤いティエリはずっとうつむいていて、ニヤニヤ笑いの納まらないダグラスは自分より頭一つ以上低い位置にある彼女のアタマのてっぺんに手を乗せた。

「ほら、謝るからいい加減カオ上げろ」

　だが、ますますカオが赤らむティリエの様子に、もしかしてこの手が悪かったのかと慌てて離した。女性の身体に不用意に触らないように！　とジェイドに言われてそれなりに気をつけていたはずだが、ついやってしまった。

「あ、悪い、嫌だったか」

　ふるふると首を左右に振ったティリエに安堵したダグラスだったが、ふと、どうして自分は安堵したのかと小首を傾げる。

「……騎士様なら……」

　そっとつぶやいた言葉の続きは、なんなのか。不意に気になる。

『騎士様ならいい』と解釈したくなった途端、猛烈に気恥ずかしくなってダグラスは声を跳ね上げた。

「ああ、それ、その騎士様ってのだけどな。いいからダグラスって名前で呼べよ。確かに騎士だけど、俺は元々はそんなガラじゃない。ずっと呼ばれてたけどどうもむず痒くってなー」

　以前から思っていたことを口にする。

　砦にいる三百人近い男たちは料理人や下働きなどを省けばほぼ騎士で、『騎士様』と呼ばれたらほとんど全員が振り向くことになる。そのうちの一人といえば実際その通りなのだが、これだけ関わり合っていて区別を付けてもらえないのはちょっと不満だった。

　街の人たちだって仲良くなれば騎士でも名前呼びをする。異性とはいってもそれほど躊躇う事案ではないはずだ。

　ぱっちりした目を丸くして、それからじわりとカオを赤くしたティエリは、微かな声で言った。

「……ダグラス、さま……」

「ああ、様も付けんでいい。俺も平民で貴族じゃないから敬称は要らん。呼び捨てでいいぞ」

「……そんな、無理……えと……ダグラス、さん……」

「おう」

　にっと笑ってやると、なにが恥ずかしくなったのかティエリは包みでカオを隠してしまった。

　耳まで赤いティエリが可愛くて、ダグラスはずっとニヤニヤしっぱなしだ。

「ほれ、いつまでもカオ隠してると前が見えなくて転ぶぞ。なんなら手ぇ繋ぐか？　ちゃんと店まで連れてってやるぞ？」

　途端に、ひうっとかなんとか悲鳴みたいな声がして、ティエリがぶんぶん首を振った。嫌がっているわけではないのはダンに対する態度や雰囲気とまったく違うから判る。笑いながら冗談だと言えば、ちょっと拗ねたように視線を逸らせた。

　なんだかもう、可愛くてしょうがない。

　久しく感じたことのない感情を揺さぶられながら、ダグラスはティエリとの午後の散歩を仕事であることを忘れて楽しんでいた。
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　基本的に平和なこのアローナという街ではあまり大きな揉め事は起こらない。

　だが、さすがに祭りともなれば余所者も来るし、いつもと違う特別感が人を高揚させるのだろう、何倍も揉め事や喧嘩が多く、その結果、街の治安を預かる騎士はなにかと駆り出され、大変忙しいこと極まりない。

　当然それはダグラスたちの隊も同じで、一日目の警備の忙しさは半端ではなかった。

　普段は街の外、周辺の森の中などの巡見人員を少し減らして街なかの哨戒にまわしているものの、国境の警備は人を減らすわけにはいかない。人口が膨れ上がる数日の祭り期間、毎年人員のやりくりになかなか苦心している様子が窺えた。とはいえ祭り開催中に一日は休暇がもらえるとあって、それほど士気が低いわけではないのが救いというものだ。

　ダグラスの隊は二日目に休暇の予定だったのだが、祭り前日になって急遽三日目に変更になったと上から通達が来た。

「ヤバ。どーしよ」

　通達を聞いたジェイドがぼそっと呻いた。隣にいたのでそれが聞こえたダグラスが訊く。

「なんだ、どうかしたのか？」

「あー、いや、こないだ知り合いに二日目が休みだって言っちゃったよーってね」

「なんだ、誰かと約束でもしてたのか」

「そうじゃないけど、まあ、ちょっとね。うーん、どうしたもんかな」

　苦笑いするジェイドだが、はっきりものを言わない辺り、女性絡みだろうか。

　だが、こんな多少の混乱はよくあることだ、仕方がない。

　二日目も一日目と同じように二人一組での哨戒だ。今日もダグラスはジェイドと組んでいた。

　もうすっかり日も暮れて、まだ鐘は鳴っていないがそろそろ宵祭りが始まる頃合いだ。

　昨日はがっつり祭りの最中のド真ん中にいたから揉め事も多かったが、今日は祭りの現場ではなくそこから離れた場所を哨戒している。通りを一本二本入っても開いている店はあるし賑やかだからまだいいが、それより更に奥、街外れや森に近くなってくる辺りまで行けば当然人影もまばらだ。

　この街の者は呑気者や善人が多いが、それでもこんな浮ついた空気に当てられて出来心で余計なことをすることもある。

　だからこその、こんな時だからこその、こんな街外れまでの哨戒だった。

「ま、こんなもんじゃね？　そろそろ砦に戻るか」

　街の外周に近い場所まで裏道からぐるりとまわり、街道まで出たところでジェイドが伸びをした。今のところ、特に不審な者も発見されず、昨日や昼間に比べれば格段に平和な哨戒任務だ。

「そうだな。帰りはそこの橋を渡って北へ、川沿いを行くルートで」

「はいはい。あー、早く仕事上がって酒呑みてー」

「まだ引き継ぎまではだいぶ時間あるぞ」

「判ってるよー。でもホントなら今日が休みだったじゃーん？」

　与太話をしながらも気は抜いていない、歩く速度は速いが目と耳は常に外に向けている、それが叩き込まれている騎士の習性だ。

　わざわざ賑やかな場所を避けるようにして街の外周や無人の小屋や家を覗きつつ歩く。勝手に入り込んで宿代を浮かそうとした商人がいたこともあるし、街の宿が取れなくて止む無く無断で泊まっていた観光客がいたこともあった。だが幸い今年はそんな奴らもいないようで、平和な哨戒で終わりそうだ。

　だから、少しだけ気が緩んだのだろうか、不意にジェイドが訊いてきた。

「なあ、ダグ。おまえさあ、結局年明けどーすんの？　王都に帰る組？　居残り組？」

「あ？　唐突だな。いきなりどうした？」

「ちょっと確認したかっただけ。どーすんのかなあってさ。決めた？」

「まだ。帰りたくないわけでもないし、別に居着きたい理由もない。どっちでもいい。おまえは？」

「俺は居残り組――」

「意外だな、早く王都に帰りたいんだと思ってたが」

「うん、ちょっと前まではね。でもねー、やっぱ好きな子できたら変わるじゃん？」

「え、なんだよおまえ、彼女できたのか!?」

「いや、まだ片想いだけどさ。無理っぽいと俄然やる気出ちゃうんだよなー、俺」

「どういう意味で無理っぽいのかは敢えて聞かんが、まあがんばれ」

　苦笑気味に言ってやると、ありがとーがんばるよー、と笑いながら応えたジェイドは続けた。

「で、ダグは？　気になる子とかいないの？　ティエリとか」

　しれっと出された名前に、ダグラスは一瞬息を止めて、それから努めて平静に応えた。

「……なんでそこでティエリを出す」

「気になんないの？　あんな可愛い子。慕われてるのは判ってんでしょー？」

「そういう意味でかどうかなんて判んねえだろ」

「いやいや、普通そう思うでしょ」

「だからってそう簡単に手なんか出せるか。やっと慣れてきた男で唯一の味方だと思われてるだけだったら、あいつの男性恐怖症が加速する」

「あー、自分の気持ちは認めるんだ？」

　言われて初めてそういう意味に取れると気が付いて、それからやっと自分の気持ちを自覚した。いや、正直に言えば薄々気付いてはいた。ただ、明らかに男を怖がっている彼女にとって、大柄で強面のごつい男である自分は人一倍男っぽさを感じさせる見てくれで、むしろ忌避したい方ではないかと思う。

　せめてジェイドみたいに見た目は綺麗めの優男の方がいいのではないかと思っていた。

　だからおそらく望みはないだろうと初めから勝手に諦めて、自分の気持ちは見ぬふりをしていた。だが、諦めるということは内心では欲していたということで。

　気持ちを認めたら急激に恥ずかしくなってきて、思わず口元を隠すように覆う。

「ああ、そうだよ！　ちくしょう、ガラに合わんことを言わせるな」

「いいじゃん、別に恋はガラでするもんじゃないでしょ」

「そうかもしれんが気恥ずかしい！　あーもう、暗くて良かったわ」

「惜しかったなー、真っ赤っかなダグのカオが見たかった」

　ジェイドがおもしろそうに笑い、ダグラスがこの野郎と毒づく。

　しばらくそんな話題を肴に哨戒を続ける。もう祭りの広場の喧騒も近づいてきていた。

　それを回避するように迂回して砦の方へ戻る道に行きかけた時、脇の道から人が飛び出してきて、それを咄嗟にダグラスが受け止めた。

「おっと、気をつけろ、危ない」

「すみません、あ、騎士様方！　良いところに！」

　ぶつかったのは年配の男性で、たぶんダグラスの父くらいの年頃だろうか。その男性が騎士二人を認めてあからさまに安堵の表情を見せた。

「どうした？」

　不穏なものを感じて短く訊くと、男性は不安そうに来た方向を振り返った。

「いやね、さっきそこで男が女ぁ担いで歩いてく姿が見えてね、どう見てもなんかヤバげで。女の方が泣いて嫌がってたみたいでマズいんじゃないかと思ったんだけどどうも刃物持ってそうで、怖くて騎士様方を捜してたんでさ」

「判った、通報感謝する」

　即座に男性が指差した方へ向かって駆け出した。二人ともさっきまでの緩さなど微塵も残っていない。

　空き家や人気のない場所を哨戒する理由のひとつはこういう事態だった。

　アローナの風習として、この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。今はそこまで厳しくはないものの、それでもやはり女性が身体を許すのは夫になる男だけだと言われるのは変わらない。

　それは女性が貞操を大切にするという意味で美しく慎ましい風習だが、それを逆手に取ることを考える不埒な男が存在するのだ。

　いくら口説いても靡かない女性を意地でも自分のモノにするためにはどうしたらいいか。

　答えは簡単だ。貞操を奪ってしまえばいい。

　無理矢理にでもその身を汚してしまえば、風習故に女性の親がその男の元へ嫁げと言い出すからだ。

　この街において性犯罪は特に忌避され厳罰に処されるし、犯罪者は世間的にかなり厳しい目に晒される。それを回避するためにも男が責任を取って彼女と結婚すると言えばそれは成立してしまうのがこの土地の常だった。土地柄とはいえ、それは女性本人にとってはあまりに理不尽で苦痛で残酷な話でしかない。他に好きな人がいれば尚更だ。

　基本的にこの街の人たちは呑気で平和が好きだが、そんな不埒な輩も稀に存在する。そして普段はそんな奴ではなくとも祭りの雰囲気や酒が入ることで気が大きくなるのか、愚かな行為をやらかす者が現れることがある。

　ただでさえ余所者の多い時期で、その余所者がやらかすこともあるが、それでも犯罪であることは間違いない。そして、それを可能な限り回避するために、騎士たちはこんな街の端まで哨戒をしているのだ。

　男性が示した方には確か放置されている農業用の作業小屋があったはずだ。そこか、と当たりをつけて向かう。連れ込まれているのならば急がねばならない。

　たどり着けばその小屋の入り口が半分くらい開いていた。そして中から騒々しい音やら声やらがして、誰かがいることは間違いなかった。

　とはいえ件の二人ではない可能性もある。同意の上でしけ込んでいる恋人同士だったら邪魔するのは野暮だ。だが。

「おとなしくしろよ！　暴れるんじゃねえ！　もう観念しな！」

「いやっ、離して！　いやあ！　誰か助けて！　やあああ！」

「でっ！　なにしやがる、このアマ！」

　ばしんと引っ叩くような音がして再び騒々しく物音がする。

　間違いない、どう聞いても男が無理矢理連れ込んだ女に無体を働こうとしている最中だ。

　騎士二人は入り口近くまで足音を忍ばせて寄る。剣を抜くかと目で訊くジェイドにダグラスは首を振り、素手のままで踏み込むタイミングを計る。狭い小屋の中では長剣は却って身動きに邪魔になることもあるからだ。

　びびーっという布を裂く音がして悲鳴が聞こえる。

　本気でマズいと飛び込もうとした時、聞こえてきた叫び声にダグラスが一瞬凍り付いた。

「きゃあああ!!　助けて！　騎士様！　ダグラスさまあっ!!」

　途端に、脳みそが沸騰したかのように怒りが膨れ上がり、振り切れた。ジェイドの合図もなにもかも吹っ飛んだ。

　気付けば小屋の中に乱入したダグラスは、踏み込んだ先で女性に馬乗りになっていた男の襟首を捕まえ力尽くで引き剥がして外に放り出し、怒りのままに男の顔を何度も殴りつけていた。言葉にもならない悲鳴を上げる男が誰だろうが知ったことではなかった。ただその汚い手で彼女に狼藉を働き、汚そうとしたその事実が許せなかった。

「ダグ！　そこまでだ、ダグラス!!　それ以上殴ったら死んじまうだろ！」

　いきなり背後から羽交い絞めされ、それがジェイドの声だと気付いた時には男は既に殴られすぎて気を失ったのか、ぴくりとも動かない。

　よく見ればダグラスも見知った男、ドラ息子のダンだった。

「こいつは俺が捕縛しとくから、おまえは彼女んとこに行ってやれよ」

　言われて慌てて振り向けば、身を起こして呆然とその場に座り込んでいるティエリがいた。

「ティエリ！」

　小屋に踏み込んで膝をついたダグラスは彼女の姿を見て、鬼のようだった形相を痛ましげに歪ませると自分のマントを外して着せかけた。

　服は砂埃で汚れ、胸元が無残に引き裂かれていて、その場所を両手で握って隠している。頬が腫れ、口元が切れて血がついているのは引っ叩かれた痕だろう。髪はぐしゃぐしゃ、顔も涙でぼろぼろのあまりにも哀れな姿はダグラスの怒りを再燃させる。

　ティエリの潤んだ目がダグラスを見上げた。そして一気に決壊する。その途端、我慢できずにダグラスはその細い身体を掻き抱いた。ティエリもダグラスの胸に縋りつく。

「……ダグラスさま……こわかった……っ！」

　強く抱き締める。震える身体をなにからも護ると言わんばかりに力強く囲い込んだ。

「大丈夫だ。もう大丈夫だから安心していい。俺がついてる、もう怖くないからな……！」

　言い聞かせるように告げれば、うなずく気配がして、縋りつく手に力が籠もった。

　すっかり頼り切られていることを嬉しく思うよりも、こんなに必死にしがみつき嗚咽を漏らす彼女の味わった恐怖を思うとあまりにも可哀想で切なくて、ダグラスはティエリが泣き止むまでずっとその腕を解くことができなかった。
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　捕縛されたダンは砦に護送された。

　殴られすぎて酷い有様だったダンは、他の騎士が応援に来てくれた頃には目を覚まし、ふらふらな状態だったものの無理矢理歩かされて連れて行かれた。

　ジェイドが必要以上にダンを小突いていたのを他の騎士が見逃す程度には、みなが騎士であっても性犯罪者を侮蔑して扱いがぞんざいになっていた。もしかしたらダグラスとティエリのことを知っているからこそ、余計に騎士たちが冷たかったのかもしれない。

　これからダンには厳しい沙汰が待っているだろうが、自業自得というものだ。

　ティエリはダグラスが抱えて砦に連れ帰った。恥ずかしがって必死に自分で歩くからと言うティエリに頑として医者に見せるまではダメだと言い渡し、マントに包んだまま大切にお姫様抱っこで運ぶ。その様を、他の騎士たちは半分微笑ましく半分は生温かくも羨ましく見送った。

　砦には医師が常駐しているが、祭りの夜には年配の女性看護師が呼ばれている。女性の被害者や怪我人のために、男性の医師だと抵抗があるだろう者のための措置だ。

　ティエリはシャワーを借り、看護師の診察を受けて手当てをしてもらった。顔を殴られ、服を破られて身体を触られたもののそれも被害は上半身のみ。下着に手をかけられる前であったために最悪の状態まで至らなかったのが不幸中の幸いというものだった。

　騎士たちは――ダグラスはティエリの貞操を守ることにはかろうじて間に合ったのだ。

　看護師が部屋を出たのと入れ替わりに、保護された者の休憩室として使われている部屋にいたティエリを、ダグラスが見舞った。休憩用の簡易ベッドと椅子と丸テーブルがあるだけの簡素な部屋だが、それでも砦の中というだけで随分安心感があるように見える。

「どうだ、少しは落ち着いたか？」

　カオを出したダグラスに、身づくろいが終わって椅子に座っていたティエリはうなずいた。服は借り物の白いブラウス、髪も服も整えられて普段通りと言いたいところだが、頬にはガーゼが当てられていて痛々しい。ダグラスは難しいカオでその上を掌で覆った。

「……痛くないか」

「ちょっとは。でも大丈夫です」

　微笑むことができる様子のティエリにほっとする。華奢な女の泣きじゃくる姿は見るに忍びない。

　狭いテーブルの上にあったティエリの鞄と破られた服を入れた紙袋をベッドの端によけて、ダグラスは持っていた包みをテーブルに置いた。下働きに急いで買ってこさせた祭り名物の焼き菓子だ。一緒に提げてきた水差しから温かいお茶をマグに注いで菓子の隣に並べる。

「よかったら食えよ。こういうの、女は好きだろ」

「ありがとうございます」

　嬉しそうに微笑んでひとつ摘まむ、食べてまた微笑んでくれる、これだけのことがなんでこんなに嬉しいんだろうと、ダグラスはぼんやり思った。

　彼女を眺めているとふとその視線がこちらを向く。

「……あの、ダグラス様も食べませんか？　よかったら一緒に」

「ああ、じゃあ一個だけもらう」

　差し出されてそれを口に放り込む。もぐもぐ咀嚼してから苦笑した。

「ところで、なんでダグラス様なんだよ。呼び捨てでもいいっつってんのに」

「……え、あの、ごめんなさい……」

「いや、謝らなくてもいいけどさ、そんなガラじゃねえって言ったろ、前に」

　苦笑するダグラスだが、ティエリはふるふると首を振った。

「そんなことないです。ダグラス様は素晴らしい騎士様です。私が一番信頼している素敵な騎士様です！　……っ、ごめんなさい、こんな大声……」

　勢い込んだことが恥ずかしくなってうつむくティエリ。いつもは小さな声なのに、こんな時だけやたら明瞭にはっきり正面切って言われて、さすがにダグラスも照れくさくなった。

「……いや、ありがとな、そんなに俺を頼りにしてくれてるの、すごく嬉しいよ」

　つい、ぽん、と髪に手を置いてから、慌てて手を離して下がってベッドに座る。さっき抱き締めたからだろうか、距離感がおかしい気がする。

　なんだか傍にいるのが照れくさいと思ってから、そういえば今、この部屋って二人だけだと気付いたらますます落ち着かなくなった。

「ええと、俺と二人でいるの、平気か？　怖くないか？　傍にいるのが女の方が落ち着くならさっきの看護師さんとか呼んでくるけど」

「いえ、ダグラス様……ダグラスさんがいいです」

　また様付けで呼ばれたので軽く睨んだら、ティアリは慌ててさん付けに言い直してくれた。そんな些細なことも嬉しいと思うのは、現状じゃマズい。妙にテンパってきて、とりあえず言わなきゃいけないことだけ先に言おうと口を開く。

「ええと、今日のところは落ち着いたら俺がおまえを送ってくからな。ホントはさっきの件の調書を作らないといけないんだが、さすがに今は話したくないだろ。明日にでも改めよう。男の俺に話すのがイヤなら、それこそ看護師さんにでも聞いてもらえるから心配するな」

「はい、ありがとうございます」

「ああ、あと明日だけど、今日の明日で一人では出歩きたくないだろうから俺で良ければ迎えに行く。それが終わったら、よかったら昼間の祭り見物に行くか。俺、明日休みだからさ、護衛も兼ねて」

　勢い早口に誘いの言葉を口にする。できればうなずいてほしかった。誘ったといっても昼間の祭りだ。宵祭りじゃない。そこまでいきなり無理は言わない。

　だが目を見開いて頬を染めたティエリが、ふと気付いたというように小首を傾げる。

「あ……あの、ダグラスさん……」

「ん？」

「あの……お休みって今日だったのでは……」

「ああ、そうだったんだけど土壇場で明日に変更になってな、今日は朝から街中の哨戒任務だった。って、なんで知ってるんだ？」

「……あ、その、ジェイド様が先日教えてくださって……」

　そういえば休みが変わったと決まった時、知り合いに休みの日を教えたと言っていた。彼女のことか。ティエリは申し訳なさそうにうつむいた。

「……じゃあ、私のせいでお休みまでお手を煩わせることに……。あの、ご迷……」

「迷惑なんかじゃないからな、別に」

　言いかけた言葉をぶった切ってダグラスが強く言う。でも、と続けようとするティエリだがダグラスは言わせない。

「間違えるな、今回の件はおまえのせいじゃない、あの下衆野郎のせいだ。おまえはひとつも悪くないから申し訳ないとか思う必要もない。そもそもおまえは被害者なんだから、素直に気を遣われてろ。明日だって、俺がやりたいからやるんだし他の奴に譲る気もない。だから謝ったりするな。それとも、おまえは俺が迎えに行くのも一緒に祭り見物するのもイヤか？　頼りにしてくれてるっつってもやっぱ俺のことまだ怖いんじゃないのか。正直に言ってくれていい、イヤなら取り消す」

　途端に勢いよくティエリが首を左右に振る。それを見てほっとしたダグラスは、やっと笑顔に戻った。

「じゃあ、おまえは俺を護衛につけて大手を振って遊びに行けばいい。俺に遠慮なんかするな」

　目を瞠っていたティエリは、妙に恥ずかしげなカオで、それでもこくんとうなずいた。

　なんでそんなに恥ずかしそうにするのかと自分の台詞を思い返して、ダグラスはつい、内心で自分にツッコんだ。

　……譲る気はないとか俺に遠慮するなとか、俺は彼女のなんなんだよ。

　自分でも恥ずかしくなってきて、それをティエリに気付かれる前になんとかごまかそうと視線をうろうろさまよわせ、慌てて取り繕うように新たな話題を探した。そしてふと目に入ったティエリの服に気付いてそれに縋る。

「それにしてもさ、なんの装飾もない真っ白のブラウス姿のティエリって、ある意味レアだよな。それはそれで悪くないけど」

　え、とつぶやいたティエリははにかんだ。

「……つい、手を入れてしまいたくなるんです」

「刺繍とかレースとか、ホント器用だよな、おまえ。俺はそっちの方は全然ダメだわ。破れた繕いもんくらいはしょうがないからどうにかやるけど」

「……あの、私でよければお直しとかお手伝いします」

「おう、そのうち機会があったら頼むわ。ああ、でも隊服に刺繍とかレースはさすがにマズいから付けるなよ」

「さすがにそれはしません」

　言ってからくすくすとティエリが笑うので一緒に笑えた。やれやれだ。

　ふと、笑みを収めたティエリがダグラスを見た。

「……ダグラスさんだけだったんです」

　視線でナニがだと問うと、ティリエは淡く微笑んだ。

「他の騎士の方々も街の人たちも男性はみんな、私の容姿のことをいろいろ言います。でも私、内気で引っ込み思案で人と話すのは苦手で、性格はダメダメなんです。自分でもそれが判っているので外見だけで求められるのがすごくイヤで、だから余計に見た目だけで寄ってくる男性を拒否していました。でもダグラスさんは初めてお会いした時、真っ先に私の着ていた服の刺繍を褒めてくださったんです」

「……そうだったか？」

　うなずくティリエを見てふと思い返す。ああ、そうだった。

　見るからに美少女のティリエがダンに絡まれていたところを間に入って追っ払ってから、怯えている彼女の気をなんとか紛らわしてやりたくて、ふと目に付いた服の胸元の複雑な花模様の刺繍を褒めた。驚いて目を瞠ったその表情にもしかして自分でやったのかと訊いたらうなずいてくれた。すげえ上手いなと笑ったら彼女ははにかんでいて、どうにか怯えが収まった様子にほっとした。それが嬉しくて、次に会った時も襟元や袖口のレース編みの飾りが繊細で可愛いと褒めたら嬉しそうに微笑んでくれた。単純に話題のネタとしてだけでなく、素直に技術として上手いし素晴らしいと思うからこその言葉だった。だからその次からも気にするようになったし、すごいと思えばそれを素直に褒めた。

　どんなにジェイドや他の騎士が容姿を可愛いと褒めても反応しなかったのにダグラスが相手だと控え目ながらも話してくれることに、正直優越感を覚えないでもなかった。だが、それがどうしてなのかはずっと判らなかったのだが。

「嬉しかったんです。見た目じゃないところで私を認めてもらえた気がして」

　ティエリがゆっくりと言った。

「刺繍やレースって、別になくても服として成立するものです。だからでしょうか、男の人ってなかなか気付いてくださらないし、あまり気にもされないと思います。でもダグラスさんはいつも気付いて褒めてくださいます。私のこだわりや気を遣ったお仕事を気付いて肯定して認めてくださいます。要らないものじゃないって思ってくださっているのがとても嬉しいんです。刺繍の技術と一緒に私の存在をも肯定していただいているみたいで」

　小声でもいつになく饒舌に気持ちを語ってくれるティエリをダグラスは目を丸くして見つめる。

「ダグラスさんは優しくて、私なんかにも気を遣ってくださいます。それがいつもとても嬉しいのに、私、その気持ちをなかなかちゃんと言えなくて」

　きゅっとスカートの上で手を握ったティエリは、恥ずかしげに、それでも微笑んだ。

「ダグラスさん、いつも優しくしてくださって、ありがとうございます」

　それからちょっとうつむいて。

「……だ、だから、その、知らない女性の方より、ダグラスさんに傍にいていただいた方が……私、安心できます……」

　言い切ると同時に、かあっと真っ赤になって縮こまるようにうつむくティエリのつむじを見つめて、ダグラスは驚きのあまりに固まった。それから急速に湧き上がる嬉しさに舞い上がる。

　彼女がそんなふうに自分のことを認めてくれているとは思っていなかった。

　さっきの正直に言えといったその返事だということは判ったが、それをこんなふうに返してくれるなんて思いもよらなかった。

　急速に溢れる嬉しさは愛しさとなり、目の前の華奢な身体を抱き締めたい衝動に駆られるが、さすがにダメだと必死に自制する。だが、ダメだと思うほど先程助けた時に抱き締めた彼女の感触を思い出してしまって、どうにも落ち着かない。

「そ、そう、か。なら、いい。俺で良ければ、いくらでも傍にいてやるよ」

　するとティエリが嬉しそうにはにかんでこくんとうなずく、その仕草がまた可愛らしい。

　……ちくしょう、なんでこんなに可愛い!?

　なんだか追い詰められた気分のダグラスは、どうしたらいいのかと必死に考える。このままじゃ手を出したくなる。だがそれじゃあの下衆野郎と同じになっちまう。冗談じゃない、それだけは願い下げだ。

　煮えたアタマで考えるがなんにも思いつかないダグラスは、所詮そういう意味では女性慣れしていない野暮天だ。結局素直に降参した。

「だが、もうだいぶ時間も遅くなってきたな。あんまり遅くなっても親御さんが心配するだろうし、落ち着いてきたみたいだから今日のところはそろそろ家まで送っていこうか、ティエリ」

　逃げに走った言葉ではあるが、実際のところそういつまでもここに彼女を留めておくわけにもいかないのは事実だ。もう少し一緒にいたいなんて本音を口にするわけにはいかない。ティエリという被害者を自宅まで送り届ける仕事をするんだ、そうだ、これは仕事の一環だ。そう自分に言い聞かせる。

　だが、その言葉にはっとしてカオを上げたティエリは、明らかに嬉しそうな様子ではなくて。

　ダグラスは首を傾げた。

「……ティエリ？」

　戸惑いが入った呼びかけに、呼ばれた方はうつむいたまま視線を泳がせ、そしてきゅっと瞑る。口を開くが声が出ない。

「……どうした？　やっぱりまだ外に出るのは怖いか？　もしそうならまだここにいて構わないんだからな。俺はちゃんと傍にいてやるから、心配しなくていいんだぞ？」

　笑みは浮かぶようになったがまだ落ち着いたわけじゃなかったかと慌てて言い足す。彼女は被害者だ、妙な色っ気を考えている場合じゃなかったと反省した。

　なにかをずっと逡巡している様子のティエリが挙動不審気味にそわそわとしているのを不思議に思いながらも、ダグラスは我慢強くなにか言ってくれるのを待つ。

　どう見てもさっきまでと違う意味でなにか不安げな様子のティエリが少しでも落ち着けばと思い立ち、ベッドから立ち上がったダグラスがマグに茶を足してやろうとテーブルに寄った。

　その行動をどう取ったのだろうか。突然ティエリがダグラスの服の裾を掴んだ。

　びっくりして振り向いたその先に見たのは、指先の色が変わるほどにしっかり握られた隊服の裾。そして、なんだかものすごく思い詰めた様子のティエリの真っ赤なカオ。

「…………お願いです。上書きを、してください」

　わずかに開いた唇から零れ落ちた言葉に、ダグラスが固まった。
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　思い詰めた表情と上書きという単語を果たしてどう取ったらいいのかを計りかねて、ダグラスの眉間に皺が寄る。

　ティエリが必死に続けた。

「……このまま帰ったら、私、一人になった時きっとあの人にされたことを思い出してしまいます。そんなのは嫌だし怖い。お願いです。ダグラスさん、その記憶を上書きして消してください」

　触れてほしいと。

　ダグラスにダン以上のことをして記憶を書き換えてほしいと。

　ティエリの言葉を理解して、ダグラスは今度こそがっつり固まった。

　声は小さく、しかし覚悟を含んでいて、戯れに言った言葉ではないことは理解するが、それは当然はいそうですかと聞けるような内容でもない。まして、この街の風習を知っていれば尚更だ。

　自分を慕い信頼してくれているのは判っていても、それが恋でないのなら手を出すのは躊躇われた。自分の想いは自覚していても、それでなし崩しに彼女を棚ボタで手に入れるのならあの下衆野郎となにが違うというのか。

　煩悩と欲望を理性が凌駕する。まだそんなやせ我慢ができるだけ男と騎士としての矜持は残っていた。

　ダグラスは指の色が変わるほどにしっかり握られた裾の手を、自分の手を被せて捕まえた。ダグラスの大きな手はその華奢な手をまるっと包んでまだ余る。

「おまえ、自分の言ってることが判ってるか？　気持ちは判らんでもないが自棄になるんじゃない。旦那になる男にしか見せないんだろ、ならそん時までちゃんと取っとけ。そんなこと軽々しく言うんじゃない」

　諌めるつもりで言ったが、その手は離されることはなく、逆に離すまいと更に力が籠もったようだ。

　ふるふると首を振るティエリは引くつもりはないようで。

「判っています。自棄じゃない、軽々しくもないです。ダグラスさんじゃなきゃイヤなんです」

　涙声になりそうなのを我慢して声が震えている。

　そして、伏せられていた瞳がダグラスを見上げた。

「私、ダグラスさんが好きです」

　潤む瞳が揺れるのをダグラスは見つめた。まさかと思ったその言葉は、続く言葉に否定された。

「私じゃダメですか？　私なんかじゃダグラスさんの恋人にはなれませんか？　ご迷惑ばかりかけている面倒な女じゃ好きになってもらえませんか？」

「待て、ちょっと待て！　落ち着け！」

　むしろ自分が落ち着くために声を張り上げた。

　それをどう取ったのか、ティエリの瞳がみるみる涙で満たされだしたのに更にダグラスが慌てる。

「いやいやいや、待てって、泣くな！　ダメじゃない！　むしろ嬉しい！　俺なんかで良けりゃ喜んでだ！」

　勢いで言ってから、俺ナニ勢いで返事してる!?　と脳みその片隅で妙に冷静な自分がツッコむ。

　だが、彼のその言葉を聞いたティエリは、大きな目を更に丸く見開いてダグラスを見上げていた。

「……本当、ですか……？」

　急激に照れくさくなって、あーもう、と天を仰いだダグラスは、苦笑交じりにうなずいた。

「俺の方が、ホントに俺なんかでいいのかなんだが。こんなでかくてごつい男、本当はおまえ苦手だろ」

「もうダグラスさんなら平気です。ダグラスさんがいいんです」

　涙を浮かべた目で微笑まれて、ダグラスは気恥ずかしさにカオを手で覆った。いきなり叶った想いが急展開すぎてなんだか眩暈がしそうだ。

　ジェイドに、やったじゃん、とニヤニヤ笑いをされそうで、なにやら実に落ち着かない気分だ。

　だが落ち着かないことをティエリに悟られるのもカッコ悪くてどうしようと思ってから、そういえばまだちゃんと自分の想いを口にしていないと気が付いた。

　祭りの夜に想いを交わすのはこの土地の女性たちの憧れだ。こんなイレギュラーな状況だったとはいえ女性の方から言わせたことを騎士としては少し情けなく思う。

「すまない、俺の方から改めてちゃんと言わせてくれ。告白の花は今はないけど、欲しいんなら明日改めて用意する」

　いつの間にか緩んでいた裾の手を離させて両手で包む。その場に片膝をついてティエリを見上げて、ダグラスは真顔で真摯に告げた。

「好きだ、ティエリ。結婚を前提に、俺と付き合ってほしい。騎士の剣にかけて、生涯をかけておまえを護り、おまえだけを愛すると誓う。違えた時にはこの命をおまえに奪われても構わない。どうかこの誓いを受け取ってもらえないか」

　それは戦いくさを常としていた頃から伝わる、騎士から愛する者へ贈られる誓いの言葉。

　己の命がいつ消え失せるともしれない騎士が己の剣にかけて誓う言葉は、その命よりも重いとされていた。

　戦が遠ざかった今、その言葉は昔ほど重みはないのかもしれない。だがそれほどに大切な想いなのだと知らしめるために、騎士が告げる定番の愛の言葉だった。

　この言葉を、自分が彼女に向けて告げる日が来るなどとは夢にも思っていなかったけれど。

　その瞳からぼろぼろと大粒の涙を零しながら、ティエリはうなずく。惚れた女に泣かれるのは辛いがこんな涙なら問題ない。

　ありがとう、とつぶやいて、握った彼女の手の甲に恭しくくちづける。そこまでが誓いの儀式だ。
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　ひうっ、と悲鳴じみた声を上げるティエリに、自分でやっていて照れくさいダグラスが苦笑した。

「なんだよ、その反応。自分のこと抱けなんて大胆なコト言うヤツが、手の甲にキスくらいで悲鳴上げんな」

「そ……それはその……！」

　途端に真っ赤に茹で上がったティエリがうつむくが、いつも見上げているダグラスが今は下から覗き込んでいることに気付いたらしい。まっすぐ見上げられたその瞳の優しさが嬉しいのに恥ずかしくて、彼のカオをまっすぐ見られない。動揺のあまり慌てて横を向いて空いている手で口元を隠すように覆う。

　そんな彼女の動揺しまくりの仕草が可愛くてついカオが笑ってしまうのを自覚しながら、口元を覆っている方の手を捕まえて外し、それに慌てたティリエがこちらを向いたところですかさずくちづけた。

　離れても真っ赤なカオで身動きひとつできないティリエに、ダグラスはにっと笑ってやる。

「キスだけでこんな可愛い反応するのに、まだ手ぇ出してほしいか？」

　もう今日はいいです、と恥ずかしがって断ってくれるかと思ったが、そう言うとティエリは真っ赤なまま、それでもうなずく。

「……意外と強情だな」

　少々呆れ加減でつぶやくダグラス。ちょっと予想外だ。

　別にダグラスとて聖人君子ではない。好きな女を目の前にして据え膳を必死に我慢しているだけの普通の健康な成人男子だ。許されるのなら即座に押し倒して貪ってやりたいと思わないわけがない。

　だが、それを実行するにはいろいろと思うところがありすぎるわけで。

　うーんと唸って逡巡してから、ようやくダグラスは腹を据えた。

　やっと、騎士としての自分を引っ込めて、ただの男の本音を出すことにする。

「……判った」

　つぶやいて立ち上がると、ダグラスはいきなりティエリを抱き上げ、ベッドに寝かせた。

　突然の行動にがちんと固まったティエリのアタマの横に手を突くと、その顔を覗き込む。

「望み通り上書きしてやる。あの野郎が触っただろうトコを全部触ってやるから、嫌な思いは忘れて俺が触ったことだけ覚えてればいい。ただし今日は最後まではしない。怖いと思ったら言え。すぐ止める。嫌だと感じたら我慢するな。いいな？」

　最後までしないと言われて驚いたように目を瞠るティエリに、ダグラスは笑ってやる。

「本番は結婚してからだ。初夜の楽しみにしとこうぜ？」

　一気に真っ赤になったティエリに笑ってから、ダグラスは再びくちづけた。










　ブラウスのボタンを手早く外せば、そこに真っ白な胸元が現れてダグラスは思わず生唾を飲み込んだ。

　怖がらせないように、ただそれだけを思いながら必死に内心の欲望と戦う。

　キスを繰り返す。唇から頬、額、震えるまぶたを通って喉元から肩口へ。その度にびくびくと身体が小刻みに跳ねる。頬のガーゼを撫でながら唇を甘噛みする。

「……ん……ふっ……んん……んっ」

　鼻から抜ける甘い声が下半身に響く。胸を覆う下着の上から触れば、恥ずかしげに、んっ、と唸った。

　大きすぎない双丘は布の上からでも充分ふにふにと柔らかく動く。それでも直接触りたくて下着をずらせば、ふるりと揺れる白い乳房が現れて目が釘付けになった。

「やっ……！」

　恥ずかしげに声が上がるがそこから目を離すことなんてできるわけがない。片手で揉みながらその尖った先端を咥え吸いつけば、驚くほどに高揚する。

「んっ、んんんっ、んん！」

　舌先で舐め転がし、指先で先端を挟み捏ね回す。なんだかその行為が異様に嬉しくて楽しい。

　声を上げないように必死に口元を手で押さえるティエリの我慢の呻きまでも、下半身に響いてたまらない。

「声、我慢しなくていいぞ？」

　胸を咥えたまま言ってやるが、ティエリはいやいやと首を振る。自分の声が恥ずかしいのか、室外に聞こえるかもしれないのが嫌なのか。だがそんな必死に我慢する声もそそるのが判っていない。

　だいたい声を我慢するということは感じているということで、ダグラスにしてみたら嬉しさしかない。自分が嬉しくてティエリが気持ち良いのならばやめる理由などないわけで。

　ちゅうっと強く吸い上げてやれば、高く、んんんっ！　と声が上がる。

　あの野郎はドコをどれだけ触ったのだろうかと思ってから、どんだけ触ろうとそれ以上に感じさせてやればいいと開き直る。

　ひたすら口で胸を可愛がりながら、身体をまさぐり脇腹を撫でる。その度に薄い腹が波打ち、腰がくねる姿がたまらない。

　半分めくれ上がっていたスカートを素早くたくし上げる。腿に触れると明らかに身体の強張り加減が強くなった。するすると腿の外側を撫で、そして内側に手を伸ばすと、閉じられていた脚の間が思わずというようにきゅっと締まった。

「脚、緩めて？　それともやめる？」

　恥ずかしくてたまらないだろうに、やめると言われるとわずかに力を抜いてくれた。その脚の隙間にゆるゆると指を入れて擦る。

　キスで口を塞ぎながらソコに指を滑らせる。下着はしっとりと濡れていて、ちゃんと感じてくれている証拠が嬉しい。調子に乗って下着に手を入れるとその泉のナカにずぶりと指を差し込んだ。狭い。

「んんんっ、んんっ！　んーッ！」

　ぐちぐちと鳴りだす水音に合わせてティエリが呻く。

「もう素直に諦めて声聞かせてくれよ」

　必死に歯を噛み締めて耐えている様子のティエリが可愛くてたまらなくて囁いてやるが、そんなに恥ずかしいのかいやいやと涙目で小さく首を振る。

「ホント、意外と強情だな、おまえ。まあ嫌いじゃないけどさ」

　くすりと笑って、さていつまで耐えられるんだろうかとほくそ笑む。

　胸を責めながら泉の指を二本に増やし、更に掻き混ぜる。

　柔らかく絡み付くそのナカはきゅうきゅうと指を締め付け、そこに男の象徴を捩じり込んだらどんなに気持ちイイかと想像するだけで暴発しそうだ。

　痛いくらいに張り詰める自身がズボンから出たいと主張しているが、出してしまったら挿れたくなるのは当然で、約束したからには今日それを聞くわけにはいかない。必死に我慢しながらひたすら彼女の快楽を引き出し悦ばせてやることに集中することで、己の望みをねじ伏せる。

　ひたすら胸の先端を口で弄りながらすっかり水浸しになった泉のナカを指で執拗に擦り上げる。

　ぐちゅぐちゅと激しく踊る指がティエリを追い詰める。

　やがて呻く声が甲高くなって、我慢しきれず爪先や指先がびくびくと小刻みに震える。

「んん、んんんんっ、んー――――！」

　とうとう達したティエリは、だが結局、自分の手に噛みついてまで嬌声を上げることはなかった。
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「……どんだけがんばるんだよ、おまえ」

　噛み痕のついた手を呆れた目で見たダグラスは、まったくもう、と溜め息をついた。

「……ごめんなさい」

　しゅんとしているティエリ。

　イかせたのはいいものの、声を我慢しようとするあまり、ティエリが自分の手を噛んでいることにやっと気付くと、ダグラスは慌てて指を引っこ抜いた。

　思わず起き上がって手を掴まえてみれば、手の甲に噛み痕がついていてわずかに血が滲んでいる。官給品のハンカチで血を拭いて押さえてやりながらダグラスはカオをしかめる。

「だいたい、おまえのこの手は裁縫やレースをつくる大事な商売道具なんだろ。わざわざしなくていい怪我をしてんじゃない。次からは、噛みたかったら俺の腕でも肩でも噛んでろ」

「そ、そんなことできません……」

「ならそこまでして必死に我慢すんな。声なんか誰でも出すんだ、そんなに気にしなくたっていい。……なんか、本番が心配になってきちまった」

　ぼそりと言うと、ますます小さくなるティエリ。

　一応反省はしているみたいなので、ダグラスはその辺で追及を止めることにした。代わりに彼女の当初の要求について結果を聞いてみる。

「で、どうだ？　上書きできた？　これで無事安らかに眠れそうか？」

　途端にかあっとカオを赤らめたティエリは、か細い声で答えた。

「……はい……でも、違う意味で眠れなくなりそうです……」

「俺の指とか思い出して？」

　からかい口調で言ってやれば、真っ赤な頬を両手で隠しているティエリは実に可愛らしい。

「…………意地悪」

　ぼそりと拗ねた声で文句を言われてもそれすら可愛い。くつくつと笑いながら後ろから抱き締める。

「心外な。ちゃんと希望は叶えてやったし約束も守っただろ？　結構必死だったんだぞ、我慢」

　暗に本当は抱きたかったんだと告げれば、まわした腕を掴む手にきゅっと力が籠もる。

「……我慢、しなくてもよかったんですよ？」

　微かな声で言われて苦笑する。

「こんなムードもへったくれもないトコでか？　さすがにがっつきすぎだろ。それにアローナの女は本当なら結婚するまでは処女でいるもんなんだろ、ならそれくらい叶えるさ。俺だって少しは格好つけたい」

　そんなことを気にしてくれていたのかとティエリは目を丸くして、それから微笑んだ。

「ダグラスさんは、充分格好良いです」

「そう言ってくれるのは、たぶんおまえだけだぞ」

「……私だけでいいです。みんながダグラスさんの格好良いところを知ってしまったら、女の子にモテすぎて、私、あなたに振り向いてもらえなくなるもの」

「街一番の美人がナニ言ってんだか。可愛すぎてホントに手ぇ出したくなるからやめろ」

　照れくさくなって口を塞いでやる。独占欲の内容すら可愛すぎる。

　やがて、ささやかな沈黙の後、ティエリが口を開いた。

「……ダグラスさん……あの、これで、アローナに残ってくださいますか？」

「え？　なんのことだ？」

　突然言われたことの意味が判らなくて、ダグラスは訊き返した。訊き返されたことで今度はティエリが狼狽える。

「……え、あの、ダグラスさんが来年になったら王都に戻るって……だから私、引き留めたくて……」

「ちょっと待て？　俺はまだ決めてないぞ？　理由がないからだが、戻っても残ってもどっちでもいいってつもりだったんだ。誰にそんなこと聞いたんだ？」

「……ジェイド様に……」

「ああ、そうだな、ヤツしかいないな、うん」

　そういえばつい先日、そしてさっきもそんな話をしたと思い出す。だが、だからというティエリの意味が判らない。問うように視線をやってみたら、ティエリはしどろもどろで言った。

「……ジェイド様に彼女でもできれば残るって言うだろうけどねって言われて……。私なんかじゃ無理だと思ったけど、でもなんとか残っていただきたくて、だからもうお祭りで告白するしかないって思って、ダメ元で私……」

　つまり、ジェイドに煽られて思い詰めたティエリが、休みのはずだった今日、思い切ってダグラスに告白するために勇気を出してわざわざ祭りに出向いてくれたということか。それなのに休日が変わってしまったためにジェイドが焦り、その上運が悪いことに先にダンに見つかって、災難に遭ってしまったというのがここに至る過程だったらしい。

「……ジェイドのバカがすまない。あとで締めとく」

　再び溜め息をつくが、こうなった以上はジェイドのことだから『結果オーライじゃん♪』とでも言って笑いそうだと思う。

「ありがとな。あと、ごめん。おまえの方が余程カッコイイ」

　ダグラスを引き留めるため一生懸命動いてくれたティエリを、本当に愛しく思う。初めから無理だろうからと動く気のなかったダグラスの方が余程意気地がないというものだ。ふるふると首を振るティエリに笑いながら、ダグラスはそのアタマを撫でた。

　それからふと思い出したように、ティエリが恋人になった男を見上げた。

「……あの、ダグラスさん、フィタ、受け取ってくださいますか？」

　言われて思い出す。婚約を表すアローナの風習を言われて、ダグラスはうなずいた。

「ああ、つけてくれるか？」

　破顔すると、ティエリが情事のせいでベッドの下に落ちてしまった鞄を拾って中からフィタを出した。白と赤と青の糸で編まれたフィタは、隊の徽章の色だ。

　ティエリよりかなり太い手首に巻くと、それなりに長めにつくったのだろうにぎりぎりで、あまり余裕がない。恐縮するティエリにダグラスは構わんと笑った。どうせ結婚するまでの数か月のことだ。

「なあティエリ、デザインはなんでもいいけど、おまえの刺繍が入ったハンカチかなにかくれないか。できれば複雑なヤツ。レースがついてるとなお良い」

「はい、構いませんけど、でも、どうされるんですか？」

「実家に送る。嫁さんもらうって報告と一緒に、この手のことが大得意な超可愛い子だって自慢するためにさ」

　ぶわっと真っ赤になったティエリがいきなりおろおろするのを、ダグラスは楽しげに見遣った。

「なんでそんなに慌てんだよ。俺の嫁になってくれるんだろ？」

「あの、はい、それは喜んで、でも、その」

「おふくろが狂喜乱舞するぞ、絶対。兄貴の嫁さん、事務には強いけど裁縫あんま得意じゃないからな、おまえの腕なら間違いなく来年王都に連れて帰ってこいって騒ぐ。でもまあ、帰ってやらねえけど。おふくろにおまえ取られてたまるかよ。美人で裁縫の腕の立つ可愛い嫁さんだって思いっ切り自慢してやる。手が届かないトコで悔しがってろってんだ」

　言葉の端々に赤くなりながら微妙に言っている意味が判らなくて小首を傾げるティエリ。それに気付いてダグラスが解説してくれた。

「ああ、そういえば言ってなかったか。俺の実家な、王都で貴族相手の服飾関係全般の仕立屋やってるんだ。俺は死んだばあさんに似たらしく裁縫みたいな細かい仕事は全然向いてないみたいで苦手なんだが、生まれてからずーっとそーいうもんに囲まれて暮らしてたから見る目はあるみたいでな。だからおまえに初めて逢った時、服の刺繍に目が行ったんだろうな」

　新たな事実にティエリが目を瞠る。

「おまえの刺繍やレースの技術は王都でも充分通用するレベルだ。だけどそれを理由に実家に戻る気はないし、おまえがアローナにいたいならそう言ってくれればいい。それなら俺はここに残る。正直、結婚してもしばらくはおまえと二人だけでいちゃつきたいから、実家の親に邪魔されるくらいならむしろ帰りたくない」

　正直に言えば、ティエリはぼぼっと赤くなったカオをうつむかせながら、ぼそりと言った。

「……私も、そうしたい、です」

「よし、じゃ俺は居残り組になるってことで、あとはいつおまえんちの親に挨拶に行くかだな。ああ、そうだ、もういっそ今日、おまえ送ってったついでに言うか」

「ええっ!?」

　あまりの急展開にティエリがとうとう声を上げた。

　さすがに展開が早すぎる。いや、思い立ったら即行動か。

　驚きっぱなしのティエリを楽しげに引き寄せて、ダグラスは笑う。

「どうやら俺、今まで自覚なかったけど、かなりおまえのこと独占したいみたいだ。早く囲い込んでさっさと俺のもんにして独り占めして、俺の嫁だから近寄んなって他の男を排除したい気満々っぽいぞ。そーいう男の独占欲、おまえうっとーしくねえ？」

　わざと開けっ広げに明るく独占欲を暴露する。彼女を手に入れるのは無理だと思っていたからこそしまい込まれていた欲は意外に重いらしい。

　目を真ん丸にして言われた言葉を咀嚼してから、ティエリはダグラスの胸にしがみついた。嬉しすぎて泣きそうで、カオを上げられそうにない。

「……全然、問題なんてないです。いっぱい、独占、してください」

　可愛すぎる了承にたまらなくなってぎゅうっと抱き締める。

「よし、んじゃ、覚悟しといてくれ。愛してる、ティエリ」

　ダグラスは半ば無理矢理カオを上げさせて恋人の唇を求め、深くくちづけた。










　それから家までティエリを送り届けたダグラスは、本当に両親にその場で結婚を前提とした交際を申し込んだ。これまで何度も娘を助け護ってきたダグラスのことを当然知っていた両親は、それは喜んでくれて、諸手を挙げて大賛成してくれた。

　ダグラスの実家の方は、結婚の報告の手紙を出したところ、しばらくしてわざわざ母が確認に来た。送られたハンカチに施された刺繍やレースの技術の高さのみならず、紹介された嫁の予想以上の可愛らしさに驚いて、無理矢理手籠めにでもして承諾させたんじゃないでしょうね、とあんまりな疑問を口にして息子を怒らせた。

　同僚の騎士たちはこぞって羨ましがったものの、以前からダグラスとだけ話すティエリの様子からやっぱりなという反応が多かった。

　総じて祝福してもらえたのはダグラスの人徳というものだ。

　ダグラスの居残り申請は無事通り、来年もこの土地で騎士を続けることになった。

　ティエリはそれこそ腕の見せどころと自身の結婚衣装制作を張り切っている。根を詰めすぎるなよと注意はするが、楽しくて仕方がないのだと微笑むティエリの嬉しそうな笑顔を見れば、ダグラスがそれ以上止められるはずもなく、店の同僚たちに気をつけてやってくれと頼むのがせいぜいだった。

　ちなみにこの花嫁衣装は、あまりにも素晴らしい出来だったものだから特に結婚を夢見る女性たちから大変評判が良く、ティエリが働く叔父の店のウィンドウに長らく飾られることとなる。






　春になったら二人は結婚する。

　ごつくて強面だが人のいい騎士は、街一番と評判の美人でありながら内気で男性が怖い娘を嫁にもらう。

　気弱なお針子娘は恋した世界一頼れる素敵な騎士様の元に嫁ぐ。

　そうして彼女は、街一番幸せな花嫁となるのだ。
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鍛冶屋と機織り娘
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　カン、カン、カン。

　パッタン、トン、パッタン、トン、パッタン、トン。

　いつも、この辺りでは、午後になると二つの音が聞こえる。

　ひとつは鍛冶屋の槌の音、もうひとつは機織りの音だ。

　鍛冶屋は母屋に工房があり、機織りの方は母屋の隣が作業小屋である。

　両方とも三代続く家だが、今は鍛冶屋はその孫が一人で、機織りの家は娘とその母がつましく暮らしている。










　カン、カン、カン……。

　朝から槌で金属を叩く音が響いている。

　やがて正午を少し過ぎた頃、開きっぱなしの鍛冶屋の工房に一人の女性がお構いなしに入ってきた。

　明るい栗色の長い髪をくるくると器用に巻いて簪で留めているその女性は、隣の機織り娘のリーリャだ。

「キース、お昼持ってきたよー」

　皿を持ってやってきたリーリャは、槌を振るう男が振り向きもしないのにも構わず、入ってすぐの作業台に皿を置こうとした。だが、ごちゃごちゃとモノが置いてあって置き場所がない。リーリャは溜め息をついて脇の椅子の上に置いた。

「もー、まーた机の上ごっちゃごちゃ。昨日も片付けたのに」

　勝手知ったる隣の工房とばかりに、置きっぱなしの図面や書類などを適当に揃えて重ねたり、工具や筆記用具などを引き出しに片付けたりしてから机の上に皿を置き直す。

「キース、お昼置いとくから食べてね」

　一心不乱に槌を振るう青年は振り向きもしなければ返事もしないが、毎度のことだ。聞いているのは判っているし、慣れているから構わない。

　そのまま出ていこうとして、ふとキースのすぐ後ろで汗拭きのタオルが落ちているのを見つけた。彼は肩から落ちたのに気付いていないらしい。

「キース、落ちてるよ」

「それ以上近づくんじゃねえ！」

　リーリャが近寄って拾おうとした瞬間、今まで無言だったキースが突然怒鳴った。振りかぶろうとした槌を置いて、後ろの石造りの土間に落ちたタオルを拾う。

　昔、祖父が仕事をしていた子供の頃はよく工房の中でも走りまわっていたものだが、一度キースが大きな怪我をしてから、リーリャは危ないからと炉に近づかないように言われていた。もう大人になったのだし、そんな怪我もしないだろうに、キースは必要以上に炉に近づくことを嫌う。

「あ、ごめん、つい」

　手を出しかけて足を止めたリーリャは反射的に謝った。

「手を止めたついでにお昼食べなよ。また食べ損ねちゃうよ」

　怒鳴られるのにも慣れているリーリャが言うと、座った位置から親の仇のような目でタオルを睨んだキースは、拾ったそれで汗にまみれた顔や短い黒髪を乱暴に拭いた。

「……ああ」

　かろうじて返されたのはそれだけだが、それでもリーリャはにこにこと笑う。

　キースはその笑顔に気まずそうな様子で視線を逸らし、タオルを首に掛けながら立ち上がった時、そのタイミングで更にもう一人、男が入ってきた。

「だからキース、なんでおまえはそうやっていちいちリーリャを怒鳴りつけるんだよ。帰ろうと思ってたのに、びっくりしてこっち見に来ちゃったじゃないか」

　カオを覗かせた彼は、緩いウエーブがかかった金髪でなかなかの二枚目だ。普段は柔らかい表情をしかめてキースに文句を言う。

「……うるせえ」

「うるせえじゃないよ、ちっともしゃべらないくせに、こういう時だけでかい声出してさあ」

「あああー、ごめんなさい、ラティオ。あたしが悪いの。入っちゃダメなとこまで入ろうとしたから」

　ラティオの小言に対して慌ててリーリャが擁護するが、あまり効果はないようで彼は更に続ける。

「それにしたって大声出しすぎでしょ。もう少し優しく言えないのか？」

　キースはそれに言い返しもせず机の前まで出てくると、皿の上のオープンサンドを掴んでその場で食らいついた。あっという間に一つ目が口の中に消える。

「もー、手も洗わないで」

「もうちょっと味わえば？　せっかくのリーリャの手作りを」

　今度はリーリャとラティオ二人ともに言われて、キースは煩わしそうに唸る。

「……いちいちうるせえ」

「いい歳して言わせるおまえが悪いんだろ」

　容赦なく言うラティオを無視して、キースは結局無言で二つ目に手を伸ばす。

　キースとラティオは学校時代の同級生だが、学生の時は特に仲がよかったわけでもない。

　ラティオの家は布を扱う商売をしていて、以前からリーリャの母が織る布を買い取っていた。現在、機織りの仕事はリーリャに引き継がれていて、注文や買い取りのためにラティオが彼女の家に出入りするようになってから、ついでにキースの仕事場にも現れるようになった。

　意外と世話好きなのかカオを出しては説教するラティオを、キースはうるさそうにしながらも特に拒否することもなく放置している辺り、案外それほど仲は悪くないのだろう。リーリャはちょっと微笑ましい気分で見ているわけだが、きっと本人たちに言ったら嫌がられそうなので口には出さない。

「……今日はなんでいるんだ」

　三つ目のオープンサンドを片付けてから、キースがラティオに目を向ける。

「ああ、リーリャに仕事を頼みに来たトコ。追加発注にな。もうすぐ祭りだからさ、そのあとの結婚ラッシュに向けて、生地はたくさん用意しとかないといけないし」

　言いながらラティオは爽やかな笑みを浮かべ、リーリャに視線を向けた。

「リーリャの布はキメが細かくて手触りが良くて、職人たちにとても評判がいいんだ。でも急がせて雑になっちゃ元も子もないし、発注の追加がてら、前に頼んだ仕事の進行具合も確認したくてね」

「ありがとう、ラティオ。そう言ってもらえるとがんばり甲斐があります」

　リーリャが笑顔を返す。仕事を認められ褒められればもちろん嬉しい。

「それで、枚数大丈夫かな。少し大変になるかもだけど、なんとかなりそうかな？」

「大丈夫、がんばります。ちゃんと納期に間に合わせるから」

　ガッツポーズを見せるリーリャににこにことうなずいたラティオだったが、それを横目に作業台まで戻っていったキースがぼそりと彼を呼んだ。

「おい」

「ん？」

「発注の追加をするなら期限に余裕を持たせろ。少しオーバーワーク気味だ」

「え、そうなの？」

「え、そんなことないよ、大丈夫だよ」

　ラティオに訊かれてリーリャは否定するが、キースはあっさり暴露する。

「三日、朝から織ってる」

「う」

「また倒れたいのか」

「もうしないよ、平気だよ」

「え、なに、倒れるって」

　どうやらキースはラティオには説明してやる気はないらしい。それ以上モノを言わなくなったキースの代わりに説明を求めて向けられたラティオの視線に負けて、リーリャが苦笑する。

「あー、ずっと前よ、昔の話。機織りを覚えてから、しばらくはヘタで時間がかかったもんだから無理して朝から晩まで織っててね、根を詰めすぎて一度倒れちゃったコトがあって」

「三度。一度は熱まで出した」

「ええ、大変だったんじゃないか。そこまでがんばっちゃダメだよ。無理なら無理ってちゃんと言ってよ？　今ならまだ時間なり枚数なり融通利かせられるからね。で、朝からってのは？　いつも朝から織ってるわけじゃないの？」

「……あー、普段は午前中母さんと畑仕事して、機織りは午後からなの。でも期限が近くなってきても間に合わないかもっていう時は午前中もしてて。もう、キースには機織りの音で進行状況からあたしの体調まで全部バレちゃうんだもん、困っちゃう」

「……当たり前だ。何年隣に住んでると思ってる」

　ぼそりと聞こえたつぶやきに何故かリーリャが嬉しそうなカオをした。ちょっとおもしろくなさそうな様子のラティオが訊く。

「リーリャ、今やってもらってるの、明日の納期で大丈夫？　もう一日くらいなら延ばせるよ？」

「あ、はい、それは大丈夫です。今日これからの半日でできあがる予定だから間違いなく明日には」

「ならいいけど。本当に無理はするなよ？」

「はい、大丈夫だから品質も納期も心配しないでください！」

　にっこりと元気良く返事をしたリーリャに、ラティオが溜め息をついた。

「……リーリャ、今心配してるのは品質じゃなくてきみの身体なんだけど」

「へ？　あ、あの、ごめんなさい、ありがとうございます……」

　しょうもない勘違いにじわじわとカオが赤くなる。それに気を良くしてラティオが笑った。

「まあ、そんなトコも可愛いけどね、リーリャは」

「へっ？　あーもう、ラティオってば優しい上に口も上手いんだから。さらっとそんなコト言われると照れちゃうじゃないですか」

「本当なんだけどな」

　照れながら返せば更に言われ、リーリャは余計に恥ずかしくなる。

　可愛いといった類の褒め言葉を、リーリャはあまり言われたことがない。慣れない言葉は素直に照れる。

　どうごまかせばいいのかと何故か回避する方に考えようとした途端、カン！　という槌の音が響いた。キースが仕事を再開したらしい。話が途切れたことを内心キースに感謝しながら、リーリャはラティオを促した。

「あ、いけない、出ましょう。キースの仕事の邪魔になるから」

「あ、ああ。キース、邪魔した。またな」

　一応挨拶はするものの、キースが返事をしないのはいつものことなので気にしない。ラティオもそれくらいは慣れた。あっという間に平らげた昼食の皿を持って出ようとすると、振り向きもせずキースが言う。

「夕方、商会に行く。晩メシはいい」

「あ、うん、判った、ありがとう！　じゃあね、キース」

　リーリャが嬉しそうに応える。それにはなにも返すことなく槌を振り上げているキースを見遣ると、リーリャはそのまま家を出た。

　先に出て外で待っていたラティオは、不愉快そうに文句を言い出す。

「なんで晩メシ要らないのにありがとうなわけ？　キースの分の食事をつくるのはリーリャの好意なだけだろ？　なんでそんなにリーリャに偉そうなんだよ、あいつは」

　え？　と小首を傾げてから、ああ、とリーリャは笑った。

「違う違う、そうじゃないの。夕方、スミス商会さんに納品に行くんだけど、いつもそのついでに晩ごはんになにか買ってきてくれるの。あたしと母さんとキースの三人分。だから晩ごはんはつくらなくていいよって意味。たぶんあたしがお仕事詰まってるから、気を遣ってくれたんだと思う」

「なんだ、そういうことか。……まったく、判りにくいヤツだな。言葉を省略しすぎなんだよ、あいつは」

「キースだから」

　笑うリーリャはキースの言葉の少なさにすっかり慣れきっているが、そこまで慣れているわけではないラティオは、眉間に皺を寄せている。

「リーリャがそうやって明るく受け止めてやってるから良いようなものの、もう大人なんだからちゃんとまともな会話をしろって言うんだよ。あんな言い方して、リーリャだって傷付かないまでも、いい気はしないんじゃないの？」

「もう慣れちゃいましたし。ちゃんとあたしを心配してくれてるのは判ってるから平気です」

「リーリャって結構そういうトコ、楽天的に構えてるよね」

「そうですね、それはよく友達にも言われました」

　あはは、と笑うリーリャだが、ラティオはふとキースの家を振り返った。

「キースって、昔、学校行ってた頃はもうちょっとしゃべってた気がするんだが……いや、それほど饒舌でもなかったけどさ。一番しゃべってたのは喧嘩してた時くらいか」

「喧嘩する時は怒鳴ってましたよ。そういう時は結構言い返してたし。大抵は相手が悪口言いだした時だから。で、ソッコーで殴りかかる、と」

「ああ、そうだった。拳で黙らせるクチだったな。で、大人に止められて怒られるんだけど、絶対理由を言わなかったんだよな。殴られた方も何故か言わなくて、結局理由が判らなくて両成敗、みたいな」

　あー、と懐かしげに言ったラティオは、ひとつ溜め息を落とす。

「……あの頃から喧嘩の時以外、必要以上にはしゃべらなかったか。俺はあんまりその場に居合わせたことがなかったから原因とかはよく知らなかったけど」

　小首を傾げていると、リーリャが困ったように微笑んだ。

「喧嘩の原因ね、大抵はキースのご両親とおじいさんのことだったの。両親がいないことや、おじいさんが怪我のせいであまり仕事ができなくて貧しかったこと、あと、うちでよくごはん食べてたせいでリーリャんちに世話かけ通しのお荷物、とか。あの人たち、本人にはどうしようもないことばっかりからかってバカにしてたから、キースが怒ったのも仕方ないと思う。でも、そんなの大人には言いたくないでしょ」

「はあ？　あいつら、そんなこと言ってたのか。そりゃ殴られてもしょうがないな。余計なこと言わなきゃキースだって殴りかかったりしなかっただろうに」

　よくキースと殴り合いの喧嘩をしていたメンツを思い出す。両親も揃っていて比較的裕福で、親のいない苦労など知らない奴らばかりだ。成人し、大人になった今はさすがにそんなことは言わないだろうが、子供だったからといって言っていいことと悪いことがあることをちゃんと教えるべきだったと思う。

　キースは決して喧嘩っ早いわけではない。相応の理由がなければ自分から他人に手を出すことなどない。それを判っていてくれることが、ラティオがキースとそれほど仲が悪いわけではないのだろうとリーリャが思っている理由のひとつだった。

「キースは誤解されやすい人だから。でも言わないだけでちゃんと優しいんですよ」

　リーリャは微笑んでいるが、ラティオは再び眉間に皺を寄せる。

「でもなあ、その優しいってのを知ってるのは、リーリャだけなんだよなあ。俺にも少しくらいその優しさってのを見せてもらいたいもんなんだけど」

「ラティオはキースのことちゃんと見てモノを言ってくれてるから、絶対嫌ってはいないと思うけど」

「……それが全然感じられないから言ってんだけど。……はあ、喜んでいいんだかなんだか」

　ぼやくように言うラティオに、リーリャは声を上げて笑った。
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　帰りがけに、なにが気になったのか、ふとラティオが訊いてきた。

「そもそも、キースっていつここに来たんだっけ？　だいぶ小さかったとは聞いたけど」

「キースが三歳であたしが二歳の時って聞いてます。あたしからしたら、覚えてる限りの小さい頃の記憶にはもうキースがいたから、どこかから引っ越してきたっていう感覚はないんだけど。え、いきなりどうしたんです？」

「ん？　ちょっと気になっただけだよ。リーリャとキースがいつから一緒にいたのかなあって。リーリャってキースに対する信頼感が半端ないからさ。あの無口の考えてることよく判ってるみたいだし」

「あー、まあ、今は判ってるつもりっていうのが正しいかもだけど。ちっちゃい頃から、ホントにずーっと一緒にいましたから」

「ご両親が事故で亡くなったからおじいさんトコに引き取られたって聞いたけど」

「うん、それで隣だったうちの両親がすごく気にしてね。なにかと手伝ってたみたい。おじいさん、怪我で身体があまり動かなかったのに、ちっちゃい子って動き回るじゃないですか。だから父さんが代わりによくキースを取っ捕まえては、ついでにメシ食ってけーって小脇にぶら下げて連れ帰ってたって母さんが笑ってた」

「へえ、やんちゃな頃もあったんだな、あいつにも」

「そりゃ、二人でよく走りまわって遊んでましたもの。悪さやいたずらもよくしてたから、父さんに叱られて二人で泣いてたこともあったし。でも、キースはずーっと私のこと構ってくれてました」

　キースは一つ年下のリーリャのことを本当によく面倒を見た。

　落ち着きなくすぐ突っ走ろうとするリーリャの襟首を掴まえて止めるのはキースの仕事だった。おかげでリーリャを庇ってキースが怪我をし、泣きながら謝るリーリャの手を引いて家に帰るキースの姿を近所の人はよく見かけ、微笑ましく思ったものだ。

「二人とも一人っ子だったから、お互いが兄妹みたいな感覚で、それこそなにするにもずーっと一緒にいたんですよ。キースが初等学校に通うようになって初めて別の行動を取ることになったけど、あたしも一緒に行くんだって随分泣き喚いて親やキースのおじいさんを困らせてたっけ」

　リーリャは懐かしげに笑う。

「あたしが入学してからは、キースと毎日一緒に登下校して、帰ったら遊んでくれて、一緒に宿題もして。今思えば、年下の女の子相手によく付き合ってくれたよなと」

「そんなに四六時中一緒にいたのか。あんまり友達付き合いが良い方じゃなかったと思うけど、リーリャは別だったんだな」

「うん、キースはリーリャの面倒は俺が見るからって、その頃からずっと私にも両親にも言ってくれてて。そりゃたまには他の子と遊ぶこともあったけど、登下校は初等学校を卒業するまでちゃんと毎日一緒だったの。よく考えるとすごいですよね」

「ひと桁の年の頃からそういうことはくそ真面目ってか。まあ、その辺はヤツらしい」

　苦笑気味に笑ってから、ラティオはふと訊いた。

「学校出てから後のことは俺はあまり知らないけど、キースは余所の鍛冶屋に弟子入りしてたの？　おじいさんには習わなかったんだ？　あれ、そういえば、亡くなったのっていつ？」

「亡くなったのはね、もう六年前になるかな。おじいさん、自分じゃ満足に教えることができないからって同業者の友人にお願いしたんだって。きっといつかは一緒に仕事ができたらって思ってたんだと思う。少なくともキースはそう思ってたはず。……でも、結局それは無理になっちゃった。キースの弟子入り期間三年目の頃に、おじいちゃん、いきなり倒れてあっけなく逝っちゃったから」

　リーリャの声が沈む。

「弟子入り先って住み込みで、あんまり帰って来られなかった時で。いきなりだったから最期を看取ることもできなかったこと、キースはものすごく悔やんでた」

　たった一人残った肉親を失い、そしてそれを看取れなかったことで、キースが後悔のあまり葬式が終わってからひとりでぼろぼろ泣いていたことはリーリャだけが知っている。

　学校を卒業して以降、キースが泣いたのを見たのは後にも先にもその時だけだ。

　ラティオは、そうか、とつぶやくと、また思い出した様子で更に訊いた。

「あれ、きみのお父さんが亡くなったのもその頃じゃなかったっけ？」

「え、あ、うん。その一年半くらい後。丈夫だったからって無理をして、風邪をこじらせた挙げ句に肺炎を併発しちゃってね、そのまま」

「大変だったんだな」

「キースほどじゃないです。あたしにはまだお母さんがいたし、キースも帰ってきてくれたし」

　その頃から、リーリャは泣くのをやめた。感情豊かなリーリャだが、泣くのだけは我慢するようになった。

　キースが泣かないのだから、自分ももう泣かないんだと心に決めた。

　父が亡くなった数か月後にキースが帰ってきて祖父の工房を開き直し、仕事を始めた。

　リーリャは、キースは自分と母を心配して戻ってきてくれたのだと思っている。

　だって、弟子入り期間は五年だと聞いていたのに半年も早く戻ってくる理由が他にあるだろうか。

「ただねえ、帰ってきてからキース、すっかりしゃべらなくなっちゃって。そりゃ元々そんなにしゃべる人じゃなかったけど。輪をかけてしゃべらなくなっちゃったのはなんでなんだとは疑問に思ってるんですけど」

　幼い頃からキースはあまり口数が多くなかったが、今よりはずっと素直に笑ってはいたと思う。そういえば、いつからあんなに笑わなくなってしまったんだろう。

「ああ、確かに最近、そのうちヒトの言葉を忘れるんじゃないかと心配になる程度には最低限しかしゃべらないな、あいつ」

「でしょ!?　ラティオもそう思うよね？　あたしはもうちょっとキースと話がしたいんだけど。そりゃ話しかければ黙って聞いててくれてるけど、たまにでもいいからちゃんと会話がしたいの、あたしは！」

　勢い込んだあまりにタメ口で文句を言うリーリャに、ラティオは優しく微笑んでくれる。

「俺でよければ代わりに話すよ」

「ありがとう。あーもう、キースがラティオの半分でもちゃんとあたしを見てしゃべってくれりゃいいのに。最近は目もろくに合わせてくれやしないんだから」

　キースは、最近は話どころかなかなか視線も合わせてくれないし、合ってもすぐ目を逸らす。そのくせ彼女のことをよく見てくれている。

　正直、今のちっとも話をしてくれないキースがなにを考えているのかは、リーリャにはよく判らない。

　キースは以前に輪をかけて寡黙になり、ただ一心不乱に仕事をしている。師匠の伝手でまわしてもらえた仕事を着実にこなし、現在直接仕事がもらえているのは彼の腕の確かさと根の生真面目さ故だろうと思われた。

　遊びに行くようなことも滅多にないし、そもそも昔からあまり人付き合いもしていない。家で酒を呑んでいる様子もない。ただひたすら仕事をしているキースがリーリャには若干心配ではあった。

　でも、昔からずっと一緒にいる大切な幼馴染みのことをリーリャは大好きで、それは今も昔も変わらない。

　今よりずっと素直に好きだという感情を口にできていた子供の頃、近所のお姉さんが結婚して家を出たことでリーリャとキースはとある知識を手に入れた。

『スキなヒトとケッコンすれば、ずっと一緒にいられる』のだと、お姉さんが教えてくれたのだ。

　だから、リーリャとキースは大きくなったらケッコンしようと二人で決めた。

　ケッコンすれば大好きな幼馴染みとずっと一緒にいられるのだ、しない手はない。

『リーリャ、オレはリーリャのことだいすきだ！　だからケッコンするぞ！』

『うん！　あたしもキースのことだいすきだからケッコンする！』

　それはあまりに幼く拙い、だが純粋な想いで交わされた約束の言葉だった。

　もう十年以上も経った、子供の頃の優しくもくすぐったい思い出だ。

　今、あの頃とは『好き』のかたちが変わっても、一番好きなのがキースであることに変わりはない。子供の頃の戯れのような宣言も、今はちゃんと本気の願いとしてリーリャの心の中にある。

『好き』はひとりででも想っていられる。でも、『ケッコン』は二人でなければ叶えられない。

　果たしてキースは、約束を叶えてくれるだろうか。そもそも覚えてくれているのだろうか。

　成人して今年で三年目。宵祭りに参加できるようになって三年目になる。

　今年ももうすぐ祭りの日が来る。リーリャは毎年、その度にドキドキしながらキースが誘ってくれるのを待っている。

　実際には、祭りの喧騒が嫌いなキースが誘ってくれることなどなかなか難しいことは判っているのだが、それでもリーリャは待っている。

　もちろん祭りの日である必要はないのだが、それでもきっかけとしてアローナで一番告白と求婚がされる日なのだ。リーリャだって羨ましいという気持ちはもちろんある。

　いつかは、きっと、そう思い願いながら、リーリャはキースがその言葉を言ってくれるのを待っている。

　キースが自分と同じ気持ちでいてくれるものだと信じて。










　祭りを明日に控えた日。

　リーリャの工房にラティオが布を取りに来ていた。

　布をすべて広げてできあがりを確認したラティオがそれを元通りに片付けながら、満足そうにうなずいた。

「はい、確かに。さすがはリーリャ、良い出来だね。これなら良い服がつくれそうだ」

「お褒めいただき恐縮です」

　嬉しそうに笑ったリーリャもラティオが持ってきた大きな鞄に布を仕舞うのを手伝う。それが終わるとラティオは鞄のポケットから皮袋を出してリーリャに手渡した。

「今日の分の仕事代です」

「ありがとうございます。……あれ？　ラティオ、ちょっと多くない？」

　皮袋の中身を確認したリーリャがカオを上げた。不思議そうな彼女にラティオが笑う。

「親父がね、リーリャの手間賃を上げようって。いつも納期を遅らせないし、良い仕事してくれてるからってさ。だからそのまま素直にもらって」

「ホント!?　ありがとう！　嬉しい！」

　仕事ぶりを認められたとあってリーリャは素直に喜んだ。

　工房の棚の引き出しに皮袋をとりあえず仕舞うと、リーリャはその足でその隣の糸置き場の棚に新しい糸を取りに行く。次の仕事を請けたので、早速その仕事をするつもりだった。

「次のお仕事もできるだけ早く仕上げるようにがんばるから」

　言いながら、リーリャは棚の箱に手を伸ばす。次の仕事の糸が入っている箱は棚の一番上の段の木箱だ。

「まだ時間の余裕はあるんだから、そう根詰めて急いでやらなくてもいいよ？」

「ううん、でも早く始めればそれだけ余裕もできるし」

　箱を引っ張り出したら意外と重かった。バランスを崩しかけて慌てて両手で支えるがつま先立ちでは力が入らない。

「っと、ととと！」

「うわ！」

　よろけたリーリャをラティオが咄嗟に後ろから助けてくれた。リーリャを背後から囲うかたちで箱を支えてくれたのはいいが、不意の近さに驚く。

　極々近く、すぐ後ろから、ふわりと、キースのものとは違う、知らない男性の匂いがして、つい動揺する。

「あっぶないなあ。言ってくれればそれくらい取ったのに」

「ご、ごめんなさい……ありがとう……」

　詫びと礼の言葉が揺れる。それに気付いてからラティオは一瞬息を呑んで、それから何故か支えていた木箱をそのまま元の位置まで押し込んだ。

　え、なんで、と思ったリーリャは、だがその瞬間動けなくなる。

　背後から、ラティオに抱きすくめられた。

　なんで、どうして、どうしてこんな体勢に。

　驚いて身動きできなくなったリーリャの後ろから、ラティオが囁くような声で訊いた。

「……リーリャ、明日からの祭り、行く？」

　フリーズしたアタマで、それでも祭りという単語がかろうじて聞き取れた。

「……わ、からない、けど、昼間はたぶん……」

　微かに応えた声は、喉が渇いているわけでもないのに掠れた。

「来てくれないか。宵祭りに、俺と会ってほしい」

　今度こそ、リーリャは息を呑んだ。

　その台詞がどういう意味か、判らない者はこの街にはいないだろう。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。

　そして、祭りの誘いを了承するということはその告白を受けるということだ。

　その言葉をラティオに言われるなんてまったく予想していなかったリーリャのアタマが真っ白になる。

　そもそも自分が誰かに想われることがあるなんて、思ってもいなかった。

　キース以外の男に結婚を申し込まれる可能性があるなんて考えたこともなかった。

　動きも返事もしないリーリャをラティスが抱き締める。思いもよらない抱擁はあまりにリーリャの心を戸惑わせる。わけが判らない。判らないことばかりだ。

「きみが好きだ。ずっと好きだった」

　不意に囁かれた。

「仕事にかこつけて、ずっときみに会いたくてここに通ってた。会う度好きになった。俺だけのものになってほしいとずっと願ってた」

　囁く声は真剣で、嘘でも冗談でもからかっているわけでもないことだけは判る。

「きみが誰を見てて、誰を好きかは知ってる。でも、選択肢はヤツだけじゃないことに気付いて。俺にはきみの想いがヤツに届いているとは思えない。ヤツがきみを想っていると思えない」

　息が止まる。そんな怖いことを言わないでほしい。

「ごめん、酷いことを言ってるかもしれない。きみとあいつの繋がりが強いのも判ってる。きみがどれだけあいつを慕っているのかもよく判ってる。でもいくらヤツが幼馴染みでも、好きな子をぞんざいに扱われたくない。俺ならもっときみを大切にする。必ず今よりずっときみを幸せにしてみせる。俺を選んで良かったと言ってもらえるよう努力する。あいつよりずっとだ。だから、お願いだ、俺を見て」

　切なげに告げたラティオは、後ろからリーリャの頬にくちづけた。

「やっ!!」

　途端に、脊髄反射でびくんと大きく跳ねたリーリャが抗うと、ラティオは素直に腕を放す。

　そして、なにもなかったかのようにさっき出しかけて戻した箱を再び引っ張り出して床に置くと、ラティオは彼女から離れて布の入った鞄を拾った。

　未だ身動きできないリーリャを振り返って、いつもとは違う切なそうな笑みを浮かべたラティオは言った。

「今は返事を聞かない。明日、いや、三日間、宵祭りの中央広場で待ってる。受けてくれる気持ちになったらその時返事を聞かせて。……お願いだから、ちゃんと俺とのこと、考えて答えを出してほしい」

　それだけ言うと、ラティオは工房を出ていった。

　ラティオの姿が見えなくなると、リーリャはその場にぺたんと座り込む。

　腰が抜けたかのように足に力が入らない。

　生まれて初めての異性からの告白はあまりに衝撃が強すぎて、大混乱したまま落ち着かない。

　キース以外の男性に抱き締められた、頬にキスされた、その事実がパニックに拍車をかける。

　キースにだってされたことのない行為をどう受け止めていいんだか判らない。

　キースが好きだ。キースならイヤだなんて思わなかっただろう。

　でも、決して嬉しかったわけではないが、ラティオの率直な気持ちが更にリーリャを戸惑わせる。

　ラティオのことは好きだ。でもそれはキースの友人として、仕事先の相手としての好感であって、男性として意識したことなんかなかった。考えたこともなかった。

　だってリーリャはキースが好きだから。

　あまりに問答無用で刷り込み気味にキースが好きだと思っていたから、他の男性なんて目に入っていなかった。

　……でも。

『……お願いだから、ちゃんと俺とのこと、考えて答えを出してほしい』

　想いを告げてくれたラティオのことを、なにも考えずにキースが好きだからと断るのは、あまりに誠実ではない気がした。

　ラティオでは受け入れられないのか、本当に彼ではダメなのか。彼とでは幸せになれないのか。

　……逆に、キースとなら本当に幸せになれるのか。

　そもそも、キースはリーリャのことをどう思っているのか。

　リーリャは知らない。

　リーリャが当たり前に好きだと思っているだけで、キースがどう思ってるのかなんて大人になってからは一度も聞いたことはない。子供の頃は当たり前にお互い伝え合っていた気持ちを、キースが今もそう思ってくれているかなんて判らない。

　言葉もなく、そんな素振りもない。

『リーリャ、オレはリーリャのことだいすきだ！　だからケッコンするぞ！』

　子供の頃交わしたキースとの約束をふと思い出す。

　ずっとそれを信じていて本当にいいのか。そんなのは子供の頃の戯れで、今はもうそんな気などないと、いつまでそんな夢を見ているのかと呆れられる、そんなことが絶対ないと誰が言えるのか。

　それを否定できるのはキース本人だけだ。

　当たり前だと思っていたことが実は全然当たり前ではなかったことに愕然とする。

　初めてリーリャはその気持ちを疑った。

「…………キース……あたしのことすき……？」

　力無く掠れた声は、隣の家まで届くわけもなく。

　その場では答えが出るわけもない問いを唇に乗せ、リーリャは深い溜め息と共にうなだれた。
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　年に一度の祭りが始まった。

　朝から街は賑やかで、早々に開店した店からは元気な客引きの声が飛び交っていることだろう。

　リーリャも一日目の昼間は友達と祭り見物に出て楽しんだ。

　だが、宵祭りとなる夜、宵夜の鐘が鳴る前には家に帰り着いていた。

　おそらくラティオは待っていてくれているのだろうが、自分の中でまったく答えなんか出ていない。返事のできようはずもない。

　キースに至ってはずっと仕事をしていたらしい、家を出る時も帰ってきた時も、槌の音が聞こえていた。

　二日目も、それが変わる気配はまったくなかった。

　昼食を持って工房を覗いてみれば、いつもと変わらず槌を振るうキースの姿がある。

「キース、お昼だよー。今日もお仕事してるの？　急ぎ？　そうじゃないならせっかくお祭りなんだよ、一日くらい休んでもよくない？」

「……収穫祭に鍛冶屋は関係ない」

「そりゃそうだけど！　そんなこと言ったら農家の人以外みんな関係なくなっちゃうじゃない」

「…………今日も遊びに行く約束してるんだろう。早く行け」

「キースも行かない？」

「俺はいい」

　やっぱりいつものように断られた。

　そして三日目も。

　夕方まで待っていても、キースから宵祭りの誘いの言葉はなかった。

　やっぱり今年も行かないのか、なにも言われないのか、と落胆する。

　すごく期待していたわけではないけれど、やっぱり心のどこかでもしかしたらと思う気持ちがあるのはごまかせない。

　そういえば昨年もその前もそうだった、とリーリャは思い出した。

　子供の頃は小遣いをもらって二人で屋台をひやかしに行ったものだが、大人になってからは二人で祭りに出向いたことは、昼間でもなかった。誘っても、「俺はいい」のひとことで断られていた。

　一緒どころか、一人ででも出かけている様子はなかった。

　そんなに賑やかな場が好きではないと知っていたからこれまでは気にはしなかったが、もしかして自分と一緒に行くのがイヤだったのではなかろうか、とリーリャは初めてネガティブな感情を持った。

　ずっと、仕事が立て込んでいただけだとか、そもそもあまり祭りに興味がないだけだとか思っていたのに、急にこんなふうに不安になったのは、間違いなくラティオの言葉のせいだと判っている。

『ヤツがきみを想っていると思えない』

　ラティオの言葉は自分が思う以上に心に刺さっている。

　それは、キースから今の気持ちを伝えてもらったことがないからだ。

　子供の頃の戯れじみた約束ではなく、明確な想いを乗せた言葉を。いや、態度だけでもいい、少しは気のありそうな行動を取ってくれるだけでも良かったのに。

　だが、今のキースにはそんな素振りすらも見られない。

　彼の心の中に少しでもリーリャがいるのか、それすらも判らない、見せてくれない。

　では、無理にでも訊いたら教えてくれるのだろうか。いや、だんまりを決め込むのが明白だ。

　どんどん不安になっていく。

　ちょっと前まで疑ってもいなかった感情が、悪い方に浸食されていく。

　ちょっと前までそのうち言ってくれるだろうくらいに楽観していた気持ちが、不安に塗りつぶされていく。

　普段は楽天的だと言われるリーリャとは思えないほど、沈んでいる思考が浮き上がってこない。

　ラティオに応えるかどうか以前に、キースを待っていていいのかも不安になっていく。

　成人してもう三年、もう結婚して子供がいる同級生もいる。

　キースが相手なら今までとそう生活が変わるわけでもなし、そんなに急がなくてもと思っていたのに、焦りだしてしまう。

　ラティオがいきなりあんなことを言いだしたからだ。

　あんなことを言われなければ、呑気に待っていられたのに。

　なにも考えることなくのんびりキースがなにか言ってくれるまで待っていられたのに。

　…………待っていられた？

　ふと、リーリャは気付いた。

　どうして待っていなければならないのか。

　自分から言ったっていいじゃないか。

　確かに改めてキースの気持ちを確認するのは怖い。でも、そうしなければ進めない。

　ラティオのことを考えることもできない。

　キースの心にリーリャへの気持ちがないのならば、ラティオと添うことを考えたっていいはずだ。

　すぐには無理でも、それくらいラティオだって待ってくれるだろう。

　だから、訊こう。

　焦りに押されて唐突に、リーリャは決心した。










　宵の鐘も近い頃。

　リーリャがキースの工房を訪れると、いつもならもう少し早く終わるのにやっと今片付けているようだった。

　とっておきの可愛いブラウスにスカート、普段はすっぴんの顔に薄く化粧もし、髪もいつもよりきちんと結って、少しはおしゃれしたつもりだ。左手首にはフィタもちゃんとつけた。

　だが、いかにも余所行きという格好で緊張した面持ちのリーリャに目を遣ることもなく、背を向けたままのキースは炉の火を落とす方に気を向けている。

　いつものことなのに今日に限ってなんだかへこむ。

　普段は気にしないいくつもの些細なことが、リーリャの気分を自覚以上により下降させていることに気付かないまま、リーリャは思い切って言った。

「ねえ、キース、これからあたしとお祭りに行ってくれないかな。宵祭りに」

　一瞬動きを止めたキースは、だがそのまま作業を続けた。

　こればかりはなにか言ってもらわなければ動けない。リーリャはキースの言葉を待った。

　作業を終わらせて立ち上がったキースは、こちらを見ようとせず、ぼそりと言った。

「行かない」

　リーリャは目を瞠る。気付かず息を呑んだ。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。

　きっと、いくらそういうことに疎いキースだってそれくらい知っているだろう。

　それを承知しないということは、告白を受ける気がないということだ。

　……ああ、キースは、そんな気、なかったんだ……。

　ふっ、と、力が抜けた。

　今まで信じていたものが崩れ落ちた気がして、リーリャは呆然とその場に立ち尽くした。

　悩み倒した上での一世一代の告白を、素気なく断られたリーリャにもう耐える気力は残っていなかった。

　リーリャがなにも言わないからだろうか。ようやくカオを上げて彼女に視線を向けたキースが、驚いたように目を見開いた。

　もしかしておめかしをしたリーリャに驚いたのかと思ったが、違った。不意に視界がぼやけたと思ったら、すーっと、その頬を雫が伝う。その感触にようやく自分が泣いているのだと気付いた。気付いた途端、急激にぼろぼろと涙が溢れる。

「リーリャ、おい」

　珍しく焦っているキースが近づこうとした途端、避けるようにリーリャが一歩後ずさる。キースはそれ以上近づけなくなった。

「…………ごめん、ね……」

　微かにつぶやいた掠れた声には力がない。

　眉間に皺を寄せたキースが低く応えた。

「なにがだ」

「……気持ち、一方通行だと、思ってなかった……」

「は？　なにを……」

「……ずっと……キースがいつか、約束、叶えてくれると思ってた。でも、そう思ってたの、あたしだけだったんだ……」

「約束って、おい、リーリャ？」

　困惑が透けて見えるキースの表情に、こんな時なのについ笑ってしまう。彼の、こんなにはっきりと感情が露わになっている顔なんていつ見たきりだろう。

　これが笑顔だったら良かった、と思いながら、もうそれも望めないだろうと思ったら余計に涙が溢れた。

「リーリャ、なに言ってる。なんで泣く？　判らん、ちゃんと言え」

「自分だって、ちっとも気持ちを口にしないくせに」

「……っ」

　図星を突かれてつい口籠もったキースに、リーリャは泣きながら微笑んだ。

　魅入ってしまうほどに悲しい笑み。

「ずっと好きだったよ、キース。あなたのお嫁さんになって一生一緒にいるんだと信じてた。でも、もういい。あたし、ラティオのところに行くよ。……きっと、キースのこと、忘れさせてくれるから」

　愕然というのが相応しい固まったキースの表情を見遣ってから、リーリャは身を翻して工房を出た。

　後ろからキースが名前を叫んでいた気がしたが、たぶん〝した〟だけだ。

　リーリャはそのまま走りだした。

　祭りが行われている中央広場に行くのだ。

　そして、ラティオに会って、フィタを渡して、お付き合いを承諾する。

　結婚はちゃんとラティオのことを好きになれるまで待ってほしいけど、優しくてかっこよくて誠実で、たくさん話しかけてくれるラティオが相手なら、きっとすぐに好きになれる。

　あんな無愛想で必要なこともろくにしゃべってくれないキースなんかより、絶対イイ男で、世間的にも好感度が高いひとだ。きっと幸せになれる。

　惚れるより惚れられる方が幸せになれるって言うじゃないか。

　大切にする、幸せにしてみせる、ラティオはそう言ってくれた。今までずっと誠実に相手をしてくれたラティオなら、きっとそれを叶える努力をしてくれることだろう。

　そうだ、そうしよう、それが一番いいんだ。

　繰り返し、繰り返し、リーリャは唱える。

　必死に自分に言い聞かせてそう思い込もうとしていることを、見ないふりをする。

　そう思わなければ想いに決着をつけられないと判っているから。

　失恋の痛みに耐えられないから、一生懸命そう思おうと努力する。

　自分が思っていた以上にキースへの想いは心の中に深く根ざしていて、努力しないと踏ん切りがつけられない。それほど長く重く深い想いをごまかしきれないことを自分が一番よく解かっているからだ。

　だから、これからすぐ、ラティオに会うのだ。

　ラティオに気持ちを向けるために、これから返事をしに行くのだ。

　自分をごまかすため、リーリャは走った。

　物理的にも心情的にも、キースから離れるために。










　既に宵夜の鐘が鳴った中央広場は大人たちで賑わっていた。

　友人と来ている者、誰かを待っている様子の者、夫婦で来ている者。そして一日目や二日目にフィタを交わし合った新しい恋人たちもきっといるのだろう。

　リーリャは喧騒を掻き分けて求めるひとの姿を捜して人波を見渡す。

　三日待つと言ってくれた彼は、きっと言葉通りそこにいてくれるのだろうと漠然と思った。

　きょろきょろと辺りを見まわしながら彼の姿を捜していると。

「リーリャ！」

　横合いから呼ばれてそちらを向くとラティオが手を挙げていた。

　その後ろにラティオやキースの同級生だった見覚えのある者たちが何人かいて、どうやら彼がリーリャを待っているのに付き合ってたむろしていたらしい。

　嬉しそうな笑みを浮かべていたラティオは、リーリャが近づくと驚いたカオをし、そして彼女が目の前までたどり着いた時には表情を曇らせた。

「リーリャ、どうしたの？　泣いた？　なにかあったの？」

　言われて初めて、リーリャは自分が酷いカオになっていることに気付いた。結構な勢いで泣いたせいで、化粧は涙でところどころ剥げ、たぶん目も腫れぼったくなっていることだろう。

　妙齢の女性としては人前に出るにはなかなか無残なカオになっているのもまったく気にかけず、勢いで来てしまったことに恥ずかしくなる。そんなことをすれば余計赤くなるというのに、つい慌ててごしごしと目の周りを擦った。

「あの、えっと、ごめんなさい、ラティオ、大丈夫。それよりね、ラティオが言った通りだった。キースはあたしのことなんか好きじゃなかったの。お祭り誘ったけど断られちゃって。だから、あたし、振られちゃっ……！」

　そこまで言って再び涙が零れそうになった時、ラティオが突然リーリャを抱き締めた。

「いい、判った。だから来てくれたんだね。それで、俺の気持ちに応えてくれるの？　もうヤツのことは諦めてくれる？」

　抱き締められた衝撃で涙が止まったリーリャは、反射的に抗おうとしてから理性でそれを止めた。正直まだこんなふうにされることを受け入れきれないが、ラティオを選ぶと決めたなら慣れるべきだと思えた。

「……すぐには、無理かも、だけど……諦めるよう、努力、します……」

「うん、それでいい、すぐに俺を愛してくれるなんて思ってない。でも、俺のこと、受け入れる気になってくれて嬉しい」

　本当に嬉しそうに微笑むラティオの声に、友人たちの囃し立てる声が重なった。ラティオの胸にカオを埋めて、リーリャはキースとは違う男性の匂いに内心で戸惑う自分をごまかす。イヤだと思う自分を抑えつける。それがラティオを受け入れるということだと一生懸命納得しようとした。

　だが、その時。

「リーリャ!!　見つけた!!」

















　　　４












　突然、予想外の大声が背後から聞こえて、リーリャの肩がびくりと震えた。聞こえるわけのない声は……。

「なにしに来た、キース」

　ラティオが棘のある声で問うたことで、相手がやっぱりキースであることが判る。振り返ると随分と焦った様子のキースが息を切らせていて、その様子にリーリャは驚く。

「……キース……？　なんで……？」

　こんな彼は初めて見る。そしてあんな大声も初めてかもしれない。

　キースはリーリャにまわされているラティオの腕を忌々しそうに睨む。

「リーリャを離せ」

「断るよ。おまえにそれを指図される謂われもないしね。リーリャは自分から俺のところに来てくれた。おまえがどうこう言う権利はないよ」

　平然と言うラティオは、睨みつけるキースの眼光にまったく動じない。

「だいたい、おまえはリーリャを振ったんだろ？　なんで邪魔しに来るわけ？」

「振ってなんかいない!!」

　即座に返ってきた台詞と勢いに、リーリャが目を瞠る。

「……え……？」

「そいつが勝手に勘違いしただけだ！」

　勘違い？　あの状況で、あの返答で、果たしてナニが勘違いだというのか。

「祭りの誘いを断ったって聞いたが？」

「だから、それがなんで俺が振ったことになる！」

「なんでって」

　ラティオが呆れたようにツッコむ。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。そして祭りに誘うのはその予約。それを承知しないということは、告白を受ける気がないということだと、子供だって知っている。だが……。

「俺は単に祭りに行きたくなかったから断っただけだ。それは毎年のことで、おまえだって知ってるだろう、リーリャ。そういう意味じゃない！」

「……は？」

　ヘンな声を出したラティオだが、リーリャは目を丸くする。

　確かにキースは祭りに行きたがらない。賑やかすぎてうるさいのが嫌らしい。だから毎年昼も夜も祭りには出向かない。確かに毎年行きたがらないキースが、今年は誘ったら来てくれるとどうして思ったのだろうか。

　訝しげなラティオが訊く。

「じゃあ、なんでリーリャが泣いて俺んとこに来た？　なんでおまえに振られたと思うんだよ」

「俺だって判るか！　だから訊こうと思ったのに逃げ出しやがって。呼び止めたのに走って行っちまうし」

　怒っているキースはやっぱりいつもよりよくしゃべる、とパニックを起こしているリーリャはどうでもいいことを思う。

　振ってなんかいない、というキースの言葉がアタマをいっぱいにする。

　では勘違いなのか？　振られてはいないのか？

　でも、それだけではキースの気持ちは判らない。好きだと、お嫁にしてくれると言ったわけじゃない。

　リーリャが悩んでいる間にも、キースとラティオの言い合いはどんどんヒートアップしていく。

「おまえが怒るな、キース！　リーリャは泣いてたんだぞ！　おまえが泣かせたんだ！」

「だからその理由を知りたいと言ってるんだ、俺は！」

「なんで判んねえんだよ、おまえは！　祭りに誘って断られたから振られたと思ったんだろ！」

「だからなんで今年に限ってそう取ったんだと訊きたいんだ、俺は！」

「俺がリーリャに告ったからに決まってんだろが、バカかおまえは！」

「俺が言わないのとおまえが告るのとは関係ないだろう！」

　リーリャを手放したラティオが、キースの胸倉をとっ捕まえて引き寄せた。珍しく乱暴な行動に、キースが瞠目する。

「じゃあ訊くが、いつまでリーリャを待たせるつもりだった!?　毎年リーリャがどんな思いでおまえからの言葉を待ってたと思う!?　おまえはリーリャの優しさに甘えて黙っていればいいが、彼女の気持ちを考えたことがあったのか！」

　怒鳴り返したラティオの言葉に、キースが一瞬怯んだ。

「彼女はおまえの所有物じゃない！　幼馴染みだからっておまえが彼女の気持ちを全部知ってると思うな！　いつまでも構ってくれない言葉もくれない男に、女がいつまでも待っててくれると思うのが驕りだっていうんだ！　俺はリーリャを愛してる！　おまえよりずっとだ！　おまえなんかよりずっとリーリャを大切にしてやれる！　彼女に応えるつもりがないのなら口出すな！」

　ラティオの燃える瞳がキースを射抜く。ラティオの本気の怒りにリーリャの目が再び潤んだ。

　本気でリーリャを愛してくれている。リーリャを心配し、大切に思い、幸せにしたいと思ってくれている。

　こんなに想われるなんて、女冥利に尽きるというものだ。

　それなのに、リーリャの胸の中にいつまでもしつこく居座っているのは、彼ではない。それが申し訳なさすぎて。

　だがその時、目の前の無愛想な幼馴染みが負けない勢いで怒鳴り返した。

「俺以上にリーリャを愛してる男なんてこの世にいない!!」

　ラティオの胸倉を掴み返したキースが言葉をぶつける。

「舐めるな、俺の方がずっと深くずっと前からこいつに惚れてる！　ガキの頃からずっと誰よりなにより、俺自身より大切にしてきた！　ガキの頃に大人になったら結婚するって約束した！　親父さんにも許可はもらってる！　おまえなんかに横から持ってかれてたまるか！」

　思わぬ告白にリーリャは目を瞠る。

　こんなにはっきり、それもみんなの前で言ってくれるなんて思ってもいなかった。

　リーリャは驚きと共に嬉しさが込み上げてくるのを抑えられない。

「……覚えててくれたんだ……。でも父さん……？」

　リーリャの父が亡くなったのは四年前だ。いつの間にそんな話をしていたのだろうか。

　そう思ってからふと気付く。父の死はキースが十八歳、誕生日が来て成人になった直後の出来事だった。もうそんな前に自分との結婚を意識し、父に申し込んでくれていたのか。

　リーリャが考えている間にも口論は続く。

「じゃあ、なんでさっさとリーリャに言わなかった!?　なんでこんなに彼女を待たせた!?　そうすればリーリャがこんなに不安な思いをして泣くことだってなかったはずだ！」

　ラティオを睨みつけていたキースが突然彼の背後にいた元同級生たちを指差した。

「そいつらが俺に散々言っただろうが。うちが貧乏でリーリャんちに世話かけ通しのお荷物ってよ！　ちゃんと一人前になってこいつを養えるように稼げるまで、そんな簡単に言えるワケねえだろが。こちとらおまえらみたいに両親揃ってて、いざって時に援助してもらえるようなひとがいるような坊ちゃん育ちじゃねえんだよ！」

　元同級生たちが気まずそうに視線を逸らす中、ラティオもさすがに返す言葉が見つからなくて口を噤む。

　リーリャも目を丸くしていた。彼がそんなことを考えているなんて思ってもいなかった。

　そのタイミングでラティオから手を離したキースは、ようやくリーリャの方を向いた。不機嫌丸出しで目つきの悪くなっているキースは、それでも彼女に手を差し伸べる。

「リーリャ、帰るぞ」

　うん、とうなずいてその手を自然に握ろうとして、リーリャははっとラティオを見遣った。一度は彼に縋ろうとしたのに、キースが迎えに来たからといってあっさりと鞍替えしようとする自分があまりに都合のいい女だと思えて。

　ラティオは哀しそうな笑みを浮かべた。

「やっぱり、キースを選ぶ？」

「……ごめんなさい」

　ラティオは、目を伏せ溜め息をひとつ吐くとうなずいた。そしてこちらに背を向ける。その隙にキースがやや強引にリーリャの手を掴まえて歩きだした。

　手を引っ張られながら、リーリャは背後を、ラティオを振り返った。同級生たちに肩や頭を抱えられうつむいている姿がかろうじて目に入る。それを見て、リーリャはじんわりと目が潤むのを我慢できなかった。

　本当にごめんなさい、弄ぶようなかたちになっちゃってごめんなさい。

　優しい人だったのに。本当にあたしなんかを愛してくれたのに。

　それでもやっぱり自分の想いを諦めきれなかったあたしを許してほしい。

　好きだと言ってくれた人を置いて、好きな人に連れて行かれながら、リーリャは零れそうになった涙を手の甲で拭いた。

　ラティオを思って自分が泣くのは違うと思って。










　ひたすら無言でどんどん歩いた二人は、キースの家にたどり着いた。

　それでも手を離さないキースに戸惑って、リーリャは不安げにその後ろ姿を見つめる。

　居間まで連れてこられたリーリャは、彼がここに住むよりずっと前からあるらしい古びたソファに座らされてようやく手を離された。

　安堵したものの、言葉が出てこない。なにを言ったらいいのか判らない。

　振られたと早合点して逃げ出したことを謝ればいいのか。それとも、せめてひとことくらい気持ちを言ってくれていればこんな勘違いなどしなくて済んだのにと怒った方がいいのか。迎えに来てくれてありがとうは、ちょっと違うと判るのだが。

「……悪かった」

　だが、リーリャが口を開くより先にキースが口にしたのは謝罪の言葉だった。

　きまり悪そうに目の前に立ったままそっぽを向いているキースがぼそりと言う。さっきまで怒鳴り合っていた時の声の大きさが嘘のようだ。

「おまえを泣かせた。……親父さんに、泣かせるなって言われてたのに」

　驚いたリーリャは、そういえばとキースに訊いた。

「いつの間に父さんとそんなコト話してたの？　あと、許可もらったっていつの話？」

「……親父さんが亡くなる前、見舞いに行った時」










　それは、四年前、父親が亡くなる前のこと。

　縁起でもないと言われようと、自分の祖父の時の轍を踏むまいとキースは何度もリーリャの父の見舞いに訪れていた。自分の父をよく覚えていないキースにとって、可愛がってくれた隣の家の幼馴染みの父親は自分の父のようなものだった。確かにキースにとって、大切な人だった。

　最後に訪れた日、彼はなにか感じ取っていたのだろうか。苦しい病床で不意に言いだした。

『キース、リーリャのこと頼むな』

『親父さん？　どうしたんだよ、急に』

『おまえなら、リーリャのこと、頼める。あいつが望むなら、嫁にもらってやってくれ』

『……っ、なんで今、そんなこと……』

『頼むぞ。大事にしろよ。俺の大事な娘だ、泣かせるなよ。泣かしたら化けて出るぞ』

『縁起でもねえこと言ってんじゃねえよ。元気になれよ。前に言ってたじゃないか、あいつを嫁にくれって言いにきた俺を殴りつけるんだろ』

『んなコトしたらリーリャに怒られる。……なあ、キース、俺さあ、ホントは男の子も欲しかったんだ。おまえがそうなってくれたらホント嬉しいよ』

『……俺も、親父さんの息子になりてえよ……』

『よし、決まった。ホント、頼むわ、キース。リーリャのこと、頼む』

　弱々しく笑ったその一週間後、彼はこの世を去った。

　それはキースが十八歳の誕生日、成人を迎えたすぐのことだった。










　リーリャは半泣きのカオでつぶやいた。

「そんな、ことが……。だから、予定より早く、修行から帰って来てくれたんだね」

　うつむくリーリャにキースは言う。

「……俺が心配だっただけだ」

「それでも嬉しかったよ。ありがとう、キース」

　微笑むと、キースはリーリャのアタマにぽんと手を置いた。それから手を引いたキースが、目を逸らして再びぼそりと訊く。

「……ずっと、不安、だったか？」

　一瞬なんのことだと思ってから、ふと気付く。さっきラティオに言われたことだと。

『リーリャがどんな思いでおまえからの言葉を待ってたと思う!?』

　リーリャは、正直に言った。

「ちょっと前までは、正直、全然心配してなかった」

　は？　と目を丸くしたキースの表情にリーリャはつい笑う。そんなに驚かなくても。

「あたし、子供の頃からずっと、そのうちキースのお嫁さんになるんだって全然疑ってなかったから。でも、ラティオに告白されてから、なんでかすごく不安になっちゃった。そういえば、キースにはなんにも言われてないって。ラティオは好きだと言ってくれたけど、それじゃキースはあたしのことどう思ってるのって。そしたらなんか不安になって、どんどん発想がネガティブになっちゃって、焦って、はっきりさせなきゃって。だから、いつもならしない勘違いをしちゃった。ごめんね」

「おまえが謝るな。言わなかった俺が悪い。……だが、逃げられたのは腹立った」

「だって、あの場合は仕方なくない？」

「おかげで俺は、おまえに言う前に恋敵に言う羽目になった」

「……申し訳ございません」

「だから、おまえが謝るな」

　ちょっとおどけた様子で上目使いに見上げたリーリャの視線にキースが溜め息をつく。文句を言いたかっただけで、別にその点を責めているわけではないらしい。だからリーリャは続けて訊いてみた。

「……ねえ、キース、さっきラティオに言ってたこと、全部ホント？」

　すると、キースは再びすい、と視線を逸らせた。気まずそうだ。

　そして、それでもしっかりとうなずく。

　嬉しさが込み上げる。さっきまでは言葉のひとつひとつに驚くのに精一杯だったけど、今思い返せば嬉しいことをたくさん言ってくれた。

　今まで言ってほしかったことを全部言ってくれた。それがリーリャには嬉しくて。

「ねえ、キース。お願い、もう一度言って？　今度はちゃんと、あたしに」

　リーリャを見下ろしたキースは、突然彼女に背を向けた。え、と思ったら何故か工房に行って、なにかを持って戻ってきた。

　それをずいっとリーリャに差し出す。

　手に取ってなにかと思えば、それは簪だった。

　銀色の簪には、平たいところに三輪の百合が浮き彫りにされていた。その周りに細かな飾り彫りが施されていてなかなか美しい出来だ。

「……ようやく、師匠と商会に合格点をもらえた。これでもう少し収入が増える」

「キースがつくったの!?」

　繊細な百合を思わず凝視する。

　調金はナイフの柄や刀剣の刀身に入れる装飾として使われる技術だが、キースにはあまり得意な分野ではなかったはずだ。だが、それはなかなか見事な出来栄えで、もう苦手とは言わなくてもいいと思えるものだった。

「受け取ってほしい。おまえのためにつくった花だ」

　リーリャという名前は、北方の異国の言葉で百合という意味だと父に聞いたことがある。

　では、これは彼にとっての告白の花ということか。

　驚いてカオを上げると、いつの間にかキースが膝をついていて、目の前にそのカオがある。最近こんなに近くで彼のカオを見たことがあっただろうか。

「好きだ。結婚してくれ」

　あまりにも、どストレートでシンプルな言葉は、間違えようもないプロポーズで。

　あまりにもキースらしい言葉の少なさに、リーリャは泣きそうなカオで笑った。

「うん、嬉しい」

　柔らかい安堵の笑みを浮かべて、キースはリーリャを引き寄せ、くちづけた。

　子供の頃にも交わしたことのあったキスは、子供の戯れのような淡い約束として交わされたものだったが、それでも幼いなりとも本人たちは真面目だった。

　そして今、優しく触れるキスはそれよりももっと成熟された本当の恋を確かにするために交わされる。

　わずかに離され、超至近距離で見つめられた視線は絡み合い、再び交わされたキスは一度目よりもずっと深く激しい。

　舌で閉じた唇をこじ開けられリーリャの咥内が侵食される。

　後頭部を支えられ翻弄されるリーリャだが、逃げるという選択肢はなかった。

　ようやく気持ちを示してくれた、ようやく好きだと言ってくれたキースが求めてくれる、それはずっと自分が望んでいたもので。ならば逃げるなんて有り得なかった。

「……んっ、ふっ……ん……っ」

　呼吸が苦しくて呻くと、舌使いが激しくなった。

　腰にまわした腕にぎゅっと身体を引き寄せられる。後頭部にあった手が肩から腕へずらされ、そして胸を包んだ。

「んっ……！」

　恥ずかしげに呻くとその手にやわやわと揉まれた。

「……おまえが欲しい」

　合わせた唇の間からつぶやかれて、どきんと心臓が鳴る。

　やっと気持ちを伝えてくれたと思ったら性急な願いをされた。

　その性急ささえキースらしい、と、リーリャは内心で笑った。

　だから、ものすごく恥ずかしいけれど、リーリャはわずかにうなずいた。
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　途端にその場に押し倒されたリーリャは、性急にブラウスのボタンを外され開はだけられた。

「ちょっ、キース！　せめてベッドで！」

　慌てて止めるが、キースはお構いなしにスカートのホックを外して脱がせてしまう。

　昔は二階にキースの部屋があった。今は隣の、かつて祖父の部屋であったのを彼が寝室として使っている。そこまで連れて行ってくれればいいのに、キースはこのままソファでリーリャを抱くつもりらしい。

　手早く自分の服を脱ぎ、リーリャをとっとと下着姿まで剥いて圧しかかる。キースに真上から見下ろされて、リーリャは照れ隠しに微笑んだ。

「今日は、ちゃんとあたしのこと見てくれるんだね」

　すると、熱っぽくリーリャを見つめるキースが低くつぶやく。

「見なかったのは我慢できなくなりそうだったからだ」

「なんの我慢？」

「おまえのちょっとした仕草ですぐおまえが欲しくなった。だから、できるだけ見ないようにしてた」

「へ？」

　間抜けた声が出て、じわじわとカオが赤くなる。

　どれが、どんな行動が、彼の刺激になっていたのかさっぱり判らない。なにかあったっけ？　そんな仕草。

　まったく本人の意識下にない行動でそそられていたのだ。リーリャに判るはずがない。

　どぎまぎするリーリャに、キースが近づいてくる。

「おまえ、自分がどれだけ俺の下心を刺激してたか判ってないだろ。……まあ、それもおまえらしいけど」

　言いながら、首筋にくちづける。

　湿った感触とぞくぞくっとした感覚にリーリャが思わず身悶えると、キースはそのまま舌を這わせて舐めまわす。

「……やっと、抱ける」

　胸を覆う下着をがっと引き下げて、胸にかぶりつく。

「ふぁああん！」

　いきなりの刺激にリーリャが啼いて背筋を反らせた。

　キースは片方の胸を揉みながらもう片方を吸い舐めまわす。固く尖った先端を甘噛みし、舌で転がし、弄って、夢中でリーリャを味わった。

「んっ、んっ、んっ、や、あっ、やあっ！」

　必死に羞恥と戦いながら、リーリャが真っ赤になって口元を押さえる。

　キースが自分の胸を弄んでいる、その事実が恥ずかしい。そして初めて与えられるその刺激を気持ち良く感じる自分が、あまりにも恥ずかしくて。

「んっ、んんっ、はっ、ああっ、や、はずかし……っ、んああっ！」

　その甘い啼き声さえもそそると知らない娘のカオを、キースは上目使いで見ながら咥える胸を替え、甘い刺激を恋人に与え続ける。ぎゅっと目を瞑ったリーリャの真っ赤なカオが可愛い。

　胸を揉んでいた手が忙しなくその身体を這い回り始めた。腹から脇腹、背中、腰と、ゆるゆるとまさぐり指でなぞる。感じるところに触れるとびくびくと腹が跳ね、声が上がるのを楽しむように。

「ふあっ、やっ、あぁん！　やっ、キース、そこっ、やあっ、やめっ、ああっ！」

「……無理、やめられないっ、可愛い反応するおまえが悪い……！」

「かわっ…!?　っ、はうん！　やっ、きゃあああっ！」

　息つく暇もなく弄られ続けて、恥ずかしくて目も開けられないのに、布越しとはいえ脚の間の大事なところをいきなり擦られてあられもない声が出た。急激な刺激が快感となって身体を突き抜ける。

「……すげえ濡れてる」

　ぼそりとつぶやかれたキースの声がなんだか嬉しそうで、ますます恥ずかしくて目が開けられない。下着に手が入れられ、直接触られたと思ったらぐりぐりと芽を弄りまわされ、その泉に指が沈んだ。

「やあっ！　あっ、や、やあああ！」

　同時に与えられている胸への刺激よりも更に強い快感に、思わず悲鳴が出る。

　ぐちゅぐちゅと絶えず鳴る水音が何故なのか、恥ずかしすぎて考えたくない。

　何度も擦られ、掻き回され、指を増やされ、肉芽を潰されて、それなのに胸も舐められ続けて、喘ぐリーリャはもう自分がどうなっているのかもよく判らない。

　息もできないほど攻められて涙目になったリーリャが、不意にその指が止まったことに気付いた途端、下着が脱がされた。もう役に立たないほどぐちゅぐちゅに濡れているそれをその辺に放ったキースは、揃えていた脚を左右に割り開いた。

「きゃあっ！」

　大切なところが全開になったリーリャが慌てて両手で隠そうとするが、その細い手首を二本まとめて掴まえて外すと、キースは躊躇いなくそこに屈み込んで口をつける。

「全部見せろ」

「ぜっ!?　やあっ！　やだやだそんなとこ！」

「うるさい、俺のだ」

　文句は聞かないとばかりに、キースが今まで指で弄っていたところを舐めまわす。

　脚の付け根を抱えて股間を広げ、溢れる水を舐めつくすかの勢いで舌を使えば、さっきまでとは比較にならない羞恥にリーリャの声が止まらない。溢れる悲鳴のような嬌声を必死に我慢しようとは思うのだが、容赦なく攻めるキースになす術もない。

　ぬるぬると湿った感覚が這い回るのが、ワケが判らなくなるくらい気持ち良い。

　止めてほしいのと同じくらい止めてほしくないのは、一体どういうことなのか。

　ぞくぞくと今まで感じたことのない快感が正気を失わせる。

　せり上がってくる得体のしれない強い衝動が怖くて手を伸ばせば、気付いてくれたキースが力強く握り返してくれた。

　肉芽を軽く噛まれた途端、すべての神経がソコに集中しているのではと思うほど強い衝撃がリーリャを襲って。

「ふあああああ！！！」

　弓なりに背中が反って、リーリャが盛大に達した。

　息が荒くてキツい。アタマが真っ白でワケが判らない。脚先まで震えが止まらない。

「イった？」

　訊かれても返事ができない。そんな恥ずかしいコト聞かないでほしい。

　衝撃に呆けているリーリャを見遣って身体を起こしたキースは、一枚だけ残っていた自分の下着を脱いだ。おかげでリーリャの視界にソレが目に入って、思わずカオが青褪める。

　子供の頃に風呂や川で一緒に遊んでいた時以来見た覚えのないソレは、一体ナニがどう成長したらそんなに育つんだというほどに大きく反り立っている。さすがに恐怖しか感じない。

　ソレが女性のソコに入るのだという知識はある。だが、指で耐えられなかったのに、そんな大きなモノが入って耐えられるわけがない。

「……無理」

「無理じゃない、挿れる」

　即座に却下された。

　涙目のリーリャに構わず、ソコに自分のモノを宛がったキースは、何度か先にぬめった愛液を塗りつけるように擦ってから、ぐっと押し付け入り込んだ。

「……っっっっ!!　くううぅぅぅ……っ!!」

　緊張と恐怖で固くなったソコに、無理矢理に近い勢いで捻じ込まれた。

　強烈な痛みに歯を食いしばって耐えるリーリャを気遣いながらも、キースは腰を進める。そしてすべてが収められると、キースはリーリャにくちづけた。

「見ろ、全部入った」

　入った、じゃない。それは入れたんだ、とツッコみたいが、息の詰めすぎで脳貧血でも起こしそうなほどにアタマの中が白くなっているリーリャには無理な話だった。

「リーリャ」

　呼ばれて目を開けば、荒い息を吐き熱に浮かされたようにリーリャを見下ろすキースが、うっすらと微笑んでいた。

「愛してる」

　文句を言いたいのに、いきなりこんな嬉しいことを言うなんて反則だ。

　身体は辛いけれど心はあまりにも幸せすぎて。リーリャは潤んだ瞳でうなずいた。

　こんなに甘い視線をくれる日が来るなんて夢みたいだ。大袈裟と言われようとリーリャは思った。

「だいすき」

　ようやく出た言葉は、素直な気持ちで。

　キースはそれに応えるように再びくちづけると、リーリャの両腿を抱え込んでゆっくりと腰を動かし始めた。

　初めはリーリャを気遣ってゆっくりと。しかし、すぐにその勢いが激しくなる。

　痛みも残っているけれど、ナカを擦り上げる刺激の方が遥かに強くて、リーリャは求められるまま背中を反らせながら嬌声を上げる。

「あっあっあっぁっ、んっ、あっ、やっ、ああっ！」

「はっ、んっ、リーリャ、好きだっ！」

　キースも低く喘ぎながら、夢中でリーリャの中を突き、掻き回し、擦りつける。

　古ぼけたソファが激しい振動にぎしぎしと壊れそうな悲鳴を上げるが、それで止まれるわけもない。

　今まで感じたことのない快楽がキースの理性を突き崩し、乱暴なまでに愛する女の最後の砦を暴き立てる。それはなんという甘美で淫らな歓喜を伴う行為なのだろう。

「やっ、んっ、きーす、はげし……っ、もっ、ちょ、やさしくっ、ああっ！」

「無理、こし、止まらな……ッ、くっ、んんっ！」

　暴発してしまいそうになるのを必死に耐えながら、ガツガツと叩きつけるようにリーリャの身体を揺さぶれば、お互い初めての行為はあっという間に限界を迎える。

「ヤバ、まだ早、っく、キツ……っ」

「んっんっんっ、やっ、ふぁっ、ダメ、も、むり、もうむりぃ……っ！」

「……くうぅ……っっっっ!!」

　ぎゅうぎゅうと締め付けるリーリャのナカの圧力に耐えられず、キースは遂に達した。

　すべてがリーリャの最奥に納められると、力尽きたように深く息を吐いたキースが、リーリャの額にこつんと自分の額を押し当てた。

　荒く息をつきながらうっすらと目を開けたリーリャに、優しく告げる。

「もうこれで、本当に俺のもんだ」

　きゅん、と胸が締め付けられる。ずっと、そう言ってもらいたかった。

　リーリャは微笑んでキースの頬を両手で挟んだ。

「……もう、ずっと、キースのものだったよ……？」

「ガキん時の、『ケッコン』の約束をしてから？」

「うん、ずっと」

「そっか」
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　ふっ、と浮かべたキースの笑顔は、それはもう優しくて。

　やっと、ずっと欲しかったキースの笑顔を至近距離で見られたことが嬉しくて、リーリャは彼の頸にまわした腕を引き寄せてぎゅうっと抱き締めた。










　ようやく息が整ったリーリャは、大好きな人の素肌のぬくもりを幸せに思いながら、ふと自分にまわされた腕に気付く。

「……火傷の痕、まだ残ってるね」

　キースの右の上腕部に、少し大きめの皮膚がひきつれたような痕があった。いつもは長めの袖の服を着ているため見えないので、久々にリーリャの目に入ったのだ。

「火傷なんか鍛冶屋やってりゃいくらでもできる」

　なんでもない様子で応えるキースの腕には、確かにぽつぽつと火の粉が飛んだような痕がいくつもある。だが上腕部の火傷ほど酷いものは他にはない。

　そっと、まだ痛い傷口に触れるかのようにリーリャがなぞるのをキースは苦笑する。

「今更だ、気にするな。おまえにこんな痕が残るよりずっといい」

　この火傷は、子供の頃、祖父が仕事をやっていた工房で遊んでいたリーリャが炉の近くで誤って転び、それを庇ったキースが代わりに負った怪我だった。

　リーリャが工房の作業場に立ち入るのをキースが極端に嫌い怒鳴るのはそのせいだ。

　ラティオはその言い方がリーリャを粗略に扱っているように感じたようだが、実際はそれどころか大切でしょうがないからで、ただ、近づけまいとするあまりつい怒鳴ってしまうのはキースの不器用さだ。

　もう大人になり、そんなドジもしないだろうに、過保護レベルで心配しすぎるあまり怒鳴る理由をリーリャはちゃんと知っていた。だから怒るどころかごめんと詫びるのだ。

　リーリャの体調を気遣い、働きすぎを諌め、食事の用意を休ませる。

　ろくにしゃべらずとも、態度に反してキースがリーリャを大切に扱ってくれていることを知っていたはずなのに、何故その気持ちを疑ったのだろうと、今更ながらリーリャは恥じ入る。

　身体を起こしたキースは、少し照れくさそうに視線を逸らした。

「……悪い、こんなとこで……。ベッドまでが遠くて……」

　さすがに初めての行為をソファで致してしまったことを気にしているらしい。

「そうだよ、ちゃんとベッドでって言ったのに、もう」

「……すまない。次はちゃんとベッドでする」

　次、と言われて思わず真っ赤になる。そりゃ、結婚の約束をしたんだからこの行為だって次があるのは当然だけれど、でも改めて言われると気恥ずかしい。

　と、思ったら、ソファから下りたキースがリーリャをお姫様抱っこで抱き上げた。

　ナニゴトかと思ったら隣の部屋のベッドの上まで運ばれる。疲れているだろうから寝かせてくれるのかと思ったら、キースが再び圧しかかってきた。

「え、あの、ちょっと、次って今!?　これから!?」

「今。一回したくらいじゃ全然足りない」

「待ってえ！　せめてもうちょっと休ませてぇ！」

　慌てて覆いかぶさろうとするキースの胸を必死に押さえる。それで自分の左手首に引っ掛かっているフィタに目がいって、ああ、と思い出す。

「待って！　フィタ！　フィタつけさせて！　キース、受け取ってくれるでしょ!?」

　婚約の証であるフィタをつけることで少しでも休む時間を稼ごうとするが、キースはあっさりと言った。

「要らねえ」

　え？　と目を丸くして動きを止めたリーリャだが、キースはそれを見て言い方を間違えたことに気付いたようだ。

「違う、誤解すんな。欲しくないわけじゃない。そうじゃなくて、あのな、俺の仕事なんだと思ってる。そんな紐つけたところで、ヘタすりゃ半日ももたずに燃えるわ」

「あ」

　そう言われればその通りだ。何故気付かなかったのだろう。

　すっかり失念していたリーリャが素直に落胆しているのを見て、キースは溜め息をひとつ吐くとベッドから下りた。箪笥の引き出しからなにかを出してきて、リーリャの左手を手に取る。その手首にすっぽりと嵌めたものは。

「……!!」

　腕輪だった。細身だが美しい細工の施された銀色の輪っかは、間違いなく結婚した時にお互いに揃いのデザインで身に着ける夫婦の証だ。

　大きく目を見開いて食い入るようにそれを見つめるリーリャの前で、キースが自分の腕にも同じようにそれを嵌める。

「……仕事の時には外すがそれ以外には付ける。それで勘弁しろ」

　ぶっきらぼうに言うが、それが照れ隠しなのは明らかで。

　リーリャは感極まってキースに抱きついた。

「うん！　うん、嬉しい、すっごく嬉しいよ、ありがとう！　キース大好き！」

　ぎゅうっと抱きつくリーリャのアタマを優しく撫でて、キースがうなずく。

　いつから腕輪を用意してくれていたんだろうと思うと、嬉しくて幸せで、本当に胸が熱くなる。

「リーリャ、明日こっちに引っ越してこい」

「明日？　早くない？　母さんにも言わなきゃだし」

「毎日カオ出しに来るくせにそれこそ今更だ。……それに、おまえが来ないと夜抱けねえ」

　ぶわっと赤くなるリーリャにちょっと意地悪そうな笑みを浮かべたキースは、くちづけながら再びその場にリーリャを押し倒した。










「キース、お昼だよー」

　工房にいつもの明るい声が響く。

　以前はリーリャが調理したものを持って訪ねていたが、今は彼女にとっても自宅である工房の奥の台所から、いい匂いを漂わせている。

　カン！　と良い音を響かせて振りかぶっていた槌を下ろしたキースは、額や腕に滴る汗を拭きながら立ち上がり、嫁の元へ行く。

　待っているリーリャの横をすり抜けて居間に入ろうとして、不意にキースが立ち止まって突然リーリャにくちづけた。びっくりしてナニゴトかとキースを見上げれば。

「キスっつったろ。しないと昼飯食わせてもらえねえかと」

　しれっと言ってキースが平然と歩きだすのを、リーリャは真っ赤になって追う。

「キスじゃなくてキース！　判っててわざとやってんでしょ！　もうっ、キースのえっち！」

「キスくらいでえっちとか言うな。そーいうコト言うと押し倒すぞ」

「昼間っからナニ言ってんのよ、もう、ばかあ！」

　くっくっとおもしろそうに笑うキースのあとを追って、ぷんとふくれたリーリャがその背中をぽかぽか叩く細い手首には、銀の腕輪が光る。

　そして、それを宥めようとリーリャを捕まえ、頭を腕で抱え込んで撫でるキースの手首にも、揃いの腕輪が嵌まっていた。

　仕事の時には外すと言っていたくせに、結局外さないらしい。

　その光景は、些細な言い合いとも言えない誠に平和な夫婦のいちゃいちゃだった。










　カン、カン、カン。

　パッタン、トン、パッタン、トン、パッタン、トン。

　いつも、この辺りではよく、午後になると二つの音が聞こえる。

　ひとつは鍛冶屋の槌の音、もうひとつは機織りの音だ。

　鍛冶屋は最近、嫁をもらった。工房のすぐ横に新しく機織りの作業小屋を増築し、そこで彼の嫁が午後から機織りをしているのだ。

　時折二つの音が交互に聞こえてくるのは、どちらかが相手の音に拍子を合わせているのだろうか。

『相槌』という言葉の如く、寄り添うようなその音が夫婦の仲睦まじさを表しているように楽しげで、それを聞いた人々は、羨ましくも微笑ましいと噂していた。










　お互い大好き同士だった幼馴染みの二人は、大人になって愛し合う夫婦に変わった。

　でも、それは呼び名が変わっただけで二人がお互いを必要としていたことは初めからなにも変わっていない。

　子供の頃からずっと想い合っていた二人がずっと一緒にいる約束を果たした、そんなお話。
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パン屋と計算係
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　アローナの街に日が落ちて少し経った頃、通りを走る小柄な女性がいた。

　頭の上でまとめてひっつめた栗色の髪が、一日の仕事のせいで少しほつれて乱れているのも気付かない。ちょっとふくよかな身体の割には踵の低い靴で身軽に走っている。その姿に色気は皆無だ。

　ずり落ちそうになる洒落っ気のない黒縁眼鏡を押さえながら、彼女はもう閉まるであろう馴染みの店への道を急ぐ。ほんの数分の距離ではあるが、自分の現在の家である寮までの道とは反対方向にあるその店へ仕事帰りに通うのが最近の彼女の日課だ。

　角を曲がると見えるその店の前で、白いコック服を着た男性が出していた立て看板を仕舞おうと道に出ていた。彼女が声を上げた。

「カイトさーん！」

　呼ばれてすぐ気付いたらしいその男性がカオを上げ、彼女の姿を見つけて微笑んでくれた。

「ああ、ステラさん、おかえりなさい。今日はもうおいでにならないかと思ってました」

「ただいま！　もうお店閉まっちゃいました？」

「いいえ、これから閉めるところなんでセーフですよ。どうぞ」

「良かった、助かった！」

　ほっとして口走った台詞にカイトが笑う。

「なんです、助かったって」

「だって、パンが買えなかったら明日の朝食は卵料理とソーセージだけだったから」

「それは間に合って良かった。でも、別に一日で食べられなくなるわけじゃないんだから、丸パンとか少し余分に買ってくださっても大丈夫ですよ？」

「だって、それじゃあ『今日のお総菜パン』を逃しちゃうじゃないですか。私すごく楽しみにしてるのに」

「それはありがとうございます」

　親しげに話しながら二人は店の中へと入っていく。

　両壁の二段の商品棚と店の中央に置いた大きめのテーブル、横長のカウンターと、さして広くはないシンプルなつくりのこの店は先程の会話の通りのパン屋だ。

　閉店間際だけあって棚には空の籠が積まれ、テーブルに寄せ集められた残りのものもいくつもなかった。いつもはあと一時間、遅くてもあと三十分は早いので、もう少し選べる余地があるのだが。

「ああー、やっぱりお総菜パンはもう残ってないんですねえ。残念」

『今日のお総菜パン』は、今日の夕食や明朝用にと夕方に提供される日替わりのもので、店主であり制作者のカイトの気分で内容が変わる。遅めに出されるためにそう数は多くないが、大抵は売り切れてしまう人気商品だ。

　しゅんと肩を落とすステラだが、ないものはしょうがない。残り物のパンを買い物用の小籠に集めようとしたら、カウンターに入ったカイトがトレイに載せたパンを出してくれた。

「ひとつ、残しておきました」

　見れば、細長いロールパンに切れ目を入れて甘辛いソースを絡めた鶏肉と野菜を一緒に挟んだサンドイッチだった。ステラは目を輝かせる。

「わ！　それ私の好きなヤツ！　え、残しておいてくれたんですか？　私いただいていいの？」

「はい、もちろん。ステラさんが喜ぶかなーって思って。他のお客さんには内緒ですよ」

　誰も他にはいないのに、しーっと立てた指を唇に当ててカイトが微笑む。それに乗って口元を掌で隠したステラがうなずくと、にっこりと笑みを返すカイトがパンを包んでくれた。

　慌てて残ったパンの中から小さめのものをあと三個選んで包んでもらう。

「はい、今日もありがとうございました」

「こちらこそ、いつも美味しいパンをありがとうございます。ほんっとにカイトさんのパン、私大好きなんです」

「そう言っていただけるとお世辞でも嬉しいです。パン屋冥利に尽きますね」

「お世辞なんかじゃないです。だって私、このところカイトさんのパンしか食べてませんもん」

　代金を支払うとパンの入った紙袋を手渡してくれる。

「ところで今日はちょっと遅かったんですね。仕事、忙しいんですか？」

「あー、まあそうですね、もう少しでお祭りですから、役場はどうしても」

　あははー、と困ったように笑うと、カイトの笑みが少し心配そうに曇る。

「これからも遅くなりそうなんですか？　帰り、ひとりで平気ですか？」

「毎年のことですし大丈夫ですよ。寮はここからもそう遠くないし、ちゃんと大通り通って帰りますし、これ以上遅くなることはたぶんないんで」

　笑って答えるが、カイトは更に気遣ってくれる。

「でも、これから居酒屋が元気になる時間ですよ。暗くなってからの女性の一人歩きは良くない」

「私なんかが身の危険感じることなんかありませんよ。平気平気」

　ちょっと自虐的なコトを笑って言うと、カイトがわずかに眉根を寄せた。

「なに言ってるんです。ステラさんはどこから見ても可愛い女性ですよ。そういう無防備なコト言っていて万が一のことがあったらどうします」

「えええ、いや、その、大丈夫ですってば、ええ」

　明らかに動揺しつつ、それでもステラは無理矢理笑った。

「じゃ、今日はこれで。閉店間際にごめんなさい、ありがとうございました」

「送りましょうか？」

「え、いいですよ、まだ閉店のお片付けがあるんでしょう？」

「ええ、それはまあ、でも心配ですし。なんなら大通りまででも」

「大丈夫ですよ。お気持ちだけいただいておきますね。じゃあ」

　パンの袋を抱えてステラはドアへと向かう。

　わざわざカウンターから出てきたカイトが先にドアを開けてくれたので礼を言いながら店を出た。

「また明日来ますね。チキンサンド、ありがとうございました」

「いえ、またおいでください。くれぐれも気をつけて」

　まだ若干心配そうに見送ってくれるカイトにうなずくと少し歩いてから、ステラはちょっと名残惜しそうに一度止まって振り返り、まだいてくれたカイトに手を振って今度こそ歩きだした。

　職場を通り越し、現在の家である寮まで帰り着く。役場の女子寮として用意されているこの集合住宅に住んでいるのは、今はステラだけだ。

　大切にパンの袋を食卓に置いてから、ステラはようやく息を吐いた。

「……ああーっ、今日もカイトさん格好良かったぁ……！」

　にやけるカオを隠しもせず、ステラは握り拳でつぶやく。

「チキンサンド、取っといてくれるなんて、なんて優しいの。私の好み、覚えててくれたなんて嬉しいよお。ああもう、あの笑顔だけで明日も一日乗り切れる……！」

　ひとりで悶えながら、ステラはベッドの上で転がった。

　しーっと口元に立てた指を当ててカイトが微笑んでくれた時は、あまりの素敵さに思わずヘンな声が出そうになって慌てて口元を隠した。

　彼に出逢ったのは忘れもしない十ヵ月前。

　同僚のサミーが新しいパン屋ができたから一緒に行かないかと誘ってくれた。

　実家が小麦農家で母がよく焼いていたせいもあり、パンは好きだ。せっかく誘ってくれたのだからと、昼休みに食事の調達がてら出向いたのが『ポラール』だった。

　こぢんまりとしたつくりの店のドアをくぐると、香ばしい焼き立てのパンの香りが立ち込めていて、その日に限って寝坊して朝食を抜いていたせいでがっつり刺激された空っぽのおなかが盛大に鳴った。

　食欲ありすぎとサミーに大笑いされ真っ赤になったステラの前に、小さく切ったパンの籠が差し出された。見上げてみれば、そこにいたのがカイトだった。

「おなかが鳴るのは健康な証拠ですよ。よろしければ試食をどうぞ。お気に召したら嬉しいのですが」

　その優しい笑みに、ステラは一発で心をぶち抜かれた。

　取り立てて人目を惹くほどの美形というわけではないが、笑うと元々細めの目が糸目になる。その笑顔が優しくてとても好きだと思った。柔らかい物腰と言葉遣いも好みだ。

　なんでも、修行先の師匠の『女性客を相手にするのが多い職種だから言動は常に紳士的に』という主義の下、十年以上もそれを徹底されていたために普段からこういった言動が染みついていて、仕事外でも言葉遣いが丁寧になったらしい。

　それ以降、ステラはほとんど毎日『ポラール』に通っている。

　カイトに逢いたいからというだけでなく、元々それほど他人様のつくってくれたものの味に文句は言わないステラだが、彼のつくるパンはステラの好みにとても合ったからだ。

　どのパンも硬すぎず甘すぎず、バターとミルクの風味がふんわりと効いている。

　総菜パンもいくつも種類があって、定番の他にもたびたび新しいものが増えたり具の組み合わせが替わったりと、飽きさせない工夫がされているのも良い。

　食事の主食だけでなく、お菓子感覚で食べられる軽いものまで最近は増えて、選ぶのに迷うコト必至のカイトのパンは、今ではすっかりステラの好物の一位に君臨している。

　彼のこげ茶の髪はパンの一番美味しそうに見える焼き色と同じくらいの色合いで、以前そう言ったら声を上げて笑われた。

　いつも優しい笑みで迎えてくれるカイトのことを、この一年に満たない月日のうちにすっかり好きになってしまっているステラだが、それでもその気持ちを告白する気はなかった。

　野暮ったい自分のコトを彼が好きになってくれるなんて思ってもいなかったから。

　化粧っけの薄い顔は地味で美人とは言えないと思うし、不細工とまでは言わずともせいぜい十人並み。髪は胸の辺りまであるがくせっ毛で、扱いが面倒でついひとまとめにして丸めてしまう。

　せめて清潔感だけはと身綺麗にはしているが、とにかく洒落っ気というものがないのだ。

　女性らしさを出すのがなんだか気恥ずかしくて、つい可愛い系の服を避けてしまいがちなので、結果として色ものの無地か、仕事着として使っている白いブラウスくらいしか服の選択肢がない。

　黒縁眼鏡のせいで冴えない容貌がますます野暮ったく見えるが、掛けないと見えない。せめてもうちょっとお洒落な眼鏡にすればとサミーに言われているが、お洒落な眼鏡ってどんなのか判らない。

　ただでさえ童顔で色気もないのに今更可愛い格好もない。

　だって、もう二十六歳なのだ。

　下手をすれば十八か十九くらいで結婚する子もいるアローナで、二十六なんて嫁き遅れもいいところだ。ちなみにサミーは既婚三年目で女の子が一人いる。同期としては少々肩身が狭い。

　そして、以前それとなく訊いたカイトの年齢は二十五、そう、一つ年下！

　望み薄としか思えない。

　あと一週間ほどで今年も街を挙げての祭りが開催される。その宵祭りのせいもあって若者の成婚率の高いアローナで、ステラの年まで独り者の女性はかなり少ない。

　王都から来た砦に駐屯する騎士たちがいるため街の人り口としては男性比率が高い。街の男たち曰く『騎士が可愛い子を掻っ攫っていく』せいで、女性は選り好みさえしなければ結婚相手にそれほど困ることはない。

　女性は結婚するのが当然で、三十代でも独り者の女性は若くして未亡人になったかナニかの訳アリだと見られる。所詮田舎などそんなものだ。

　ステラが訳アリの女と言われるまであと数年、本人はそれほど焦っているわけではないが、離れて暮らしている親からの圧力はすごい。そろそろ本格的に断れない結婚相手を押し付けられそうで、マズイとは思っているがさりとて片想いが成就するとも思えず。

　日々募るカイトへの想いを抱えながら、今夜もステラは彼のつくったパンを大切に食べるのであった。
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　町役場の一室、開けっ放しのドアをノックして、返事も待たずに中に入ったサミーは、いつものように声をかける。

「ステラぁ、ごめん、追加！」

　ステラのいる机の左右にはもうひとつずつ机が置いてある。左側の机には箱が二つ並べて置いてあって、先に置いてあった書類の入った箱をステラの側にやり、空の箱に追加の書類を入れる。持ってきた順に処理するために決めたルールだ。

「そこ置いといて。あ、そっちのは終わったから持ってって」

「はーい、って、あれ、これ昼前にお願いしたヤツじゃない。相変わらず早っ」

「急いでって言ってたから先に」

「ありがと、助かった！」

　一方で、左側と同じようにステラの机の右横に置いた机の箱の中には計算の終わった書類が積まれていた。未処理と処理済みを判りやすく仕訳けたことで仕事の早いステラの手元が混乱しなくなるための効率の良い方法だ。計算の終わった書類は、頼みに来た者が帰りに持って帰ってそれぞれの部署に配達してくれるのもルールのひとつだ。自分が持ってきた書類よりも多い書類や綴本を抱え直してサミーが礼を言う。

「どー致しましてー」

　目線すら寄越さずひたすら書類とにらめっこしているステラは、現在計算中だ。そしておもむろに数字を書き込んでカオを上げると、その書類をまだそこにいたサミーに差し出した。

「これもまわしといて」

「りょーかーい。毎度思うけど、ホントすごいわぁ」

　感心しきりといった様子で溜め息をつくサミーに、ステラは苦笑する。

「これしか能がないからね」

「なに言ってるのよ、この能があったら他は要らないわよ」

　ステラは計算係だ。

　正確にはそんな係はなく正式な所属は税務課だが、税務だけでなく給料勘定から机上の予算案までありとあらゆる計算をこなす数字の専門家といっていい。

　なにしろ、計算がとにかく速い。それもすべて暗算だ。

　計算尺を使う一般職員より暗算のステラの方が速くて正確だというのだから、役場のどの部署からも計算書類をお願いされる。そしてそれをステラも断らないものだから、余計に書類が増えていく。そしてそれをまたどんどん捌いていき、あまり待たせないものだから更に依頼が増えていく、というある種の悪循環だ。

　ここ数年は祭り後の経費収支などの整理の手伝いをとうとう砦にまで名指しで呼ばれるようになってしまった。

　脳筋ばかりではないにせよ、数字に強い騎士はそれほど多くない。そのため、毎年祭りが終わった後には収支計算を手伝うべく役場から臨時で何人かが遣わされていた。そしてステラが初めて手伝いに行った年に、彼女の働きで前年までの半分以下の時間で片付いた。その事実に財務上の最高責任者である副団長が感動して、そのまま砦の会計係になってもらえないかと拝まれた。だがステラが返事をする前に役場の所長が断ってしまい、この時季だけ貸し出すことで本人の知らないうちに話がついていた。

　だから現在のステラの肩書きはあらゆる意味で、計算係が正しい。

　ステラは子供の頃から計算が好きだった。

　計算すればきちんと答えが出る、それが気持ち良くて楽しい。

　数字が二つあれば、それを足したり引いたり掛けたり割ったりする。すると元の数字が変わっていく、それがなにより楽しくて、ひとりで延々とそうしていることが多い幼少期だった。

　三つ上の兄や近所の子たちと遊ぶのも嫌いではなかったが、数字を弄りまわしている方が楽しかった。

　初等学校でも、算術の成績だけは常に満点でトップだった。算術だけは兄の宿題でも平気でこなし、あっという間に追い越して教える側にまわった。

　喜んだ算術の教師が彼女に更に上の勉強を特別に教えてくれた。その出来をもったいなく思って両親を説得し、中等学校に進学を勧めてくれたおかげで、もっと高等な数学を習えた。他の教科はともかく数学は本当に楽しかった。

　だが、数学という学問を究めたところで食えるわけではない。仕事でもずっと計算していたいと思ったステラが選んだのは財務会計の仕事だった。

　専門性が高い職種なので、アローナを離れてここから一番近い都であるダレスで一年間勉強した。首席で卒業した上で国政に関われるレベルでの資格まで手に入れた。

　本来ならこのまま王城や砦の主計局など、重要な施設に勤めることもできたかもしれない。いや、この成績なら普通の進路はそうだ。だがステラはそうしなかった。

　出来が良すぎたことへのやっかみから同級の男たちに随分嫌味を言われ嫌がらせを受けたのだ。

　彼らは大抵裕福な商家の跡取りや貴族の次男三男が多く、野暮ったい田舎の農家の娘に負けるなどプライドが許さなかったらしい。

　いじめれば成績がどうにかなるものでもないのに、彼らは事あるごとにステラを田舎臭い小娘とバカにし、男より頭の良い頭でっかちの女は嫁の貰い手なんかないと揶揄した。

　そして親や親族などの伝手で、王城や主だった砦、大きな都の主計局などのいわゆる『良い職場』への就職を果たした彼らと同じところに行くだけの気力はステラにはなかった。

　王城への紹介状を書くとまで言われ、教師にはものすごく惜しまれたが、一番嫌味を言った男と同じ職場になるのはイヤすぎて断った。

　結局ステラは地元であるアローナに戻り、役場に就職した。アローナの行政すべてを統括する公的機関だが、名前としては町役場だ。

　アローナは国境の街として普段から活気があり税収も多い。大きな都市以外の地域では税務も銀行業務も役場が兼業でこなすので実はかなり忙しい。ステラにはうってつけだった。

　おそらく望めばアローナの砦の会計係になれていたかもしれないし、実際その資格も能力も有していたが、あそこはあそこで女性がいない、ほぼ騎士、男性だけの職場だ。同僚の女性が誰もいないのは寂しいし、どんなに野暮ったい小娘だってさすがにその状況で身の危険を感じないわけにはいかないので、初めから選択肢にはなかった。

　能力からいったら王城勤めもできた女性を受け入れた役場は、諸手を挙げて大歓迎してくれた。

　なにしろ地元の子の凱旋に近い感覚で、外で勉強してきた娘を妙な偏見なく受け入れてくれた役場の面々は、計算業務をステラにがっつり頼った。

　おかげでステラは日々楽しく計算しまくっている。実にやり甲斐ある職場だ。

　数字については有能すぎるほどに有能なステラだが、それ以外では野暮ったくて男性に奥手で意外とポンコツだと認定された。そのせいで、親しみを覚えられて却ってみんなに可愛がられている。

　役場の方からは、ステラが結婚して退職されるのはものすごく困るので、もし結婚してもいてくれることを重々お願いされている。

　そんな大切に思われている所員なら普通は誰かが結婚相手くらい紹介してくれそうなものだが、積極的に誰も結婚を勧めてくれない。結婚後も役場勤めが続けられれば良いが、相手が商売をしていたら家の仕事を手伝えと言われるのは当然で、そうなればそのまま役場の仕事を続けるのは難しいだろうからだ。

　すっかりステラの存在に頼り切ってしまっている役場の者たちには、今更彼女がいない前に戻って自分たちで計算するのはイヤだと正直に言われたこともある。ステラにしてみたら、いやソレ正直すぎるだろとは思うが、それが現状だ。

　そんな日々を過ごして数年が経ち、気付けばすっかり嫁に行き損ねていた。

　ダレスでの一年で男性に苦手意識ができているステラは、このまま数字と結婚するのもいいか、などと大概なことを考えもしたが、好きな人ができた今、さすがにそういう発想は引っ込んでいる。

　ただ、もしカイトに振られたらその境地に戻らないとも限らないのではと、彼女の気持ちを知っているサミーとしてはちょっと心配しているところだ。










「ねえ、ステラ、お祭りにカイトさん誘わないの？」

　部屋を出る前にサミーが不意に訊いた。ステラの手が止まる。

「……だって、無理だもの」

「そんなのわかんないじゃない。ステラのこと、結構気にかけててくれるんでしょ。全然脈なしだとは思わないけどな」

「常連さんに優しいだけだよ。別に私だけじゃないよ、きっと」

「だから、そんなのわかんないじゃない。別に恋人とか好きな人がいるとか本人に訊いたわけじゃないんでしょ？」

「そりゃそうだけど」

「じゃあ訊いてみれば？」

「訊けるわけないじゃない、そんなこと」

　カオを上げたステラはちょっと泣きそうになっている。

「世の中若くて可愛い子がいっぱいいるのに、こんな地味な年上を好きになってくれるわけない」

「ウチの旦那も年下だけど？」

「サミーは綺麗じゃない」

「あんただってちゃんと磨けば変わると思うけど？　それを試しもしないでひとりでうだうだ言ってたって、ナニが変わるってのよ」

「……っ、それは……そうだけど……」

　目に見えてしょげたステラに、サミーは畳みかける。

「カイトさんを他の女に取られてもいいわけ？」

「それは…………………………………………ヤだ」

　ものすごく躊躇いながら、それでも微かに告げられた答えに、サミーは微笑んだ。

「よし。そこでしょうがないとか言い出したらこのまま見捨てるとこだったよ」

「サミいぃぃー」

　机の前まで戻ってきたサミーは、泣きそうなステラのアタマをよしよしと撫でて、ぴっと指を立てた。

「よし、ステラ、今日は定時で上がんなさい。服見に行くよ。あんた相変わらずまともなのろくに持ってないでしょ。あとアクセサリーと化粧品。ああ、銀行局行ってちょっと多めにお金用意しときなさいよ。この機会に何枚か買えばいいわ。いざという時のデート服くらい用意しときなさい」

「え、で、でーとふく!?　そんな、まだ要るかも……はい」

　狼狽えつつ言いかけたが、サミーに睨みつけられ思わず黙る。

　サミーは彼女が結婚するまで寮では隣同士の部屋で暮らした仲で、ステラの持ち物事情もお財布事情もよく知っていた。ステラは食事と生活費以外はろくに給料を使っていない。そして役場の仕事は女子でも割と給料が良い。だから引き出さずに放置しているうちに結構な金額が貯まっている。

　ちょっと上等な可愛い服を何枚か買ったって、今まで買わなかった分全然問題ないというくらいには懐に余裕があるはずだ。

　こうして、頼もしい友人に連れられてステラは服を買いに行った。それに合わせた髪をまとめるシュシュや靴、化粧品、おまけに下着までも。

　ひらひらと可愛らしいレースの下着など恥ずかしいからいいと断ったが、じゃあもし上手いコト行っていざ服脱がされた時、いつもの飾りの一つもついてない穿き古した綿のパンツを見られてもいいと？　と真顔で言われて止む無く承知した。

　ステラは幸いきちんと手入れだけはしていたために意外や肌が綺麗だ。しかしそもそも香水や化粧品の匂いが嫌いなのであまり化粧品自体を持っていない。結局今あるものといくつか買い足した無香料の化粧品などで、少し華やかに見えるようなメイクを店のお姉さんに教えてもらった。

　くせっ毛の髪も、サミーとお姉さんによってアレンジされた。初めに教えられたものは、確かに可愛いが自分ではできないと泣きついて、練習すればなんとかできるようになるに違いない、という程度まで難易度を下げてもらった。でもそのうち難しい方もできるようになりたいと言うと、向上心や良し、と褒められた。

　鏡を覗けば綺麗に装った自分が照れくさくてしょうがないが、それでカイトに振り向いてもらえるのならと、やっとちょっとだけやる気を出したステラである。

　今までは気恥ずかしさ故の怠惰だっただけだが、やる気になっただけマシだと言えた。

「よしよし、予想以上に可愛くなったじゃない。これならカイトさんもイチコロよ」

　満足げにうなずくサミーだが、ステラはどこか不安げだ。

「えええ、ホントにぃ……？」

「あら、落としたい男性がいるんですか？　じゃあ張り切らないと！」

「でしょ。この子、やっと今年のお祭りでがんばる気になったのよ」

「おお、それなら余計に気合いを入れないと！　勝利報告を期待してますね！」

　お祭りと言ったせいか、やたらとノリノリで応援してくれる店員さんに愛想笑いを浮かべるステラである。

　何度も可愛いカワイイとサミーと店のお姉さんに褒めてもらったが、しかし、カイトに可愛いと思ってもらえるかは判らない。そしてそもそも可愛くなったとしてもカイトに振り向いてもらえるかどうかも判らない。

　それでも、なにもせず下を向いているうちに知らない女に掻っ攫われたとしても、それで失恋したと泣くのはなにか違う気がしたのだ。

「これなら絶対大丈夫！」

　とうとう動く決断をしたステラを、サミーと店のお姉さんが何度も鼓舞してくれる。

　大丈夫、大丈夫、と自分でも呪文のように唱えながら、ステラは、カイトの好みに少しでも近づいているといいな、と少し綺麗になった自分のカオを見つめた。
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　さて、祭りの日である。

　役場は、一日目は金曜、平日で通常の仕事だった。二日目は土曜で、ごく一部の部署のみ稼働しているが、その日の当番に運悪くステラが嵌まっていた。出勤当番は部署関係なくまわってくるが、さすがに祭りの日に出勤したがる者はいなくて、遊ぶ相手もいないからいいですよー、と言っていたからしょうがない。ステラがカイトのことでがんばろうと思う前に決まっていたのだから。

　だから、決戦はステラの唯一の休日である三日目だ。

　意外に利用者が来ないのを安堵しながら、前日までに持ち込まれていた計算仕事をこなすことで時間を消費し、午前の業務を終える。

　役場は中央広場に近く、昨日から出ている屋台も多いから昼食の調達には事欠かない。だが、せめて敵情視察をするつもりでお昼休みにカイトのパン屋を覗きに行った。

　祭りだからか、どうやらいつもとメニューが違うらしい。

　軒先の庇の下に布製の屋根を出して、屋台のかたちで店の前にテーブルを置いて商品の籠が並べてある。ひと休みしてパンを食べられるようにという配慮だろうか、三人程度が座れる長さのベンチもあった。

　屋台の向こうには、日頃忙しい時間だけ売り子をお願いしているステラとも顔見知りの近所のおばちゃんが立っていた。

「あれ？　今日はお店の中はやってないの？」

「あら、ステラちゃん。無いことないけど、今日は特別メニューなのよー」

　籠の中を見れば、お祭り用なのか、普段見たことのないサンドイッチやデザート系のパンが並んでいる。

　ドアが開けっ放しの店の中を覗くと、棚に馴染みのいろんな種類のパンはなく、中央のテーブルにバケットや丸パンなどのスタンダードなものが置いてあるが、総菜パンなどはない。

　普段つくらないものの用意は手間がかかるらしく、特別メニューが出ている間はレギュラーのパンの種類を減らしているらしい。

「……明日の朝のパン、今買っといた方がいいのかな」

　帰りに来たらなくなっていそうだと不安を覚えてつぶやく。すると奥からトレイを持ったカイトが出てきてステラに気付いた。

「あ、ステラさん、いらっしゃいませ。って、あれ？　仕事着ですね、もしかして今日もお仕事ですか？」

「ああ、カイトさん、こんにちは。そうなんです、今日は運悪くお当番で」

「ああ、それはご苦労様です。お役所も大変ですね」

「そうなんですよー。でも、ご家族のある人はやっぱりお祭りの日にお休みが欲しいでしょうからしょうがないんですけどね。その点、私は取り立てて用事や約束があるわけではないので」

「ああ、なるほど、でもお友達と遊びに行ったりは？」

「この年になると、友達はみんな家庭持ちで、遊んでくれる人はいません」

「……あー、失礼しました」

　申し訳なさそうに詫びられて、ちょっと苦笑いを浮かべる。

　では恋人は？　と訊かないことがカイトの優しさだと思っていいだろうか。

「では、宵祭りにも行かれないんですか？」

「晩ごはん食べに行くくらいですかねー。お酒もほとんど呑まないので、なにかちょっと食べて、おやつに焼き菓子かなにか買って、すぐ帰っちゃいます。カップルが羨ましいけど腹立つので」

　どうせ居座ってたって誰かに誘われることなんて皆無だ。酒を呑むわけでもなければ独り者の女が長居する理由などない。

　言い方がおもしろかったらしく、くすくすと笑うカイトに、ステラは平静を装って訊いてみた。

「カイトさんは？　昼間はお仕事が忙しいでしょうけど、宵祭りぐらい行けないんですか？」

「そうですね、たぶん今年はステラさんとほぼ同じですかね。昨年までは、最終日に修行先のパン屋の同僚たちと一緒に出かけて酒呑んで、そのまま帰って次の日の昼まで寝てる、みたいな感じで。大抵次の日休みだったんで」

「え、ちょっとイメージ湧かないですねー。カイトさんが酔っ払って昼まで寝てる図って」

　びっくりして目を丸くすると、カイトは照れたように笑う。

「あんまり強くないのに先輩に呑まされて潰れてたんですよ。今年は同僚もいないので、そんなに呑む気はありません」

「ああ、ありますね、そういうの」

　……ところでその宵祭り、今年はお一人で行くんですか？　と、訊きたいのに訊けないステラは、自分の意気地のなさに内心で溜め息をつく。代わりに訊いたのは、カイトの持つトレイの中身だった。

「それって今日のお祭りメニューですか？」

「ああ、はい、そうです、今日のお薦め」

　はい、と見せてくれたトレイの中身に、ステラは、おお、と目を瞠る。

　サンドイッチでも総菜パンでもなかった。

　サンドイッチならいつもは卵やハム、野菜などが挟まれているのだが、今日は違った。

　たっぷり入れたホイップクリームの中にイチゴやオレンジなどの果物が具として飾られ、薄くスライスされたパンに花束みたいに包まれている。更に油紙に包まれた下の頂点の部分が捩じられてすぐ解けないように工夫されていた。

　気温が高いとホイップクリームが溶けてしまいそうだが、今くらいの気候なら昼間でもしばらくは持つだろう。

「わ！　綺麗！　それに美味しそう！」

「フルーツサンドです。このまま食べ歩きしてもらえればと思ってつくってみました。ステラさん、こういうのどうですか？」

「食べたいです！」

　即座に答えると、思わずといったようにカイトが笑った。トレイから一つ手に取って差し出す。

「じゃ、どうぞ、これ。出来立てですよ」

「あ、はい、おいくらですか？」

「いいですよ、今日もお仕事でがんばってるステラさんにサービスです」

「え、でも」

「他のお客さんには内緒ですよ」

　他に客がいないのを確認してから、しーっと口元に立てた指を当ててカイトが微笑む。その優しい笑みに、思わずきゅんと胸が鳴った。

「……ありがとう、ございます」

「午後からもお仕事がんばってくださいね」

「はい、カイトさんも」

　にっこりと笑みを寄越してくれたカイトが、ちょっと失礼とトレイを店の外のテーブルに持っていった。

　その後ろ姿を見送ってから、ステラはドキドキと心臓が鳴るのを落ち着かせるのにがんばった。






　少しくらい期待してもいいのだろうか。

『他のお客さんには内緒ですよ』という特別感を、カイトは何度も与えてくれる。

　それは、ステラだからなのだろうか。

　そう言っているだけで、実は他の女の子にもしているということはないのだろうか。

　でも、それならステラに優しくする理由はなんだろう。

　恋する女にとって、好きな男からの『特別』は舞い上がるほどに嬉しい。でも、同時に不安だ。

　それが一体どういう意図のもとに行われているのかが判らないから。

　好意からなのか、ただの気紛れなのか、それとも実は気持ちに気付いていてからかっているのか。

　カイトがからかうようなことをするとは思いたくない。だが、素直に好意からだと思うには、あまりに自分に都合が良すぎる気がして。

　計算だけが取り柄の地味女の自分に自信があるわけがない。

　サミーに手伝ってもらった自分を変えるための服やメイクも、今はまだなにも施してない。

　それでも、少しくらい希望を持ってもいいのだろうか。






「お待たせしてすみません、他はよかったですか？」

　不意に声をかけられ、カイトが店内に戻ってきたのに気付いて慌てて手近な丸パンを指す。

「ああ、これ三つください。夜は寄れる時間に間に合うか判らないので、今買っちゃいます」

　祭りの期間中は、店を閉めるのが一時間早いと聞いている。

「はい、ありがとうございます。今日もお仕事終わるの遅そうなんですか？」

「たぶん大丈夫だと思うんですけどね、三人だけなんで万が一というか」

「そうなんですか。早く帰れるといいですね」

「ホントにですよ」

　笑って紙袋を受け取ってから、ステラは一度躊躇って、しかしやっと言ったのは他愛のないことだった。

「……明日も来ていいですか？」

「もちろんです。ぜひおいでくださいね。待ってます」

　そう言ってくれるだろうことは判っていて、それなのにステラはやっぱりいつもと同じことしか言えない。

『明日のお仕事の後、一緒にお祭りに行きませんか？』

　そう訊きたかったのに、結局口にはできなかった。

　カイトから宵祭りには行くらしきことを聞いたのだから、その時にそれなら一緒にと勢いでも言えなかった時点で、ステラが自分からはもう切り出せる勇気はなかった。

　本当に意気地がないと思う。でもどうしても劣等感が邪魔をする。

　だから明日。せめて明日くらいはがんばって勇気を出すのだ。

　そしたらダメでもがんばったと胸を張って諦められるから。

　ダメだったこと前提でモノを考えている点がもう既にダメなのだが、そんなコトには気付かず、それでもがんばろうと一応前向きになっているステラは、仕事に戻るべく店を出た。

　……自分のコトに精一杯で、なにか言いたげに見送るカイトの視線には、ついぞ気付くことなく。










　さて、祭り三日目。

　あまりにも緊張して明け方近くまでよく眠れなかったステラは、結局いつもより随分寝過ごした。

　カイトのパンで朝食を済ませると、先日買った服や化粧品、アクセサリーで武装する。

　いつもは清潔感ばかりを優先してほとんど華やかさなどないステラだが、今日はすっきりと甘すぎない程度に可愛さのある装いだ。

　万が一どころか億が一、兆が一くらいないと思うが、一応新品の大人っぽい下着も着てみた。期待しているみたいでそれだけでもう恥ずかしいが、それでもその『一』があった時にそういう意味で恥ずかしい思いをするのはイヤだから。

　教えてもらった通りにメイクを施し、髪も綺麗に編み込み、シュシュでまとめて目標の『大人可愛い』にかなり近づいたと思う。

　サミーのアドバイスでやっと買ったお洒落な眼鏡は、細くて赤いフレームのものだ。ちょっと賢そうに見えて童顔加減が軽減された気がする。

　何度も練習した甲斐があって、今のステラなら上等と言える出来に仕上がったと鏡の中の自分を自画自賛する。昨夜まで、いつも以上に肌のお手入れも真面目にがんばった。これでダメならもう諦めもつく。

　何故かそこで『これなら絶対上手くいく』という自信に繋がらないのがステラの不思議なところなのだが。

　出かける支度をして、それから大切につくったフィタを鞄に入れた。自分の分はまだつけない。カイトを誘うことができたら、その後でこっそりつけようと思う。

　滅多に履かない少し踵のある靴を履く。

　これでステラの武装は完成だ。

　第一目標は、カイトを宵祭りに誘うこと。そして第二目標に告白。

　……第一目標の壁があまりに高いことに、考えただけで挫折しそうな気分のステラだが、今日はそんなことを言っている場合ではない。

『カイトさんを他の女に取られてもいいわけ？』

　先日サミーに言われた言葉を思い出す。

　素直に、イヤだと思った。考えただけですごく悲しかった。

「……だったら、見ているだけじゃダメなんだ」

　カオを上げたステラは、歩きだした。
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　意を決してカイトのパン屋『ポラール』に足を運んだステラは、店の近くまで来て昨日と違うコトに気付き、首を傾げた。

　昨日は手伝いのおばちゃんがいた店先の屋台にカイトがいたのだ。この時間はまだおばちゃんがいる時間のはずなので、カイトが店先にいるのは不自然だ。

「カイトさん、こんにちは」

　声をかけると、最後の客にパンを渡していたカイトが気付いてこちらを向いて、いつものように返事をしてくれた。

「ああ、ステラさん、こん……にちは」

　笑顔が驚いた顔になり、ステラを見つめる。

「驚いた、今日は随分可愛らしくおめかししてるんですね。見違えました」

　にこりと微笑んでくれて、その誉め言葉にカオが赤くなる。

「え、えと、その、おかしく、ないでしょうか、ね？」

「おかしいなんて。よくお似合いです。すごく可愛らしいですよ」

「……ありがとうございます」

　手放しで褒められて照れくさいやら恥ずかしいやら、それでも嬉しくてはにかむように笑う。……がんばって良かった。手伝ってくれたサミーに感謝だ。

「もしかして、デート、とかですか？」

　だが、その後につけられた言葉には即座に首を振った。

「違います！　……その、サミーに、あんまり適当な格好ばっかりしているんじゃないと怒られまして」

　訊かれたらそう返しておけと教えられた台詞を言うと、カイトは笑った。

「なるほど、サミーさんが。本当にお二人は仲が良いですね」

「はい、大事な友達です」

　笑い返してから、ステラは気になっていたことを訊いた。

「ところで、今日いつものおばちゃんはどうしたんですか？」

「ああ、それなんですけどね。なんでも今朝、突然ぎっくり腰やっちゃったそうで、とてもじゃないけど来てもらえそうになくて」

「ええ!?　よりによってこんなタイミングでですか」

「そうなんですよ。でも急なことなので他にすぐ来てもらえるような当てもないし、しょうがないのでなんとか一人で乗り切ろうとがんばってるところで」

　困ったように、それでも笑うカイトを見上げて、ステラはよしとうなずいた。

「あの、よかったら手伝いましょうか？」

「え？　でも、ステラさん、これから遊びに行かれるんでしょう？　せっかくそんなに可愛らしくしてるのに申し訳ないですよ」

「いえいえ、特に取り立てて用事があったわけでも、待ち合わせとかしてるわけでもないので。それよりカイトさんが困っているならお手伝いさせてください。追加のパンも焼きに行けないんじゃ、商売に差し障りますよ」

　痛いところを突かれたというように一瞬黙り込んだカイトは、少し迷って店の奥を見て、それから仕方ないというように微笑んだ。

「すみません、ではその間だけでもお願いできますか」

「その間と言わず、店じまいまでお手伝いしますよ。いつも美味しいパンをいただいているお礼に」

　少しでも長く傍にいたいというのも嘘ではないが、それより今はできることならば、喜んで手伝いがしたい。カイトの役に立ちたい。ステラはその一心でカイトを見上げる。

「いつもおいでいただいて、こちらがお礼を言うべきですが」

　カイトは困ったように微笑んで、パンの値段や包装の仕方などを教えると、店に引っ込んでいった。

　元よりほとんど毎日通っている常連中の常連だ、カイトのやり方はずっと見ているのでそれほど困惑はない。それにお代の計算もカイトより早い。

　あとは客に対する愛想の問題だが、その辺は一応役場の仕事で少しは人付き合いにも慣れたし、近所の知り合いも多いのでそれほど躊躇することでもなかった。

「あれ!?　もしかしてステラか!?　なんで今日そんな可愛いカッコして店番なんかやってんの!?」

　立ち寄った近所のおじさんが目を瞠る。

「あはは、急遽お手伝いです。それよりパンどうですか？　お祭り仕様で美味しいですよ」

「おお、確かに美味そうだな。よし、それとそれ、かみさんの分と二個ずつくれや」

「ありがとうございます！」

　パンの紙袋を手渡していると、通りすがりの常連仲間であるおばちゃんが声をかけてくれる。

「えー、ステラちゃん、いつもそういうカッコしてりゃいいじゃない！　可愛いよ」

「ありがとうございますー。せっかくのお祭りなんで、ちょっとがんばってみましたー」

「その可愛さなら、カイトくんもイチコロじゃない？」

「えええー、そんなコトないですよ」

　ニヤニヤ笑われるがからかわれているだけだと判っている。ステラの気持ちは知らないはずだ。

　呼び込みをしていると、余所者らしい男がひやかしに声をかけていく。

「おねーさん可愛いねー、そのサンドイッチ買ったら付き合ってくれる？」

「すみません、非売品でーす」

「なんだよ、売約済みか？」

　買ってくれたりくれなかったり、それでもなんとか接客をこなすステラは、初めてにしては上手いコトできていたと思う。

　しばらくしてカイトが補充のパンを持って出てくる頃には、テーブルの上にあったパンはあらかたなくなるタイミングだった。

「すみません、ちょっと時間がかかってしまって。それより、ほとんど売ってくださったんですね、ありがとうございます。疲れていませんか？」

「いえ！　結構楽しいですよ。こんなふうに接客のお仕事するの、初めてです」

「ステラさんはいつもお客様の方ですからね」

　トレイで持ってきた新たなパンを籠に移してから、カイトが微笑む。

「奥にお茶を用意しておきましたから、ひと休みしてください」

「え、まだ大丈夫ですよ？」

「慣れないうちは、立ちっぱなしが後で結構足に来るんですよ。疲れきってしまわないうちに一度休んでください。厨房に入ってくれていいですから」

　促されてステラは店に入った。カウンターの横を抜けて、いつもはカイト以外入らないであろう厨房に踏み入る。

　調理台や洗い場、焼き窯、発酵中のパンが並んでいる棚などがあまり広くないスペースに設置されている。その片隅に物書き机があり、そこにカップとポットが置いてあった。隣には店でも出している焼き菓子が小皿にいくつか載っている。気遣いを嬉しく思いながら、ステラは椅子に座って紅茶のカップを手にする。

　茶を飲みながら厨房を見まわす。いつもここでカイトがあのパンたちをつくっているのだ。なんだか改めてとても大事な場所だと思えた。

　この場所はカイトの城だ。昨年独立して一人で築き上げた場所で、おそらく厨房に入った者は何人もいないだろう。

　それなのにここに入ることを許してもらえたことは、とても嬉しい。店先で茶を飲んでいると他の客に見苦しいというのはあるかもしれないが、イヤならカイトはきっとステラを入れなかっただろうから。

　ゆっくりと茶を楽しんだステラは、洗い場で茶器と、ついでにそこに積まれている明らかに洗い物だろうボールやヘラなどの調理器具も一緒に洗って、水切りの籠に伏せておく。ちょっとでもカイトの仕事が減るなら、これくらいの手間、むしろいくらでもやりたいくらいだ。

　あまり勝手にやってもいけないので、ステラは店番をカイトと変わろうと厨房を出ることにした。

　カウンターを過ぎて店に出ようとしたその時、カイトの声が聞こえてきた。

「え、そんな、無理ですよ」

「んなこたねーだろう、だってあのステラ嬢ちゃんだぜ。あの子だってお前さんもお前さんのパンも気に入ってんだろうよ、頼めば嫁に来てくれんじゃねえ？」

　入り口からちらりと見えた姿と声で、それが近所の常連衆の一人、ドーソンじいさんであることが判ったが、そんなことより話の内容が気になりすぎて。

　どくん、と心臓が鳴った。無理……って、ナニが？

　頼めば？　よ、嫁？　一体なんの話をしてるんでしょうか!?

「だから無理ですよ。あのステラさんですよ？　僕とじゃ釣り合いませんよ。なに言ってるんです」

　息が、止まった。

　カイトに全否定された。

　自分とカイトでは無理だと、不釣り合いだと言われた。

　聞き間違いようがない。嫁に来てもらえばという問いに無理だと言われれば、誰がどう聞いたってカイトにその気がないことは判る。

　好意の有る無しは判らない、だが、少なくとも嫁にもらうということを否定するのは、カイトにとってステラはそういう対象には入らないということだ。

　さっきまでの浮ついた気持ちが一気に沈んだ。少しでもカイトが自分を好意的に見てくれるのではないかという希望が崩れた今、ステラは自分がここにいる意味を失ったと言ってよかった。

　……やっぱり、無理だったんだ……。

　初めから分の悪い勝負だろうことは判っていた。でも、それでもやっぱり諦めきれないから、そのちょっとの残った分をかき集めて賭けてみようと思ったのに。

　可能性は低くとも、それでも自分の口で言いたかった。それ以前に否定されるなんて思わなかった。

　泣きたくなる、でもこの場で泣くわけにはいかない。

　立ち聞きで勝手に泣くなんて許されない。

　必死に平静を保とうと努力する。深呼吸を繰り返して、いつも通りに、そう、いつものようなカオで。

　すると、ふと気付いたドーソンが声を上げた。

「あれ、よう、ステラ嬢ちゃんじゃねえか。いたのか？」

　びくり、とカイトの肩が一瞬揺れたのに気付いて、ステラは取り繕ったように笑う。

「こんにちは、ドーソンさんこそいらしてたんですか。さっきまでお店番をお手伝いしてて、ちょっと休憩させてもらっていたトコなんです」

　いかにも今気付いたというカオで、笑顔で店先に出ていくと、カイトを見上げた。

「お茶、ご馳走様でした。美味しかったです」

「それなら良かったです。疲れていませんか？」

「はい。お店番、交代しますね」

「え、でも」

「まだパン焼くんですよね。厨房に焼く前のパンがありましたし。そちらの準備とかやることあるんでしょう？」

「それは……そうですけど、そうするとまたステラさんにお世話をかけることに」

「店じまいまでお手伝いするって言いましたよ。カイトさんがご迷惑でなければ構いません」

「迷惑なんてそんな、そりゃあ助かりますけど、でも……ありがとうございます」

　躊躇いながら、それでも結局頭を下げたカイトに笑顔でうなずいて、ステラは場所を交代した。

　知らなかった、自分がこんなに平気で今の気持ちと違う表情ができるなんて。やっぱりどこかできっとダメだろうという諦めがあったからだろうか。

　ダッシュで逃げ帰って泣きたいという気持ちもあるけれど、それでもカイトの傍にいたいという気持ちもあって、内心では結構ぐちゃぐちゃだ。

　たぶん今は、忙しくしていた方が考えなくて済む。帰り着いて一人になって落ち着いてしまったら、きっとそのあと一晩中泣いてしまうコト請け合いだから。

　ああ、なんだか今すぐ計算に没頭したい。誰か、片付けるのに数日かかるようなものすごく難しい税務や会計処理の仕事を持ってきてくれないだろうか。なんにも考えずに数字を弄っていたら、きっと今ならさぞかしはかどることだろう。

　愛想笑いを浮かべて何人もの客を捌き、パンを売る。

　その横で、暇なのかなんなのか、ベンチに座ってドーソンじいさんがお買い上げいただいたパンを齧りつつ、ステラのその様子をにやつきながら見物していた。

　再びテーブルのパンが尽きそうになってきて、そろそろ追加を頼もうと思っていたその時。

「……ステラか？」

　そう余所から声をかけてくる者がいた。

「はい、いらっしゃいませ！　……え」

　笑顔で振り向いたものの、即座にその笑みが引っ込んだ。

　もう二度と見たくないと思っていた男が、そこにいた。
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　たまたま通りかかったという風情の旅装のその男は、ステラと同じくらいの年の、身なりの良い優男だった。驚いたカオでステラを見遣る。

「おまえ、なんでこんなとこでパンなんか売ってるんだ」

「……レイクウッド。あなたこそ、なんでアローナに？」

　ドーソンが目を丸くするほど低い声が出た。それに気付いているのかどうか、レイクウッドと呼ばれた男が偉そうに応えた。

「仕事に決まってるだろ。そうでなきゃ俺がこんなド田舎になんか来るもんか。へえ、さすがに今はマシな格好してるじゃないか。あの野暮ったかった田舎娘も少しは装うってコトを覚えたか」

「……余計なお世話よ」

　久しぶりなのにもううんざりする。溜め息をついたタイミングで店内からカイトが追加のパンを持ってカオを出した。

「ステラさん、追加です。……あれ？　どうかしたんですか？」

　妙な雰囲気に首を傾げたカイトに、ステラが取り繕うように微笑んだ。

「いえ、ちょっと知り合いに会っただけです」

　レイクウッドに目をやったカイトが、にこやかに挨拶をした。

「ステラさんのお知り合いですか。いらっしゃいませ。お祭りを楽しんでいってくださいね」

「ふん、こんな田舎の祭りなんかおもしろいもんか。興味ないね」

「レイクウッド！　ごめんなさい、カイトさん」

　いかにもバカにした台詞を吐くレイクウッドに非難の声を上げてから、ステラがカイトに詫びる。

「ステラ嬢ちゃん、こいつナニモンだ？」

　横からドーソンが訊くので、ステラは渋々答えた。

「ダレスの学校の時の同期です。男爵家の三男で、王城の主計局に就職したはずなんですけど」

「ほー。優秀なんだなー。で、その優秀な坊ちゃんが、こんな田舎になんの仕事に来たんだい？」

「砦にとても優秀な会計係がいるそうでな、その人の仕事の見学と手伝いを兼ねた研修という態ていだ。こんなところでパンなんぞ売っているおまえとえらい違いだな、ステラ」

　ふふん、とバカにしたレイクウッドだが、ステラは気付いてしまった。それ、私のことではなかろうか？

「そうですか、ステラさんのお友達なんですね。よろしければ、パンを召し上がりませんか？」

　にこやかに言うカイトだが、レイクウッドはバカにしたように笑う。

「田舎のパン屋のパンが俺の口に合うわけないだろ。要らねえよ」

「レイクウッド！　失礼よ！」

「うるさいよ。学校を首席で卒業したくせにこんなところでパン売ってるような奴に失礼とか言われたくないね。やっぱり成績と仕事ができるかどうかとは違うんだな。結局役所の仕事もちゃんとできなくてクビになって、パン売るくらいしか能がなかったってことだろ」

「違うわよ、今日はお手伝いをしているだけ」

「そうか、まあ、俺には関係ないけどな。あと、同級生面づらして人のコト呼び捨てにするな。本来ならおまえなど対等に口きくのも煩わしいんだ」

「私はあなたに仕えているわけじゃないし、あなたが爵位を持ってるわけでもない。敬う必要性なんてない。私にとってあなたはただの同級生」

　平然と言うステラをレイクウッドは睨みつける。

「……そういうところが気に食わないんだ」

「私が気に入らないなら素通りすればよかったじゃない。わざわざ声をかけたのはそっちでしょ。学生の頃から、わざわざ絡んできていちいち嫌味言ってきて、なにがしたいのかちっとも判らなかったわ」

「仕方ないだろう、こんなド田舎で知り合いを見つけたら声くらいかけるわ！」

　怒鳴るレイクウッドだが、ステラはそれに反応もせず、隣のカイトに詫びている。

「ごめんなさい、カイトさん、知り合いがうるさくしてしまって」

「いいえ、大丈夫ですよ」

　にこやかに返すカイトを見てどう思ったのか。レイクウッドがポケットを探って硬貨を出した。

「……そのパンいくらだ」

「え、二〇〇だけど」

　レイクウッドはテーブルの上に硬貨を放るとパンをひとつ鷲掴みして地面に放り捨て、おもむろに足を上げた。それが踏みつぶされると判った瞬間。

「やめてっ！」

　ステラがそこに飛び込んでパンを手で庇った。いきなりのことに足が止まらず、ステラの両手がレイクウッドの足に踏まれてしまう。

「ステラさん！」

　慌てて足を退けようとしたレイクウッドを突き飛ばして、カイトがステラを助け起こす。痛みにカオを歪めながら、ステラがパンを抱えて怒った。

「なんてことするのよ！」

「おまえが飛び出してきたのが悪いんだろ！」

「そっちじゃないわ！　パンを踏もうとするなんて！」

「金は払ったんだ、どうしようが俺の勝手だろう！」

　尻もちをついているレイクウッドに、後ろからカイトに支えられたステラは怒鳴る。

「バカ言ってんじゃないわよ！　これだから苦労を知らないお坊ちゃんは！」

「俺がナニを知らないって!?　おまえよりよほどいろいろ勉強してるわ！」

「じゃああなたはパンをつくれるの!?」

「自分でつくれなくたって、買えばいいだろう！」

「つくる人がいなかったら、いくらお金積んだって買えないわよ！　自分ができないことをできる人に対して尊敬するって気持ちが、あなたにはないの!?　私はパンはつくれない。服だって靴だってつくれない。人より上手につくれるものなんてなんにもない。だから私は職人さんたちを尊敬してるし、自分の方が優れてるなんてとても思えない！　貴族なんかよりよっぽどすごいと思ってるわ！」

「おまえ！　貴族を愚弄するのか!?」

「貴族を愚弄なんかしてないわ、あなたがあまりにも判ってないから言ってるの。私は計算が人よりちょっと速いだけのただの田舎の小娘よ。その田舎の小娘に絡んで威張ってそれでも勝てなくて、それでよく恥ずかしげもなく貴族だから敬えなんて言うわね。階級が下の女をいじめて留飲を下げてるような貴族を、ダレが尊敬なんかできるもんですか。貴族というなら、砦にだって貴族階級出身の騎士の方々がたくさんいるけど、誰一人として貴族を理由に威張っている方なんていないわ。逆に私みたいな田舎娘を丁重に扱ってくれる。そういう行動こそが相手に自然に湧く尊敬という気持ちじゃないの？　何年も前の、たかが学校の計算能力の優劣くらいでいつまでも絡むのが立派な貴族のすること？　貴族だって威張るんなら、もっと尊敬できる言動をしなさいよ！」

　ステラの啖呵にレイクウッドは気圧されるが、それでもかろうじて言い返した。

「たかが!?　俺たちはそれを競って勉強してたんだろうが！」

「私は別に競ったつもりなんかない。順位に興味なんかなかった。そっちが勝手に絡んでただけで、私は自分の勉強をしてただけ。あなたたちがその私を抜けなかっただけよ」

　ぎりっ、と歯を食いしばったレイクウッドが右手を振りかぶる。

　ぶたれる、とぎゅっと目を閉じたステラが急にぐいっと身体を引かれ後頭部を押さえつけられた。え、と思った瞬間、景気良く引っ叩いた音がするも痛くない。

　不審に思って目を開けてみれば、目の前に見慣れた白いコック服。え、と思いカオを上げれば、カイトに頭を抱えられていて、その彼の左頬が赤くなっていた。ステラの代わりに叩かれたのだ。

「カイトさん！」

「大丈夫ですよ」

　半泣きのステラの悲鳴じみた声に笑みを向けてから、カイトは違う人を叩いて動揺しているレイクウッドに目をやった。

「女性に手を上げるなんて最低ですね。田舎者だって女性に優しくすることくらい知っていますよ」

「ううううるさい！　余計なことを言うそいつが悪いんだ！」

「今度は責任転嫁ですか。あなた、今ものすごく格好悪いですよ。判ってますか？」

「やかましい！　パン屋風情が俺に楯突くな！」

　今度こそカイトに殴りかかったレイクウッドだが、結局それは果たされなかった。後ろからドーソンが彼を羽交い絞めにしたからだ。

「おい、若いの、その辺にしときな」

「はあ!?　なんだおまえ！　離せ！」

　もがくレイクウッドだが、じいさんと呼べる年の男の力に対抗できず、まるで動けない。

「それ以上暴れるんなら縛り上げて騎士団に引き渡すぜ。今ならステラ嬢ちゃんの知り合いってことで勘弁しといてやるが、どうする？」

　ドーソンがレイクウッドの腕を後ろ手に締め上げてやると肩が後ろに締まって悲鳴が上がる。

「判ったよ！　やめるから手を離せ！」

　ようやく拘束を解かれると、途端にレイクウッドはいろいろ罵りながら走って逃げていった。

「へっ、口ばっかりだな、骨のねえ。こんなジジイに負けてるようじゃまだまだだ」

「元とはいえ、騎士団の中隊長までいった人に普通の人が勝てるわけないでしょう」

　ドーソンが両手を払って毒づくと、カイトが苦笑する。

「……ありがとうございます、ドーソンさん」

　半泣きのステラが見上げると、ドーソンはにやりと笑った。

「どうってことねえよ。ところでステラ嬢ちゃん、手は大丈夫か？」

「はい、痛いだけでどこかおかしくなってはいないようなので。それより、カイトさんが」

「そんなもん冷やしときゃ治るわ。なあ、カイト？」

「はい。大丈夫ですよ、これくらい。それよりステラさんが引っ叩かれなくて良かった」

　微笑むカイトに、ステラは頭を下げた。

「ごめんなさい、代わりに叩かれてしまって。私が余計なことを彼に言ったせいで」

「いいえ、むしろ僕のパンを庇ってくれたせいで痛い目に遭ってしまってすみません。言い返してくれた時、格好良かったですよ」

「おう、スカッとしたぜ。お貴族様の坊ちゃんは根性がなってねえな」

　ドーソンも笑ってくれたので、ステラは泣き笑いの表情を浮かべた。

　先に立ち上がったカイトがステラの腕を引っ張って立たせてくれる。

「手の手当てをしましょう、ステラさん。せめて冷やすだけでも」

「大丈夫ですよ、これくらい」

「ダメです、後で痛くなることもあるんですよ。大事にしないと」

　ドーソンに臨時の店番を頼むと、カイトはステラを引っ張って厨房へ行き、手を洗わせて冷やしてくれた。カイトの頬も濡らしたタオルで少しの間だけ冷やしたが、すぐに仕事を再開する。

　じゃあな、とドーソンじいさんが帰っていくと、今日はもう休んでくださいと言うカイトに首を振って、ステラは最後まで店の売り子を続けた。

　ひとつ、決めたことがあったから。










　もう日も暮れた夕方。

　平日より一時間早く閉店した『ポラール』の店内で、ステラが今日の売り上げを計算していた。

　金の勘定をし、売った数と金額が合うかどうか確認する。ステラにとってはたいした手間ではない。

　あまり時間もかけずにそれを終わらせると、カイトが厨房から出てくるのを待った。

　厨房の片付けと明日の下準備までしてからコック服を脱いで出てきたカイトは、ステラが金勘定を全部終わらせているのを見て目を丸くする。

「もう終わってたんですか。さすがですね、ステラさん。僕なんか、いつも倍くらい時間かかってやってるのに。ありがとうございます」

「一応専門職ですから」

　ステラは皮袋に入れた金と収支を書き留めた紙を渡した。それを仕舞ってから、カイトが訊く。

「今日は本当に助かりました。ありがとうございました。手は大丈夫ですか？　痛くありませんか？」

「どういたしまして。手の方はもう大丈夫ですから、お気になさらないでください」

「それなら良かった。間違って骨が折れでもしていたら一大事ですから」

　ほっとしたカオで微笑んでくれたカイトは本当に心配してくれていたようだ。そのことを嬉しく思いながらも、つきんと胸の奥が痛くなる。

　優しいカイト、でも、それはただ、目の前で怪我をした常連客の身の心配をしただけだ。別に恋愛感情が乗っているわけではない。そんなのは普通の当たり前の行為で、例えばドーソンが目の前で転んで怪我をしたら心配するのと同じレベルだと思っていい。もういちいち期待なんかしない。

　にこやかにカイトが言う。

「お礼と言ってはなんですが、これから外で夕食でも一緒にどうですか？　僕、ごちそうしますから」

　いつもなら躍り上がって喜んだことだろう。いくら礼とはいえ、カイトから誘ってもらえるなんて今までなかったコトで、もうそれだけでステラは充分だった。

「いえ、今日はもう帰ります」

「そうですか？　ああ、ずっと立ちっぱなしでお疲れですよね。気付かなくてすみません。では寮まで送っていきましょう」

「いえ、大丈夫です。まだ早いし、ひとりで帰れますから」

　薄く微笑んでステラは答える。だが、カイトは食い下がった。

「なら、今日がダメなら後日にでも。少しくらいお礼をさせてくれませんか。手伝いの謝礼も受け取ってもらえないし、さすがに心苦しいです」

「本当にお手伝いのつもりだったんですからお礼なんて結構ですよ。美味しいパンをずっといただいてきたお礼って言ったでしょ」

「しかし」

　困惑しているであろうカイトに笑みを見せて、ステラは店のドアに向かって歩きだした。

「じゃあ、帰りますね」

「……はい、お気をつけて。また明日、お待ちしてますね」

　諦めたように微笑んで言うカイトを振り返って、ステラはドアの前で笑みを見せた。

「いえ、もう来ません」

「……え」

　ナニを言われたのか判らないというカオで、カイトがつぶやいた。

　ステラがドアのノブを握るのを見て、慌てて声を上げる。

「待ってください！　もう来ないって、どうしてですか？　なにか気に障ることでもありましたか？」

「いえ、そういうわけじゃないです」

「やっぱり手伝わせたのがいけませんでしたか？」

「いえ、売り子さんはとても楽しかったですよ」

「なら何故!?　僕がなにかしましたか？　それとももう僕のパンは飽きたんですか？　言ってください、ステラさん！　ちゃんと聞きますから！」

「いいえ、カイトさんのパンは今でももちろん好きです」

「ならどうしてです!?」

　カイトの言葉をステラは不思議に思う。客がひとり減るだけなのに、どうしてそんなに必死なんだろう。

　ステラは微笑んだ。力のない、気の抜けた笑み、それはとても彼女らしくない笑みだった。

「カイトさんと、カイトさんのパンがとても好きでした。でも、私のコト無理って言われてまでここに通うことはできません。それだけです」

「は？　なんのこと…………っ！」

　なんのことだか判らなかったらしいカイトは、だが一瞬の後に気付いたようだ。いつも細めて笑う目を大きく見開いた。

「やっぱり聞いて……っ、違う、違うんです、ステラさん！」

「いいんです、判ってましたから。私なんかじゃカイトさんと釣り合わないことくらい。それでもカイトさんのパンが食べられれば幸せだったんですけど……やっぱり、無理です」

『だから無理ですよ。あのステラさんですよ？　僕とじゃ釣り合いませんよ。なに言ってるんです』

　昼間に聞こえた言葉はステラを諦めの境地に追い込んだ。

　好きだったと言えた。もうこれで思い残すことはない。もういい、これで諦められる。

　サミーにもちゃんとがんばったと報告できる。きっとサミーも褒めてくれる。

　明日は祭りのあとで街中が半分休業状態だ。今夜一晩ゆっくり泣いて、なんなら昼からでも出勤すればいい。どうせみんな二日酔いばっかりだ、ヒドいカオをしていてもきっと誰も気にしないだろう。

　寮と逆方向の店にわざわざパンを買いに行くのをやめればいいだけだ。

　そうしたらもうカイトとの縁も切れる。しばらくは辛いだろうが、きっと忘れられる。

　パン屋は他にも何軒もあるのだ、きっとまた気に入った味の店を見つけられるだろう。

「さよならです、カイトさん」

　カイトに背を向けてドアを開けようとした、その時。

　突然、後ろから抱き締められた。

「……行かないで……っ！」










[image: ]

















　　　６












　掠れた、でも必死な声が耳元に届く。身体を包まれたそれがカイトの腕だと気付くまでに数瞬、そして一気に体温が上がる。混乱する。思わず暴れた。

「……やっ！　離して！」

「イヤだ、離さない！　好きです、あなたが好きなんです、ステラさん！」

　息が止まる。身体が強張る。強烈に怒りが込み上げた。

「嘘！　なんでそんな嘘つくんですか！」

「嘘じゃない！　ずっと前からあなたが好きでした！　やっと今日それを言う勇気が出たのに、さよならなんて聞けません！」

　必死にもがく。逃げ出したいのにその腕はステラをしっかり拘束して離さない。

「無理だって言ったじゃない！」

「違うんです、聞いてください！」

　わずかに腕が緩んだ、と思ったら、腕の中でくるりと向きを変えられた。目の前に真剣な表情で必死な様子のカイトがいて、それでもやっぱり離さないとばかりにしっかりと両肩を掴まえられていた。

「あなたは自己評価が低すぎる。自分がどれだけ高嶺の花なのか判っていないんです。初等学校を出て仕事を始める者がほとんどの中で、中等学校、更にはその上の学校まで行って、望めば王城の主計局にも入れただろうという才媛を、もしかしたら貴族の男に望まれて上流階級に入ることもできたかもしれない女性を、年下の無学なパン屋の僕が望んでいいとは思えなかった」

『無理』なのは届かないと思っていたから。

　ステラがカイトに釣り合わないんじゃない、カイトがステラに釣り合わないのだ。

　ステラでなければきっとアローナには戻ってこなかっただろう。

　職種の地位だって、彼女が本気で望んだのならば、もっと上へ行ける場所へと就けたのに。そしてもっと高い階級の男の元へ嫁げるだろうに。それこそレイクウッドなどよりももっと上の貴族の元へだって。

　ステラは自分を野暮ったいと言うが、それはただ磨いていなかったというだけだ。今日の装いで見違えるほど綺麗になった姿を見れば判る。彼女が優秀で綺麗とあれば、望む男などいくらでも出てくるだろう。

　カイトは少し辛そうにそこまで言って、それでも、と続けた。

「でも、今日、あなたが言ってくれたから。職人を尊敬していると、自分はただの田舎の娘だと。だから、告げてみようと思ったんです。もしかしたら、高嶺の花に手が届くかもしれないと」

　まっすぐに見つめるカイトの瞳が、不意に寄ってきた。

　あ、と思った時にはもうくちづけられていた。そして、そっと離される。

「好きです、ステラさん」

　ほんの指一本分を離されて、そっと告げられる言葉に、ステラの涙腺が崩壊した。ぼろぼろと零れる涙を指で撫でて、ようやくカイトの表情が柔らかくなる。

「……ほんと、に……？　しんじて、いいの……？」

「信じてください。身の程知らずがやっと勇気を出して言ったんですから」

　苦笑じみた笑みは、頑なになりかけたステラの心をほぐしてくれる。

　届いた。ちゃんと繋がっていた。無理じゃなかった。そう思ったら、ますます涙腺が壊れる。一度諦めたから、余計に嬉しくて。

　ステラが抗うのをやめたと気付いたカイトの腕から力が抜けた。

「返事を、いただけますか？」

「…………ずぎ、んん……すきです、カイトさんが、ひっく、好きぃ……」

「ありがとう。嬉しいですよ」

　服の胸元を握り締めて唸りながらぼろぼろと豪快に泣くステラの髪を、カイトがゆっくりと撫でる。

　ぼろぼろに泣いているせいでせっかくがんばった化粧が無残なことになっているが、どうしようもない。格好もつかない。随分みっともないことになっているのに気付いてカオを上げられない。眼鏡を外して、仕方がないのでハンカチで拭ってしまう。どうせぼろぼろならと諦めた。

「あ、いつものステラさんになった」

　ふふっと笑うカイトの言葉にうつむいたまま、ステラがつぶやいた。

「……一応、がんばったんです。カイトさんに見せたくて」

　目を丸くしてから、カイトはじわりと頬を赤くした。

「これでも、ちょっと落ち込んだんですよ。いつもと違ってすごく可愛らしくしていたから。僕が知らなかっただけで、他にデートする男がいたのかと」

「そんなひといません。カイトさんに可愛いって言ってほしくて、少しは意識してもらいたくて、サミーにも手伝ってもらってがんばってみたんです」

「ありがとう。すごく、本当にすごく嬉しいです。でも、可愛いですよ、今だって」

　え、とカオを上げると、優しい笑み。

「あなたがすっぴんだって、もちろんどんなに綺麗に装ったって、僕の好きなステラさんに変わりはありません。僕のことで泣く涙なら、それだって嬉しい。どんなあなただって愛してます」

　ぎゅうっと抱き締められて、ステラはまた涙が零れそうになる。

「……私も好き。カイトさんが大好きです」

　がんばって微笑んでみたら、また唇を塞がれた。










　二階に上がらせてもらったのは初めてだ。

　カイトの祖父の持ち物だったというこの建物は三階建てで、一階を店舗、二階と三階を住居としている。現在三階は物置と化していて、二階がカイトの生活スペースとして使われていた。雑然としている居間には畳まれていない洗濯物が積んであったりして、いかにも独身男性の一人暮らしといった風情だ。

「片付いてなくてすみません。あなたをここに上げるなんて思いもしなくて」

　気まずげに苦笑いしたカイトだが、ステラはちょっと嬉しい。今まで全然知らなかったプライベートのカイトの姿が垣間見えて、ドキドキする。

　そして今は、心臓がもっとドキドキしてどうしようもない。

　カイトのベッドの上に転がされて、ステラはもうそれ以上動けなくなっていた。

　繰り返しくちづけられる。唇を甘噛みされる。首筋にカオが埋められ、カイトの唇が這っていく、その感触のたまらない恥ずかしさを必死に我慢する。声が出ないようにしていたら、服を剥かれた。

　ブラウスのボタンがいつの間にか全開にされ、気付けば胸を覆う下着が露わになっている。

　もちろんイヤなわけではない。ちゃんと覚悟してここにいる。それでも改めて肌を晒すことに恥ずかしさを覚えて、ステラはぎゅっと目を瞑った。そして、やっぱり可愛い下着を着てきて良かったと安堵した。ありがとう、サミー。持つべきものは既婚の親友だ。

　他人に触れられたことのないところを指が滑っていくことの恥ずかしさに思わず震える。

「怖がらないで。綺麗ですよ、ステラさん」

　囁くように優しく告げるカイトの唇が胸元を這う。触れる指先の優しさは気持ち良くてくすぐったい。

　ふに、と下着の上から胸が揉まれていて、びくりと跳ねた。

　初めは躊躇いがちに、途中から大胆に、そして下着の下から手を差し込み揉みだされたステラの胸は、身長の割に意外と豊満だ。

「ああ、柔らかい。それに肌理きめが細かくて手触りがいい。たっぷりと触らせてくださいね。僕、揉んだり捏ねたりするのは得意なんです」

　パン屋の冗談にも反応できる余裕がない。恥ずかしくて死にそうなのに、胸の先端を口に含まれたらもっと恥ずかしくて、そして感じる。

「んんっ！」

　思わず捩ろうとする身体を押さえつけられる。片方の胸の先を舐めまわしながらもう片方を揉まれる。下から掬い上げるように持ち上げられ、大きな手で包んだ両方のふくらみをやわやわと捏ねる。

　絶妙な揉み加減は気持ち良くも恥ずかしく、弄られる先端は刺激的すぎる。

　味なんてするわけないのに丹念にしゃぶり、舐め、舌で潰し、甘噛みするカイトはなんだか美味しいものを食べているようで。

「……美味しくない、よね……？」

「美味しいですよ。あなたの胸だと思うとより一層。今まで口にしたものの中で、一番幸せです」

　かあっと、カオに血が上る。

　なんて恥ずかしいコトを言うんだろう、このヒトは！

　ステラの真っ赤なカオを見て微笑むカイトの笑みが恐ろしく艶やかで、きゅんと胸が締め付けられた。

　性急に暴かれる。スカートが捲り上げられて下腹をまさぐられる。

　得も言われぬ恥ずかしさに身悶えするが、カイトの足に押さえられて、これ以上身体が動かせない。

「やっ、ああっ…！　あんま、さわら、ないで……そこやあっ！」

「くすぐったい？　感じる？」

「ちが、んっ、ちがわないけど、はずかし、やあっ！」

「触り心地良いけど。柔らかい」

「それがいやあ！　おなか、いや！」

　ふにふにと腹を揉む手をステラが止めるためか掴もうとする。半泣きのステラにカイトは首を傾げた。

「どうしたの？　そんなにイヤ？」

「だって！　おなか出てるから！　太ってるもん、バレるから触っちゃいや！」

　自分から言ってしまうステラが可愛くて、カイトは思わずふき出してしまう。そして愛おしむように下腹を撫でた。

「大丈夫、別に気になりませんから」

「でも、痩せてた方がいいでしょ!?」

「いえ。僕は柔らかくて抱き心地がいい方が好きなので、あなたくらいふっくらしている方が丁度良い」

「……本当に？」

「こんなことであなたに嘘は言いません。ステラさんの身体はとても僕好みですよ。柔らかくて、手触りが良くて、胸が大きくて敏感」

「……あぁん！」

　ちゅうっと胸の先端を吸い上げられて、恥ずかしげにステラが喘ぐ。楽しそうに微笑みながら、カイトが下腹に手を当てた。

「本当に、気にするほど出てませんよ。少なくとも横になっていれば判りません」

　柔らかい下腹を撫で、そしてそこに屈み込んでくちづけた。

「そもそもこの中は僕の子供を授かってくれる場所です。柔らかい方がいいと思いますけど」

　一瞬ナニを言われているのか判らなくて、脳が理解した途端、ステラが盛大に真っ赤になった。

「ここここどもって、あの、カイトさん、その、あの！」

「なんでそんなに狼狽えるんです？　僕たちはこれからそういうコトが起きても不思議じゃない行為をするんでしょ？」

「それはそうですけど！　……あの、カイトさん、できても、いいんですか？」

「何故いけないんです？　僕はこれからのあなたの一生を背負う覚悟を持ってあなたに告白したんですよ。アローナの女を抱くってそういうことでしょう」

　アローナの風習として、この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。今はそこまで厳しくはないものの、それでもやはり女性が身体を許すのは夫になる男だけだという気風は変わらない。つまり、身体を求め、許されるということはお互いが結婚を前提とした付き合いだと認めたということだ。

　ステラはカイトが好きだから抱かれたいと思った。でもカイトはそれ以上の覚悟を持っていてくれた。それがあまりにも嬉しくて。

「……嬉しいです。大好きです、カイトさん」

　潤む目で見上げれば、渇望が滲む瞳がステラを捉えていて。

　深くくちづけると同時に下着の中、更にはその中の大切な場所にするりと指が入り込んだ。

　口を塞がれてくぐもった悲鳴を上げたステラの身体が衝撃に跳ね上がるが、入り込んだ指が踊り、ナカを蹂躙する。既に先程までの行為でぬかるんでいたそのナカは、すぐにくちゅくちゅと恥ずかしい水音がしだしてステラの羞恥を煽った。

「んっ、んーっ、んんんっ、ん、んーッ!!」

　襞をなぞられ、花芯を押し潰され、内壁を擦り上げられる。指が増やされるとわずかに身体が強張るが、弄られているうちに柔らかく受け入れるようになる。

　カイトが唇を離して胸の先端を咥えると、ようやく口が自由になったステラが必死に喘いだ。

「ああっ、やぁん！　やっやっやっ、やだ、ソコ、やああ、ああん！」

　じゅうじゅうと両の胸を吸われ、泉を侵略され、今まで知らなかった官能を引き出されて、恥ずかしさに涙が零れる。大好きなカイトにこんなはしたない声を聴かせているのが恥ずかしすぎる。

「……っ、そろそろ、いいでしょうかね？　もう限界なんですが」

　苦しげに言うカイトが苦笑気味に微笑みながら身体を起こした。

　残っていたステラの服を脱がし、自分もあっという間に裸になったカイトが再びステラの上に戻ってくると、彼女の足を割り、その間に身体を割り込ませ、そして至近距離からカオを覗き込む。

「ステラさん、本当に後悔、しませんね？」

「なに、を……？」

「僕なんかを夫に選ぶことを、です」

　ナニを問われているか理解した途端、ステラはがしっとカイトの両のほっぺたを掴まえた。驚いたカオのカイトに構わず勢いよく自分からくちづける。勢いよすぎてガツンッと歯が当たる衝撃がして、痛さに呻いたのはご愛嬌というものだ。

「……っ、ステラさん、どう……？」

「私は！　嬉しいの！　自分が好きな人が私を好きって言ってくれて、抱いてくれて、子供まで望んでくれて！　それなのに後悔なんかするわけない！　むしろ望むところです！」

　最後の弱気を全否定されて、目を瞠っていたカイトは嬉しそうに微笑んだ。そして、もう一度キスをし直すと、カオを上げたソコには、いつもとはまるで違う笑みで、恐ろしく艶やかな目でステラを見下ろす男がいた。

「……言質は取りました。もう制止は聞きませんよ」

　こくんとうなずいた、その次の瞬間、足の間の泉にぐっと熱いものが押し込まれた。あっ、と思った途端それはぐいぐいと隘路に入り込んでいく。

「……っ!!」

　強烈な痛みと共に、カイトが入ってくる。

　息が詰まる。呼吸ができない。それよりなにより、痛い……!!

　それでもやっぱりその痛みをカイトから受け取れるコトが嬉しくて、ステラはぼろぼろと涙を零しながらも必死に耐える。

「すみません、ステラさん、でも……！」

　苦しげにつぶやきながら、カイトは腰を進める。首筋にくちづけるとぞくりと甘い痺れが走り一瞬身体の強張りがほぐれた、その隙にずぷりと彼の熱い杭が根元まで埋め込まれる。

「ステラ……」

　耳元で溜め息と共につぶやかれた名前が自分のものと思えないほどに甘く艶やかで。声だけでくらくらするほど嬉しくて、ステラは微笑んで痛みだけでない涙を零した。

「……すき、カイトさん、すき……だいすき……」

　舌足らずなつぶやきはカイトの脳を焼き、下半身に直撃する。

「っく……あまり煽ると、加減ができなく……！」

　あまり余裕なさげにつぶやくと、カイトはゆっくりと自分の杭を引き抜きだした。そして抜ききる前に勢いよく押し込んだ。

「あああぁっ!!」

　その衝撃にステラが啼く。思わず彼の頸にまわした腕に力が入る。

　抽送はゆっくりと始まり、そして徐々に速さと激しさが増していく。それはまるでカイトの逸る気持ちを表しているかのように、深く、強くステラを攻める。

「やあぁっ、んっ、はっ、んんっ、やっ、あっあっあっ！　カイ、さっ、ああっ！」

「ステラっ、ステラっ、んっ、ステラ……っ！」

　身体のナカを自分のものでないモノが何度も力強く入り込み、擦れながら出ていく、その感覚があまりにも生々しく、そしてこれほど強烈な快感を生むものかとステラは慄く。

　高みに昇る自分の身に起こっている未知の感覚が恐ろしく、それなのに溺れそうになるほど気持ち良く。

　必死でカイトにしがみつくも、突き上げてくる腰の動きに自分のペースでの呼吸がままならない。喘ぎながら、荒いカイトの呼吸とベッドが軋む音をぼんやりしたアタマで聞く。

　噛みつくようなキスが降ってくる。苦しいのに舌が絡んで淫らな音が出る。上と下とでいやらしい水音がする。もう羞恥も振り切れて、ステラは深く穿たれた杭を強く締め付けた。

「ふぁあああああ!!」

「……っ!!」

　身体の最奥がじわりと熱くなる。ステラを痛いほどに抱き締めるカイトが熱い息を吐いた。

「……本当に今、この瞬間に宿ってしまえばいいのに……」

　微かにそんな声が聞こえた気がしたが、ステラはそれが本当に聞こえた言葉かどうかも判らないまま気を失った。
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　うっすらと目を開けると、そこに大好きな笑みがあった。

「大丈夫ですか、ステラさん？」

　ゆっくりと髪を撫でてくれる感触が気持ち良い。そういえば、髪もぐちゃぐちゃになっているだろうな、と思いながら、既に抜かれているのにじんじんする足の間の感覚を照れくさく思う。

「たぶん。その、なにか挟まってるような感じはしますけど、動けないほどじゃないです、たぶん」

「すみません、無理させましたよね」

　申し訳なさそうに微笑んで、まぶたにちゅっとキスを落とされ、ついで頬にもキスされる。そんな甘い仕草にステラが一気に真っ赤になった。

　気付けば枕元に灯りが灯っていて外は真っ暗だ。

「今、何時頃なんでしょうか」

「さて、どうでしょう、まだ宵夜の鐘は鳴っていませんが。あなたを抱くのに夢中で時間なんか気にしていられませんでしたから、はっきりとは。……可愛らしかったですよ、ステラさん」

　にっこりと、それはそれは甘い笑みに、ステラは更に頬が熱くなる。

「……恐れ入ります」

　混乱のあまり、つい間抜けな答えを返したら、カイトがふき出した。

「ホントに可愛いなあ、ステラさん」

　たまらない、とつぶやかれて、ぎゅうっと抱き締められた。

　行為の最中は気付く余裕もなかったが、抱いてくれる腕は意外としっかりしていて、恥ずかしいけれど不思議と安心感が湧く。この胸に抱かれていられる幸せは、もう何ものにも代えがたい。

　……と思っていたら、ぐう～っ、とステラのおなかが鳴った。

　目を丸くしたステラは、真っ赤になって思わずカオを両手で隠す。

　せっかくこんな甘い雰囲気なのに、おなかが鳴るとか！　どんだけ食い意地が張ってると思われるんでしょうか！　さっきと違う意味で恥ずかしい！

　くすくすと笑ったカイトが言う。

「覚えてますか、ステラさん。初めて店に来てくれた時も、あなたはそうやっておなかを鳴らしてましたよね」

「忘れてください、恥ずかしいから！」

「イヤですよ、忘れません。お昼時ということもあったでしょうけど、うちのパンを見た途端、盛大におなかを鳴らしてくれて。サミーさんに大笑いされながら、だって美味しそうなんだもん！　って。ああいうの、つくった側からしたらかなり嬉しい反応ですから」

「……だって、本当に美味しそうだったから」

「ありがとうございます。それから、ほとんど毎日通ってくれて、嬉しかったですよ、本当に。そういうの、自信になりますしね。常連になってくれるほど気に入ってもらえるものがつくれているって」

「美味しいですよ。毎日食べていても飽きないくらい。カイトさんへの気持ちを置いといても、本当にカイトさんのパンは私、大好きなんです」

「嬉しいです。これからも、いっぱい食べてくださいね。僕、これからは可愛い奥さんのために腕を振るいますから」

「……き、気が早いです……っ。でも、嬉しいです」

　真っ赤なカオで、それでも嬉しくて言うと、カイトが身を起こした。なにか言い出そうとした時、外から鐘の音が聞こえてきた。

　宵夜の鐘だ。宵祭りの始まりの合図が響く。それが止まるまで聞いてから、カイトが尋ねてきた。

「起きられますか？　あなたが大丈夫なようなら、夕食を食べに行きたいところですが。さすがに僕も腹が減りました」

「あ、はい、大丈夫です」

　意外に疲れたらしい、身体が重くてつい、よっこいしょ、と起き上がる。下半身の違和感はあるが、歩けないほどではないと思う。するとカイトがちょっと躊躇ってから言った。

「もし、その、もし良ければ、これから一緒に宵祭りに行きませんか。本当はずっと誘いたかったんですけど、情けないことに勇気が出なくて」

「あ、私もです。昨日もその前も、私も言いたくて、でもカイトさんを前にしたらどうしても怖じ気づいちゃって。サミーにいつ言うのって呆れられるほどずっと言えなくて」

「一緒ですね、僕たち。二人で怖がって」

　カイトはふふっと笑った。

「じゃあ、これから一緒に宵祭りに行きましょう。二人で、手を繋いで、お揃いのフィタをつけて。あ、僕、フィタはいただけますか？」

「あ、もちろんです！　ちゃんと用意してあります」

　服の傍に置いてあった鞄から、二本のフィタを取り出す。こげ茶色と白の糸で編んだそれは、判りやすくカイトの髪の色のこげ茶とコック服の白だ。その色の組み合わせにカイトが笑う。

「それ、僕の色ですね」

「はい、この色以外思いつきませんでした」

　カイトの左手首にフィタを結ぶと、カイトがステラの右手首にも巻いてくれた。

「僕の髪の色が、一番美味しそうなパンの焼き色だって言ってくれたことがありましたよね」

「ああ、はい。すっごく笑われましたけど」

「うん、おもしろかったのもあるんだけど、ステラさんがどんだけパンが好きなんだろうって思って」

「……食い意地が張っててすみません……」

「いえいえ、むしろ喜んで、です。それでこそパン屋の嫁さんって感じでいいなって思いますよ」

　ぷしゅう、とカオを火照らせてステラがうつむく。どんだけ甘いコト言うつもりだ、このヒトは。

「……カイトさん、いきなりいろいろ言動が恥ずかしいです」

「ずっと我慢してきましたもので、ちょっと箍が外れているのは自覚してます」

　悪びれもせず笑って認めたカイトは、結ばれたフィタにくちづけた。

「次にこれが外される時は結婚式ですね。できるだけ早く結婚しましょう」

　フィタを結んでもらった時に言うお約束の言葉を告げられて、ステラの頬が更に赤くなる。……どこまでヒトを照れさせたら気が済むのだろうか。

　赤くなったステラの頬に軽くくちづけてから、カイトがふと言う。

「ステラさんって、化粧品とか香りのついたやつ使っていませんよね。ずっとこうやって一緒にいると香りって移りますから、食料を扱う店としては、そういうのはすごくありがたいですよ」

「え、あ、そっか。それは良かったです」

「あなたの匂いが移るくらい仲の良い恋人同士だと他の人に知られるのは構いませんけど、ていうか、それは宣伝したいくらいですけど」

「えええ、それはさすがに恥ずかしいです」

　香料は自分が好きじゃないだけだったが思わぬところで感謝された。サミーには良い香りだって武器だと言われたが、結果的にはないのが正解だったわけだ。

　恥ずかしそうだが同時に嬉しそうなステラに満足したのか、カイトは楽しげに笑ってから、ベッドを下りた。

「じゃあ、身づくろいしたら出かけましょうか。夕食食べて、屋台をひやかして。ああ、花を買わせてくださいね。あなたに捧げる告白の花を。そのあと、ちゃんと寮までお送りしますから」

　改めて男性からの告白の花をもらえるのは嬉しいけれど、そのあと寮まで送ると言われてちょっと寂しくなってしまった。

　祭りは楽しいだろうが、きっと、もっと一緒にいたいと思ってしまう。想いが繋がった初日から贅沢な願いだろうか、と思っていたら、カイトが続けた。

「それがプラン１です。紳士的な方とも言いますが」

　紳士的？　とステラは首を傾げた。

「……もうひとつは？」

「プラン２は、途中まで一緒で、違うのはあなたを寮まで送った後。明日の出勤用意の荷物をつくってから二人でここに戻ってきて、一晩を一緒に過ごしませんかと誘います。明日は二人で朝食を食べて、ここから出勤すればいい。ただし、その場合は紳士的な扱いができない可能性は高いですが」

　楽しげなカイトは、実は初めからこっちを選ぶ気しかないようだ。

　ステラは恥ずかしくも嬉しくなった。ちゃんと、カイトも離れがたいと思ってくれているのだとわかったらすごく幸せな気持ちになった。

「ええと、プラン２の方でお願いします」

「承りました。では、プラン２で。ただ、その場合、今晩はあまり寝かせてあげられないかもしれませんが、覚悟しておいてくださいね」

　言外にまだ抱き足りないと言われているのが判って気恥ずかしい。でもイヤだなんて思うわけがない。

　紳士的なんかじゃなくてもいい、好きな人ともっと一緒にいたい。

　無理だと思っていた恋が成就した今、躊躇している余裕なんてない。

　だって、今度は手を離されないよう、愛想をつかされないようがんばらないといけないから。

　身づくろいができたステラに手を差し伸べて、恋人になったカイトは微笑んだ。

「では、初めてのデートに出かけましょう。僕の可愛い星の光《ステラ》」










　それから、変わらずステラの『ポラール』通いは続いている。

　変わったのは、仕事を終えたステラが、寮ではなく『ポラール』に帰るようになったといっていい状況になったことだ。

　閉店するとステラが売り上げ計算をして帳簿をつけ、その間にカイトが明日の下準備をする。それが終わると二人で夕食、そして共に夜を過ごすというのが最近の行動のようだ。

　カイトはステラの実家に挨拶に行き、嫁き遅れの娘をもらってくれてありがとうと喜ばれて苦笑した。ステラの実家でつくっている小麦はとても質が良く、その小麦を低価格で直接提供してくれることになって、更に美味しくなるパンを少し安くつくれるようになったことを、誰よりステラが喜んだ。

　蓋を開ければカイトはステラをものすごく甘やかしてくれる。

　出勤する時はまだしも、帰ってきた時にお客さんがいても平気でおかえりとキスをする。それも頬ではなく唇にだから、ステラが照れてしまう。

　それでもカイトが堂々としているからか、ドーソンなどは結婚式が決まったら呼べよー、などと事あるごとにからかっていて、温かい目で見てもらえているのはありがたいところだ。

　ちなみに、ステラはやっぱり結婚しても役場は辞めない方向だ。

　寮とあまり変わらない距離に嫁に行くと発覚してから、よくそんな近いところに決めてくれたと上役に喜ばれ、カイトを拝むほど感謝していた。どんだけ辞めてほしくないんだろうかとちょっと引く気分のステラである。

　サミーはめちゃくちゃ喜んでくれて、何度もおめでとうとお祝いされ、結婚式には絶対呼べと何度も念を押された。

　下着まで買っておいて良かった？　と訊かれて真っ赤になりながらもうなずいたら、ニヤニヤ笑いながら良かったじゃん、とからかわれた。さすがにソコをツッコまれたのは恥ずかしかったが、それでもこんなに一緒になって喜んでくれたことをステラは本当に嬉しく思う。そして彼女には感謝してもしきれない。祭りの前のあの時、サミーが発破をかけてくれたからこその幸せだ。

　それから毎年恒例の砦の会計処理の件だが、やっぱり今年もステラが呼ばれた。そしてやっぱりレイクウッドがいた。

　かのお坊ちゃまは砦の会計担当者のステラに対する丁重な態度に驚き、ようやく聞かされていた優秀な会計係がステラなのだと察するとあからさまに不満そうだった。

　財務関係の最高責任者である副団長に気に入られていることを知らず、ステラを露骨に揶揄し、自分の方が優秀だというアピールをしていたが、いざ実際に始めてみたらステラのやり方にまるでついていけず、結局恥を晒しただけだった。

　おまけにステラをバカにし、手を踏んで怪我をさせそうになったことを、副団長が自身の剣の師匠筋という引退した元中隊長から昨夜酒の肴がてら聞いたらしい。口ばっかりの上に女性に優しくできない男は要らんと手厳しい評価を受け、失意のうちに王都に戻ったらしいことをステラはあとから聞いたが、まあ正直どうでもいいコトだ。










　そして、ステラはもうすぐカイトと結婚する。

　大抵は親族への挨拶から始まって結婚衣装や新居の選定、家具の用意など、結婚まで半年くらいはかかるものだが、付き合い始めてほんの三ヵ月ほどで結婚式を行うことになった。

　元々ステラの荷物はたいした量はなく、それをカイトの店に持ち込むくらいで新たに用意するものもそれほどあるわけではなかったから、時間をかける必要もない。だが、理由はそれだけではなくて……。

「ううう……キモチ悪い～……」

「横にならなくていいですか？　ああもう、可哀想に、僕が代われたらいいのに」

　つわりで呻くステラの背中を心配げに擦るカイトが表情を曇らせる。

「ダメです、それじゃカイトさんがパンをつくれなくなっちゃう……。あ～、気持ち悪くてカイトさんのパンが食べられないのがものすごくツラい……。うう、もういっそ、あとで吐いてもいいから食べようかな……」

　途端に苦笑するカイトがステラのおなかを触った。

「ホントにもう、あなたは本当に僕のパンが好きだな。間違いなくおなかの子もパン好きになりますよ」

「それは当たり前です。私から産まれるのに、カイトさんのパンを嫌いな子になるわけがありません」

　その時ばかりは笑ったステラに向けカイトが愛しげに甘い笑みを浮かべてキスを落とした。










　付き合い始めて三ヵ月。そしてステラが身籠もって三ヵ月。

　果たして初めてのあの夜に本当に結実したのかどうかは判らない。

　それでも判った時に、なんの躊躇いもなく笑顔で嬉しいですと言ってくれた恋人を、ステラは誰よりも信頼し、愛している。

　一生懸命恋した相手に愛してもらい、そして妻として彼を愛することができる幸せを得たステラは、もう野暮ったい小娘ではない。

　優秀すぎて高嶺の花と言われ、男性が近づけなかった才媛を射止めたのは、誠実な街のパン屋で、それを知った大きな商家の男たちが実は何人も悔しがったなんてことは、彼女が知ることはないし、知らなくていい話だ。

　子供が産まれるまであと数か月、愛する夫に守られて、星の光の名を持つ彼女はやっと自分が安心して輝ける場所を手に入れた。
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　年に一度の祭りの日。

　三日に及ぶ豊穣の祭りであり、アローナ中が賑やかで浮いた気分になる期間ではあるが、それでも忙しい職種の者たちは存在する。

　一年で最大の書き入れ時であるから、飲食店や宿屋を営む者はもちろん、おめかしをする者たちのために、祭りの一ヵ月くらい前から衣料品や装飾品を商う者も忙しい。

　治安の問題から当然騎士も忙しい。祭りの間は普段は平穏なアローナでも揉め事や喧嘩で騒ぎになることが多い。

　そして、当たり前だがそんな者たちにも治療は必要なわけで、そうなると医者や看護師も忙しくなる。

　軍医の元にだけではなく町医者のところにも急病人や怪我人は運ばれてくる。

　屋台で食べ過ぎたと腹痛で担ぎ込まれる者もいれば、酔っ払って転んだと血塗れの足を引きずってくる患者もいる。諍いで喧嘩をやらかしてボコボコになった男が二人まとめて来たりもする。祭りの三日間は、それが朝から晩まで途轍もなく増えるのだ。

　そんなわけで医者や看護師はこの期間は特に重労働であり、祭りに遊びに出るということもなかなか難しい。

　それでも夜も遅くなれば、多少は息のつける時間もできるわけで。










　二日目の祭りの夜。

　宵夜の鐘が鳴ってから随分経って、バカみたいに賑やかだった中央広場の方から聞こえる喧騒や楽器の音もだいぶ落ち着いてきた。

　酔っ払いだの、調子こいて怪我した阿呆だのの治療がようやく全部終わり、さすがにもう今日は来ないだろうとひと息ついて、疲れた首やら腕やらをぐりぐりまわしてほぐしていたジェラルドは、立ち上がって大きく伸びをした。ジェラルドは、本来外科医師である。

　今日はもう寝ていいだろうか、とか独り言ちていたら、ドアに取り付けたベルがチリリリンと鳴って、来客を知らせた。こんな時間までまだ患者が来るか、と若干うんざりした様子で、それでもドアの方へと目を遣ると、診察室の扉のすりガラスの向こうによく知るオレンジの髪が透けて見えた。

　こんこんと申し訳程度のノックが聞こえて、返事をする前に扉が開く。

「せーんせっ！　やっぱいた！」

　明るい声と共に入ってきたのは予想通り、明るい笑顔の女性だった。オレンジ色の髪を首の後ろで束ねて三つ編みにした彼女は、この年頃の女性にしては珍しく膝丈のパンツ姿だ。

「そりゃいるよ。どうしたんだ、ミリアム。またどこか怪我でもしたか？」

　少し疲れた口調で返事をすると、ミリアムと呼ばれた女性はちょっと唇を尖らせた。

「あたしが来たら必ず怪我だと思うの、やめてほしいなあ」

「ぼぼ九割五分くらいまで怪我だろう。間違ってはいないと思うが？」

「あああ、事実なだけに言い返せない！　……だけども今日は違ぁう！　じゃん！」

　自分で効果音をつけながら差し出したのは、いくつもの紙袋や瓶。

「どーせ先生、ろくろく晩ごはんも食べてないでしょ。屋台でいろいろ見繕ってきたからさ、一緒に食べようと思って。あ、お酒もあるよ」

「……あ、喰うの忘れてた」

「やっぱりー。ダメだよ、先生が倒れちゃったらあたしらが困るんだからねー」

　言いながら勝手に診察室の机の上に並べだすミリアム。いくつもの屋台で出ていたのだろう屋台メシや明らかな酒の肴に苦笑して、ジェラルドは礼を言った。

「ああ、すまない。ありがとう。あ、いくらかかかった？」

「そんなの要らないよ」

「いや、だが」

「これは単なるあたしのお節介だし。こんな時くらいしか先生にお礼できないからね。素直に奢られといて」

「礼なんぞ気にしなくていいのに。それが俺の仕事なんだから。だが、まあ、ありがとう。せっかくだからお言葉に甘えて相伴に与ろうか」

　礼を言うジェラルドに、ミリアムが嬉しそうに笑う。

「まあまあ、そんなコトより、食べよ食べよっ。あ、コレすっごく売れてたからきっと美味しいよ。お薦め」

「どれだって？　ああ、でもさすがに酒は呑まんからな。持って帰れ」

「え、先生呑まないの？」

「呑まないの。万が一患者が来たら困るだろうが」

「えー。でも、ブランドン先生は結構呑んでたよー。そんで、こんな時間に来るおまえらが悪い！　って文句言ってた」

「……親父は……」

　はあ、と溜め息をつきながら、ジェラルドは目の前のつまみに手を出した。

　ブランドン・スターチスは、このスターチス治療院を開業した医者だった。アローナの出身だが王都で勉強してきたブランドンはとても腕が良く、この辺の住民はみな彼のところに通っていた。だが医者の不養生を絵に描いたような生活をしていた彼は、五年ほど前にとうとう倒れて帰らぬ人になってしまった。このまま治療院を閉じることになるのだろうと近所の住民は諦めていたのだが、葬儀に来た息子のジェラルドがそのまま治療院を引き継いでくれることになったのだ。

　ジェラルドは子供の頃はアローナに住んでいたが、忙しすぎる父が顧みないことで家を出てしまった母と共に王都の母の実家で育った。それこそ父と同じように王都で勉強して医者をしていたので、アローナに戻ったのは二十年ぶりくらいだという。ミリアムは彼のことをイマイチよく覚えていないが、近所の人たちは立派になって帰ってきたと彼をとても歓迎している。

　当人からしてみたらさぞ気恥ずかしいだろうが、自分のことを覚えていてくれること自体は嬉しいのだろう。なんだかんだですぐ馴染めたことは幸いだった。

　医者も客商売だ。多少の愛想もやはり要るが、昔馴染みの知った人ばかりならそれもそれほど無理にする必要もない。割と早いうちにあまり愛想の良くない本性を出してみても、結局はあっという間に馴染まれてしまい、最初こそ猫を被った営業スマイルがすぐに必要なくなったのは、是幸いというヤツだ。

　父の代から通いで来てくれている、おばあちゃんという年頃の看護師も、そろそろ引退したいのではあるまいかとも思うが、果たして募集を出しても誰か来てくれる宛てなどあるのだろうかというのが彼の最近の気掛かりだった。

　そして、気掛かりといえばもうひとつ。

「ねー、先生、コレ食べて、コレ！　もう一袋買ってくればよかったー。おいしー！」

　妙にテンションの高いミリアムが袋ごと差し出してくるおつまみを一つ摘まんで食べる。

「どれどれ。あー、いい辛味。ちくしょう、酒が呑みたくなるじゃないか」

「あはは、だってコレお酒のつまみだもん。先生も諦めて一緒に呑もうよ。もう患者さんも来ないよ、きっと」

「諦めてってなんだ。来ないならそれに越したことはないだろうが」

「だから、来ないと信じてもう今日は病院閉めればイイじゃん。吞も吞も♪」

「……たく。あー、もういい、そうする」

「やったー♪」

　ジェラルドが立ち上がって脱いだ白衣を椅子の上に放ると、休診の札と施錠をしに玄関に向かう。戻ってきた時には、彼女は自分で持ってきた酒をラッパ飲みしていた。

「……おまえ。いくらなんでもそりゃなくないか？」

「だって、コップが見当たらないし。さすがに治療に使ってるヤツはマズイだろうしさ」

「当たり前だ。しょうがないな、裏に行くぞ。それ全部持ってこい」

「え！　マジ!?　やったー！」

「ナニが『やった』なんだか」

　言いながら、さすがに開けてしまった袋物などはいっぺんに一人で持っていけないので、ジェラルドがお盆代わりに目に付いた紙ばさみの上にいくつか乗せて、残りをミリアムが両手に抱えて持っていく。

　裏というのはジェラルドが生活している母屋だ。母が家を出るまで実家として暮らしていた家だが、今は一人暮らしだ。病院とドア一枚で隔てられているだけだが、家主以外はほとんど誰も出入りすることのない場所だった。

　初めて入り込んだ異空間にわくわくしているのがあからさまに判るミリアムに軽く溜め息を吐きながら、ジェラルドは居間へと彼女を通した。台所でコップやら買い置いたまま開けていない酒瓶やらを持って居間に戻ってくると、ミリアムは靴まで脱いで床に敷いたラグに座り込んでいた。ソファやテーブルもあるのに、何故か床に食糧やつまみが並べられ、すっかり酒盛りの準備ができていて、思わず苦笑する。

「おまえ、呑む気満々だな」

「当ったり前じゃーん。先生が呑むのに付き合ってくれるなんて、そうそうないじゃない。これが呑まずにいられようかってね♪　明日、先生が二日酔いでアタマがんがん言わせながら診療するトコ見て大笑いするんだー♪」

「おいコラおまえ、いい度胸だな。俺に吞み勝つつもりか？」

「だって先生と呑んだことないから知らないもーん」

　けらけら笑うミリアムの隣に座り込んで同じように靴を脱ぐと、ジェラルドはコップに自分の分の酒を注いで、ついでにミリアムの分も注いでやる。

「あ、さすがは先生、イイ酒呑んでんじゃん」

「買っただけで封も切ってなかったけどな。せっかくだから今呑む」

「お相伴に与ります。……うわ、うまー」

「そりゃよかった」

「おかわり」

「いいけど、ちったあ味わって呑めよ。そんな水みたいに吞むな、もったいない」

「みみっちいコト言わないでよ。今日はお祭りだよー」

「俺は遊びに行く暇もないけどな」

「あー、先生かわいそー。だからあたしが遊びに来てあげたんだよー」

「そりゃどうも」

「もっと感謝してよ」

「あー、ウレシイナー。ミリアムはイイ子ダナー」

「全っ然、感情籠もってない」

「はいはい、ありがとうさん」

「まったくありがたみを感じられないー」

　くだらないコトを言い合いながら酒を酌み交わすその光景はとても呑気で平和だ。

「ところで、最近はあんまり怪我してないみたいだが、大丈夫なのか？」

「なんで怪我してないことを大丈夫かって訊かれるかな。大丈夫だから先生のお世話になってないんじゃない」

「そんならいいが、また怪我したらちゃんと来いよ。ヘタに隠して酷くなったらまた怒るからな」

「ハイハイ、判ってるよ、もー」

「反抗期のガキみたいな返事をするなよ。いい年した娘が」

「いい年は余計です！　せっかくのお酒がまずくなるから説教禁止！」

　いーだ、とまさしくガキのような反応を返すミリアムは、確かにいい年をした娘だ。

　以前、怪我したところをこれくらいと甘く見て放っておいたら運悪く膿んでしまい、ジェラルドに怒られたことのある身としては、強く言い返せない。これくらいの反抗がせいぜいだった。

「もう先生に診てもらった怪我はぜーんぶ綺麗に治ってるよ。さーすがは名医、スゴいねー」

「大袈裟。人間の治癒力はすごいんだ、今まで程度の傷ならそれは全部おまえの力。俺はそれをちょっと手伝っただけ」

「またまたー、ご謙遜。あらかたはそうかもしれないけど、でもココの怪我は間違いなく先生のおかげだし。アレはヤバかったよねー。もーちょっとであたし、今頃お墓の下だった」

「縁起でもないコト言ってんじゃねえ」

　右脇を擦るミリアムの手の下には、かつてジェラルドが手術をした場所があった。ジェラルドがアローナに来て初めて行った大きな手術だった。

　ミリアムの家は大工だ。父と兄、そして何人かを雇って仕事をしている。そしてミリアムも大工の仕事をしている。

　四年ほど前、仕事中に誤って梁から落ち、運悪くそこに立てかけられていた折れた木材の端がミリアムの脇腹に刺さった。大量出血と深くえぐられた傷は一時ミリアムの命を危ぶんだが、幸いにも手当てが早く、身体に多少の傷は残ったものの健康に支障がない程度にはしっかり回復した。

　その時に執刀、治療をした医師がジェラルドで、外科的処置をするには設備が充分ではないこの治療院でも、無事見事に手術を成功させた。その後、入院設備がないため砦に併設されている病院に運ばれ入院したが、あの時点で彼が治療をしていなかったらたぶん間に合わなかっただろうと軍医には言われていた。

　仕事柄怪我の多いミリアムだが、その時の怪我を境に、ジェラルドを慕って懐いている。

「あれからしばらくは、父さんに高いトコ登るの禁止されちゃったしなあ。さすがにもう今は屋根の上でも上がってるけど。いやもう、あの頃は父さんと兄ちゃんがうるさくて大変だった」

「当たり前だろう。可愛い一人娘がそんな大怪我して心配しない親がいるか。おまえの兄貴もそもそも過保護だし」

「ホントにね。あたしもう二十七なのにね。いくつまで心配するつもりだろ」

「そりゃ、ずーっとだろ」

「うええ。いい加減いいのに。父さんはまだしも、兄ちゃんもそろそろあたしのことはほっといて早くエリーと結婚すればいいのに。いい加減向こうも待ってるでしょ」

「可愛い妹がいつまでも心配なんだろうよ」

「兄ちゃん、今年のお祭りこそプロポーズしてるよねえ？　ホントにそろそろ申し込まないと、エリーに振られちゃうよ？」

「さてな。こないだ、おまえが心配すぎて嫁もなかなかもらえないとかぼやいてはいたけどな」

「はあ!?　自分のヘタレさをヒトのせいにするなよなあ！」

　ひと声吠えてコップの酒を一気にあおるミリアムに、ジェラルドはちびちび酒を舐めながら言った。

「おまえが結婚すれば、兄貴も安心して嫁さんもらえるんだろ」

　途端に、驚いたように目を見開いてから、ミリアムは笑い飛ばした。

「ナニ言ってんのよ、先生。あたしが嫁に行けない理由なんか知ってんでしょ」

「おまえが行けないって思い込んでる理由なら知ってるけどな」

　え、と次の言葉が出てこないミリアムに、ジェラルドがつぶやくように、だがはっきりと言った。

「くだらない理由だ」

　たん！　と、ミリアムがコップを床に叩きつけるように置いた。

　その目にはさっきまでの楽しさはなく。

　ミリアムはじろりと目の前の医師を睨みつけた。
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「……くだらない？」

「ああ、くだらないな」

　明らかに機嫌を損ねた低い声で問うミリアムの様子もまったく気にすることなく、平然とジェラルドが答える。

「……なんでそんなこと言うの。あたしがそれでどんだけ苦しんだか」

「おまえが苦しんだことをくだらないと言ってるわけじゃない。おまえがこだわっている理由がくだらないと言っている」

「一緒だよ！」

「全然一緒じゃない」

　食って掛かろうとするミリアムの怒りに満ちたカオを平然と見て、ジェラルドは言った。






「おまえが処女じゃないということが結婚できないという理由なのがくだらないと言っている」






　それは、ミリアムが子供の頃。

　かれこれ十五年も前のこと。十二歳になったばかりの冬だった。

　ミリアムは、近くの雑木林の中で、知らない男に凌辱された、らしい。

　らしいというのは、自分ではまったく覚えていないからだ。犯人の姿すらぼんやりとも覚えていない。

　一人で林の中をうろついていたのは覚えている。しばらくして誰かが近づいてきたことは判っていたが、気にしていなかった。だがその後、ミリアムは突然の衝撃と共に気を失った。次に目を覚ました時には、家のベッドで寝ていて、枕元で母が泣いていて、父と兄が沈痛なカオでうつむいていた。そして、その時にはまだ生きていた祖母が難しいカオをして、『もうこの子は嫁には行けん』と言っていた。

　なんだか大事なところがすごく痛くて、でもなんだかすごく眠くて、鎮痛剤が効いているから眠いんだとかなんとか言われて、ぼんやりしたアタマでずっと祖母の言葉が響いていた。

　そうか、あたしはもうお嫁さんにはなれないのかと思った覚えがある。

　遊びに行ったきり夕方になっても帰ってこないミリアムを心配した兄が捜しにきて、林の中に無残な姿で倒れていた妹を見つけたという。四つ年上の兄は、妹の惨状を見てなにがあったのかすぐに理解して蒼白になり、そして自分の上着でボロボロになった妹の服や身体の様子を隠して連れ帰ってくれた。そして、密かに呼ばれて治療を施してくれたのがブランドン医師だった。

　犯人は捕まっていない。そもそも被害届も出していなかった。

　性被害はアローナの女性にとって最も忌避すべき犯罪であった。結婚するまで純潔を当然とするアローナの女性にとって、世間にバレることは死ぬより辛いことである。他人に発見されるなどの表沙汰にならない限り、ほとんどそれは隠匿される方向にあった。

　ジェラルドがそれを知っているのは、彼女のカルテに書かれていたからだ。四年前の手術の折り、既往症などの確認のためずっと以前の分まで遡って読んで知ったのだった。

　アローナの女性の結婚の平均年齢は早く、二十代前半だ。遅くとも大抵は三十歳前に結婚し、それを過ぎると訳アリだと思われる。なにか理由がない限り結婚しないという選択は、女性にはない。

　ミリアムは現在二十七歳で、もう数年したら訳アリ呼ばわりされる年だ。

　男勝りに仕事をし、今は仕事が楽しいからと言い続けて、結婚しない理由を詮索する近所のおばちゃんたちをごまかしていたらもうこの年になっていた。

　しょっちゅう喧嘩している兄が、その一方でものすごく妹を心配するようになったのは、あの事件からだ。自分が覚えていない無残な姿を目の当たりにした兄にとって、トラウマじみた記憶になっているのではないかと申し訳なく思っているが、さすがにそれを面と向かって言えるものではなかった。

　処女かどうかなど言わなければ判らないだろうし、事件のことを隠して結婚してしまえばそれまでだろう。それでも、彼女の中で祖母の言葉がずっとアタマから離れない。

『もうこの子は嫁には行けん』、という言葉は、半ば呪いじみた枷として年頃の娘から恋心を遠ざけた。










　そんな事情をすべて知っていて、それでもなおくだらないなどと言うジェラルドに腹を立てるミリアムだが、彼女の主治医はまったく意に介さない。

「俺は昔から、アローナのその風習が気に食わなかったんだ。なんでわざわざヒトを縛るようなことを言うのかが判らなかった」

「……え？」

　意味が判らなくて難しいカオをしているミリアムだが、ジェラルドは構わず続ける。

「風習自体はよくあるものだろう。昔から伝えられたものだ、それなりに尊重するのはいいことだと俺だって思う。風習というものはその土地の人間が平穏に暮らせるための戒めやしきたりみたいなもんだ。だが、それで今の人間が幸せになれないのならばそれを尊重する意味なんてない。その風習から外れたら幸せになっちゃいけないなんて誰が決めた？　尊重するのはいい。だが、それに縛られるのはおかしい。風習に強制力があっちゃいけないんだ。ミリアム、おまえは今、いや、ずっと風習に縛られてる。そんな風習があるから自分は結婚できないと信じているが、俺に言わせればなんでそんなことで結婚できないと言っているのか理解できない」

　ジェラルドは真顔で言う。ミリアムは戸惑ってつぶやいた。

「……そんなことって」

「そんなことだ。おまえはアローナしか知らないからそれを当然として生きてきただろうが、俺みたいに王都や、少しでも余所で暮らしたことのある人間にはそれだけが事実じゃない。結婚前提じゃなくたって付き合っている恋人同士なら身体の関係があったって不思議じゃないし、その男と別れて違う男と付き合ったって別に咎められるわけでもない。だからもちろん処女でなければ嫁に行けないなんてことはない。おまえみたいに不幸な目に遭った女性だってそりゃいるだろうし、それを大っぴらにするようなことはさすがにないだろうが、それでもう一生恋も結婚も諦めると決めきってしまう女性はあまりいないと思う」

　ジェラルドは酒のコップを一度あおってから続ける。

「だいたい、結婚が女性の幸せのすべてというワケではないし、結婚せず仕事に生きる女性だっているだろう。現に王都にはそういう女性もいるし俺の母だってそうだ。だが、それだってアローナの風習からしたら外れるもので変わり者扱いされる。もちろん夫以外の男しか知らないってこと自体は美しくも慎ましい女性の在り方だとは思うが、それを絶対とするのがおかしいというんだ。本来、いつ結婚しようが誰とどんな付き合いをしようが、処女だろうが何人男を知っていようが、そんなもの世間には関係のない話だろう。なんでそんな個人的なコトを風習に振り回されなきゃいけないんだ」

　もしかして、彼は酔っ払っているのだろうかと思えるほど饒舌に、ジェラルドは言い続けた。酔いを勢いにして、ずっと思っていた不満を口にしたのだろう。

　ミリアムは、とうとうと語るジェラルドの言葉に呆然と聞き入って、そして固まっていた。

　自分が恋をしない、ひいては結婚しない理由を、彼がこんなふうに考えていたなんて思わなかった。

　こんな考え方があるなんて知らなかった。

　より正確に言うのなら、まったく知らないわけではなかった。だが、それは自分には関係ない余所の話だと思っていた。

　大工としていろんな人たちと関わり知り合った中には、他の土地からアローナに移り住んだ人や、逆に勉強や仕事の関係で他の土地に行って帰ってきた人もいる。そんな人たちから酒の肴にそんなあからさまな話を聞いたりもしたことはあったから。

　けれど、それはどこまで行っても余所の街の話であり、自分には関係ないことだった。

　まだ恋もよく知らない頃に祖母に『もう結婚できない』と刷り込まれた。風習を知って、納得してしまった。だから自分は結婚できないんだ、そう思い込んでしまったら、余所がどうだろうと、自分にも適用される話ではないと思い込んでいた。

　なにより、その余所の土地の人たちは自分の意思で身体の関係を持つことを選んだのだから、そこは結婚前提で行為をするアローナの恋人たちと同じだ。だが、自分の選択ではなく処女を奪われた自分には、その選択肢が与えられているなんて思っていなかった。

　ミリアムがアローナから出るという発想がない以上、その風習は当然にあるものであって、そもそも否定できるものとすら思っていなかった。

　田舎の刷り込みなんてそんなものだ。どこまで行っても、『そういうもの』だからだ。

　だから、こんなに正面切って否定されたことにアタマが追いついていなかった。

「そもそも、なんでその風習が女性にだけ適用されるものなのかも判らん。そんな言い草が通るんなら、男だって結婚するまで童貞を貫けとかいう風習があったっていいのに、そんな言い伝えは過去を遡ってもどこの土地でだって、少なくとも俺は一度も聞いたことがない。嫁が他のオトコを知ってるのが気に入らないとか前の恋人と比べられるのがイヤだとか、そういう男がつくり上げた勝手な言い草ってだけとしか思えん。その上、この風習は起源自体もはっきり判ってない、いつから言い出したかもよく判らないものだ。そんなものに振り回されておまえが結婚できないとかおかしすぎる。本当に男に興味がないとか結婚したい気がないというのなら別だが、そうじゃないだろう？」

「……それは」

　突き詰められて、ぽろりと口から零れ出た言葉に自分自身が慌てた。

「う、あ、えっと、その、でも」

　動揺のあまりまともな言葉が出てこないミリアムに、ジェラルドは淡々と言う。

「別に隠すことはない。俺が知ってるおまえの友達だってもう全員結婚した。子供がいる子もいる。羨ましいと思わないほど冷めているわけでもないだろう。それに、結婚は無理だと思っていたって、好きな男がいること自体は別におかしくもない」

　それから、すっかりおとなしくなってしまったミリアムを一度見遣って、ジェラルドは酒のコップをあおった。

「俺に言わせれば、おまえは真面目すぎる。そんな風習、適当に良いように聞き流してるヤツなんてたくさんいるだろうに。元々は『結婚するまでは処女』のはずだったのに、気付けば『結婚する男とならいい』になってる。結婚前提って言い訳で、最近は結局結婚前にヤってる恋人同士ばっかりだろう。宵祭りで結婚を決めた恋人同士で結婚前にしなかったヤツらなんてどれだけいるかってくらいだ。その時点で風習なんか既に反故になってる。この三日間の祭りで、一体どれだけのヤツらがそういう行為に及んでるのかと思うと、自分だけ無理してるのが阿呆くさくならないか？」

　つい余計な想像をしてしまったのかミリアムはわずかにカオを染めた。それからふっと、力が抜けたようなカオでジェラルドをしばらく見てから、不意に膝を抱えてそこにカオを埋める。

　そして、ぼそりと微かにつぶやいた。

「…………先生が、いじわるだ」

「なんで」

「なんでヒトの気持ちを暴くの。せっかく諦めてるのに、まだ望みがあるから諦めるなみたいな言い方されたって、無理なものは無理だよ」

「ナニが無理だ。当たってもないのに自主的に砕けてんじゃねえ」

「父さんも母さんも、あたしは結婚できないから手に職って大工の仕事を仕込んでくれた。兄ちゃんは女がそんな仕事ってカオしかめてたけど、それでも家族に守られてるのは判ってたから、結婚して喜んでもらうのは無理でも、仕事で家族に安心してもらえるならってがんばったのに」

「ああ、がんばってたな」

「それなのに、先生はそれが間違いだって言うの？」

「おまえがそれを選んだこと自体を否定する気なんてない。結婚を諦める必要はないと言っているだけだ。今までだって、全然縁がなかったわけじゃないんだろう？」

「……全然では、ないけど……。でも、そんな話が出そうになると逃げてたから……。父さんのトコに話があっても、知らないうちに断られてたり。結婚しない前提で話が全部なくなってたから」

「それはそれで酷いな。娘の幸せを親も潰してたのか」

「父さんたちを悪く言わないで。だって、あたしは『結婚できない子』だもの」

「だから、そんなもん言わなきゃ判らないだろうってんだよ。じゃあナニか、いちいちこの子は処女ですかとか、この子は違うので結婚できませんとか、そんなコト確認しないと結婚が決められない程度の男しかアローナにはいないのかっていうんだ。本当に好きならそんなこと関係ないだろう」

「そんなこと、あたしに怒らないでよ！」

「そうだな、すまん」

　やっとミリアムが声を上げると、ジェラルドがあっさりと詫びた。それでまたすとんとミリアムの力が抜ける。しばらくの沈黙のあと、ミリアムがぼそりと言った。

「…………それなら、先生だってじゃん」

「ああ？」

「先生だって、お嫁さんもらわないじゃん。あたしよりいくつ上よ？　別に結婚したくないわけじゃないんでしょ。なんでしないのよ？」

「別に男は年齢制限があるわけじゃない」

「それ理由になってないじゃん」

「したくても相手にその気がなきゃ、結婚なんてできないだろ」

「そうなの？」

「そうなの」

「先生、かわいそう」

「同情するなら少しは考えろ」

「ナニを」

「結婚」

「ダレと」

「俺と」

「ダレが」

「おまえが」

「ナニを」

「だから、結婚」

「……………………はい？」

　ものすごくアタマの悪いやり取りをしたあと、ミリアムは今度こそ呼吸が止まって固まった。
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　衝撃発言に固まっているミリアムを放置して、再び手酌で呑み出したジェラルドが一杯を呑み干した辺りで、ようやく彼女の金縛りが解けた。

「……先生、ナニ言ってるの？」

「やっと動いたと思ったらソレか」

「いや、だってさ。おかしいじゃん」

「ナニが」

「それじゃまるで、先生があたしのコト好きみたいじゃん」

「それのナニがおかしい？」

「いや、有り得んやん」

「なんで」

「だって！　先生があたしのコト好きとか有り得んやん！」

「だから、なんで有り得ないんだ」

「こんなガサツでやかましい酒ガンガン呑むような女、先生みたいなイケメンのインテリが好きになるとか有り得なくない!?」

「ああ、おまえみたいな元気で陽気で気風の良いおおらかな女を、俺みたいな不愛想で陰気で理屈っぽい小煩い男が惚れるのはおかしいって？」

「んなコト言ってない！　そんで、不愛想で陰気だと思ったコトはない！」

「理屈っぽくて小煩いってのは否定しないんだな」

「それはちょっと思ってる」

「おいコラ」

　ツッコんでおいて、ジェラルドが言う。

「で、その俺がおまえに惚れてるとして、なにかおかしいのか？」

「なにかって……でも、だって……」

「ああ？　はっきり言え」

「嘘でしょ？」

「阿呆か」

　一刀両断したジェラルドが、おもむろに手を伸ばしてミリアムの顎を捕まえると、いきなりくちづけた。驚きのあまりにまた固まったミリアムが、離れた途端につぶやく。
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「……マジ？」

「これでもまだ信じないか？」

「…………いえ」

　呆けた口調で答えるミリアムがおもしろかったらしい、ジェラルドが不意に笑う。途端に、ミリアムがぼぼぼっと赤くなった。

「……せんせーが、わらった……」

「そりゃ、俺だって嬉しかったら笑うが」

「嬉しい？」

「好きな女にいきなりキスして嫌がられなかったら嬉しいんじゃないか？　普通は」

「…………そう、ですか……」

「なんでいきなり敬語？」

　どう見ても全然アタマがまわっていないミリアムに、ジェラルドが苦笑する。

　これはもう少し脳内が落ち着かないとまともに話ができそうもないと踏んだジェラルドは、ミリアムを少し放っておくことにして、再び手酌で酒を吞みつつ、つまみに手を出す。

　それをぼーっと見物していたミリアムは、しばらくしてようやく口を開いた。

「…………本当に本当？　信じていいの？」

「俺、そんなに信用ない？」

「信じてるよ！　先生以上に信用してる人いないよ！」

「それはありがとう。なら、俺の気持ちも素直に信じて？」

「…………でもぉ」

「まだ言うか。なら、もう一度キスしようか？」

「っ！　えっと、いや、その！」

「イヤ？」

「…………イヤじゃ、ない」

「それは嬉しい」

　言いながら、今度は不意打ち気味にではなく手を伸ばして、一度直近まぢかでミリアムの瞳を覗き込んでからくちづけた。ゆっくりと、味わうように、確かめるように合わせられる唇が熱くて、ミリアムは気が遠くなるような感覚に陥る。

　それがまたゆっくりと離されると、今度こそ優しく緩んだジェラルドの瞳がミリアムを覗き込む。

「少しは信じられた？」

「…………まだ信じらんないって言ったら？」

「またしよう」

　楽しげに言ってから、また唇が合わさる。信じられないのではなく、してほしいのだと判ったから。

　今度は舌が侵入して、より一層深いものになった。怖じ気づくミリアムの舌を強引に絡ませて、気持ちまでこっちに向けと言われているようで、ミリアムは恥ずかしさと嬉しさに舞い上がる。

　息が上がった頃、ようやく離された唇が更に告げた。

「もう観念しろ。おまえが俺のコト、ずっと好きだったのは知ってる」

「……え」

　へろへろになって、気付けばジェラルドの胸に縋っていたミリアムは、思ってもみなかったことを言われて呻いた。

「がんばって隠してたけどな、おまえの好意に気付かないほど鈍かない。ただ、同時におまえの悩みも知ってたから敢えてつつかなかった。少しでもそんな気になってくれたら言おうと思っていたが、こんだけ待っても一向にそんな気にならなさそうだったからな。もうそろそろ我慢する気もなくなってきた」

　我慢、とつぶやくミリアムのカオが赤い。

「我慢、してた？」

「そりゃしてたさ。それなのに、よりによって祭りの夜中におまえが来るから。まして、自宅に連れ込んだのに警戒もなんにもなく、やったーとか、一人暮らしの男の家に自ら突貫してきてナニもないと思うほど、俺がおまえの中で安全な男だと思われてるのも少々癪だったしな。もういいかと思って手を出してみたわけだが」

　あの時の、ナニがやったなんだか、という言葉の裏にそんな思いがあったなんて知らなかった。

　ミリアムはカオの火照りを収められない。

　むしろ、先生の中で自分はそんな対象にならないから構わないのだろうという、それは若干哀しくも自虐的な思いであったというのに。

「…………ごめんなさい」

「謝るなら前向きに考えろ。つか、もう素直になって、ついでに俺の嫁になれ」

「え、でも」

「なにがでもだ。なにか断る理由があるか？」

「え、いや、ない、と思うけど、でも」

「だから、ないならなんで〝でも〟なんだ。おまえが俺んトコに来るのに躊躇う理由が処女の件以外に他になにかあるのか？　あるなら言ってみろ。全部論破してやる」

「ええええ」

　ミリアムが困ったように唸る。

「……先生が、なんかやたら強引だ……」

「当たり前だ、この期に及んで引いてどうする。ここまで言ったからにはもう攻め込む以外の選択肢はない」

　言い切ってから、ジェラルドはミリアムのカオを覗き込んだ。

「ミリアム、愛してる」

　ミリアムは、息が止まった。

　何度、夢見ただろう。そして、何度、諦めただろう。好きになった人に好きだと言われる未来を。

　でもそれは自分には無理なのだからと、万が一、億が一、言われたとしても、処女でないことを理由に断らなければならないものだと思っていた。

　なのに、全部知っている人が、全部知っているのに言ってくれた。

　全部論破してやるから、なんでも構わないから嫁に来いと、そう言ってくれた。

　素直になれと。自分のところに来いと。

　もう、好きだと言っていいのだと。

　気付けばぼろぼろと涙を零していて、ジェラルドが優しい笑顔でアタマをぽんぽんとしてくれた。それがまた嬉しくて涙が止まらない。

「………………すき。先生が、すき」

「俺の嫁になってくれる？」

「なる」

「よし」

　確認作業のようなやり取りがおかしかったらしい、ジェラルドが笑った。

　そのままアタマを引き寄せられてもたれかかると、再び今度は頬に軽くくちづけを落とされた。甘い仕草が気恥ずかしいけど嬉しい。

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、ミリアムがつぶやいた。

「……しまったなあ」

「ナニが」

「フィタがないの。つくってすらないから先生にあげるフィタがない」

「ああ、そんなことか」

　そりゃ、ついさっきまで叶うと思っていなかった恋に捧げるアイテムがあるわけがない。

「くれる気があるなら、つくって持って来てくれりゃいい。別になくたって俺の気持ちが変わるわけじゃないが、おまえが贈ってくれるものならつけるし」

「ホントにつくったら受け取ってくれる？　たぶん下手だよ？」

「そーいうのは気持ちだろ。どうせ結婚するまでの腕輪の代わりなんだから」

「判った、ならつくって持ってくる」

「楽しみにしてる」

　言ってから、ああ、とジェラルドがつぶやいた。

「じゃあ、俺からも花をやらないとな」

「え、くれるの？」

　女性からはフィタを、男性からは花を。

　風習なんてと言う割に、ミリアムがフィタをくれると言ったからだろうか、そんなことを言い出したジェラルドにミリアムが訊き返した。

「ああ。つっても、おまえにやる花は生花じゃないんだが」

　にっ、と、ジェラルドが笑む。

「おまえにスターチスって花をやる。だから、これからその名前を名乗ればいい。ちなみに花言葉は誠実とか変わらぬ愛だそうだ」

　南の方が原産地だというその花は、ジェラルドの家名で。

　その花の名を名乗るということは彼の名字を名乗るというコトで。

　それはまさしくプロポーズということだ。

　泣き笑いのような笑みで、ミリアムは言った。

「先生、気障ぁ」

　自分でもそう思っていたのだろう、ちょっと照れくさそうに笑ってから、ついでのように付け加えた。

「ちなみに、親父も母さんを口説いた時同じことを言ったらしい」

「え、それ踏襲していいの？　お母さん、ご実家に帰っちゃったんでしょ」

「でも、結局親父も母さんも死ぬまでお互いを想ってた」

「え、そうなの？」

　うなずいたジェラルドは、ふっと遠い目をした。

「親父は死ぬまで帰ってこいと母さんに手紙を送り続けてたし、母さんは他の男に嫁がせようとする祖父母の言うことを頑として聞き入れなかった。親父の訃報を聞いた時、母さんは哀れなくらい憔悴して泣き崩れてて、そんなになるほど悲しかったんなら、なんで帰らなかったんだろうと思ったな」

　ミリアムは、見覚えのないジェラルドの母を思う。そして、ふっとその思いを馳せる。

「お母さんは、ブランドン先生が迎えに来てくれるのを待ってたんだね、きっと。意地になってて自分から帰ることはできなくても、迎えに来てくれたらすぐにでも帰りたかったんじゃないのかな」

「俺もそう思う。でも、ここに来て判った。親父は、迎えに行きたくても行けなかったんじゃないかな。なにしろ王都は遠すぎる。馬車で往復しても平気で半月はかかるのに、その間、患者をどうすると思ったら行くに行けなかったんだろう。たぶん、そういう理由ならここの人たちは行ってこいって快く送り出してくれたんだろうと思う。だけど、医者としてそれを良しとはできなかったんだろう。なにしろ、腕は良くてもバカだから。仕事バカ」

「ああ、なるほど。判る気がする」

　ずっと世話になっていたミリアムには判る。

　ブランドン先生は子供の目から見ていても忙しすぎだった。

　病院に休診日はあってないようなものだった。休診の札が出ていても、夜中であっても、急患となると当たり前のように病院の扉を開いたし、呼ばれれば往診に走った。

　自分が体調を崩しても診療を終わらせてからぶっ倒れた。

　自分が動けるうちは大丈夫と言っていたら、動けなくなった途端に逝ってしまった。

　極端すぎる人生を、みんなが惜しんだ。だからもっと頼ってくれれば良かったのにと。

　世話をしてくれる人を雇うなり嫁をもらえばと言われたがずっと断り続けた。

　本当は妻に戻ってきてほしかったのだろうと今なら判る。そんなヒトをつくってしまったら、妻の帰ってくる場所がなくなってしまうからと思っていたのだろう。

　それならそれで素直に迎えに行けばよかったのにそれもできず、だからといって他人に頼ることも良しとしなかったブランドン先生は、果たして幸せだったのだろうかと、今更ながら思ってしまう。

「俺も、親父と同じ傾向にあるコトは自覚してる。でも、俺は親父みたいになる気はない。ちゃんと嫁さんを死ぬまで傍で愛したい。俺の傍にずっといてほしいんだ、ミリアム」

　ジェラルドは父を偲びながらも否定する。父のようにはなるまいと。

　果たして本当にそうならないかはまだ判らない。それでも妻をできる限り大切にしたいという想いを感じて、ミリアムは微笑んでうなずいた。嬉しくて、でも気恥ずかしくて、だからついちょっと茶化してみる。

「まあ、あたしなら喧嘩して実家に帰ってもすぐ近くだしねー」

「いやまあそれはそうだが、それを言っちゃおしまいだろう」

　苦笑するジェラルドに、ミリアムが笑いながら見上げる。

「迎えに来てくれる？」

「当たり前だ。……だが、まずそうならないように努力する」

　当然の言葉に、ミリアムがくすくす笑いながら、甘えるようにすり寄った。
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　ジェラルドが、ミリアムを抱き寄せる。

　優しくも甘い雰囲気は、当たり前だが今まで彼から感じたことがなくて、どきどきする。

　そんなジェラルドだって、こんなしおらしく可愛らしく彼に甘えるミリアムを今まで知らなくて、つい鼓動が速くなる。

　酒盛りのはずだったのに、気付けば二人の間にはすっかり隙間がなくなっていた。

　近くに、もっと近くにと、ミリアムは胡坐をかいたジェラルドの足の上に横座りで収まってくちづけを受けている。

　優しいキスはやがて深くなる。求め合う。

　身体が熱くなる。

　ただくちづけ合うだけでは足りなくなる。

　恋心をずっと封印してきたミリアムにそんな経験があるわけもなく、触れ合うだけのキスすら今日が初めてなのにどうにかできるわけもなく。ただひたすら与えられる熱に浮かされ、翻弄される。

　物語に出てくるキスは、恋人に与えられる幸せの象徴のようだった。

　だけど、現実のキスはただ幸せというだけでなく、更に知らない感情と欲を湧き上がらせるものだった。

　じんわりと、大事なところがヘンなふうに熱くなる。

　それがどういうことか判らないほど子供ではない。知るのを忌避する気持ちもなくはなかったけれど、自分にナニが起こったのかを見て見ぬふりするのにも限界があったから、一応の知識も得た。

　それでも、この行為を自分が経験することはないと思っていたのに。

　キスは嬉しい。いくらでもしたい、してほしい。好きな人に抱き締められ、くちづけられている、その事実に身体は正直に反応している。そして、それだけで終わりたくないと身体が反応することがあまりにも恥ずかしくて、そしてそんな自分を現金だと思う。

　ふと、お尻の下のジェラルドの足の間、骨以外に感じる硬い感触に気付いてしまうと、ミリアムはものすごく恥ずかしくなって……そして同時にとても嬉しくなる。

　ちゃんと、ジェラルドが自分に欲情してくれているのが判ってしまった。

　こんな女らしくないガサツな女でも、ちゃんとそんな気になってくれているのだと。

　同時に怖いとも思う。

　あの時の記憶はまったくない。でも、忘れているだけでなかったわけではない。不意の行為がそれを思い出させないという保証はない。思わずジェラルドを拒否してしまわないかと怖れる。

　そして、それをジェラルドが怒ったり幻滅したりするんじゃないかと、それが一番怖い。

　そんなことはないとアタマでは判っている。でも、せっかく好きになってもらえた好きな人を落胆させたくない。幸せなはずの行為を自分のせいで失敗に終わらせたくない。そう思うと、怖じ気づく。

　身体は熱くなっているのに気持ちが追いつかなくて、どうしたらいいのか判らない。

　ジェラルドだって、こんなになっている以上したくないわけがない。それでも、応えるのが怖い。

　ふと、ジェラルドが身体を離した。苦笑と共に言う。

「この辺にしとこう。これ以上は持つ気がしない」

「え……」

　思わずジェラルドを見ると、彼は困ったように微笑んだ。

「そんな残念そうなカオすんな。キス、そんなに気持ち良かった？　でも、そろそろ俺も紳士的に振る舞うには限界ってもんがあってな」

　かっ、とカオが赤くなるのが判る。自分はそんなに物欲しそうなカオになっていたのだろうか。

　そして、持たないという言葉に、ジェラルドが今その行為をしないと言っているのだと判って。

　身体はしたいのにしないというのは、その気がないというのとは違うワケで。

「……したく、ない？」

「したいに決まってんだろ。俺だって男だぞ。でも、おまえがするの怖いって判ってるのにこれ以上手なんか出せるか」

「……え」

　思わず目を丸くする。するのが怖いと思っていても、いざしないと言われたら驚いてしまった。それでもきっとするのではないのかと自分が思っていたことに気付いて狼狽える。

　目を瞠るミリアムのカオに苦笑してから、ジェラルドは彼女の頬に掌を当てた。

「なんてカオしてんだよ。これは風習の踏襲じゃなくて、おまえの気持ちを待つってコトな。恋も結婚もできないって思ってた女をいきなりこっち向かせたんだ、性行為の心の準備なんざ、できてるわけないことくらい判ってる。そこまで急かせる気はない。安心しろ」

　我慢、してくれるのか。ミリアムのためにその気持ちを慮って、したい気持ちを抑えてくれるというのか。お尻の下の、彼の股間のモノはしっかり硬いままだ。それでも、ミリアムの気持ちを優先してくれるのか。

　怖い。確かに怖いけど。でも。

　ジェラルドは優しい。口調は少し雑だけれど、ミリアムを大切に扱ってくれる、その気持ちがありありと判って、それがとてもとても嬉しい。

　今一番怖いのはジェラルドに嫌われることだ。せっかく成就した想いを失うのは怖すぎる。

　でも。多少のことがあったって、ジェラルドならば理解してくれると信じられた。怖いコトを怖いと言ったって、怒ったり嫌ったりしないに違いない。

　それよりも、もっと一緒にいたい、もっと近づきたいと思った。

　だから。

「…………いいよ」

「ん？」

「心の準備、できたから」

　不意に、蚊の鳴くような小さな声で、それでも必死に言った言葉をジェラルドはちゃんと聞いてくれて、そしてわずかな逡巡のあと、応えた。

「…………無理、しなくていいんだぞ？」

「無理、したいの」

　自分の言っていることが恥ずかしくてじわじわ赤くなっていくのが判る。それでも。

「今日しなくたって、それこそ結婚初夜までだって待つぞ？」

「待たなくていい。怖いけど」

「怖いのなら今日じゃなくたって」

「今日がいい。怖いけど、でも、今日このまま、先生のものになりたい。……ダメ？」

　羞恥のあまり真っ赤なカオで、潤んだ瞳で見上げるミリアムは、それがどれだけジェラルドを煽っているのかなんてたぶん全然気付いていない。

　ようやく手に入れた惚れた女にこんなふうに乞われて、それでも我慢できる男がいたらお目にかかりたい、なんてジェラルドが内心で自分を嗤っているなんて欠片も思っていなかった。代わりに彼が口にしたのはもう少し理性的な言葉で。

「……せっかくのヒトの必死の我慢を無下にしやがって」

「ごめんなさい」

「謝るな。……本当に、いいのか？　怖いんだろ？」

「怖い、けど、先生、怖いって言っても許してくれるでしょ」

「そりゃ許すも許さないも、しょうがないだろう。でも、始めたらさすがにやめられないぞ」

「うん、だから、怖くてもいい。怖かったら怖いって先生にしがみつくから」

「なるほど、判らん。判らんが、まあ、いい……のか？　だが、うーん？」

「考えなくていいから。ほら、先生、そういうトコは考えなくていいからね」

「ああ、そーいうところが理屈っぽいって？　阿呆。おまえの心配をしてるんだろうが」

「判ってるよ。判ってるけど、ここは理屈じゃなくて感情を優先すべきかと」

「だったら、俺はおまえを怖がらせたくない」

「そんなの、最初の一回は、いつまで待ったって怖いに決まってるでしょ」

「…………そりゃそうか」

　ようやく納得したのか、ふっと力が抜けた様子のジェラルドは、それでもやっぱり訊いてきた。

「……本当の本当に、いいのか？」

　だから、ミリアムももう一度答えた。

「うん」

「判った。……しかし、ヘンなところで思い切りがいいな、おまえは」

　つい感心したジェラルドに、ミリアムは笑んだ。

「いいわけないじゃない。……先生だから、いいって思えるんだよ」

　思わず息を呑んで、ジェラルドは口元を空いている方の手で覆った。

「まったく、おまえは。……判った。怖いのを忘れるくらい、夢中にさせてやる」










　初めて母屋にお邪魔して、寝室にまで入ることになるなんて思わなかった、とミリアムが笑った。

　ジェラルドにばんざーい、とシャツを脱がされてミリアムがベッドに横になると、ふと気付いたカオでジェラルドが苦笑する。

「あー……すまん、こないだの休みにシーツ洗ったっきりで」

　清潔さを気にしたらしいジェラルドに、ミリアムは首を振る。

「いい。先生の匂いがするの、安心する」

「それは、喜んでいいのか気にした方がいいのか」

「安心するって言ってるのに。……怖いのが、ちょっと落ち着く」

「落ち着かれるのも若干複雑だが。でも、まあ、そんならいいか」

　ゆるゆると、あちこちを唇で触れられる。怖がらせないように、急がないように。乱暴にならないように、優しく、丁寧に。そんなジェラルドの気持ちが透けて見えるような触り方が、恥ずかしいけれど嬉しい。

　体力仕事のミリアムの身体は、それなりに筋肉が付いているのに柔らかく弾力があって張りがある。そしてとても綺麗だった。

　震えるようにびくびくと反応する。甘い声が上がる。自分にそんな声が出せるなんて思っていなかった。ナニをされてもどんな声を上げても恥ずかしい。

　こんな自分でジェラルドが本当に満足してくれるのかと、ふと心配になってきた時、不意に足に、熱を帯びる彼の下半身が触れた。さっき居間でも触ったソレがやっぱりちゃんと反応してくれていることを、思わず確認したくなる。

「……せんせ、あたしで、ちゃんとその気になってくれてる……？」

「そりゃ、ヤる気満々だが。惚れた女のこんな綺麗な身体を見て反応しないとかないだろ」

　わざとあからさまな言い方をされ、一瞬にして真っ赤になったミリアムは戸惑う。

「でも、せんせ、何度も怪我の治療で、あたしの身体くらい見てるのに」

「治療の時にそんな目で見てるワケないだろう。それはそれ、コレはコレ。医者ってのはそういう切り換えができるものだし、できなきゃいけない」

「そういうもの？」

「そういうもの。だいたい、治療中に欲情してちゃ、仕事にならんだろうが」

「そりゃそうだけど」

「そんなこと気にしてないで、俺に触られてろ。ほら、この通り、しっかりその気になってんだから」

　おもむろにジェラルドがミリアムの手を捕まえる。ナニかと思えばわざわざ股間に持っていって触らせられた。ひゃあっと声を上げて慌てて手を引っ込める。まだ服の上からだというのに直接触ったかのような反応に、ジェラルドが笑った。

「もう、ナニ触らせるのよ！」

「ナニって、おまえが訊くから。納得しただろ？」

　笑いながらしれっと言って、ジェラルドは続きを始めた。

　胸の突起を咥えて吸いつきながら、腹や脇、そして足に手を滑らせる。するするとした手触りがくすぐったいだけではない感覚を呼んで、ミリアムの腰が揺れる。その様子を目で楽しみながら、ジェラルドがミリアムを追い詰めていく。

　ふと、ジェラルドが右脇の傷の痕を指でなぞった。

「この傷、こんだけ残っちまったな」

　四年前の怪我の傷は、さすがにすべて綺麗には治らなかった。死んでいても不思議じゃなかったと思っているミリアムからしたら、傷の酷さを考えてもこの程度で済んで良かったと言えるものだが、彼女の主治医は綺麗に治してやれなかったことを少し悔やんでいるようだった。

「……傷だらけの女でごめんね」

　だが、つい詫びたミリアムの言葉をジェラルドは蹴飛ばした。

「阿呆、謝ることか。人間誰だって怪我くらいする。そもそもこれはおまえが真面目に仕事をしていたが故の怪我だろう。誇れとまでは言わんが恥じるような怪我じゃない」

　驚くミリアムに、ジェラルドはにっと笑った。

「それに、どうせこれを見るのはもう俺と、そのうちできるかもしれない子供くらいのもんだろ。だったら気にすることなんかない」

　子供、と言われてミリアムの熱が上がる。

「まあ、他人に見せることなどなくても、女性として傷を気にするのは判らないでもないけどな。もしかしておまえ、そういう意味でも自分を『傷物』だと思っていなかったか？　それで傷物だっていうんなら、世の中の怪我して傷が残ってる人間は全員傷物だからな。おまえだけが特別じゃない」

　ジェラルドの言葉に、ミリアムは目を瞠って、それからちょっと泣きたくなった。

　自覚はなかったが、確かにそういう思いが自分の中にあったのだと気付いた。

　ミリアムの凝り固まってしまっている思い込みをいくつも看破して、平然とぶち壊してくれるジェラルドはやっぱりすごいと思う。

　目が潤んでいたかもしれない。ジェラルドの視線が柔らかくなった。

「こんな心も身体も綺麗な女が傷物なものかよ」

　ぶわっ、とカオに熱が上がる。キレイ、それワタシのコトですか？

　真っ赤になった恋人に満足そうな笑みを浮かべると、ジェラルドは愛撫を再開する。

　指が足の間を滑り、大切なところに触れるとびくんと大きく跳ねた。

「やあっ！」

「大丈夫。大丈夫だから。気持ち良くないか？　怖くないよな？」

「……こわく、ない、きもち、いい……」

「怖かったら目を開けろ。俺を見ろ。怖いコトはしない。信じろ」

「……うん、しんじる」

　うなずくと、ジェラルドが微笑んでくれる。大丈夫、怖いけど怖くない。

　ジェラルドの長い指がナカに差し込まれ、掻きまわされる。様子を見ながらしつこいくらいにミリアムが感じるところを探しては、執拗にソコを弄られる。肉芽を潰し、襞をなぞり、その隘路をほぐすことに執心しているようだ。痛くないように、少しでも痛みを減らせるように、それだけを気にするかのように時間をかけて、ジェラルドはミリアムを高めていく。

　やがて胸を弄んでいた唇を離して身を屈め、おもむろに足の間の泉にカオを埋めた。

「やっ!?　やだ！　きゃあっ！」

　ミリアムが悲鳴を上げて目を開けてカオを上げようとするが、その強い感覚に力が入らず、すぐにベッドに沈み込む。ジェラルドが濡れたソコを舌で舐めまわし、肉芽を吸い上げ、深く差し込んで刺激すれば、水が溢れて彼女が感じていると教えてくれる。

　わざとじゅるじゅると卑猥な音を立てながら啜られて、必死に羞恥と快感に耐えるミリアムの身体が震える。なにかに縋りたくて伸ばした手を、ジェラルドがしっかり握ってくれた。

　ジェラルドがようやく身体を起こすと、荒い息をついて涙でぼろぼろになっているミリアムがか細く言った。

「……こわくないけど、はずかしい……」

「怖くないんならいい。存分に恥ずかしがってろ。そのうちそれも気にできなくなってくるから」

「えええ」

「最初の一回は気持ちイイまでいけるか判らないけどな、努力はする」

　言いながら、ジェラルドが口元を手の甲で拭い、カオに落ちてきた髪を掻き上げる。その仕草がなんだかものすごくイロっぽくて、ミリアムが微笑んだ。

「……そーいう仕草、かっこいい」

「そうか？　うっとうしいからそろそろ切ろうと思ってたんだがな」

　ジェラルドは、ふふ、と涙目で微笑むミリアムの指先にくちづけ、微笑み返した。

「よく判らんが、伸ばした方がいい？」

「どんな先生だってすきだから、先生のいいようでいいよ」

　途端にジェラルドが若干挙動不審気味にカオを手で隠した。

「……だから、おまえは無自覚にそーいうコトを……」

　ったく、とつぶやいて、ジェラルドが突然齧り付くようにキスをする。ミリアムがカオを上げると、艶やかに告げた。

「挿れるぞ。怖いだろうからしがみついとけ」

　言いながらミリアムの手首を捕まえて首の後ろにやるので、遠慮なく腕をまわした。

　うなずいたらくちづけてくれて、緊張が少し緩んだところに、ジェラルドが己をミリアムの泉に潜り込ませた。

















　　　５












　あれだけ解ほぐされたはずだが、抵抗するように締め付ける隘路に無理矢理入り込む様子は正しく蹂躙と呼ぶべき行為だ。

　あまりに痛くて辛そうに眉根を寄せるミリアムにくちづけながら、それでもジェラルドはゆっくりと押し込んでいく。

　ミリアムの様子を確認しつつ、だがその彼とてなかなかに辛そうだ。

　優しくといっても限界はある。どうしても痛むだろう行為は怖いと思わせるだろう。それをできる限り減らしてやりたいという彼の想いを感じて、ミリアムはその痛みすらも嬉しいと思う。

　やがて最後まで挿れきってしまうと、ジェラルドが息を吐いた。

「全部入ったぞ。よくがんばったな、ミリアム」

　囁くように告げられて、ぎゅっと目を閉じていたミリアムが薄く目を開けた。浅く呼吸を繰り返しながら、涙を浮かべてつぶやいた。

「…………なんで？」

「どうした？」

「あたし、初めてじゃないはずなのに、なんでこんなイタいの？　イタいのって初めての時だけじゃないの？」

「そりゃ、使ってなきゃな。何年経ってると思ってる。さすがに処女膜は再生しないだろうが、使われなきゃゆっくりと元に戻るもんだ。人体の修復機能ってのはすごいって言っただろう。ココは赤ん坊が出てくるところでもあるんだぞ。広がった道が元に戻らないと、出産後以降のセックスがものすごく哀しいコトになる」

　医者らしいコトを言ったと思ったら最後にそんなことを言うものだから、ミリアムは思わず笑った。笑ってから、ぽつんとつぶやいた。

「……覚えてなくてよかった」

「ん？」

「イタいのも、先生なら我慢できるもん。先生におしえてもらえてよかった。そんな知らないヒトとのこと、全然覚えてなくてよかった」

「ああ、そんなもん思い出さなくていい。ついでにそんなコトがあったことも忘れちまえ。俺とのコトだけ覚えてりゃそれでいい」

　うなずいたらジェラルドが唇を寄せて涙を吸い取ってくれた。甘い、だがどこか楽しげな笑みを浮かべて頬にくちづける。

「これから一生、数えきれないくらい抱いてやるからな」

「……せんせい、えっち」

「当たり前だろう。今まで我慢してた分も合わせて、これからはおまえにヤりたいコトやるからな。せいぜい覚悟しとけ」

　割とスゴいコトを言われて、ええ、とつぶやいたミリアムだが、求められることは嬉しいのだ。頬を染めて、それでもうなずく。

「今は怖くないか？」

　もう一度うなずいたミリアムにジェラルドは微笑む。

「そろそろイタいのは治まったか？　なら、そろそろ一回目、始めようか」

　言われてミリアムは、それまでの会話が痛みが落ち着くのを待つためのものだったのかと察した。やっぱり先生は優しい。

　その優しい瞳に隠しきれない欲を帯びて、ジェラルドは告げる。

「愛してる、ミリアム」

　湧き上がる嬉しさでミリアムの胸がいっぱいになる。

「あたしも、あいしてる」

　微かに、それでも万感の想いで告げれば、嬉しそうに笑んでくれたジェラルドが、これまで必死に我慢してくれていたのだろう衝動をようやく解禁した。

　奥までたどり着いた場所から、ぐっと強く引き抜くと、抜ききる前に再び押し込む。

　ミリアムの両膝の裏を持って足を広げてその腰を揺すられて、その衝撃にミリアムが声を上げた。

「あ！」

　激しくはない。いきなりの強い衝動はミリアムが怯えることを判っているのだろう。

　それでも締め付けられる気持ち良さについ速まってしまう腰の動きを必死に制御しようとするように、ジェラルドが眉間に皺を寄せる。

　ただひたすらにしがみつく。

　ジェラルドから与えられるその強い衝動は、もう自分には得られないものだと今まで信じていた。誰にも愛されず、恋愛や結婚、出産といった世間で言うところの女の幸せというヤツも、すべて諦めて生きていくのだと思っていた。

　本当は、次々結婚していく友達や知り合いが羨ましくてしょうがなかった。

　ジェラルドへの気持ちに気付いたところで、どうしようもないと思い込んでいた。

　だけど、そんな思い込みはジェラルドが全部ぶち壊してくれた。

　ジェラルドが、ミリアムの心さえも治療してくれた、そんな気さえした。

　だから、今度はミリアムが、身も心もジェラルドに捧げたい、と願う。

　なにも要求しない、手土産の代金すら払おうとするようなジェラルドが、おまえがいいと自分を選んでくれたから。大好きなジェラルドに、せめて自分が捧げられるものすべてを。

　愛し、愛された、その証に。

「ああ、あ、あ、あ、あ、や、ああ！」

「大、丈夫、か？　こわくないな？」

「こわ、く、ないけど、ああっ、あっ、やああ！」

「ならいい」

　息を弾ませながら、ジェラルドが微笑む。

　必死に喘ぐミリアムの涙を屈んで舐め取って、そのまま口を塞がれる。

　掻き混ぜられる。深く浅く擦られる。その度に上げるミリアムの甘い喘ぎが、更にその動きを加速させる。

　感じすぎて苦しくて、薄く目を開けたらジェラルドがなんだかまだ余裕がありそうで、ミリアムはつい文句が口を衝いた。

「んっ、なんでそんなに、せんせえは平気なの？」

「平気なもんか。気持ちヨすぎてむちゃくちゃキツいが」

「そんなふうに見えないっ」

「そんなコト言われてもな」

　患者は医者が冷静であればあるほど安心する。だから内心でどれだけ焦っていても声とカオだけは平静でいられるようにと、前に勤めていた病院の先輩に言われて努力したらしい。元々不愛想なのであまり苦労はしなかったそうだが、こんな時までそれが発揮されなくてもと、ミリアムは若干呆れる。

　そして、それと同時にミリアムは少しだけ安堵した。いっぱいいっぱいなのは自分だけじゃないみたいだということに。

　だが、そんな安堵はすぐに快楽の波に沈んでしまった。

　必死にジェラルドの首に齧り付くミリアムは、怖いとか恥ずかしいとかいう感覚は飛んで、ただひたすらにジェラルドの熱を感じるので精一杯だ。

「んっあっ、も、むり、あ、あ、や、あ、ソコ、や！　あああ！」

　更に突かれて、跳ねる声が快感を伝える。首にまわした腕に力が入ると、更にソコを攻められる。

　ついでにぐりぐりと肉芽を弄られれば更に腰が跳ね、悲鳴が上がる。

「もうむり、むりむりむり、もうダメ、なんかきそう、こわい！　せんせえ、こわい！」

「大丈夫だから、それは気持ちイイってことだから。逆らうな、素直にイっちまえ」

「こわい、せんせえ、こわい！」

「怖い時は、俺の名前呼んでろ。先生じゃなくて」

「じぇ、じぇらるど、ジェラルド、ジェラルド！」

「ん、上出来。そうやって唱えてたらすぐ怖くなくなる」

　最後にとばかりに腰の動きが速くなると、ミリアムの声が跳ね上がった。

「や、ああ、ああああ！」

　昂る気持ちのまま一気に駆け上がる。最後だけはと激しく揺すり上げられる。

　息が苦しい。気持ちイイ、イイけど、もうこれ以上どうにもできない。もう耐えられない……！

　アタマが真っ白になる。まぶたの下で星が飛んだ。

「やあああああ！」

　身体の奥が熱くなる。やっと動きが止まったジェラルドに、強い力で抱き締められた。

　すぐに息が整わない。声が出ない。

　ぜえぜえと荒く息を吐いて喘いでいると、ジェラルドがものすごい艶やかな笑顔でくちづけてくれた。微笑み返したいが、涙でぐちゃぐちゃになっていてすぐに笑えない。

　それでも、掠れた声でミリアムは訊いた。

「せんせえ……きもち、よかった？」

「ああ、最高に」

「よかったあ……」

　にへ、とやっと緩い笑みが浮かんだ。それはほっとしている時の彼女の笑顔だ。こんな状態でも先にヒトのことを心配して安堵するミリアムに、ジェラルドは微笑んで訊いた。

「おまえは？　気持ちヨかった？　あと、もう怖くない？」

「……きもち、よかった。こわかったけど、先生の名前呼んでたらこわくなくなった。やっぱり先生、名医だ」

「そこは医者の領分じゃなくて、恋人への信頼だと思ってくれ。それから、そう思うんなら先生やめろ」

　ツッコまれて、それはそうかと納得したミリアムは、だが、ここまでしておいて素に戻ったら恋人の名前を呼ぶのが恥ずかしくなってしまった。

　しかしジェラルドは名前を呼んでくれるのを待っているらしい。じーっと見つめてくるので、ミリアムは恥ずかしそうに、小さな声で、ジェラルド、と呼んでみた。

「ん、上出来」

　なんだかものすごく嬉しそうに笑ったジェラルドは、おもむろに真っ赤っかなミリアムのまぶたにくちづけた。

「本当は、一回目なんだし、がっつくのもと思ってたんだがな。おまえ可愛すぎ」

「かわっ!?　え、あの、んっ！」

　再び口を塞がれた。さっき抜いたはずのジェラルドのモノにミリアムの泉がつつかれて、いきなりの恥ずかしい刺激に、腰がびくんと跳ね上がる。

「ごめんな、もう一回、欲しい」

　艶やかな声で囁かれて、更にカオが熱くなる。

　意外に疲れたし、大事なところはじんじんするし、なにより恥ずかしい。それでもやっぱり求めてもらえるのは嬉しいから、ミリアムは微かにうなずいた。大丈夫だ、これでも大工、体力に自信はある。ジェラルドが満足してくれるまで、がんばろう。

　健気な決意を固めたミリアムの気も知らないで、ジェラルドは一度吐き出したくらいでは萎えないほどに滾った己の性欲を嗤いながら、やっぱりカオだけは涼しく、それでも甘く微笑んでいて。レアだったはずの先生のそんな優しい笑顔が嬉しくて、ミリアムは告げる。

「ジェラルド、大好きだよ」

　やっと誰憚ることなく素直に気持ちを伝えていいんだ。そう思ったらするりと出てきた告白に、ずっと長いこと仏頂面で彼女を待っていてくれた優しい主治医は、嬉しそうに甘い笑みを浮かべた。

「ああ、俺も愛してる」

　もう一度、やっと両想いになれた恋人同士は抱き締め合った。

　……そして、甘い夜は更けていく。










　次の朝、ミリアムを家まで送り届けたジェラルドは、その足で彼女の両親に結婚を申し込み、承諾させた。

　しかしこの娘は処女では、と躊躇を見せる親を、ジェラルドはミリアムにしたように論破した。挙げ句、もう彼女とは身体の関係を交わしたのでと暴露して、だから妻にいただきますと宣言して納得させた。

　親に暴露されて真っ赤になったミリアムだが、母が歓びのあまり泣き出してしまい、つられて父まで涙ぐんだことで、結局は娘の結婚を心の底では望んでいたことを知って、自分も涙を零した。

　兄は昨日恋人にやっとこさ結婚を申し込んで了承してもらったそうだ。

　妹の結婚を父以上に泣いて喜んだ兄は、先生、絶対泣かすなよ、絶対幸せにしろよと何度も繰り返し、そんなのは兄ちゃんもなんだからね、エリー泣かしたら承知しないからね！　と妹に言われて当たり前だと笑った。

　突然降って湧いた二つの慶事に家族全員が泣きながら笑い合う、それはとても幸せな光景だ。そんな光景を自分が家族に味わってもらえることができたことが、ミリアムは胸が詰まるほどに嬉しかった。ずっと家族に心配をかけてきたが、これで少しは恩返しができただろうか、そんなふうに思えるのは、全部ジェラルドのおかげだ。

「しかし先生、俺にとっちゃこんなんでも可愛い妹だけど、先生みたいな都会育ちのオトコマエが、田舎娘のミリアムを嫁になんて、ホントにいいのか？」

　兄がからかい交じりにジェラルドをつつく。おいコラ兄ちゃん、と止めようとしたら。

「別に、本気で惚れた女なら、都会出だろうが辺境育ちだろうが関係ないだろ。俺にとってミリアムが一番可愛けりゃ、それでナニが悪い？」

　しれっと、本当に平然と答えるジェラルドの台詞に、ミリアムはものすごい勢いで真っ赤っかになった。な、なんかスゴいコト堂々と言われた！

「お、おおう、先生、なかなかスゴいコト平気で言うな。こっちが当てられた」

　訊いておいて自分まで照れている兄の背中を、ミリアムが真っ赤なままぶっ叩く。

「いってえ！　おまえ、その勢いで先生引っ叩いて早々に離婚されんじゃねえぞ!?」

「先生はそんなコトさせるようなコト言わないもん！　めちゃくちゃ優しくて尊敬できる素敵な大人の男だから、こんなコトする必要ないわ！」

　いつもの調子で言い返したら、どつき返すかと思った兄が笑い出した。

「なんだよ、おまえもかよ。うん、安心した。ちゃんと両想いなんだな。良かった、うん」

　言われて自分の発言を顧みて、更にカオが熱くなる。おおお、あたしも結構な発言した!?

　途端に両親にまで大笑いされて、怖々ジェラルドを振り返ってみたら、超レアなことに、真っ赤なジェラルドが表情に困ったのか片手で口元を隠してそっぽを向いていて。

　うわあああああ！　と感動したら、見るな、とつぶやきながらアタマを持たれてぐりんと身体ごと余所に向けられて、更にみんなに笑われた。

　朝から賑やかで、そして幸せな笑顔に包まれて、ミリアムとジェラルドは祝福された。










　ジェラルドの母にはまず手紙を出しておくらしい。

　行かなくていいのかとミリアムが訊いたが、まだいい、とジェラルドは言う。

　自分が嫁をもらうという手紙を見たら、母は我慢できずにきっと来るだろうからと。

「親父の時には意地張って来られなかった母さんでも、俺の嫁を見にくるって態なら来られる。……そしたら、やっと親父の墓参りができるだろ」

　どの面下げてと言われそうで来られなかった母に、来るきっかけを与えるというジェラルドは、やはり母を愛しているのだろう。

　その気遣いにミリアムは、ああ、やっぱり先生は優しいねえ、と笑い、ジェラルドは素直じゃない親を持つと苦労する、と苦笑した。










　そして、大工の娘は医師の元に嫁いだ。

　大工を続けるのかと思い、それでもいいと思っていた夫の予想に反して、妻は病院の手伝いをしたいと言い出した。

　今から看護師の資格を取るのは難しいかもだけど、事務仕事や雑用なら今すぐだってできるからと。

　忙しすぎる医者の仕事を少しでも減らせる手伝いをしたい、そしたら旦那さんの過労も減らせるでしょ、と言われれば、夫の側に断る理由もなく。

　そしていざ仕事をさせてみたら、意外や意外、事務仕事はすぐに覚えて卒なくこなしていく。ミリアムは、実は実家で書類仕事も担当していたのでお手の物だ。金勘定やカルテの管理、薬屋への発注などもそれほど苦労無くさっさとできるようになったのを見て、ジェラルドは予想外だと感心した。

「先生、絶対あたしは机仕事向いてないと思ってたよね。ざまあみろだ！」

「すまんがその通りだ。悪かった」

　苦笑しつつ謝るジェラルドにドヤ顔をしながら、ミリアムは少しでも先生の役に立てるなら嬉しいと笑う。

　大工の仕事を辞めたミリアムがこれ以降それほど大きな怪我をすることはたぶんない。

　怪我をしては、先生痛いよー、と子供のように眉を下げて診察室に入ってくるミリアムを見なくていいのは良いコトだとジェラルドは笑った。

　そう言うと、ミリアムはちょっと照れたカオをしてから言うのだ。

「ヒトのコトばっか心配してるけど、先生だってちゃんと自分の身体のコト心配してよね。あたしだって先生のコト心配してるんだから。ブランドン先生みたいにいきなり倒れるのは絶対ヤだよ」

「ああ、判ってるよ。俺の可愛い奥さんを泣かせたくないからな」

　心配してくれる人がいる幸せを噛み締めながら、ジェラルドはその不愛想を嫁にだけは緩めて微笑んでくれる。それがミリアムにはとても嬉しい。

　過去も未来も全部をひっくるめて受け止めてくれた大切な夫の隣で、ミリアムはやっと、心からの笑顔でいられる幸せを得た。










　ドアに取り付けたベルがチリリリンと鳴ると、元気な声が患者を迎える。

「こんにちはー！　今日はどうしたの？　あー、膝痛そう！　すぐ先生に診てもらうからねー、待っててねー」






　別に以前は陰気だと言われていたわけではないが、新妻のおかげで随分明るくなったスターチス治療院は、今日も賑やかだ。







了













副団長補佐と図書館司書
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　アローナの砦は軍の施設であるから、当然軍関係者以外の一般の住人は通常立ち入りはできない。

　だが、例外的に入れる場所が二ヶ所だけある。

　一方は病院。

　町に医者はいるが、町医者では対処ができないほどに酷い怪我や病気などには、設備が整っていて入院措置も取れる軍の病院の世話になることがある。

　そしてもう一方は図書館だ。

　学校の図書室よりも遥かに多い蔵書を誇る砦の図書館は、一部の閲覧制限があるもの以外は無償で貸し出し、予算や内容にもよるが入荷のリクエストも受けてくれる。片田舎の割に蔵書が多く、その分類も多岐にわたるのはそのせいだ。

　アローナは他の街に比べて識字率が高い。それは初等学校のみであっても子供をきちんと学校に行かせている親が多いからだ。街に活気があり、無職の大人も比較的少ないアローナでは、子供を学校に行かせるだけの余裕のある家が多いということでもある。

　読み書き計算ができる大切さを住人に説いたのは、数代前の領主であったという。

　そのせいもあり、辺境の割には、貧乏でも最低限の勉強はできる施設が整っていた。少なくとも初等学校の費用が公費で賄われていて、教科書以外の学費が無料であるところは、アローナと王都以外なかなか聞かない。

　元々は軍の者のみで利用されていた図書館だったが、識字率が上がったことで街の住人たちから公共の図書館が望まれ、役所と砦とで相談して開放された。新たに街の図書館をつくるよりは既にあるものを活用するというかたちで落ち着いたという。

　図書館は他の建物から独立した一棟建てで、街の利用者は砦の正門から少し離れた専用の門から入るようになっている。そして騎士たちが砦の中から図書館を利用するのにも、また別に専用の入り口がある。つまり図書館に外から来た者は直接砦の敷地に入れないようになっていた。さすがに軍の施設だけあって、防犯警備はしっかりしている。

　図書館の責任者は副団長だが、実際に管理をするのは軍の者ではなく、司書の資格を持っている民間人、それも妙齢の女性だった。










　砦側からの玄関から図書館の建物に入ると、石造りの建物独特のひんやりとした空気が感じられる。

　行き慣れない者は、しんと静まり返った館内は誰もいないかのような気がしてその雰囲気が入りづらいと言うが、そこに確実に一人はいることを知っているバーナードは構わずその行き慣れた場所へと足を踏み入れる。

　わざと一、二度踵の音を高く立ててから室内へ続く大きなガラスの嵌まった扉を開く。すると、その足音に気が付いたのだろう、カウンターの向こう側に座ってなにか作業していた手を止めてカオを上げ待っていてくれた女性の姿があって、自然に表情が綻ぶ。

「こんにちは、バーナード様」

「ああ、こんにちは、エリナ。今日はいい天気だな」

　挨拶を交わしてから、バーナードは、館内を見まわしてエリナに訊く。

「もしかして閑古鳥が鳴いてる？」

「はい。さすがに今日みたいな日は誰もいらっしゃいませんね」

「まあ、昨日まであれだけ雨が降ってたからな。せっかく晴れたんだし、みんな外に出たいか」

　やはり人の気配のない館内にエリナが笑うと、バーナードが苦笑する。

　雨が降ると、図書館は人が増える。夕方以降は天気にかかわらず学生が勉強に来たりもするが、いずれにせよこんな気持ちの良い晴天の真っ昼間の平日に図書館に来る者はなかなかいない。

　持参した返却する本を手渡すと、その手続きをしながらエリナが訊いた。

「そういうバーナード様は外に出ないんですか？」

「今日は基礎訓練が午前中にあったからね、午後からは書類仕事。ヘッタくそな字の書類が山のように来てるんだよ。あー、読むのイヤになる」

　本当にイヤそうに肩をすくめると、エリナは笑った。

「お好きな小説なら何時間でも読めるのに、ですね」

「ホントにな！　でも、やらないと終わらないし」

　はあ、と溜め息をつくバーナードにころころと笑い声を立ててから、エリナは後ろの棚から一冊の本を引っ張り出した。そこは利用者が予約した本の棚だ。

「そんながんばるバーナード様に、こちらを。お待ちかねの新刊が来ましたよ」

「おおお！」

　差し出された本を見て、途端に喜色満面になったバーナードが声を上げる。

「待ってたよ！　やっと出たのか！　一年も待たせやがってまったく」

「そうおっしゃるだろうと思って、一番にお渡ししたくて取っておきました。どうぞお持ちください」

「いいのか!?　ありがとう！　よし、これで仕事のやる気が出た。さっさと終わらせて読む！」

「はい。でも早めに読んでくださいね。私もまだ読んでないんですから」

　にこにこと言うエリナに、バーナードが、え、というカオをする。

「それならきみが先に読むといい。俺はその後でいいよ？」

「いえ、でもずっと待っていたのはバーナード様が先ですから、私は後で。ご利用者様が優先なのは当然ですよ」

　エリナがやんわりと、それでもしっかり拒否すると、バーナードは素直に引いた。

「判った。なら、できるだけ早く読むよ。それできみが読み終わったらまた感想を話そう」

「はい。楽しみにしています」

　うなずいてから、バーナードは差し出された貸出カードに手早くサインをした。手元を見つめる目の前の女性の視線を妙に意識して、あ、なんか字がヘンになった、と眉間に皺を寄せる。

　カードを受け取ると、エリナが、はい確かにと言いながら所定の場所に入れる。その所作を見ながら彼女のいるカウンターの手元に目をやれば、傷んだ本の修理中だったらしい。

　エリナは手際が良く手先も器用で、こういった細かい作業が得意らしい。まだ途中とはいえ、綺麗に直されている本を見てバーナードは微笑んだ。

　前任者の退官に伴い、二年前に彼女が採用された時は、男所帯の騎士団だから当然男たちは色めき立った。なにせ貴重な妙齢の女性、それも可憐な風情の女性なら尚更だ。

　蒼い瞳に赤茶色い髪をポニーテールに結って白いエプロンを付けた姿は可憐で、女っ気のない男たちでなくとも充分魅力的に見えた。

　だが、下手に手を出された挙げ句に嫌な目に遭って突然辞めるなどという事態を避けるためにも、責任者という名の後ろ盾として副団長が付くかたちで落ち着いた。そして多忙な副団長の代わりに彼の補佐役であるバーナードが図書館にちょくちょく行くことで、実質的な牽制の役目を担っていた。

　何故彼かというと理由は明確で、役目がなくともバーナードは図書館に足繁く通っている本好きだからだ。

　脳筋の多い騎士団の中では珍しく読書を趣味とする彼は、彼女の前任者の頃には既に砦一番の本好きという評判が知れ渡っていた。あまり本の管理に熱心ではなかった前任者よりは彼に訊いた方が本の在り処が判るというくらい、バーナードは暇ができると図書館によく居座っていた。

　そんなバーナードだから、館内で余計な狼藉や悪さを働こうものなら、普段の穏やかな表情が嘘のように冷ややかな怒りの表情に変わり、そいつを叩きのめした。

　むくつけき大柄の多い騎士団の男たちの中でも、彼はそれほど大柄というワケではなく、筋肉はあろうがそれほど肉厚さを感じさせない。落ち着いた風貌もあってあまり騎士には見えないが、それでも副団長補佐の任に就ける程度には頭も良く、それなりの実力の持ち主らしい。

　エリナが着任してすぐの頃、彼女を無理矢理連れ出そうとした騎士三人を、バーナードがあっという間に片付けたことがあった。相手の力を利用する体術を得意とする彼は、向かってくる者が大きく力尽くであればあるほど、簡単に相手を投げ飛ばす。そいつらは、自分より体格の劣る相手に簡単に投げ飛ばされ、それが随分上の階級の者であったことにビビってバーナードに平謝りをした。彼らが懲罰訓練を課せられたのは当然の結果だ。

　ともあれ、それ以来、エリナに余計なちょっかいをかけにくる不埒な者はいなくなった。

　これこそ目論見通りと副団長がニヤついていたらしいが、バーナードとしては自分の大切な場所である図書館を荒らされるのは我慢ならないだけだ。

　そしてエリナはそれ以来、バーナードをすっかり頼りにしている。

　不埒な手を伸ばそうとする者には自分の名を出してくれていいからと許可したことで、今では正しく図書館を利用する目的の者以外の来館は、ほぼなくなったと言って良かった。本を借りることやレファレンスをきっかけにエリナに声をかけようとする者もいないではなかったが、騎士絡みになるとなにかとバーナードに助けを求めるエリナの様子に訪れることを止める者もいて、それはそれでありがたい。いや、図書館の利用者が減るのは良いことではないかもしれないが。

　そんなに難儀な話ならそれこそこの職場には向いていないのではないのかと言われたこともあるのだが、実は彼女の司書としての能力はとても高かった。

　司書の仕事は本の整理や修理だけでなく、分類や蔵書管理の点でも多岐にわたる。傍から見ているだけでは気付かない細かな仕事が意外と多いのだ。

　エリナはきちんとそれをダレスの高等学校で勉強してきた上で資格を取った、正式な『司書』なのである。

　だが、司書は正直就職先があまりない。図書館がないわけではなく、本の管理くらいなら専門職でなくとも誰でもできるだろうと、きちんと司書を置かない図書館施設が多いのだ。

　王都の国立図書館や主要な都市の大きな図書館、大学など専門性を必要とする図書館はさすがに何人もの司書をきちんと置いているが、そういうところは逆にそう簡単に人員の空きはできない。

　資格は取ったものの行き先のない司書は、自分で就職先を開拓するか、空きができるまで待つしかない。

　その点では、エリナは幸運だったと言えた。

　エリナは元々アローナの生まれではないが、母がこの地の生まれで祖父母がまだ健在で、彼女は現在、そこから砦に通っている。そのアローナには田舎なのに立派な図書館があり、尚且つ正式な司書はいないことを彼女は知っていた。

　学校の恩師はアローナの騎士団に紹介状を書いてくれて、それを目にした副団長が団長と相談し、採用してくれたというワケだ。

　前任者が適当だったせいで蔵書数の割にあまりしっかり管理がなされていなかった館内を、エリナはほぼ半年かけて整理し直し、雑だった管理体制をきちんと作り直した。司書の仕事を説明し理解してもらった上で、財務を管理する副団長から定期的に予算をつけてもらう算段を得たエリナは、蔵書数だけでなく居住性を上げる努力もした。書架を増やしたり、椅子の修理や床を張り替えたり、遮光のためのカーテンをつけたりなど、居心地を良くしたのだ。

　おかげで街の人たちの利用率が格段に上がった。多少の時差はあるが、王都で人気の上がった本なども、一年遅れなんて長い時間をかけずに入荷するようになった。

　小説などの娯楽の類の本はまだ庶民には少々値段が高く、個人で買うにはちょっと勇気がいる。だが図書館にあればそれが無料で読めるとあって、アローナの者たちにとって、本に対する敷居は割と低くなった。図書館がこの二年でより身近になったのは確実に彼女の実績だった。

　定期的に新しい本を入れ、古い作品も蔑ろにせず、もちろん小説だけでなく実用書や歴史書、美術書などの更に高価な本なども徐々に購入されて、老若男女問わず、たくさんの人々が足繁く通う施設になっていた。

　それは領主の理念にも沿うものであり、もちろんそれを街の者たちは歓迎した。そして砦の騎士で最も喜んだのは間違いなくバーナードだった。

　なにしろ、出ているはずなのに続巻が入らないまま何年も放置されているシリーズや、有名作家の新作など、要望を出してもなかなか入らなかったものを、エリナがきちんと手配してくれる。

　彼女自身も読書が好きで、かなりの数を読んでいるとあって、必然的にバーナードと話をする機会は増えた。そして親しくなるのもそれほど時間はかからなかった。

　同じ本を読んでも感想が違うこともある。お互いの見方や立場の違いで感想が異なることは、バーナードにとって興味深いことだった。お互いあまり読まないジャンルや作者の作品を薦められて読むと意外とおもしろかったこともあり、その続きや同じ作者の別作品を読むことも増えた。

　そうしていれば、お互いの好みや考え方も判ってくる。二人は本を間に挟んでお互いを知っていった。

　あくまでも仕事場の中での付き合いであり、なにか約束を交わしたり外で会ったりということはなかった。だが、それでもお互いが憎からず想っているというのは、やはりなんとなく判る。

　ぼんやりと、彼女とこの先も共に歩みたいと願う気持ちを否定はできなかった。

　バーナードに継がなくてはならない家はない。

　騎士団に入っている男は、貴族も庶民も大抵が次男坊三男坊で、長男は家を継ぐために家に残る。

　バーナードの家も同じで、長男が家を継ぐため実家にいる。弟もいるが、彼は彼で手に職――ではないが、専門性の高い知識を得て文官として城に上がっている。むしろ騎士になったバーナードが異色という文系一家だ。

　バーナードが家に戻らなかったとしてもなんら問題はなく、相続権を放棄したところで問題はない程度に実家とは離れた生活をしている。

　だから、このアローナに残ってこのまま騎士として暮らすのも悪くはないと思っている。

　そして……だから、この土地の女性を妻にしたって、なんら問題はないのだ、と、ぼんやり思ってから、自分の思考に赤面する。気付けば、そんなところまで行っている思考が我ながら恥ずかしい。

　まだ直接相手に好きだという気持ちを打ち明けているわけでもないのに。そして、それを実行する度胸があるわけでもないのに。

　好意は持たれていると思う。そこは気のせいじゃないと思いたい。だが、彼女はそれを口にしてくれるタイプではない気がするし、やはりこういうことは男から言いたい、と本好きだけにロマンチストなバーナードは思っている。

　だったらとっとと言ってしまえ、と思いはするが、なかなか実行はできないのが実情だ。

　問題は、他人がエリナに手を出すことを邪魔しておいて、自分が掻っ攫っていくことをどう思われるかだが、その辺はもう開き直っている。

　引っ掛けようとしたわけじゃなく、自然に好き合ったんだ、ナニが悪い！

　アローナの図書館にエリナの存在は既に必須だ。だから、彼女がここから動かなくて済むのなら、自分はここに永住でいい。そんな騎士は実は割といるし、自分がその中に入ることを厭う気持ちも別にない。

　自分は騎士として、彼女は司書として、このまま変わらない生活を送れたらそれでいいと思う気持ちもないわけではないけれど。

　いずれ。そう、いずれ。

　そんな生活をもの足りないと、隣にいてほしい、いてくれなければ嫌だと思う気持ちに嘘がつけなくなったら……その時は。






　その時はそう思っていた。

　時を選ぶ選択権は自分にあるのだと。

　まさか、自分が手出しできないところで反論する権利すら与えられず取り上げられることもあるのだと知らないまま、バーナードは悠長にその優しい時間を楽しんでいた。
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　それは、あと半月ほどでこの街で一番忙殺される時季になる頃だった。

　夕暮れでもう図書館を閉める時間に滑り込んだバーナードは、いつもと同じように本を返しに来たところだった。

　もう既に来館者は帰ったのだろう、誰もいない館内に駆け込んだバーナードは、少々乱暴にガラス戸の扉を開いた。

「すまない！　遅くなった！」

　開いた途端ガタンと大きく鳴った扉の音を気にしながら扉を閉めると、いつもならカウンターにいるはずのエリナがそこにはいなかった。

　室内に視線を巡らせれば、閉館するためにカーテンを閉めていたのだろうエリナの姿を見つけた。バーナードの声でカーテンを閉める手を止めたエリナは、何故か慌てた様子で一度向こうを向いてから、振り返った時には笑顔を見せた。だが、その笑顔があまりに不自然で、バーナードは眉根を寄せた。

「いらっしゃいませ、バーナード様」

「ああ。それより、エリナ？　なにかあったのか？」

「え、いいえ、別に」

　明らかに嘘っぽい答えをして、それでもエリナは笑顔を張り付けたままカウンターの前まで戻ってきた。

「返却ですね。この後なにか借りていかれますか？　そのくらいなら待ちますけども」

「ああ、そうだな、そうだけど」

　返事にならないことをつぶやいたのは、バーナードが他に気を取られていたからだ。じっとエリナを見ると、気まずそうに視線を逸らせた。それで確信する。

「エリナ、なんで泣いてたんだ。なにがあった」

「え、いえ、あの、別に」

「ごまかすな。涙の痕が残ってる」

　途端にはっとして目の辺りを擦るエリナを、バーナードは見据えた。

「もしかして、また騎士の誰かが余計なちょっかいでもかけに来たか。それとも住民の利用者の誰かか？　誰がなにをした。教えてくれ」

「……いいえ、そうじゃないんです」

「ならなんだ。きみが泣くなんて今までなかっただろう。なにか余程のことがあったんだろう？」

　エリナは視線を下げてバーナードを視界に入れないようにしている。その仕草に焦れて、バーナードはしつこく聞いた。

「俺では力になれないことか？　もしそうであったとしても、一緒に考えることはできるはずだろう。教えてくれないか」

　エリナは辛そうに目を閉じていたが、なにかを振り切るようにわずかに首を振ってからカオを上げた。

　そこにはあまりに無理矢理につくったと判る笑みを浮かべたエリナがいて。

「私、この度、この図書館の司書を辞めてお嫁に行くことになりました。今までお世話になりました、バーナード様」

　ナニを言われているのかが判らなかった。

　衝撃が強すぎて思考を停止させる。

　目を見開いて呆然とするバーナードから視線を逸らして、彼が持ってきた本を片付けようとエリナがそこから動こうとした途端。

　バーナードが彼女の両肩を捕まえた。

「なんで！　どういうことだ!?　ここを辞めるなんて、嫁に行くなんて、なんで!?」

　衝撃から我に返ると、普段の彼の冷静さや穏やかさは吹っ飛んでいた。

「そいつが好きなのか？　アローナのヤツなのか？　司書を辞めなきゃならないようなところに行くのか!?　年齢は!?　職業は!?　どうしてそんなヤツなんだ！」

　疑問しか口にしないバーナードの必死の問いに、エリナはぽつぽつと応える。

「ダレスに住んでいる男爵様だそうで、四十八歳、だったと思います。どんな人かも知りません」

「男爵!?　でも副団長よりおっさんじゃないか！　なんで知らないヤツのところになんか！」

　エリナはぎゅうっと目を閉じ、なにかを我慢するようにしてうつむく。

「……仕方ないんです。父がダレスで商売をしているんですが、以前、仕事で大損害を出してその補填に大金が必要になって、領主様のご親戚だというその方に借金をしたんです。利息が法外だと判っていたのに、それだけの金額はその方からしか借りられなかったらしくて。ずっと金利分と元本を定額で返し続けても金額が減らなくて、それが二年経っても結局返しきれなくて。そしたら、どうしても返しきれないのであれば、その方に私が嫁げば借金も利息も返さなくていいと言われたそうで。……父は行かなくていい、店を売ってでも返すと言ってくれたけど、それでも無理なんです。……だから」

「だから、きみが、嫁に行くと？」

　わずかにうなずくエリナのうつむいた頭のてっぺんを見つめて、バーナードは訊いた。

「いくら借りて、いくら残ってるんだ」

「……五〇〇万借りて、残りが一三〇〇万、です」

「は!?　なんで元金の三倍近くまで増えてるんだ!?」

「……そういう、金利の計算方法、だそうです……」

　それって普通に違法ではあるまいか。

　それにしても、バーナードの今の給料のまるっと三年分くらいか。騎士の役付きは彼でも充分高給取りに入るが、それでも確かになかなかの大金だ。今の彼にすぐ用意できるような金額ではない。

　絶句したバーナードの手をそっと外すと、エリナは泣きそうなカオでそれでも微笑んだ。

「いいんです。父には我が儘を言って司書の勉強をさせてもらいました。こうしてアローナでお仕事もできました。夢が叶いました。だから、もういいんです」

　それから、うつむいていたカオを上げて。そして、不意にエリナは背伸びをするとバーナードの唇にくちづけた。

「ごめんなさい。初めてのキスだけでも、好きな人にしたかったんです。バーナード様が好きでした。でも、これで良い思い出にします」

　涙を浮かべて微笑んだエリナになされるがまま呆けていたバーナードは、ぎりっ、と歯を食いしばった。

「……よくない!!」

　いきなり吠えたバーナードは、突然の大声に驚いたエリナの肩をもう一度捕まえて言った。

「ふざけるな、そんな理由で惚れた女を持ってかれてたまるかよ！　だいたい、借金のカタだ!?　いつの時代だ、そんなもん違法に決まってるだろう！　きみをそんな野郎になんか渡さない!!」

「……で、でも……」

「でもじゃない！　それともきみはそんなヤツのところに行きたいのか!?　俺じゃなく、そんなおっさんの方がいいのか!?」

「良くないです、私だってバーナード様がいいです！　だけど、そんな大金！」

「どうにかする！」

「どうって、どうやって!?」

「手は……まあ、ないことはない」

　口にしたら実際にもまあどうにかなるだろうという方に思考が寄って、更にそこから何人かのカオを思い出し、それでやっと、バーナードにはわずかに冷静さが戻ってきた。そして、ふと気付く。

　勢いでお互い自分の気持ちを暴露したことに。

　突然、かあっとカオに熱が上がった。すると、それにつられたようにエリナもカオを染めて恥ずかしそうにうつむく。

　気恥ずかしくなってつい痒くもない頭の後ろを軽く掻いて視線をさまよわせてから、バーナードはやっと視線をエリナに戻した。

「エリナ」

「……はい」

「きみが好きだ」

「……はい。私も、です」

「本当は、今度の祭りに誘おうと思ってたんだ。そしたら、来てくれた？」

「……はい」

「そっか。嬉しいよ」

　微笑んでから、バーナードはエリナを引き寄せた。その腕の中に閉じ込められたエリナは真っ赤になって身を固くしたが、それでも恥ずかしそうにその額を彼の胸にくっつけ、甘える仕草をしてくれて、嬉しさに胸がいっぱいになる。

　ぎゅうっと抱き締めてから、バーナードはエリナにくちづけた。

「告白もキスもきみからなんて、俺、ちょっとカッコ悪かったな」

「そんなこと」

　エリナが否定すると、バーナードは笑った。

「借金のことは俺がどうにかする。だから泣くな。きみに泣かれると、俺、結構動揺して、思考停止するらしいから。今初めて知ったけど」

「……頼っても、いいんですか？」

「当たり前だ、ていうか、むしろ積極的に介入させてくれ。それで、全部片付いたら改めて言わせてほしい」

「……なにを、ですか？」

　バーナードは小首を傾げたエリナに微笑んだ。

「プロポーズをちゃんと俺からさせて。絶対な」

　目を瞠って、エリナは再びその瞳に涙を浮かべてうなずいた。それが悲しい涙でないコトに安堵して、バーナードはやっと笑って再び目の前の恋人になった女性にくちづけた。










「は？　休み？　十日も？　ナニ寝言抜かしてやがる。とっとと仕事しろ」

　書類から目を離すことなく一刀両断したカレンベルク副団長は、己の直属の部下が、だん！　と机に両手をついたことでようやく目だけを彼に寄越した。

「しばらくまとまった休みをもらってないんです。いい加減有給消化しろって言ったのは副団長でしょう」

「ダレがこのクソ忙しい時に取れっつった。ふざけんな」

「クソ忙しい時だと判ってんだからこうして頼んでんですよ」

「それが頼んでる態度か。泣かすぞコラ」

「それで休みをくれるんならいくらでも泣きますよ。さあ泣かせろ」

「やめろ。男の泣き顔なんぞ、ダレが見たいか」

「言ったのはアンタでしょうが」

　ひとしきり言い合ってから、その内容のくだらなさに溜め息をついて、副団長はやっとカオを上げた。

「理由を言え。おまえがそこまで言うのならなんか理由があるんだろう」

「エリナの件です」

　そのひとことで見当がついたのだろう。副団長はじろりと部下を見た。

「おまえがどうにかできるとでも？」

「します」

「どうやって」

「手はあります」

「助けるつもりで助けられなかったら一番傷付くのはあの子だぞ」

「だから、意地でもどうにかします」

「この十日やそこらでどうにかできると？」

「します。してみせます」

「して、どうする」

「彼女を俺の嫁にします。告った上でプロポーズの予約ももうしました」

「やっと言ったのか、このヘタレが。土壇場まで行かねえと言わねえとか、とんだ腰抜けだな」

「否定はできませんが、ナタリーさんに九回断られて十回目にようやく根負けして結婚してもらえた副団長あなたに言われたくありません」

「うるせえ、十回言いに行った根性をこそ見習えよ！　ともかく、そういうことならしょうがねえ、許可してやる。その代わり、絶対失敗してくんなよ。もしダメなら、欠勤扱いにした上で下士官まで降格にしてやる」

「うわあ、上官の理不尽な暴挙ですか。上に報告しますよ」

「そんな事態になってたら、そんなコトする気力もなくなってんだろ」

「死なば諸共です。一緒に落っこちましょう、副団長」

「縁起でもねえコト言ってんじゃねえよ、ど阿呆が」

　言うだけ言ってから、副団長は眉間に皺を寄せて難しいカオで唸る。それから、溜め息交じりに言った。

「……まあ、彼女がいなくなったらせっかく軌道に乗った図書館業務がまた滞る。それはいただけない」

「ナタリーさんとルナちゃんがよく通ってますもんね、図書館」

「ああ、ルナもエリナによく懐いてるしな、って、そんな私情だけじゃないが。俺だって、あんな若い子が不幸になるのは見たくない」

　肩をすくめて、副団長はじろりと副官を睨んだ。

「帰ってきたらこき使うからな。覚悟しとけよ」

「はいっ」

　そんな時だけイイ返事をして、バーナードは踵を返した。

　執務室を出ようと行きかけたバーナードの背中に副団長が声をかける。

「ダレスに行く前にな、役場のステラ嬢に相談してみろ」

　突然副団長お気に入りの数字の専門家の名を出されてバーナードは首を傾げた。

「はい？　嬢っていうか、もう子持ちの人妻ですけど、ナニをです？」

「彼女の本来の専門は税務だが、金利やそっち関係の法律も詳しいはずだ」

「！　……ありがとうございます！　行ってきます！」

　上司のありがたいアドバイスに驚いて、バーナードは乱暴に執務室のドアを開けた。

　もうこの時間だと役場は閉まっているだろうが、彼女の家は知っている。申し訳ないが時間が惜しい。押しかけさせてもらう。

　騎士が外出する時の規則であるマントをひっつかんで羽織りながら、バーナードは砦を飛び出していった。
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　アローナから王都の方に向かって馬で一日半ほどのところにダレスはある。

　ド田舎の辺境にあるアローナの住人から見たら、地方都市といえどダレスは都会だ。

　アローナにはない娯楽施設や服飾や宝飾、食料品、雑貨などの店がたくさんあり、高級ホテルや大きな病院、上級の学校や専門職の学校などもここならばある。

　アローナで上の学校への進学や資格取得などといえばダレスに行くのが一般的で、アローナだけでなく他の周辺の街や村などからも多くの人が勉強や商売のため、このダレスの地を踏んでいた。エリナは元々実家がダレスにあり、司書の資格もこの地で取ったと聞いている。

　バーナードは王都にいたこともあるので平気だが、田舎者が初めて訪れたら、その賑やかさに気圧されるだろうことは間違いない。

　だいたい、呑気に気圧されているような余裕はない。自分たちの一生がかかっていると思えば自ずと気持ちが引き締まる。

　最初に訪れたのはエリナの実家であるブライトン商会だ。

　突然現れた騎士に驚いたエリナの父は、だが彼に託された娘からの手紙を受け取って読むと、くしゃりとカオを歪めて自宅の方へとバーナードを通した。

　エリナと同じ赤茶色の髪の人の好さそうな父親と、エリナにどこか似た雰囲気のある母は、二人してしょんぼりとうなだれて初対面の男に後悔の言葉を告げた。

　あの時は金額が大きすぎてあの男からしか借りられる当てがなかった、何軒もの金貸しや銀行から少しずつ借りるより、多少金利が高くても一軒からの方がと思った私がバカだった、そのせいで娘を犠牲に、とひたすら悔やむ父親に、バーナードは自分が来た理由を話して、その上で協力を申し出た。

　まずはこの人が納得し、協力をしてもらえなければ意味がない。

　エリナの手紙も功を奏したのだろう、父であるブライトン氏は協力を約束した。元より娘を売り飛ばすような真似をしなくて済むのならと思ったのだろう。

　その上で、もしうまくいって彼女が自由になれたなら、結婚を許してほしいと頭を下げた。

　父親は、エリナがそれを望むのならとうなずいてくれた。










　それからいくつかの準備に日にちを費やし、その後バーナードはブライトンの借金相手と相対した。

　ブライトンの紹介というかたちでの面会だ。

　セドリック・ワイアット男爵と名乗った中年の男は、不健康そうな小太りの男だった。元々の造作はそこまで悪くはなさそうなのに、酒を主とした不摂生と贅沢な食生活が窺われる丸々とした顔面と立派な腹の出方のせいで、その容姿は見る影もない。少なくとも決して女性から好まれるような容貌でないことは間違いない。

　ただでさえ他人を陥れて儲けようとする悪徳金融業者だということが気に入らないのに、こんな酷い容姿の男であることにバーナードは嫌悪感を抱く。見た目で言うのは良くないが、こんな男にエリナが嫁ぐなど間違っても阻止しなければならないと、バーナードは改めて決意した。まあ、彼にしてみたらどんな男だって気に入らないのだろうが。

　そして、自分はこんな酷いナリにならないようちゃんと日々鍛えようと思う。

　男爵は、若造の騎士がナニをしに来たのかを測りかねているのだろう。こちらを値踏みする目で見ている。

　隣でびくついているブライトンと対比するように、バーナードは表面上は澄ました表情を崩すことなく口を開いた。

「ワイアット男爵、いきなりの訪問の申し込みにお時間を割いていただいてありがとうございます。私は第十騎士団在アローナ駐屯部隊副団長補佐、バーナード・エンフィールドと申します」

「ブライトンに聞いたが、エリナのことで訊きたいことがあるとか。なんの用だ？」

「はい、現在エリナ・ブライトン嬢は、我が第十騎士団付属の図書館に司書として勤務していただいています。つまり彼女の所属は騎士団の預かりというかたちになっており、当然その去就も騎士団の承認のもとに行っております。そのため一応王都の騎士団総長にその辺の報告義務がありまして。あくまでも一応の確認ということですので、悪しからずお付き合いください」

「なるほど、騎士団もいちいちご苦労なことだな」

　鷹揚にうなずいたのは威厳でも見せようとしたのだろうか。男爵は偉そうに足を組んでバーナードの言葉を待つ姿勢になった。

「ご理解いただきありがとうございます。では、早速ですが、質問を」

　持参した書類を確認してから、バーナードは質問を始めた。

「まず、一つ目。エリナ嬢の退職理由ですが」

「私と結婚するからだが」

「父親であるブライトン氏の借金の完済ができず、その帳消しのために男爵の方から結婚を提案したと聞いておりますが、間違いありませんか？」

「……まあ、間違いではない」

「しかし、現在、我が国の法律としては、現国王陛下が戴冠された時に制定された、新法の、『借金の返済について、基本的には金銭のみの返済を原則とする。土地建物、物品での交換返済は公的機関での鑑定の上双方納得の上でのみ認める』、『如何なる額であってもその交換返済に人間を対象とすることは認められない』という内容に抵触することになります。これは五十年前から存在する奴隷禁止令にも引っ掛かる事案です。ご存じでしたでしょうか」

「無礼な。奴隷禁止令だと」

「ご不快に思われたのならご容赦ください。男爵がエリナ嬢を奴隷扱いしようとしているというつもりではありません。しかし、借金の帳消しを引き換えにその娘の身柄をもらい受けるという点において、そう取られても仕方がないということをご承知おきくださいと申しているのです。そもそもこの法律ができた背景には、結婚の名目で身受けをしても実質的には愛人として複数人抱えていたり、逆に無給の使用人扱いだったり、摘発を受けた事例がいくつも確認されたからです。エリナ嬢をきちんと妻として迎えるつもりがおありだったのならば、甚だしく誤解を受ける言い方であったことをお気付きいただき、借金とは関係なく申し込まれるのがよかったとご理解ください」

「……その点の非はこちらの不手際ということか。相判った」

　比較的素直にうなずく男爵に意外性を感じながらも、おそらくこんなところで騒ぎ立てて腹を探られるのを回避したい目論見もあるのだろうと、バーナードは言葉を続けた。

「ご理解いただきありがとうございます。しかし、そうするとひとつ疑問ができるのですが、お訊きしてよろしいですか？」

「なんだ」

「ブライトン氏の借金の件です。エリナ嬢と借金の関係なく結婚されるのであれば、氏の借金の返済はこのままされるということになるのですか？　それともなかったコトにされるのでしょうか」

「なに？」

「いえ、借金の有る無しにかかわらず結婚を申し込まれたのであれば、法律を鑑みれば借金の帳消しの件はなかったコトになります。しかし、もしブライトン氏が帳消しを理由に結婚を承諾したのであれば、これもなかったコトになりませんか？」

「……！　そ、そんなワケがないだろうが」

　バーナードの疑問に、男爵が慌てたように唸る。

「では、どうされるのでしょうか。私はエリナ嬢から直接聞き取りをしましたが、結婚の代わりに借金を帳消しにするというから父のために仕方なく受けると確かに言いました。それはつまり、借金の帳消しがなかったら結婚には応じていなかったと取れます。つまり、借金が帳消しにならないのなら結婚もなくなるのではないでしょうか？」

　男爵は咄嗟に反論できなかったらしく絶句する。だが、わずかの逡巡ののち、男爵が開き直ったかの如く言う。

「そうだな、それならばそれでも良い。エリナとの結婚の話はなかったコトにしよう」

「あ、ありがとうございます……！」

　ブライトンが驚いて頭を下げた。それを見て男爵はにやりと嫌な笑い方をしながら続けた。

「ただし、そういうことならブライトンの借金はそのまま返し続けてもらうことになるな。まあ、もう少しくらいなら待ってやってもいい。だが、借りたものはきっちりと返してもらう。いいな」

　どうやら男爵は、エリナは諦めて借金を返させる方を選んだらしい。

　青褪め引きつったカオでそれでもうなずくブライトンに満足そうにニヤついた男爵に、バーナードもうなずく。

「そうですね、いくら事情があろうが、借りたお金はちゃんと返さないと。それが正しい在り方だと私も思います」

「そうだろう、その通りだとも」

　しれっとうなずくバーナードの言葉に満足したらしく、男爵は、にこやかにうなずく。

　バーナードはいかにも事務的に結論づけるように言葉を続けた。

「では、男爵のご判断にてエリナ嬢との結婚はなかったコトにするということなので、エリナ嬢の退職もなかったコトにして良いということですね」

「そうだな」

「承りました。では彼女の退職手続きの取り消しをさせていただきます」

　内心でのガッツポーズなどおくびにも出さず、バーナードはあくまで事務的に言った。

「男爵には残念なことでしょうが、エリナ嬢は我々アローナの者にはとても優秀で有能な図書館司書として既になくてはならない大切な人材であり、辞めるにはあまりにも惜しい人です。妙齢の女性ですし、いずれご結婚もされることでしょうが、できるだけ長くいてくださることを願います」

「司書などそんなに大事なものか？　本の管理など誰だってできるだろうが」

「とんでもない。彼女が来る前と来てからでは全然違います。私も読書好きとして、彼女の日々の仕事をとてもありがたく思っておりますよ」

「そんなものか。あまり興味もないからよく判らぬわ」

「左様ですか。それは失礼致しました」

　気のない男爵の返事に軽く詫びてから、手元の紙をめくりながらバーナードが淡々と続けた。

「ところで、その借金の件なんですが、ついでに調べさせていただきまして、少しご意見させていただく必要がありました」

「……今度はなんだ」

「いえ、ブライトン氏の借金が元だというので必要があるという上からの指示で、少し調べさせていただいたのですが、男爵が法令違反をされている懸案があるので改めていただかないと大変なことになると思いまして」

「なんだと？」

　不快そうに眉根を寄せる男爵に構わず、バーナードは淡々と続ける。

「調べによりますと男爵は、金額が大きすぎたり、度重なる借金などで銀行や金貸し業からも断られたような人物相手にもお金を貸してくださっているそうですね。それでブライトン氏も助かったのだとか」

「左様。この地の領主の一族として、領民は大切にせねばならん。困っておる領民がいるのなら助けてやるのは貴族として当然のことだろう。銀行などより多少金利は高くなるが、こちらも高い金を貸しているわけだからな、多少は仕方ないと思ってもらいたい。それは判っておるよな、ブライトン？」

「は、はい、その点はもちろん重々」

　恩着せがましくしっかりブライトンを威圧する。

「素晴らしい心根をお持ちで感動致します」

　しれっと言ってから、バーナードは男爵を見据えた。

「しかし、そうおっしゃるということは、男爵は金貸しを仕事としていると取ってよいのでしょうか？」

「まあ、明確に仕事と看板を出しているわけではないがな」

　肯定と取れる返事に、バーナードは心の中で拳を握った。

「では、やはり法令違反ということになりますね。改めていただかねば、私は金融庁に告発せねばならなくなります」

「なに？」

　目を眇める男爵に、バーナードは畳みかける。

「国の基準では、借金に対する業者の乗せられる金利は金額にもよりますが、最大で年三〇パーセント。元金に対して〝年利〟三〇パーセントまでというのが国の定めた法律です。対してブライトン氏に掛けた金利は月一〇パーセント」

「それがどうした」

「元金と金利を足した金額から当月に返済された金額を引く、そこまではいいですが、その次の月は元金と前月に引けなかった分の利息金を足して元金扱いにして一〇パーセントを掛けている。返済金額が金利分に足りなかったら確実に借金が増えていきます。その計算方法は、明確に法律違反です」






　この国の法律では、元金×三〇パーセントが年利の最高金額だ。

　五〇〇万を借りたというブライトンの場合、五〇〇万×三〇パーセントで年利一五〇万。

　つまり、氏の返済額は元金五〇〇万と利息一五〇万で合計六五〇万になる。

　一年分の利息一五〇万と、それ以上の金額が返せれば元本も減っていく計算だ。

　借金があるうちは当然利息も払うことになるが固定制である以上金額が最後まで一定である分計算はしやすい。

　それは立場が弱い借受人が貸付人の口車で払い過ぎないようにという保護の意味で、単純かつ明確にした法律だった。

　だが、男爵の計算方法は異なる。

　月一〇パーセントの金利分だけでも払えないと、払えなかった金利の残りの分が次の月には元本に足されて、その金額に一〇パーセントの金利がかかるのだ。

　ブライトンの借金は五〇〇万、元金一〇パーセントで総額五五〇万。

　氏は、最初の半年に月三〇万を返した。その時点ではこれ以上の金額は無理だった。だが、五五〇万から三〇万引くと五二〇万で、次の月には元金五二〇万に金利が一〇パーセントかかるという式になる。

　返せない金利分まで元金に含められたら、金利分だけでも返せなければ元金はどんどん増える。

　半年経ってから必死に五〇万を返すようにした。だが、既にその時点で金利分だけでも月六五万を越していた。あとは、いくら真面目に返そうがひたすら増えていくだけだ。

　そして二年経った現在では金利だけで既に月一二五万。月一〇〇万返せたとしてもとても追いつけない。

　恐ろしく阿漕な金利計算だった。

　この計算方式は、元々裏社会のヤクザ者たちが使っていたもので、それこそ新法が制定された時に一掃されたはずだった。

　だが、どこかでこっそりとその方法を使っていた者がいて、男爵に教えたわけだ。

　新法の整備がされても借金の法律など自分が貸し借りする立場になければあまり興味も持たれない。大きすぎる金額でなければ銀行などの公的な機関なら法律に則ってきちんと対応してくれるから、一般にそれほど浸透周知されることがなかなかないが故の盲点であった。

　そして、この国全体の識字率自体はあまり高くないことも事態に拍車をかけていた。

　バーナードは副団長が騎士団の財務会計関係全体の責任者で多少の関わりもあったために新法自体は知っていたが、借金の金利計算の仕方などの細かいところは知らなかった。

　その辺はすべて町役場のステラから教わったものだ。

　ダレスに赴く前に自宅まで押しかけて正しい金利計算のことを教わったバーナードは、ブライトンから金利と借金の返し方を聞いた後、アローナに取って返して再びステラにすべての計算をし直してもらった。この阿漕な計算方法の詳細や引っ掛かっている法律の内容も、すべて彼女に教わった。短時間で挙げてくれた成果は、アローナとダレスの往復の疲労も吹っ飛ぶほどで、ステラには感謝しかない。

　夜も遅めの時間になってしまったこともあり、彼女を溺愛しているパン屋の夫が少々不機嫌だったのは申し訳ないが、恋人の結婚を阻止できるかどうかの瀬戸際なのだと必死に訴えたらなにか感じるところがあったらしい、素直に協力してくれた。帰ったらパンをたくさん買いに行こうと思う。

　ちなみに副団長は、バーナードとステラ、どちらも相手に縁がなかったら自分のお気に入り同士結婚させようなどと画策していた時期もあったらしいが、ステラがパン屋の主人と結婚したことでその計画も諦めたようだ。その頃にはバーナードもエリナと知り合っていたこともあり、きっと薦められても断っていただろうが。






「男爵、あなたは自分が金貸しを仕事としていると明言しました。ならば、この計算方法を使っている時点で既に違法なんです。私が金融庁に告発すれば、あなたは罪人として捕縛され、処罰されます」

　真顔で言うバーナードに、真っ青になってから真っ赤になるという器用な顔色を見せた男爵は、偉そうに座っていたソファを蹴立てて怒鳴った。

「無礼な！　騎士風情が貴族を脅すのか!!　ふざけるな、若造が!!」

　だが、まあそういう反応をするだろうなと予測していたバーナードはびくりともせず、男爵を涼しい目で見遣った。

　さて、これからとどめを刺そうか。
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　激昂した男爵など歯牙にもかけず、まったく表情を変えずにバーナードは言った。

「あなたが貴族であろうが平民だろうが、法を犯せば罪人です。そして騎士は罪人を捕縛するのが職務です。あなたがいかに地位を振りかざそうと、それは揺るぎません」

　あまりにも平然と、そして淡々と言うバーナードの態度が気に入らなかったのだろう、男爵は更に怒鳴る。

「私はこのダレスの領主の親族ぞ！　領主が好きにせよと申したのだ、なにが悪いというのだ!?　そもそもブライトンは、金利が高いと判っていて、それを承知で契約書にサインをしたのだろう！　その通りに金を払わせてナニが悪い！」

「そもそもその契約書の内容が不正であると判れば、それは無効となります。あと、領主様は、あなたが仕事を興すというのなら好きにせよとは言ったが、法を無視して好き勝手をしていいと言ったわけではないとのことですよ。もし万が一、そういう意味で言ったとしても、領主の許しよりも国の法律の方が強制力が強いのは当然です」

　そうでなければ、領主は自領地内なら国法無視で好き勝手ができることになってしまう。我が領内なら人殺しをしても無罪とするなどという法をつくったとしても、そんなことが許されるわけがない。

　バーナードの差し出した封筒を不審そうに受け取った男爵は、封蝋の紋を見て目を見開き、急いで中を開けてみて蒼白になった。

「領主様は、セドリック・ワイアット男爵が罪を認め改めるのであれば、今後きちんと監督する代わりに、一度だけ猶予をやってほしいとおっしゃいました。ただし、認める気がないのであれば、告発も止むを得ないと。国王陛下に対する忠誠を汚さないためにも、家名を冒す行為を許すわけにはいかないと仰せでした。そのお手紙にもそのように書かれているはずです」

　確かにそのように書かれている手紙を、男爵は思わずぐしゃりと手の中で潰した。

「お、おまえ、伯父上に会ったのか!?」

「はい。職務上必要でしたので」

　相変わらず淡々と返すバーナードを、男爵は驚いて睨みつける。

「わ、私だってなかなか会っていただけないのに、何故騎士風情が！」

「用件を伝えたらすぐにお会いしていただけましたが。とても誠実に対応していただけて、不出来な甥が申し訳ないと詫びの言葉までいただきました」

「ふ、不出来だと!?」

「法を犯して領民を苦しめる貴族が不出来と称されても当然かと」

「貴様!!」

　更に激昂した男爵がバーナードに殴りかかった。だが、その手は立ち上がった彼に届く前にあっさりと捕まえられ、後ろ手に捩じり上げられて、あっという間に動けなくなる。

「あだだだだ！」

「ろくに鍛えもしていないのに現役の騎士に襲い掛かるなど無茶がすぎるというものです。素直に殴られるとでもお思いですか？」

「離せ！　無礼者！　離さぬか！」

「あなたが手を出さないのであれば離しますが」

「出さぬ！　出さぬから手を離せ！」

　バーナードが手を離すと、男爵はビビりまくって自分のソファまで逃げる。その行動だけは妙に敏捷だった。

「さて、話を元に戻しましょう、男爵。ブライトン氏の借金の件です」

　バーナードは座り直すと改めて告げた。

「こちらが男爵が使用した金利計算の表。残り金額は一三三〇万とあります。そしてこちらが、法を遵守した金利で出したブライトン氏の返済金額の計算表です。満二年の現在の残り金額は八〇万、で、月割りの金利を足して、残り一四三万。あと五ヵ月で完済となります。こちらがブライトン氏が男爵に既にお支払いした金額、一〇八〇万。対してこちらが正しい金利で支払った場合の総額で、八六三万。既に二一七万も過払いとなっています。つまり、ブライトン氏は今後支払うのではなく、男爵から二一七万返済していただくということになります」

　テーブルの上に並べられた計算表や計算式の紙は、すべてステラに計算してもらったものだ。

　それを指差しながら元通り淡々と告げるバーナードだが、男爵は目を剥いた。

「か、過払い、だと!?」

「はい。先程も言いました。借りたお金はちゃんと返さないと、です。借りた金額と金利分を正しくきちんと返すのは、借りた者の義務です。ですが、払い過ぎたのであれば、それはきちんと返されるべきです。それが当然であり、法というものです」

「……金を、返せというのか」

「はい」

「どうしても、か」

「返さないということであれば、私は金融庁に告発をすることになります」

　ぐう、と喉が鳴って、ヘンな唸り声を上げた男爵は、不意にナニかに気付いたというカオでバーナードを見た。

「そなた、エンフィールドといったか、随分アタマが切れるようだが、私の右腕になる気はないか」

「は？」

「待遇は良くするぞ。給料も騎士などと比べ物にならん金額を出してやろう」

「……突然、どうされました」

「だから、私の下につけば主を告発することもなかろう」

「…………」

　アホですか、と、危うく言いそうになって、バーナードはかろうじてそれを止めた。

　これから告発すると言っている相手の下につく者などいるわけもないだろうに、男爵はとても良いコトを思いついたというように、一人でうなずいている。

　呆れて溜め息を吐きそうになったが寸前で止めて、バーナードは冷ややかに言った。

「お断りします」

「何故だ？　待遇が気に入らんか？　ならもっと出してやっても良いが。家が欲しいか？　ああ、なんなら私の末の娘を」

「要りません」

　いい加減うんざりして、そんなもん要るか、と危うく口から出そうになった。この男と縁続きなど絶対イヤだ。こんなくだらない喜劇が終わったら、とっととアローナに戻って可愛い彼女と一緒になろうというのに。

　そこまで思ってから、待て待て、なんだ末の娘って、とツッコむ。

「……娘さんがおいでですか？　ご結婚されていると？」

「あ、いや、結婚はしておらん。おらんが、その、侍女やら愛人に産ませた子が数人、だな」

「…………左様ですか」

　この野郎やっぱり女が他にいるじゃねえか、と、若干凶悪な気分になる。

　それも、バーナードにくれてやろうというくらいの年頃の末娘がいるということは、あとはみんな年上ということだ。ホントに一体何人の子がいるのか。

　もしこのまま見過ごして本当にエリナが嫁いでいたら、彼女はいきなり何人の母になるところだったのか。それも彼女より年上の子供ばかりかもしれない。

　正に、ふざけるな、だ。

「何故だ。騎士なんぞ辞めて貴族の一族に名を連ねられるのだぞ。荒事もないわけではないが、そなたは腕も立つようだし心配なかろう。いい話だと思うのだがな」

　だが、男爵はまだ自分の思いつきが良い提案だと思っているらしい。

　バーナードは、姿勢を正して男爵を見据えた。

「私は仕事でこちらに参っただけです。あなたとブライトン氏との話が終われば、速やかにアローナに戻ります。私は騎士であることに誇りを持っていますので、現在辞める気はまったくありません。そして、男爵の下につく気も、男爵の娘さんの婿になる気もまったくありません。あなたの一族に参加する意義もありません。ですから、すべてにおいて、お断り申し上げます」

「意義がない、だと？　栄えあるワイアット家の名を、意義がないとはなんだ、無礼な！」

　再びまくしたてる男爵の怒鳴り声がうるさくて、バーナードはそろそろ面倒になってきた。

「それで、結局男爵はブライトン氏に過払い分を返す気はないと取ってよろしいのですね？」

「当然だ！　一度払ったものを取り返そうと思うのがそもそもおかしいのだ！　文句があるのなら契約時にきちんと約款を確認せず、こうなることが判りきっているのに利息すらきちんと支払わなかった自分に文句を言うがいい！　これだから学のないヤツは無能だと言うんだ！」

　勝手な理屈を捏ねる男爵は、激昂したあまりによくモノを考えずに怒鳴ったらしい。バーナードは冷静に言葉をすべて聞いてからうなずいた。

「判りました。では、男爵は返済する意思がないというコトで、告発する方に動かせていただきます」

「え！　あ！　いや！」

　途端にナニを議論していたのか思い出した男爵は慌てたが、バーナードは続ける。

「せっかくの領主様のご心情でしたが、本人が酌量を拒否されたのであれば致し方ありません。私も騎士の義務を果たさせていただきます」

「いや！　いやいや、ちょっと待て！」

「幸い既に告発状は作成してあります。こちらを辞しましたらこのままその足で提出する方向で行きますので、男爵は捕縛する騎士が到着する前に、身の回りの整理をされることをお勧めします」

「ちょっと待て！」

「ああ、それからブライトン氏の借金は完済済みということでよろしくお願い致します。そちらも領主様にご確認いただいておりますので、あとでごねても通らないことをご承知おきください」

「エンフィールド、ちょっと待てと言うに！」

「なんでしょうか？」

「払う！　払うから！」

「しかし今しがた、一度払ったものを取り返そうと思うのがおかしいとおっしゃいましたが」

「いや、だから、今回は！　そう、伯父上とそなたの顔を立ててだな！」

「いえ、結構です。男爵、貴族たるものそう易々と意見を変えるべきではありません。利によってすぐ意見を変えると他の貴族に侮られましょう。それこそ御名に瑕がつくというものです」

「おまえに貴族のナニが判ると言うのだ！　しがない騎士だろうが！　だいたい騎士風情が貴族を告発などしても素通りされるだけだ！」

「いえ、私も出身は貴族です」

「は？」

　バーナードは、初めてわずかに微笑んで、男爵に二通の封書を差し出した。

　強張った手で受け取ったその封書の表に書かれた名前を見てぎょっとする。

『金融庁副長官　リチャード・ソーウェル伯爵』、『金融庁税務管理課　ジェフリー・エンフィールド殿』

　それぞれ、そう書かれている。

「私の叔父と弟です。さすがに素通りはされないと思いますが」

　一瞬にして真っ青になった男爵は、それでもまだ張る意地があったらしい。

「そ、それでも、おまえ自身はただの騎士で、爵位を持っているわけではないだろう！」

「そうですね。ですが、叔父は子がいませんので、そろそろ私か弟のどちらかを跡継ぎにしたいと言っておりまして。もしそうなれば、私は伯爵となりますね」

「は、はく、しゃくっ！」

　途端にビビりまくる男爵。実はほぼ九九パーセント宮仕えをしている弟が継ぐと決まっているようなものなのだが、そんなことは、おくびにも出さない。

　領主の親戚、更には爵位を持つ貴族という権威を嵩に難癖をつけていた男爵は、だが、更に高い身分の前にはひれ伏すだけだった。権威主義者とはそういうものだ。

　完全に敗北を悟った男爵は力が抜けてソファに座り込んだ。そのカオはすっかり毒気が抜けている。

　バーナードは呆けている男爵から封書を返してもらうと、敢えて続けた。

「しかし、このまま男爵を告発すると、ブライトン氏が過払いした二一七万が返ってこなくなりますね。あなたにははした金かもしれませんが、ブライトン氏には必死に働いて工面した大切なお金です。このまま戻ってこないのは気の毒というものでしょう」

　呆けていた男爵は、理解すると目を見開いて起き上がった。

「そ、そうだな！　このままはさすがに悪いと思っている。やはり返すがよかろう！　そうだな、ブライトン！」

　必死にその言葉に縋って言い出した男爵を内心で嗤いながら、バーナードはブライトンに訊いた。

「そうですね、ブライトン氏が納得するのなら、今回は保留ということでいいのではないでしょうか。私としては、こんな違法行為はきっと今回が初めてではないでしょうし、告発するのが世間のためとも思いますが。どうされますか？」

　急に穏やかなバーナードの視線と必死に縋るような男爵の喰いつきそうな視線に晒されて、ブライトンはびくつきながらなんとか答えた。

「い、一時は大金を貸していただけたことで助かったのも事実ですし、わ、私は、お金を返してもらえて、娘も自由にしてもらえるのならば、そこまではと……」

「おお！　そうか！　そうなのだな！　やはり恩は大事にすべきだ！　すぐ返済金額を用意させよう！」

　喜色満面で復活した男爵は、人を呼んで本当に現金の用意をするよう申し付ける。意外にもフットワークは軽いらしい。まあ、きっと自分で動くわけではないからだろうが。

　バーナードは呆れと感心が半々ながらもうなずいた。

「……お人がよろしいですね、ブライトン氏は。では、今回は保留とさせていただきます。ですが男爵、今後このようなことが起きませんよう、行動をお慎みください。合法的な仕事でしたら、領民に大きな金額でも貸し付けてくださること自体は、決して悪いコトではないのですから。この告発状は領主様に預けさせていただきます。次にこのようなことがありましたら、さすがに領主様ももうお許しにはならないと思いますよ。恩が大事、確かにその通りです。ブライトン氏によくよく感謝なさいませ」

「……わ、判った……」

　大喜びだった男爵は、バーナードの言葉にまたしゅんとした。

　彼らは知らない。

　バーナードが、かつて文官の登用試験で同期の中でも十指に入る点数で合格した秀才だったことを。だが、採用された部署の上司が典型的な権威主義者で、能力がなくても家柄でヒトを重用することがウザすぎて嫌になり、一年も経たないうちに辞めて騎士に転向し、後の幹部候補を失った官庁をパニックに陥らせたことを。

　それを聞いておもしろがったアローナの副団長が自ら自分の下にとスカウトし、今に至るという経緯を。

　副団長の補佐は忙しいがとても充実していて、彼の能力をフル活用できる職場としてかなり気に入っている。

　上司としても気に入っている副団長の補佐を蹴って、このむさくるしい男爵の下につくなど有り得ない。

　かくして、男爵との会談はバーナードの全面勝利で幕を閉じた。
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　エリナから話を聞いたあの日から十日が経った日の夕方。

　砦に帰り着いたバーナードは、旅装を解いてから図書館へと足を向けた。

　もう閉館間際の時間で、そろそろ利用者を追い出しにかかっている時間のはずだ。

　いつものように砦側から館内に入り、ガラスの扉を開くと、いつぞやと同じようにエリナが窓のカーテンを引いてまわっているところだった。

「エリナ」

　ひと声かけると、振り向いたエリナが驚いたカオで駆け寄ってきた。

「バーナード様！　お帰りなさいませ！」

「うん、ただいま。はい、これ、お父さんから」

「え、あ、はい」

　勢い込んで結果を聞こうとしたのだろう、エリナが戸惑った様子で手紙を受け取る。手紙を読んだエリナの目に、みるみるうちに涙が溢れた。

「全部終わったよ。借金完済、実は過払いになってた分も返済されて、きみの嫁入りも白紙になった。男爵に特大の恩も売っといたから、もうお父さんも店も大丈夫。そしてきみと俺との結婚も許可してもらった。これにて万々歳」

　穏やかな中に少し誇らしげな様子のバーナードの笑みを見て、エリナが口元を覆ってぼろぼろと泣き出した。

「泣かないでよ。こないだも言ったでしょ。俺、エリナに泣かれるとどうしていいか判らなくなる」

　ちょっと困った笑みを浮かべて、バーナードはエリナを抱き寄せた。

　おとなしくされるがままになったエリナは、だが涙を零しながらつぶやく。

「だって、もう、司書もバーナード様も全部を諦めて倍以上も年の離れた知らないひとのところにお嫁に行くのかって絶望していたのに、それを颯爽と救ってくれたのが好きになった人だったなんて、なんの御伽話だろうって思うじゃないですか。泣くなって言う方が無理です」

「かっこよかった？」

「はい、物語の王子様や英雄より、ずっと」

「それならがんばった甲斐があったな」

　満足げに笑ってから、バーナードはその至近距離のまま、エリナに告げた。

「エリナ、俺と結婚、してくれる？」

「はい、喜んで」

「恩義じゃなくて？」

「大好きです、バーナード様」

「ありがとう。俺も愛してる」

　涙混じりの笑顔が可愛くて、バーナードはそのまま彼女の唇を奪った。

　重ねるだけだった唇を軽く食み、やがて深いキスに移行する頃にはおずおずとつかまっていたエリナの手が必死にしがみついていて、たまらない可愛さにバーナードは囁いた。

「……一つだけ、きみのご両親に嘘をついてきた」

　エリナが問うように視線を上げると、そこにあったのはわずかな苦笑と、そして隠しきれない、艶。

「もう、きみの初めてをもらったと」

　かあっ、と音が聞こえるのではという勢いでエリナが真っ赤に染まった。

「な……んで、そんな」

「より明確に俺たちが既に恋人同士だと判ってもらうために。完全に嘘じゃないよな、きみの初めてのキスは俺がもらったんだから」

「……それは、詭弁というのでは」

「否定はしない。だから、事実にしていいか？」

「……え」

　目を見開くエリナの視線を捕まえて、バーナードは言った。

「今すぐきみを抱きたい。俺のものになった実感を確かめさせて」










　図書館には休憩室がある。

　昔、もっと本が高くて貴重だった頃に守衛が置かれていたことがあり、その守衛室だったらしいという話を以前聞いたコトがある。

　図書館職員のロッカーや休憩のためのテーブル、簡単な炊事ができる小さな台所などの他に、衝立を隔ててベッドがあった。

　滅多に使うことはないが、来館者の気分が悪くなったとか、軍の病院に運ぶほどでもないのではという程度の急な体調不良を起こした時に休ませるためのものだ。

　以前の責任者はよくここで昼寝をしてサボっていたらしいが、エリナが来てからは使われている形跡はなかった。

　そのベッドに今、バーナードはエリナを押し倒していた。

　ちゅっ、ちゅっ、とリップ音をさせながら、頬や額、そして唇にくちづけていく。真っ赤に染まったエリナが恥ずかしさを必死に我慢しながらそれを受け止めているのを、バーナードはわずかに苦笑する。

「どうしてもイヤなら言って？　無理矢理にどうしてもしたいわけじゃない」

「……イヤじゃ……恥ずかしいだけで……」

「本当に？　いきなりで、その上こんなとこで。俺、がっついてるよな。幻滅する？」

　ふる、とカオを横に振って、エリナは困ったように微笑む。

「初めては結婚初夜じゃなくていい？　もしそうなら、今はどうにかして我慢するよ？」

　やはり好きな女を手に入れた男としては早く本当に自分のものにしたい。

　だが、ちゃんとエリナの意思を尊重するつもりはあるのだ。本当に彼女がそれを望むのなら、どんだけやせ我慢だろうとなんとか盛り上がってしまったその性欲を必死に落ち着かせる努力はするつもりだった。

　だが、一度大きく目を見開いてその言葉を聞いたエリナは、ふわりと赤いカオに笑みを浮かべた。

「……その言葉だけで、充分嬉しい。でも、バーナード様。いいんです。私をあなたのものにしてください」

「後悔しないね？」

「はい。バーナード様の恋人にしていただくのに、後悔なんてありません」

　今度はバーナードが軽く目を瞠ってから、ふっと微笑んだ。

「婚約者、だろう？　愛しているよ、エリナ」










　この何年かろくに使われていなかったベッドが、かかる負荷の具合にぎしぎしと文句を言うのを遠くで聞きながらも、バーナードは愛する女を蹂躙する行為を止められない。

　愛撫する端から漏れる甘い声は、彼の明晰で冷静な脳の働きをあっという間に麻痺させる。

　どれだけ優秀だろうが、腕が立とうが、所詮男なんてものは惚れた女の前ではバカになる。

　一歩間違えればその手から零れ落ち、二度と手が届かなくなっていたかもしれない女を既すんでのところで救い出せたコトを、バーナードは誇りに思う。望み望まれた相手と結ばれる。これ以上の幸せがあろうか。

「あ、あ、あぁっ、やっ、んっ、まっ、まって、も、くるし、ああっ！」

「まだ、まだだ、もっと、もっと……！」

　抱え上げた脚を持ち直し、更に腰を打ち付ける。

　破瓜の時には涙を零したその瞳には、今は辛そうな光はない。その代わりにエリナの熱に浮かされたようなとろんとした甘い艶気が、バーナードの股間を更に刺激する。

　散々舐めまわした胸の先が、バーナードが動く度一緒に揺れてエロい。必死に喘ぐエリナの唇に屈んでくちづける。ずっと触れたかったがダメだと自制していた唇にこんなに簡単に触れられる幸せは、金輪際手放すことなどないだろう。

　最奥近くで掻きまわすと、エリナの腰がびくびくと揺れる。どうやらその動きが好きなようだ、抜こうとすると惜しむように吸いついて行ってほしくないと身体が告げる。

「気持ちイイ？」

「……あぁ……きもち、い……んん……ばーなーどさま……すき……」

「ん、俺も好き。ああ、もう、むちゃくちゃかわいいし」

　彼女のナカに入り込んでいる自身は、一向に収まる様子はなく、それどころかまだまだ足りないとばかりにしっかりと漲っている。

　彼女は初めてで、いきなりそんな無理をさせてはいけないとアタマでは判っているのに出たくない。

　こんなコトをしていてナニを今更とは思うが、彼にとってのエリナは、男の欲で汚してはいけないのではなかろうかと思えるほど、天使のように清らかなイメージだったのだ。

　その彼女を汚すのが自分だと思うと、少しの申し訳なさと侵してはならないものに触れるのではという畏れを抱きながらも、汚すという行為に対する興奮で更に昂った。

　暴いてしまえば彼女はやっぱり天使などではなくただの普通の女で、そして彼に自分を汚してほしいとすら願ってしまう愚かな女だった。

　もう俺に汚されたら自由などなくなってしまうだろうに。

　他のもっと良い男が現れてもそちらに行くこともできなくなるというのに。

　自らこんな俺に囚われることを望んだ愚かな女を、俺はもう二度と離さないだろうに。

　バーナードは見た目に反して、実は真っ当な正義を信条とする男ではない。

　それは男爵と事を収めた時に取った手段を見ても明らかだ。

　すべての材料を用意し、周到に計画し、そして必ず勝てる喧嘩をする。

　領主を味方につけ、最後まで出自と身分を隠し、確実にエリナの身を解放して、更に金まで取り返す。恩義に思ったブライトン氏が快く恩人として娘との結婚を許してくれるところまで込みの計画だ。

　できる限り正攻法で攻めるが、多少の無茶も辞さない。

　エリナの言うような物語の王子様なんて烏滸おこがましい。そんなお綺麗なものじゃない。

　不正をバレないように調整する頭脳も器量も持ち合わせていない輩が、でかいカオをするのが気に入らない。やるのならもっと完璧にやれと言いたい。

　ちょっとつついただけであれだけぼろぼろと崩れる程度の男が、よく違法行為などしようと思ったものだと、帰り道には内心で嗤ったものだ。バーナードなら、間違いなく他人にはそう簡単には看破できないようなやり方ができるだろう。そんなことは、もちろんやらないが。

『できる』のと『やらない』では天と地ほども違う。

　彼は、『できる』だけの能力はあるが『やらない』人間だ。

　不正は最終的に己の不利になるものだからやらない、その程度の認識で、決して悪いコトだからという理由ではないところが、この男の性格の悪いところだった。

　バーナードは、貴族の出身として、一度は王城に文官として入った身として、お綺麗な正義だけで世の中がまわっているわけがないと知っていた。それをすべて正したいなんて大それた、そしてできないと判っていることを願う純粋さなど持ち合わせていない。

　それでも、自分の中の正義と、手の届く範囲にある大事なものくらいは守りたいと思っているだけだ。そして守れるだけの能力も持っていた。

　そうでなければ幹部候補生の椅子を蹴飛ばしてまで上に逆らうものか。

　そのうち、エリナも知るのだろうか。

　自分の夫が決して正義の味方、弱い者の味方などという立派な男ではないことを。

　もちろんこんなド田舎でその性格の悪さを発揮する機会はそうはないだろうが。

　それでも、きっとその頃にはもう逃げられないだろうけれど。

「あっあっあっ、やっ、あぁっ、やあああああ!!」

「……くっ」

　激しく突き上げる。達してしまったらしいエリナのナカで、バーナードもまた果てた。

　ぜえぜえと喘ぐエリナが恥ずかしげにカオを隠そうとする手を捕まえると、その指に軽くくちづけてから唇にくちづけた。

「……いい加減にしないと、と思うのに、まだ離したくない。気持ちヨすぎてやめたくない。どうしよう」

「…………わたしにきかないでください」

　赤くなっているエリナは、どうやら指へのキスに照れているらしい。

「でも、二人でするコトだし。エリナは気持ちヨくなかった？　まだ足りなくない？」

「……そーいうコトきかないでください、はずかしいから」

　今度は質問で照れたらしい。

「恥ずかしいからってコトは気持ちヨかったってコトでＯＫ？」

「もう、ばかぁっ」

　振り払った手で隠したそのカオは見えるところが真っ赤だ。

「あ、スゴい、耳どころか首筋やら胸元まで真っ赤っか。すごいな、ドコまで赤いの？　見せて？」

「ヤです！　バーナード様のえっち！」

　身体を横にしてバーナードの追及を躱したエリナが丸まると、バーナードは楽しそうにくつくつと笑った。

　その頬にくちづけて、バーナードは笑う。

「機嫌直して、俺のお姫様。でないと、許してくれるまで襲っちゃうよ？」

　背中を向けたエリナをこれ幸いと背後から胸を弄ると、きゃあっと悲鳴を上げたエリナに再び怒られた。

「もう！　許すからもうダメです！　明日仕事に出られなくなっちゃう」

「あ、残念。仕方ない、今日のところは諦めるか。でも、次のデートがいつになるか判らないけど」

「あ、そうなんですか」

「うん、さすがに、今日までの休みを無理矢理取ったからね。明日からきっとめちゃくちゃ忙しいし、副団長にもこき使うって宣言されてるからなー。もしかしたら、祭りの休みも俺だけ一日はもらえないかも」

「え、そんな、私のせいで？　ごめんなさい」

　慌てて振り向くエリナにバーナードは笑った。

「謝らなくていいよ。そのおかげで今、俺はエリナをこうやって抱けてるんだから」

　途端に赤くなるエリナにちゅっとくちづける。

「まあ、副団長も鬼じゃな……いや、たまに鬼だけど、どっかでせめて一晩くらいは休みもくれるでしょ。その時は俺とデートして？」

「はい。フィタを用意して、誘ってくださるのを待ってます」

　はにかんだ笑顔を浮かべるエリナはそれはもう可愛くて、バーナードは後ろからぎゅーっと恋人を抱き締めた。

「あー、じゃ、ますますがんばって時間つくらないと」

　呑気に、甘やかにじゃれ合いながら、二人はやっと結ばれた。
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　次の日。

　無事完勝の報告をすると、カレンベルク副団長はニヤニヤ笑いで祝してくれた。

「まあ、おまえのコトだからそんなことになるだろうとは思ってたけどな。はい、おめでとさん。さて、そしたらこれから楽しくお仕事しようか、バーナードくん。おまえの仕事はがっつり取ってあるからな♪　がんばりゃ、最終日の夜ぐらいは休みにできるんじゃねえの？」

「……くっ、あまりにも予想通りで腹も立たない……」

　どっかりと書類や文書綴りの山がいくつも載った自分の机を前に深く溜め息をついたバーナードは、若干やけくそ気味に書類の山の一番上をつかみ取った。










　アローナの祭りが始まるまであと四日、そして祭りの期間は三日。

　ここからまだ更に増えると判っている仕事の山を前に、バーナードは恋人と祭りに遊びに行くために、その明晰なアタマをフル回転させてペンを走らせるのだった。
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